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要旨 

1. 研究の背景と目的 

本研究は、中国語を母語とする中・上級日本語学習者を対象に、視点に着目して、文脈依

存性の高い日本語の受身文の習得実態と関わりのある要因を明らかにしようとした実証研

究である。 

日本語の受身文を既に学んだ中・上級学習者でも日本語の言語内知識不足による文法上

の誤りのほか、「田中さんはテストで悪い点数をとった。成績をお母さんに見せた。お母さ

んは彼を叱った。（→お母さんに叱られた）」のように文法的には正しいものの、自然な日本

語の観点から考えると、それは、受身文の使用による視点の統一が理解されていないためで

あると考えられる。本稿では、それを学習者の理解レベルと産出レベルから探ろうとするも

のである。 

受身文に関しては、様々な角度から研究されてきている。受身文指導法への視点導入の必

要性も多くの研究報告で指摘されてはいるものの、中国の大学で日本語を学習している学

習者を想定して、具体的に何をどの時点でどのように導入したら良いのか、そのような角度

から進めた、視点に着目した日本語の受身文の習得研究は、管見の限り非常に少ないようで

ある。 

2. 研究の内容と方法 

上述した問題意識を抱き、目的遂行のために、以下の①日本語中国語双方向の対訳データ

の調査、②質問紙調査（理解レベルを測る文法選択・翻訳テストと産出レベル測定する短文

完成テストに分けて）、③インタビュー、④中国で出版されている日本語教科書の調査、と

いう四つの研究方法で三つの課題を検討した。 

中日視点の差異、とりわけ受身の出現位置と視点との関係（課題１）に関して、日本語中

国語双方向の小説から 1411 対の対訳データを収集し、受身表現の使用について日中の訳語

の比較を行った。両言語で受身形を使うものをタイプ１（日本語○中国語○）とし、日本語

では受身を使うが中国語で使わないものをタイプ 2（日本語○中国語×）、中国語でのみ受

身を使うものをタイプ 3（日本語×中国語○）とし、3 種類に分けて分析を行った（第 4 章）。 

学習者がどのように理解され、どのように産出されているか（課題 2）を解明するために、

質問紙による文法テスト（文法選択・翻訳テストと短文完成テストから構成されている）と

インタビューの二つの調査を実施し、141 人分の質問紙回答データを収集した。質問紙の回

答理由と判断基準に関して、調査協力者 5 名を対象に、インタビューを行った（6 章）。 
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質問紙の回答に見られた中間言語的な表現は、中国での現行の日本語教科書における受

身文の導入方法と、どのような関わりがあるか、視点の観点からどのように工夫できるか

（課題 3）に関して、最近（2005 年～2015 年）中国で出版された大学生向けの日本語教科

書 5 種類計 18 冊を対象にして、受身文の提示方法、提示内容、視点との関わりについて整

理し、考察を加えた（第 7 章）。 

3. 調査結果と考察 

本研究を通して、明らかになったことを上述した課題の順にまとめる。 

まず、日本語中国語双方向の小説から収集したデータの分析に基づいて、受身の出現位置

と視点との関わりに関して、以下の 2 点が明らかになった。 

（1）タイプ１、タイプ 2、タイプ 3 それぞれのデータ数の整理から、日本語の受身文の

使用範囲は中国より広い傾向にある、という先行研究（森田 2002、王 2009 等）での指摘を

裏付けていると言えるだろう。中国語の表現の方は動作主あるいは変化の主体を主語の位

置に立てて、完全文で単独に事実を記述する傾向がある。日本語の方は文脈の情報に依存し

て、受身文の使用、とりわけ連用修飾節に出現した受身の使用により、視点が統一される傾

向が窺われた。 

（2）日本語中国語双方向の小説の対訳データの調査から、使用率の多い日本語の受身の

出現位置は順に、連用修飾節、連体修飾節、複文末、単文末、引用節、疑問節となっている

ことが分かった。双方向の対訳データには上述した使用傾向が見られた。連用修飾節に出現

した受身は今回の調査データの全体の 4 割ぐらいを占めたが、これは前田（2011）の調査結

果とほぼ一致している。受身が従属節と主節の視点を一貫させる役割が連用修飾節の述語

になることを示していると考えられる。 

そして、質問紙の回答から見られた学習者の中間言語的な表現の出現要因に関しては、以

下の 4 点が明らかになった。 

（1）理解レベルでの日本語の受身形の習得が完璧でない場合に、中国人学習者が日本語

の受身文を習得していく際に、母語である中国語から影響を受けているというより、日本語

の言語内知識が不十分であること、具体的に、文脈依存性の高い日本語受身文を使いこなす

ために必要な知識とされている視点の捉え方、視点の統一が習得されていないこと根本的

な原因の一つであると言えそうである。インタビューの結果を組み合わせて考察した結果、

学習者が、理解レベルと産出レベルそれぞれのテストで正しく回答できても、必ずしも視点

と受身文使用との関わりを正確に理解できているとは限らないことも明らかになった。院
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生レベルになっても視点の統一が習得できていない事例も見受けられた。さらに、受身文の

使用による視点の統一と既述した内容の省略と混同している回答も見受けられた。 

（2）文法選択テストの中国語訳の回答から、母語である中国語で日本語の設問文で述べ

ている事例を正確に理解できても、必ずしも文法選択テストで正しく選択できるとは限ら

ないことが示された。中国語は事実志向が強い言語であるとされているが、中国人の日本語

学習者にとって、それなりの主語の立て方あるいは視点の捉え方が生じやすいと考えられ

る。中国語の視点の概念から影響を受けて、中国語の受身表現に関する基礎的な文法知識が

ないまま母語（中国語）に翻訳しながら、日本語の動詞が受身にできるかどうか、さらに受

身文を使用すべきかどうか、ということを判断する傾向が見受けられた。 

（3）連用修飾節に出現した受身の使用による視点の統一、単文末に出現した受身、連体

修飾節に出現した受身の使用による視点の捉え方に関しては、文法選択テストで正しく選

択できても、必ずしも視点の角度から日本語の受身文を習得できているとはいえないこと

がインタビュー調査からも明らかになった。日本語は「視点優位」の言語で、客観事実をど

う捉えるか、どのような影響が自分にあったかという観点から述べる表現に重点を置いて

いる話者中心の言語であると思われる。それに対し、中国語は事実志向が強い言語とされて

いて、意味的に客観的な事実・現実的結果を述べることに重点を置いているとされる。学習

者は、日本語の受身文を習得する際に、日中両言語の差異に影響を受けている可能性がある。 

（4）短文完成テストの回答から、活用ミス、ヴォイスの選択、文脈情報への配慮の不十

分等の中間言語的な回答が見受けられた。活用ミスに関して受身の活用規則と使役受身の

活用規則を混同している傾向が認められた。また、場面依存性の高い日本語の受身文を習得

する際に、文脈情報を読み取りながら受身使用を判断することが困難ではないかと考えて

いる。日本語では、話者が行為者であるときには能動文、行為の受け手であるときには受身

文が使われやすい傾向にある。しかし、中国語ではそのような視点の制約を受けないため、

必ずしも話者を主語の位置に立てて事態を述べるとは限らない。その場合、動作主あるいは

変化の主体を主語にして把握するほうがより理解しやすいと考えられる。それは、複数の登

場人物を立てて事態を述べる傾向があることは上述したことの現れであろう。さらに、それ

は、視点の統一が習得されにくい根本的な原因の一つかもしれない。 

また、質問紙調査で見られた中間言語的な表現は、中国での現行の日本語教科書の受身導

入方法と視点とのつながりに関して、以下の 4 点が明らかになった。 

（1）日本語の受身文の提示に関しては、すべての文型と用法を、初級の後半で一括して体
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系的に導入する傾向が強い。 

（2）例文の提示に関して、単文末に出現した受身の例文数が最も多いが、場面や登場人物

などの文脈情報の補足説明が少ない。使用された例文の文体も書き言葉の例は圧倒的に多

い。会話文を積極的に取り入れる教科書は『新総合日本語基礎日語』にしか見受けられなか

った。 

（3）提示内容に関して、受身文の解説の部分で視点が言及されている教科書は、『総合日語』

しか見当たらなかった。連用修飾節に出現した受身の例が提示されているにもかかわらず、

受身文の使用による視点の統一規則に関する解説は教科書にも記載されていない。ほかの

出現位置からみた視点の捉え方と視点の置かれやすさの階層の内容に言及されていない。 

（4）解釈の仕方に関して、能動文との対応性の角度からの解説、誤用分析あるいは中間言

語分析の角度からの解説があったが、日中両言語の視点の相違をめぐる説明は見受けられ

なかった。 

4. 日本語教育への提言と今後の課題 

上述した調査結果とその考察に基づいて、今後の中国人学習者を対象とする日本語の受

身文の指導に関して、次のような提言を行いたい。 

従来の一括して導入されてきた日本語の受身文を解体し、理解レベルと産出レベルに分

けて、学習段階別に、解釈を行うことを主張したい。具体的に、初級後半では、単文末

（文脈なし）、単文末（文脈あり）出現した受身を教え、最初の導入で日本語の話者中心

の視点的な特徴を伝える。中級段階では、連用修飾節、連体修飾節、複文末に出現した受

身の例文を提示しながら、視点の統一、中日視点の差異（主語の立て方）、視点の置かれ

やすさの階層等の学習内容を学習者に提供する。引用節、疑問節に関しては、理解レベル

での習得を目指すことにし、使いこなせるようにするのは上級に回すことを提案したい。 

視点概念の差異をめぐる日中比較対照、受身の出現位置と視点との関わり、〈被影響〉

という受身の意味的な内実、受身文に潜んでいる日本語文法的発想を考慮に入れて、自然

な日本語指導の立場から、視点に着目した、中国人日本語学習者向けの、文脈依存性の高

い受身文の指導の仕方を工夫する必要があると考えている。 

最後に、視点に着目した日本語の受身文に関する指導上の留意点をさらに深く議論する

ためには、「場所の言語学」理論（岡 2013） を視野に入れた考察、大規模なコーパスによ

る受身出現位置に関する詳細な検証を行う必要があると考えているが、それに関しては、

今後の課題とする。 
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摘要 

 

1.研究背景及目的 

    本论文是以视点问题为切入点的实证研究，尝试明确阐述汉语母语中高级日语学习者在

语境依赖性较强的日语被动句的方面的习得现状，并对相关的影响因素进行分析。 

汉语母语的中高级日语学习者在初级阶段后期已经学习过日语被动句，但是除了观察到

由于日语知识不足出现的语法偏误之外，还注意到存在很多“Tanakasann ha tesuto de warui 

tennsuu wo totta.seiseki wo okaasann ni miseta.kaasann ha kare wo sikatta.(→okaasann ni 

sikarareta.) ” 那样的例文，虽然语法正确，但是表达不地道。我们认为出现这些中间语言的

原因是学习者未能掌握通过使用日语被动句能够实现视点统一这一规则。因此，本研究从理解

层面和输出层面来研究学习者的习得情况。 

    诸多文献围绕日语被动句从多个角度进行了研究。不少文献指出了将视点引入日语被动

句教学的必要性，但是，具体应当在什么阶段引入视点的什么内容，应该以何种方式讲授视点

呢。并没有提及具体的解决方案。根据我们掌握的资料来看，以视点为研究切入点来探讨汉语

母语学习者日语被动句的习得的研究数量极少。 

2.研究内容与方法 

    以上述的研究缘起为契机，为了践行本研究的目的，本篇论文选用汉日日汉双向对译语料

的对照比较、语法测试（分为考察理解层面习得情况的语法选择-翻译测试和考察输出层面习

得情况的填写短句测试）、访谈法、中国出版的日语教材调查等 4 种方法对 3 个课题进行了研

究。 

本论文（第 4 章）根据被动出现的情况（出现被动的标记为〇，没有出现被动的标记为×）

将从汉日日汉双向对译语料中收集的 1411 对语料，分成第 1 类（日文〇中文〇）、第 2 类（日

文〇中文×）、第 3 类（日文〇中文×）三大类，梳理了语料中的被动使用现状，并且从视点

差异，特别是从日语被动出现的位置与视点的关系（课题 1）角度进行了探讨。 

   本论文（第 6 章） 从理解层面和输出层面调查了汉语母语学习者的日语被动句习得现状

（课题 2）。具体来说，通过语法选择-翻译测试考察了理解层面的习得情况，通过填写短句测

试考察了输出层面的习得情况。通过测试，收集到了来自中国北方的两所重点大学的 141 名学

习者的有效回答，并且在测试结束后与 5 名学习者进行了访谈。 

    问卷中观察到的中间语言表达与中国现行的日语教材中的日语被动句导入方式有着怎样

的关联，又从视点角度进行了怎样的讲解呢（课题 3）。本论文（第 7 章）调查了 2005 年至
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2015 年在中国出版的 5 类合计 18 册日语教材，对日语被动句的导入方法和讲解角度、例句选

用情况、以及日语被动句与视点相关的讲述情况进行了分析梳理和归纳。 

3.调查结果及分析 

下面按照课题的提出顺序，对本论文的调查结果和分析结论进行汇总。 

首先， 围绕日语被动的出现位置和视点的关系，得出了以下 2 点结论。 

（1）通过对 3 类汉日日汉双向对译语料的梳理，得出了日语被动句使用范围大于汉语被动句

的结论。这一结果同时佐证了森田（2002）、王（2009）等文献的相关论述。另外，汉语表达

倾向于使用较为完整的句子对客观事实进行独立的表述，并且倾向于把动作主体或者变化的

主体放在主语位置对事件进行把握。日语表达则对语境有着较强的依赖性，有通过使用被动句，

特别是出现在状语（“连用修饰”）部分的情况,实现上下文视点的统一的倾向。 

（2）通过调查，发现日语“受身”的出现位置在汉日日汉对译语料均存在同样的使用倾向。

具体来说，按照使用频率从高到低依次为状语成分（“rennyousyuusyokusetsu”）、定语成分

（“renntaisyuusyokusetsu”）、复句句尾（“fukubunmatsu”）、单句句尾（“tannbunmatsu”）、

引用成分（“inyousetsu”）、疑问成分（“gimonsetsu”）。这一结果与前田（2011）的调查结论

大致吻合。佐证了当日语“受身”出现在状语位置时，有着实现主句从句视点统一的功能这一

结论。 

其次，通过对语法测试中出现的中间语言表达的出现原因的分析，得出了以下 4 点结论。 

（1）与来自母语（汉语）的干扰相比，日语本身知识的不足更大程度地影响学习者对日语被

动句理解层面的习得。我们认为，由于未能掌握日语视点的设定特点和视点的统一规则这些运

用日语被动句的这些知识，影响了学习者对语境依赖性较强的日语被动句方面的理解。通过访

谈发现学习者即使到了研究生阶段仍然没认识到视点统一与日语被动句的关系的重要性。也

就是部分学习者虽然能正确回答问卷，但是未能从视点角度理解为什么要使用日语被动句。还

有部分学习者混淆了视点统一与避免赘述的省略。 

（2）从语法选择-翻译测试中的汉译部分的回答我们发现，不少学习者虽然能够使用母语（汉

语）正确理解日语测试题目描述的事件，却未能做出正确的选择回答。我们认为，这主要是因

为学习者在判断主语和确立表述视点时容易受到了汉语事实描述较强的特点的影响。另外，我

们还注意到部分学习者存在以下倾向，即在对汉语被动句相关基础知识认识不足的情况下单

凭汉语理解（汉译表达）来判断日语动词能否进行相应活用变形，进而判断句子整体是否要用

被动态来表述。 

（3）学习者虽然能够正确回答语法选择测试部分的问题，但是可能未能从视点角度真正习得
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日语被动句。对于出现在状语位置“rennyousyuusyokusetsu”时能够实现实现视点的统一，

出现在单句句尾“tannbunmatsu”位置和定语“rennyousyuusyokusetsu”位置是能够体现视

点所在等等。日语是视点优先的以说话人为中心的语言，关注的是如何把握客观事实、自己会

受到怎样的影响。汉语是事实描述性强的语言，关注的是如何把握客观事实，如何表述现实的

结果。我们认为，学习者在习得日语被动句时受到了上述来自汉日视点差异的影响。 

（4）在填写短句的回答过程中，观察到了活用形变形、语态选择、对语境信息判断不足等中

间语言表达。我们认为，这主要是由于学习者在习得语境依赖性较强的日语被动句过程中，在

根据语境信息判断语态方面遇到了困难所导致的。在日语中，当说话人是施事方时，一般倾向

使用主动句表达，当说人是受事方是一般倾向使用日语被动句。但是，汉语中基本不存在上述

的视点规则制约。在汉语中，一般来说把动作主体或者变化主体放在主语位置表述更容易把握

事件。并不一定要把说话人放在主语位置。因此，会出现以多个出场人物为主语描述事件的倾

向。这一特点大概是学习者在判断是否该使用日语被动句，特别是在把握日语被动句与视点统

一关联的时候容易遇到困难的根本原因之一。 

    再者，在测试中观察到的中间语言表达与中国现行日语教材中日语被动句的导入方式、选

用例句以及讲解角度有着怎样的关联呢，有没有从视点角度讲解日语被动句呢。通过对教材的

梳理和研究，得出了以下 4 点结论。 

（1）中国的日语教材倾向于在导入阶段把日语被动句的语言形式以句型的方式系统性地讲授

给学习者。 

（2）从 “受身”的出现位置来看单句句尾“tannbunmatsu”的例句出现的最多，相应的场景

和人物说明等语境信息有待进行补充。选用的例句从语体方面来看书面语的例句占绝大多数。

仅在《新综合日本语基础日语》中观察到了会话体的例句。 

（3）从解释方法来看，仅在《综合日语》中观察到了从视点角度对日语被动句的讲解，但是

只是从与主动句对应关系角度简单介绍了中日视点的不同。整体上看，即使把出现“受身”在

状语位置的例句，也并没有涉及到日语被动句使用与视点统一的关系。再者，出现在其他位置

的日语被动句例句讲解也没有提到易于视点设定的层级方面的内容。 

（4）讲解角度方面，从与主动句对应关系方面展开的居多，也有教材从误用分析和中间语言

分析角度对日语被动句进行了阐释。但是，没有观察到围绕汉日视点差异的说明。 

4.对今后日语被动句教学的提议和研究展望 

基于调查结果和相关分析结论，现对今后面向汉语母学习者的日语被动句教学提出如下

建议。 
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将一直以来系统性导入的日语被动句分开，从理解层面和输出层面考虑，按照学习阶段进

行相应讲解。具体来说，建议在初级后期依次讲解不含语境信息的出现在单句句尾

“tannbunmatsu”、含有语境信息的出现在单句句尾“tannbunmatsu”的日语被动句，并且在

导入时就介绍日语以说话人为中心的视点特征。进入中级阶段后，引入出现在状语

“rennyousyuusyokusetsu”、定语“renntasyuusyokusetsu”、 复句句尾“hukubunmatsu”的

日语被动句，并讲授视点统一、汉日视点差异（主语设定方法）、易于视点设定的层级等内容。

学习者在理解层面习得出现在引用成分“yinyousetsu”和疑问成分“gimonsetsu”的日语被

动语言形式即可，输出层面的习得可以安排在高级阶段。 

总结一下，我们认为，应当将围绕视点差异的汉日比较对照分析、日语被动出现位置与视

点的关系、受影响的日语被动句语义上的内涵、以及隐藏在日语被动句的日语语法构成机制引

入现行的中国日语被动句教学实践中，以视点为切入点，以习得地道的日语为目标，向汉语母

语者教授语境依赖性较强的日语被动句。 

我们希望将来能够将场所语言学理论“ba no genngogaku”（oka2013）引入从视点角度对

日语被动句教学的难点问题的探讨。并且尝试使用大型语料库对于日语被动的出现位置的特

征和使用倾向进行更加详尽的调查和研究。 
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第1章 はじめに 

 

1.1 問題提起 

国際交流基金の『海外の日本語教育の現状 2015 年度日本語教育機関調査より』による

と、世界で最も日本語学習者が多い国は中国で、953283 人で、全体の 26.1％を占めている。

国際交流基金のその現状調査によると、7 割弱の学習者は高等教育機関で日本語を学習して

いる。しかし、同じ漢字圏であるとはいえ、中国語母語話者が日本語を学ぶ際には、多く

の難しい項目が存在する。その中でも、日本語の受身文は中国語を母語とする日本語学習

者には難しく、混乱しやすい文法項目の一つであるとされている。 

日本語の受身表現を既に学んだ中国人中上級学習者でも、助詞の誤り、能動文と受身文

の混用、動詞の活用ミスなどによる文法上の誤りのほか、受身表現を使用すべきところで、

使用されていない「脱落」や、使用すべきでないところで使用してしまう「過剰使用」な

どといった誤りが目立つ。『寺村誤用例集データベース』から二つの例を紹介する。 

例 1 ∗もし、この映画はもう一度、放映したら再びもう一回見ようと思っています。    

［→もし、この映画がもう一度放映されたら、再び見ようと思っています。］1 

例 2 ∗というのは、私が国にはそのついて、まだ発展されないし、大学でもそんな科目の 

時問が少くなかったんです。 

［→というのは、私が国は、まだ発展していないし、大学でもそんな科目の時間が少

なかったんです。） 

 日本語の受身文が中国語を母語とする日本語学習者にとって難しい理由として、動詞の

受身形の作り方といった文法的面だけではなく、構文レベルと意味レベルの仕手と受け手

を判断した上で、文脈からの情報を読み取る必要があるということが考えられる。このよ

うに、日本語の受身文は文法的側面からも、語用論的側面からもかなり複雑な項目なので

ある。しかし、現在の中国の日本語教育で使用されている教材や導入方法は、文法形式に

重点を置いて導入されていることが多く、日常生活と使用場面から離れて、文型を暗記し

ただけで、実際は正しく理解できていない学習者を生み出している可能性がある。 

 そこで、本研究では、自然に受身文が使えるようになる教材・導入方法には、「日本語

の視点」を取り入れる必要があるという仮説を立ててそれを実証し、教育的示唆を導き出

                                                 

1 直しは筆者による。 
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したいと考えている。受身文は初級後半で導入されるのが一般的である。よって、本研究

は受身文の内容を学習して、中上級レベルになっている学習者を研究対象とする。受身の

指導法を研究する方法としてはいろいろあるが、日本語の受身文の習得を促進するために

は、中国で日本語教育に携わっていた経験から、視点の角度から中国人日本語学習者の受

身文習得研究を進めていきたいと考える。 

日本語の受身文は、文脈依存性の高い表現である、と報告した研究がある（寺村 1982、

許 2004、李 2015 等）。問題提起の一部として、以下の文脈のある環境での中国人日本語学

習者の受身文作例を考えていただきたい。（修正と下線は筆者によるものである。） 

例 3 大切な手紙は母さんに読まされた。 

（→読まれた。） 

例 4 田中さんはテストで悪い点数をとった。成績をお母さんに見せた。お母さんは彼を叱 

った。 

（→お母さんにしかられた。） 

例 5 山田さんは犬を連れて散歩していた。犬は彼女の手を噛んだ。それで、山田さんは怒

っている。 

（→彼女は犬に手を噛まれた。） 

例 3 の場合、「読む」という動詞の受身形と使役受身の活用形を混同している可能性があ

る。例 4 においては、「母さんは彼を叱った」という表現は文法的に間違いとはいえないが、

文脈の中で、不自然と見なされる。同じ登場人物「田中さん」が現れていることから、自

然な日本語の角度から考えると、受身文の使用による視点の統一が必要であるためである。

例 5 の場合、もし続きの文である「彼女は怒っている」がなければ、「犬は彼女の手を噛ん

だ。」の形で現れると、意味も通じると考えられる。が、山田さんが怒っていることをも考

慮に入れて考えれば、受身文の使用が必要であると考えられる。 

学習者の用例には、例 3 のような文法的なミスもあれば、例 4 のように、文法的には正

しい表現であるが、自然な日本語の角度から、不自然と見なされる中間言語的な表現もあ

る。また、例 5 のような例は、単独で現れると正しいが、その文脈で分析すると、不適切

な表現と判定されて妥当ではないと考えられる。 

例 4 と例 5 は、一見して、事態把握の仕方に関わる主語の立て方が原因のように見える

が、実は日本語の受身文の使用による視点の統一が習得されていない、という点と密接な

関係があると考えている。森田（2002）は「視点」と日本語文法の発想との関係に関して、
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「言葉に限定して考えれば、表現者の視点が叙述内容における人物の視点や生起する事柄

とどう関係していくか、その対応関係によって、日本語のさまざまな表現が使い分けられ

ているため、日本語の理解には特に表現者の視点の分析が欠かせない重要な問題として浮

上してくるのである」（森田 2002：1）と指摘している。更に、日本人の受身文使用動機に

関して、日本語文法の発想の角度から、以下のように述べている。 

 

表現形式としては、誰を主語として立てるかによって、能動、受動のいわゆるボイス

（態）が分かれよう。だが、その誰を主語として取り立てるかが大問題なのである。こ

れは序章でも述べた日本語の発想の原点にかかわる問題と考えてよい。そこでも述べた

ように、日本人の心理には、世の中（人々・外）に取り巻かれている己（内）があり、

それら他人（人々、世の中）に支配されている存在と考える受動的心理が濃厚に働き、

それが日本語に受身表現を発達させる原動力となっていると考えられるのである。日本

語にしばしば見られる受身の発想その発達が受身形の諺・慣用句等を数多く生み出して

いるという点も理解できるであろう。 

（森田 2002：201） 

 

このように、視点の統一、視点の捉え方は、日本語の受身文を使いこなす上での重要な

知識と考えられる。視点と関わりのある文型・文法項目として、使役、使役受身、授受表

現、人称代名詞、指示詞などほかにもいろいろあるが、本研究は受身文の習得に絞って、

研究を展開していく。 

また、視点の問題は、他の言語を母語とする日本語学習者の習得に際しても困難な項目

かもしれないが、筆者の学習・教育経験と、さらに中国の大学で日本語を学習している学

習者に調査に協力してもらうことができたことから、本研究は、中国人日本語学習者の受

身文習得をテーマに、研究を進めることとする。 

受身文に関しては、いろいろな角度から研究されてきている。視点に関して、多くの先

行研究が蓄積されてきているが、教育現場への視点導入の必要性は多くの研究報告で指摘

されている。しかし、中国の大学で日本語を学習している学習者を想定して、具体的に何

をどういう時点でどのように導入したらいいのか、そういう角度から進めた、視点に着目

する文脈依存性の高い受身文の習得研究は、管見の限り、非常に少ないようである。 

従来の視点の研究を見ると、日本語文の受動文·能動文に関する視点的差を考察する日本
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語学者が多いが、中国の日本語教育現場に応用する観点からの、中日受動表現における視

点的考察はまだ見られない。実は学習者は実際の学習において、母語の視点の干渉のため

に、先入観を形成しやすいのかもしれない。両言語には言語上の相違点が存在するのは確

かであるが、学習者が日本語受動表現を学習する当初、それを中国語受動表現と同じよう

に扱ってしまい、後にはその相違を提示されても、なかなか納得できないのは、視点の要

素が一つの要因になるのではないかと考えている。 

中国語、日本語における受身表現に見られる主語の立て方や受動、能動使用上において

後述するように相違が確かにあるため、両言語における視点の差が想定できると思われる。

また、日本語学習者が受身表現の使用に際し、視点の置き方がどうなるか、母語の視点の

置き方が彼らの学習に影響しているのか、を含めて、本稿では視点の概念を導入し、視点

の角度から中日受動表現の差異を改めて考察していくことにする。 

以下は、高橋（2016）を援用しながら、中日受身表現に見られる主語の立て方、受動、

能動使用上の相違を整理し、考察を加える。高橋（2016）によれば、各言語にはそれぞれ

文の体系がある。文体系の基本構造は、「主体+出来事」を言語化した文であると述べてい

る。中日両言語の視点に関して「中国語の主述文は主体に視点があり、主体の意思を出来

事の一番前に分かり易く明確に表す言語なので、主体中心の言語と言える。日本語の能動

文は客体に視点があり、主体と客体との関係により、文末表現が異なってくる文末表現の

多様な客体中心型の言語と言える。」と指摘している。中日両言語は、主述文（能動文）が

基本となり、派生として他の種類の文があり、文の体系が作られる。この文の中に中日両

言語の受身表現がある。 

次は、日本語での 1 つの現実を表す文体系（現実世界：意味構造）をめぐる議論である。 

高橋（2016）は鈴木（2000）の学説を受け継いでいるが、「日本語では、動詞の能動態を

中心として、ヴォイスの体系があり、人間関係に基づき、誰に焦点を当てるかが決まり、

そのなかの一つを用いて各種の文を作る。」と述べている。つまり、一つの現実に対して、

主体と客体とがどのような関係になっているのかにより、焦点となる主体が決まり、動詞

の能動態を中心とするヴォイスの体系から表現が選ばれる。その文体系のことも主体プラ

ス出来事という構成で説明できる。 

例 6 姉が妹を褒めた。 

例 6 は能動文で、主体は仕手の「姉」である。出来事は「妹を褒めた」である。 

例 7 妹が姉に褒められた。 
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例 7 の場合、受身文で表現しているが、主体は受け手の「妹」であり、出来事は「姉に

褒められた」となっている。 

高橋氏の中日視点の相違に関する考察の結論を基本的に支持するが、説明不明瞭なとこ

ろもないとはいえない。たとえば、「日本語の能動文は客体に視点があり」という表現に関

して、誤解を招く可能性がある。日本語は話者中心の言語とされているが、受け手あるい

はその受けの姿勢が、高橋（2016）の客体中心の「客体」に相当する表現と推測できる。

森田（1998、2002）の用語で解説すると、日本語の場合、話者（己）に視点を置いて内か

ら、人々・世の中を眺めようとしている姿勢のことではないかと考えている。受けの姿勢

という原点から事態を把握し、己にどんな影響を与えるのかを判断の根拠として、それを

言語化する、というプロセスになっているのではないかと考えられる。高橋（2016）で指

摘している「客体中心」は、森田（2002）の「受動的心理」の角度から考えると、もっと

理解しやすくなるかもしれない。そして、「人間関係に基づき」という表現は、意味構造の

レベルを超えている話ではないかと考えられる。単文レベルの場合、能動文も受身文も通

じて、事態把握の仕方が異なっているだけだといえるかもしれないが、例 4 と例 5 のよう

に、文脈のある環境で、文脈からの情報を読み取りながら、視点の判定を行う必要がある

のではないかと思われる。 

 

1.2 研究背景 

 

庵（2012）は、視点の置き方と視点の統一の観点から視点の概念を受身の説明に導入す

べきだと指摘した。視点については、日本語学分野（森 1998；2002、田窪 1997 等）、日英

比較分野（久野 1978、水谷 1985、辻 2004；2013 等）の研究が挙げられる。中国語の視点

を研究対象の一部とする研究成果はあるが（姚 2012、渡邊 1996；2000）、中国人学習者を

対象とした研究はまだ十分とはいえない。視点に着目して、文脈のある環境で「行為者ニ

表示」受身文の習得状況を見ていくために、彭（2008）の定義を支持する。彭（2008）は、

視点について、次のように述べている。 

 

視点とは、単語・連語・文・テクストそれぞれの言語的単位のレベルにおける言語

主体（命名者・話者・語り手を含む）の事象への捉え方である。具体的に言うと、事

象をだれが見ているのか、どの部分を見ているのか、どのように見ているのか、とい
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う言語主体の心理的操作であり、そして何らかの形で言語化されるものである。 

（彭 2008：5） 

 

一方、中国の大学における日本語教育現場では、受身は初級後半で導入されることが多

く、一般的に使用されている教科書では文型の説明に重点が置かれている。後述するが、

筆者が調べた初級・中級レベル教科書 18 冊のうち、視点に関する記述は『総合日語』（第 2

冊 p211）のみで、このことから教育現場で視点に関する十分な説明がなされているとは言

い難いことが分かる。 

 しかし、場面依存度の高い日本語の受身文の特徴を正しく理解するために、学習者の立

場に立って、視点の捉え方に関する理論を中国の日本語教育現場に応用しやすいようにす

る工夫が必要だと考えた。受身は初級後半で導入されるのはふつうである。文型の説明に

重点が置かれているため、視点に関する内容は取り上げられても十分な説明がなされてい

るとはいえない。どんなときに誰に対してどのように使ったらいいのか、体系立てて述べ

られてはいない。初級でひと通り学習し、中・上級になっても習得できない状況が見られ

るので、解決すべき課題がまだ残っているといえよう。  

 誰に対して、いつ、どのように使用すればいいのか体系立った説明が教育現場でなされ

ていないことが、中上級レベルになっても習得が進まない原因の一つであると筆者は考え

る。場面依存度の高い日本語の受身文の特徴への理解を促すためには、学習者の立場に立

った視点の捉え方に関する理論を中国の日本語教育現場に応用していく必要があるのでは

ないだろうか。 

 

 

1.3 本論文の構成 

本論文は、本章を含めて 8 章から構成される。 

第 1 章「はじめに」では、まず研究背景を紹介する。そして、例文を取り上げながら、

本研究の問題提起の内容を述べる。 

第 2 章「先行研究及び本研究の位置づけ」では、受身文の習得研究がどこまで進んでい

るかを見るために、日本語学、中国語学、中日対照、中国語母語話者の受身習得研究、教

授法・教材論という五つの角度から先行研究を概観し、考察を加える。本研究の位置づけ

を述べて、研究方法もこの部分で述べる。 
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 第 3 章「本研究で扱う概念」では、本研究のキーワードとなる基本概念について述べる。

受身文の習得に関する文献の考察に基づいて、教育現場に応用する立場から日本語の受身

文、中国語の受身文、視点の定義を再検討し、受身文の本質把握を試みる。視点の捉え方

と視点の統一をキーワードにして、中国語を母語とする日本語学習者の受身文の習得を見

ていく。 

 第 4 章「小説の対訳データに基づく中日受身表現の比較対照研究」では、中国建国後最

大の著作権輸出成功例とされる小説『神なるオオカミ』（中国語原書、日本語訳書）と『ノ

ルウェイの森』（日本語原書、中国語訳書）から受身の対訳データを抽出し、学習者の習得

問題（過剰使用、脱落）の解決に向けて、受身形が使われたら「〇」、使われなかったら「×」

で示し、タイプ１（「日本語○中国語○」）、タイプ 2（「日本語○中国語×」）、タイプ 3（「日

本語×中国語○」）に分けて、中日受身文の使用状況と傾向を考察する。前田（2011）で指

摘している出現位置を援用しながら、受身の使用実態を調査した。出現位置の角度から視

点と受身使用との関わりを考察しながら、教科書の例文提示方法と質問紙の中国語訳の採

点参考の一つとして分析を行う。 

第 5 章「予備調査」では、まず調査の実施期間、調査協力者に関する情報、調査目的、

調査実施の手順、データの収集方法を述べる。そして、対象となった学習者のデータを分

析し、日本語の受身文を習得する際の誤用・中間言語的表現を整理する。調査結果に基づ

いて、学習者の誤用の種類を大きく二つのパターンにまとめている。１つ目は、日本語の

受身文を使用すべきかどうかの問題である。二つ目 2 は、活用ミスや助詞の混同などのよ

うな文法的なミスの問題である。調査協力者の一部を対象にインタビューを行い、誤用の

要因を考察する。日本語母語話者からも意見コメントを求めて、調査用紙を修正すること

とした。 

第 6 章「本調査」では、仮説を整理した上で、本調査の目的を述べる。そして、対訳デ

ータで検証した受身の現位置と視点の捉え方の関わりを考慮に入れて、予備調査で使用し

た質問紙設問を調整して、本調査での実施を報告する。文法選択・翻訳テストで測る理解

レベルと短文完成テストで測定する産出レベルに分けて、データを収集する。質問紙調査

の後、インタビューを実施して、学習者の判断理由や理解知識を探ることとした。 

第 7 章「教科書の考察」では、最近中国で出版されている大学生向けの日本語教科書を

対象に、受身文の提示方法、提示内容、視点との関わりに関して整理し、考察を加える。

使用実態に即して、提示されているか、という点を確認する。質問紙の回答とインタビュ
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ーの内容と結びついて、現行の提示方法の不足を言及し、教育現場へのよりよい提示方法

及び教材の補充資料として使えそうな内容を提案する。 

第 8 章「考察」では、まず各章の関係を述べる。そして、本調査の結果を踏まえて、中

国の日本語教育現場への提言を試みて、本研究の限界と今後の課題にも言及する。 
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第 2 章  先行研究と本研究の位置づけ 

 

2.1 先行研究のまとめ 

本章は中国語母語話者に焦点をあて、日本語の受身が中国語母語話者から見てどのよう

なものだと捉えられることが多いか、日本語の受身文の習得に関する文献から見た動向と

展望を探っていく。日本語の受身文についての先行研究、中国語の受身研究、中日対照研

究、中国語母語話者による日本語の受身の研究、受身の習得研究の教授法・教材論への応

用を概観し、考察を加える。日本語の受身表現を既に知っている中国語母語話者学習者に

とって、習得しにくい受身文はどのようなもので、受身文の習得の過程にはどのような誤

用あるいは中間言語が見られるのか、学習者がどのような場面においてどのような誤りを

犯すのか、またどうしてそのような誤りを犯すのか、に焦点を絞って、先行研究を集め、

検討を行う。 

 

2.1.1 全体的研究動向 

2.1.1.1 日本語の受身文についての先行研究 

まず、日本語の受身文についての先行研究を表 1 にまとめて示す。 

表１：日本語の受身文についての先行研究一覧表 

番号 年代別 著者 主な研究結果 

1 

 

50 年 代

以前 

山田（1908） 固有の受身文を貫く共通性として「影響（＝被影響）」を帯びると

いう意味的特徴の存在を主張した。 

松下（1930） 日本語固有の受身文と欧文直訳体を通して定着した非固有の受身

文との間の相違について整理した。 

2 

 

50 年代 三上（1953） 動詞の特徴から受身文を分析し、受身文の構成状況によって日本語

の動詞を能動詞と所動詞と分類した。「太郎が妻に死なれた」のよ

うな文は「迷惑の受身」「被害受身」、あるいは「はた迷惑の受身」

と呼んでいる。 

3 60 年代 橋本（1969） 有情のものこそが日本語受身の特質であると指摘した。 

4 70 年代 鈴木（1972） 対応する能動文のどの格が主語になるかによって、「直接対象の受

身」、「相手の受身」、「持ち主の受身」、「第三者の受身」とい

う四分類法を主張した。 

5 80 年代 寺村（1982） 受身文の主語が述語動詞によって表される動作（動き）の影響を直

接的に受けるか、影響を間接的に受けるかに基づき、日本語受身文

を「直接受身」と「間接受身」に二分類していると同時に、意味特

徴と構文特徴という二つの視点から直接受身と間接受身を述べて
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いる。 

6 90 年代 工藤（1990） 日本語の受身文を「直接対象受身文」「持ち主受身文」「相手受身文」

「関係者受身文」の四種類に分けた。 

奥津（1992） 動作主について論述したが、奥津（1992）はまた動作主が文中に現

れていない場合の特徴をまとめた。また、受身文視点固定の原則に

ついて論じた。視点固定の原則は一度立てた主語は、必要のない限

り、途中で変えない、という原則である（奥津 1983、工藤 1990、

高橋 1985、田中 2001 等） 

尾 上 （ 1998a ・

1998b・1999） 

状態性を用いず、受身根源説にも、自発根源説にも立たず、受身・

可能・自発・尊敬を一つにまとめ、主語を場と考え、それら全てを

「出来文」（事態全体の出来事を語る文）としている。 

7 2000 年

以降 

堀川・森・栗原・

和栗（2003） 

事態把握の相違に基づく受身文の二極化という観点により分類を

行った。固有・非固有を問わず、自然な形で「に受身文」の共通性

をとらえることに新たな可能性を拓いた。 

川村（2003） 「被影響」の有無に注目する意味区分をめぐって、構文的・歴史的

諸特徴を整理し、受身文の学説史を論じた。 

メ イ ナ ー ド

（2004） 

受身文という言語表現がディスコースにおいてどのような意味や

機能を持つかを考察するために、主に意味的機能の観点から（具体

的には場交渉論の視点から）受身表現を（1）結果描写（2）情意表

現（3）メタ言語表現の三種に分類した。 

「日本語記述文

法 研 究 会 編

（2009）」 

何を主語として表現するかによる直接受身文、間接受身文、持ち主

の受身文の三分類を提示した。 

志波（2012） 小説の会話文、小説の地の文、新聞の報道文、評論文という四つの

テキストコーパスに基づく受身文の実態を研究した。 

川村（2012） ラル形述語文を主な研究対象として、現代語をも視野に入れた日本

語の受身・受身文に関する体系的、総合的な研究である。 

志波（2015） 4 つの異なるテクストジャンルから取り出した受身文を、その主語

と行為者の有情・非情の別で大きく 4つに分類している。現代日本

語の受身文の網羅的な記述を目指し、詳細なサブタイプを立て、そ

れぞれの意味と構造的な特徴を考察し、受身文の新しい記述方法を

提示している。 

先行研究から明らかにできることは次のとおりである。 

山田（1908）は「かの橋は我が友人に作られたり」のようなタイプの受身文は、固有の

受身文ではないと指摘している。一方、有情者が主語の位置に立つ受身文の場合、主語者

が「影響を被る」ことを表す、という立場を示している（山田1908：373－380）。 

松下（1930）は「実質的被動」の下位分類として「利害の被動」と「単純の被動」を立

てている。その違いに関して、「主語の有情／非情」「被影響／無影響」「固有／非固有」の
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三つの要素に、≪行為者≫項の表示法を四つ目の要素として加えて、この四つの要素が完

全に連動するという観点を持っている。更に、「欧州語などの被動は一般的被動であって、

利害の意がないから荷物でも被動の主体になるが、日本語では無生物は特に人格を附与し

て考へないかぎりは被動の主にしない。其れ故「月が人に見られる」「水が人に飲まれる」

などといふと擬人であるから可笑しく感ぜられる場合がある。」と指摘している。50年代以

前は、固有の受身文に直訳できない西洋語受身文が非情物主語であることから、「非情物主

語の受身文は日本語固有のものではない」という認識が生まれた。三上説では、「まとも

な受身」と「はた迷惑の受身」とに分けられる（1953）。以降はまた、受身文の分類に関

する論述が見られ、「迷惑の受身」と自動詞による受身文が注目された。 

70年代になって、受身文分類への関心が高まっていく。直接受身と間接受身の中間的な

ものをより詳しく分類したのが鈴木（1972）である。80年代から意味特徴、構文特徴、受

動化機能に関する論文が増加し、分析も詳細化した。90年代では、動作主、視点、受身と

その周辺に関する論文が多く見られた。2000年以降は新しい視点からの分類研究も進み、

受身表現認知モデルへの注目とコーパスに基づく受身文の実態研究が行われている。 

日本語の受身文については、いくつかの角度から研究がなされてきた。 

受身であるかどうかの判断基準として文法的標識「（ら）れる」の有無が一般的な理解だ

と思われるが、それは動詞の形態論的な側面を重視しすぎている傾向があるとして、村木

（1991）では対応する能動文の有無から「注意を受けた」のような表現に「迂言的な受動

表現」という名称をつけた。教育現場では、中国人学習者は「注目をあつめる（注目され

る）」「攻撃にあう（攻撃される）」のようなコロケーションを能動表現として理解する傾向

が見られ、誤りを犯しやすい点の一つである。 

有情の受身を日本語固有の受身、非情の受身を非固有の受身と認識している研究者とし

て、山田（1908）、松下（1930）、森田（2002）等が挙げられるが、異なる考えを持ってい

る研究者もある。近代以前の日本語に固有の種類の受動文と欧文直訳文体の影響によって

持たされた非固有の受動文があるという（金水，1993）。奥津（1983）、金水（1993）等で

述べられたように、古典文献には相当の量の無生物名詞主語の受身文があることは見逃し

てはいけない。 

ニヨッテ受動文は欧文直訳体の影響により成立した新しい表現である（金水，1991）。仁

田・益岡（2000）で述べているように、現代語においても、非情物が主語になる場合には

動作主を「に」で示す受身文は認められにくく、「によって」を要求する。張（1997）は動
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作主マーカーについての論述があり、「に」、「から」、「によって」を「代表的動作主マーカ

ー」と名づけ、それ以外のものに「二次的な動作主マーカー」という名称を与えた。 

三上説の流れを受けた寺村説では、構文的な特徴によって「直接受身文」と「間接受身

文」の二種類に分けられる（寺村，1982）が、寺村の二分法に異論を唱える研究者も少な

くない（表2を参照）。庵（2001）はその中間的な性質を持つもの「受け持ちの受身」の存

在を指摘した。同じ二分法であるが、いくつかの角度からの研究が存在している。久野（1983）

は利害関係の有無の視点から日本語の受身文を「意味上中立受身」と「被害受身文」とに

分けた。益岡（1987）は叙述の類型から「属性叙述受動文」と「事象叙述受動文」に分け、

「事象叙述受動文」の下に「降格受動文」と「受影受動文」と更に詳しい分類を行った。 

対応する能動文のどの格が主語になるのかという視点からの分類（鈴木，1972）を発展

させた形で、工藤（1990）の分類がある。受身文を大きく二つに分類し、行為者明示／非

明示と主語の性質を軸にさらに詳しい分類をした。行為の対象が人である場合、ヲ格、二

格、カラ格は主語にくることが可能である。それに対し、行為の対象が人ではない場合、

基本的にヲ格しか受動文の主語にはなりえない、と述べている。行為の対象と受身文主語

との関係に関する研究として、山内（1997）も持ち主の受身について研究を進めている。

以上をまとめると、表2のようになる。 

表 2：日本語の受身文の諸分類の関係 

研究者 太郎が夏子に殴

られた。 

太郎が夏子に

足を踏まれた。 

太郎がスリに

鞄を裂かれた。 

太郎が妻に死なれた。 補充 

寺村秀夫 直接受身2 間接受身 庵功雄の

「受け持

ちの受身」

説と村木

新次郎の

「迂言的

な受動表

現」説 

工藤真由美 当事者受身 関係者受身/ 

不利益受身 

鈴木重幸 直接対象受身 相手の受身 持ち主の受身 第三者の受身 

仁田義雄 まともな受身 持ち主の受身 第三者の受身  

山内博之 斜格昇格型受身 属格昇格型受身 新規主格型 

張麟声 直接受身 持ち主の受身 間接受身 

益岡隆志 属性叙述受身 事象叙述受身 

2.1.1.2 中国語の受身の研究 

 中国語の受動文は標識のあるタイプと標識のないタイプに分けられる。標識（「被(“被

bèi”)」、「叫（“叫 jiào”）」、「譲（“让 ràng”）」、「給（“给 gĕi”）」のような）のあるものは

                                                 
2 本研究は、寺村（1982）の用語に倣って、直接的な受身文を直接受身と、間接的な受身文を間接受身と

呼ぶこととした。 
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「“被”構文（被字句 bèizìjù）3」、標識のないものは、一般的には意味上の「受動文（“被

动句 bèidòngjù”）」あるいは「受動者主語文（“受事主语句 shòushìzhúyŭjù”）」と呼ばれる。 

马（1898）は受動文の最も基本的な語順について論じた。“……として(“为 wéi”)、……

のなかで（“于 yú”）、……される（“见4jiàn”）、被る（“被”）”など中国語の昔の書き言葉

としての介詞5の文法特徴にも言及した。また、吕・朱（1952）は受身標識の被る（“被”）

を副動詞と名づけ、受身文型（“被动式 bèidòngshì”）を伝統的なもの、完全的なもの、簡

化的なものという三種類に分けた。さらに、吕（1965）は「被」構文（“被字句 bèizìjù”）

と「把」構文（“把字句 băzìjù”）と「能動文」（“主动句” zhŭdòngjù）は互いに転換可能

かという問題について分析した。中国語被動表現はその働きとして不幸又は不愉快な意を

表すのが基本的で、例外の場合は恩恵を受けていることがほとんどである、と王（1985）

は指摘した。   

橋本（1987）は中国語の被動式の由来と発展を考察し、使用言語の地理分布の角度から

受動標識を検討した。「被」構文（“被字句 bèizìjù”）から「“叫/让”構文（“叫/让字句”

jiào/ràngzìjù）」への受身文型の発展経緯から、一つの言語における構文発展は連続なも

のでなくても可能だと指摘した。橋本（1987）の考えでは、中国語と北部のアルタイ語と

の中世時期の言語接触が、受身文型の使役受身両方使用可能の用法変化を促進した。その

考察から、一つの文法カテゴリーは言語接触を通し、類型の枠を超え、別の言語に伝わる

ことも可能だと述べている。また、社会異動、異民族間の接触、地域住民移動など、言語

自体以外の、構文の連続でない発展に影響を与える可能の要素を予測した。李（1994）は

中国語の「被」構文を A（主語）、B（行為者）、C（述語）の 3 段に分けて、それぞれの特徴

を分析した。さらに、中国語の受動文の述語動詞として用いられない動詞を 9 種類に整理

している。①判断を表す動詞（“判断动词”）、②有無を表す動詞（“有无动词”）、③助動詞

（“助动词”）、④方向を表す動詞（“趋向动词”）、⑤存在・出現・消失の意味を表す動詞の

一部（“部分存现动词”）、⑥心理活動の意味を表す動詞の一部（“部分心理活动动词”）、⑦

そのほかの自動詞（“其他不及物动词”）⑧動詞でありながら、形容詞または名詞でもある

語（“兼类词”）⑨その他（“其他”）である。20 世紀 90 年代の中国語被動句の構造と類別の

                                                 

3 括弧のなかは、中国語用語の表現とそのピンインである。以下同様。 

4 中国語の文語文（昔の書き言葉）であり、「当時の人々に重んじられた（见重于当时）」のように、動詞

の前に用い，受け身を示すのが一般的である。 
5 中国語の文法用語である。前置詞の機能に相当する。 
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代表的な研究とされている。本論文は、李（1994）の中国語の受身にできるかどうかの議

論から示唆を受けている。 

意味論からの研究も存在し、吕（1990）、杉村（1998）などがあげられる。無標の「受動

文（“被动句 bèidòngjù”）」は「受動者主語文（“受事主语句 shòushìzhúyŭjù”）」とも呼

ばれるが、張（1991）は、「受動者主語文（“受事主语句 shòushìzhúyŭjù”）を三種類に分

けた。考察の結果として、「受動者主語文（“受事主语句 shòushìzhúyŭjù”）」の主語はほと

んど無生物であることがわかっている。陸（2004）も同じ観点を持っている。王（1998）

は単音節動詞と双音節動詞の角度から「標識のない受動文（“无标被动句 wúbiāobèidòngjù”）」

の語義的特徴を分析した。邢（2004、2006）は通時的な角度から考察し、受益型「承赐型」

（いわゆる）の受動文の研究も進めた。劉（2003）は「被」構文（“被字句 bèizìjù”）は動

作の受動者の立場に立って理解する構文であって、「被」という字の前の主語は話題である

と主張した。木村（2005）は受身標識としての「给」の使用を検討した。「给」の後ろに来

る動作主は「动因」の意を表している。つまり、対象が自らの意志によるものではなく、

動作の作用を受けて、ある状態に置かれている誘因となっているということである。 [N1

＋“叫、让”＋N2＋VP]という構文が中国語ヴォイス体系の中で使役態のみならず受動態を

も担っている。古川（2006）は、心理学でよく援用される「ルヴィンの壺」の絵で知られ

るような「図と地の転換」に繋がる認知現象を「凹凸転換」と名付けている。例 8 のよう

に、使役態における N1（「李先生」）は N2（「張君」）に対して行動指令を下す（起点）とし

ての意味役割を果たすものであり、他方、例 9 のように受動態における N1（「李先生」）は

N2（「スリ」）の行う行為を被る（終点）としての意味を果たすものである。このように見

るとき中国語の“叫、让”構文において N1 の意味役割が「起点」と「終点」の反転関係に

なることがわかるが、これは正に文法範疇において「凹凸転換」を具現化していることを

表すものである、と述べている。古川（2006：72）で挙げられている例で述べると、以下

のようになる。下線と括弧内の内容は筆者による。 

例 8 李老师叫小张念课文。 

李先生は張君にテキストを読ませた。 

例 9 李老师叫小偷偷了钱包。 

李先生はスリにサイフを盗まれた。 

例 10  李老大叫小偷偷（了）钱包。（どの態なのか不分明） 

   李の兄貴はスリに財布を盗ませた。（文が未然の事態と読める場合） 
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李の兄貴はスリに財布を盗まれた。（文が已然の事態と読める場合） 

N1（主語）を「李の兄貴」のように言い換えると、その意味役割が<終点>なのか、<起点

>なのか、あるいは例 12 の描く事態がどの態なのか曖昧さを帯びることとなる。このよう

に、凹凸転換には対立と調和が共存し転変する世界観が潜んでいると言えそうだと指摘さ

れている（古川 2006：61-74）。 

杨（2010）は被動式発展と子供の受身文習得順序からの示唆に基づいて、被字句の生成

について論じた。2009 年から中国のインターネットで「就職された（“被就业”）」「自殺さ

れた」（“被自杀”）といったような文脈に依存性の高い新しい受身文が現れてきている。就

職活動中の大学新卒者が就職決まっていないのに、自分でも聞いたことのない企業に自分

が就職した記録を見たことがあるという。そのような「～にさせられた」の気持ちは「被

××」という用語で呼ばれているが、「××」の品詞性をめぐる議論、統語的な機能、語用

的な特徴（知らないままで……される、表現の簡潔性、感情表出等）といったテーマは注

目を集めている（王・張 2017）。 

 

2.1.1.3 中日対照研究 

姚（2002）は文学作品における受身文を材料にして、中日両言語の対照研究を進めた。

直接受身文の主体が有情者である場合、受動文はほとんど有標である。直接受身文の主体

が無情物である場合、受動文の構文は中国語の無標の表現であるとの対応ができる。間接

受身、持ち主受身は中国語での表現ではほとんど有標になる、つまり主語が無生物である

ことがほとんどである、と述べている。杉村（2003）は中日受身文の比較対照研究を通し、

中国語にも日本語にも直接受身と間接受身が区別されることと、それぞれの受身概念の意

味的な要因が異なることの二点を指摘した。具体的には、話し手の心で感じとる主観的な

感知は日本語の受身文の「语义动因」と言える。それに対し、客観世界の授受関係の重視

は中国語の受動文の「语义动因」であると述べている。 

李（2009）は現代語における中日受身表現の比較対照研究を進めたが、構文上の成立条

件と語用的な成立条件を検討した。林（2010）は「被＋○○」という新しい構文の理解と

翻訳問題をめぐって、中日両言語における動作主主語受動文を研究した。李（2012）は均

衡コーパスを利用し、非構文要素の角度から、中日受身表現の対照研究をした。その考察

を通して、中日両言語は主語の立て方が異なっていること、受身の仕手の選択が意味要素

と関わっていることと、中日両言語において受身文の述語になれる動詞は他動詞性を持つ
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ものがほとんどであること、という 3 点の結論に至っている。楊(1989)は文法的条件と語

用的条件の二つの面から中国語受身文（一般受身文と意味受身文）と日本語受身文（直接

受身文と間接受身文)を論述し、「中国語の受身文は日本語と比べて、一般に「不如意｣(こ

のましくない）の色合いが濃い」と指摘した。中国語では、不如意の場合「被」構文（“被

字句”）になりやすい。良い結果の場合「被」構文（“被字句”）にはなりにくい。高橋（2014）

は、日本語の受身文に対応する中国語の文の調査を行ったが、中国語では「被」構文、語

彙上の受身文、主述文、「把」構文、使役文などに訳されていると述べている。一つの事態

が多種の文で表現されることを意味している点から、中日両言語にはそれぞれ独自の文体

系があり、文レベルでの対照研究が可能であることを意味している、と指摘した。さらに、

高橋（2016）は、中日両言語は、主述文（能動文）が基本となり、派生として他の種類の

文があり、文の体系が作られる。この文の中に中日両言語の受身表現がある。「主体+出来

事」の基本構成の角度から中日それぞれの文体系を示している。本論文の第 4 章では高橋

（2016）の論説を参考に、単文レベルを超えて、文脈のある環境での視点と受身出現位置

との関わりをめぐって考察を展開する。 

 

2.1.1.4 中国語母語話者による日本語の受身の研究 

次に、使用資料と議論のテーマを考慮に入れて、文レベルと談話レベルという二つの角

度で中国語母語話者の受身習得研究を整理する。まず文レベルであるが、中国語と日本語

の受身表現は異なるため、中国語母語話者による誤用もある。その根拠として、楊（2013）

が挙げられる。楊（2013）は日中両言語の誤用例をいくつか取り上げ、その誤用の原因な

どについて説明した。語用論的な意味やモダリティ性、更に視点の違いなど多くの点にズ

レが見られることを明らかにした。日中両言語において、それぞれの表現が異なる機能を

有すると同時に、異なる視点や認知の仕方によって事態が言語化されている、と指摘した。

望月（2009）は中国語を母語とする上級日本語学習者の作文コーパスから動詞の自他・使

役・受身・可能に関わる誤用を拾い上げ、中国語と対照をし、母語干渉による要因を考察

した。受身の誤用は受動形式の脱落による誤用が顕著であると指摘した。田中（2010）は

なぜ受身の習得研究が少ないのかという点から、日本語の受身の分類の多様性、「受身文」

と視点・他のヴォイスとの関わりを述べた。受身文の研究を第一言語習得、対照研究、第

二言語習得（幼児）、第二言語習得（成人）の順に概観した。各言語で検証し比較すること

によって受身文習得の普遍的な側面を明らかにできると主張した。田中（2010）は第二言
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語習得に関する先行研究を検討する文献研究である。本論文と田中（2010）とは先行研究

を整理する角度が違っている。本論文は 2017 年 12 月までの数多くの研究がなされてきた

受身について、日本語・中国語・外国語としての日本語の習得など多角的に先行研究を記

述し、中国人日本語学習者の受身習得の研究動向を把握することを試み、考察を加える。

その上で、受身の中日対照研究、習得研究の成果が今現在どのように教育に生かされてい

るかを記述し、中国人日本語学習者の受身習得についての研究の可能性を述べる。 

張(2012)は中国人日本語学習者の受身文の習得順序を考察した。中国にもある直接受身

文は一番先に習得されるが、中国にない直接受身文は最後に習得されるということが明ら

かになった。また、持ち主受身文は間接受身文より先に習得されると報告した。王（2012）

は母語転移の角度から中国人学生の受身文習得難易度分析を進めた。黄（2013）は 2 年間

以上日本語を勉強してきた中国人日本語学習者を対象に調査を行ったが、データの分析か

ら視点の統一性より被害の意味のほうが習得しやすく、視点統一性の習得は特に文産出の

面ではレベルアップしにくいと指摘した。量的研究の分析結果から、中国人日本語学習者

が視点の統一規則が習得されていない問題点を言及することにとどまっているが、どのよ

うに視点の統一の内容を受身文の指導に活用すべきか、その具体的な指導案の議論に触れ

なかった。この点を本論文で深めたいと考えている。 

杉村（2014）は動作主の不注意による対象変化を表す場合に焦点をあて、日本語を母語

とする中国語学習者における中国語の自動詞表現・他動詞表現・受身表現の選択について

研究を進めた。日本語母語話者、日本人中国語学習者、中国語母語話者の中国語について

それぞれ自・他・受身の選択テストを行い、母語と中間言語と目標言語の違いを比較した。 

劉（2005）は述語動詞の属性と形式という観点から中日受身表現を比較し、日本語の影

響による日本人留学生の中国語の受動文（“被动句”）学習の注意点を検討した。中国語の

受動文に用いられる述語動詞は単音節動詞の場合、その言葉によるコロケーションで受身

の意を表すのが普通である。日本語の助詞の働きは他の成分で果たすことになる。また、

中国語の自動詞性動詞（“不及物動詞”）による受身文は数少ない。日本語の自動詞受身文

はより広い範囲で適用されている、と指摘されている。王（2006）は中日両言語における

受身文の主格を比較対照した上で、「困难等级模式」（筆者訳：難易度レベル別基準）理論

を利用し、中国語を母語とする日本語学習者が日本語の受身文を習得する際の「习得日语

被动句时的困难等级序列（筆者訳:日本語受身文習得の難易度判定基準）」を提起した。具

体的には「0 級 主格が直接受影者である受身文>1 級 主格が直接受影の持ち主である受
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身文>2 級 主格が関係場所である受身文>4 級 主格が関係者である受身文、4 級 主格が

関係の持ち主である受身文、4 級 主格が間接関連者である受身文）という習得順序を予測

したが、シラバスと教材の編集に使用するためには、教育現場での検証も必要だと述べて

いる。 

次に談話レベルでの中国語母語話者の受身研究であるが、渡邊（1995）は談話展開にお

ける受身の使用実態を「正用・誤用・非用・その他」に分けて分析を行った。学習者の使

用した受身は直接受身のみである。非用の原因には談話展開の仕方（学習者は複数の人物

を主語に立て、能動文を使用する）が関係する、という指摘がある。山本（1997）は中国

語系日本語学習者の中間言語の分析より母語干渉による異文化間コミュニケーション上の

問題を検討した。 

 

2.1.1.5 受身の習得研究の教授法・教材論への応用 

習得研究は日本語教育と互いに補い合い発展しつつあるので、習得研究の結果を日本語

教育に生かすことが重要である。教師は習得研究の結果を把握することを通して学習活動

及び教育活動についての理解を深めることができると考えられる。学習者のある段階にお

ける共通の特徴と個人的な特徴を把握することに可能性を与えるだけでなく、シラバスデ

ザイン、教材開発、授業改善の工夫も更に高いレベルで学習者のニーズに合わせることに

一歩近づくといえる。その一連の改善を通してよりよい学習環境として学習者へ還元する

ことになる。 

次に受身の中日対照研究、習得研究の成果が今現在どのように教育に生かされているか

を先行研究に基づいて報告する。葉（2003）は中国の大学で使われている日本語の教材『新

編日語』から受身文の説明部分を取り出し、受身文の特徴や使用上の注意点を考察した上

で、改善した受身文の分類法を提案した。そして、その各種類を中国語の表現と比較し、

中国語を母語とする日本語学習者に受身文を教えるとき、「非情物主語の直接受身文」や「自

動詞受身文」や「目的語がつく間接受身文」などは、指導上のポイントとしてあえて取り

上げるべきだ、と指摘した。同じ中国の教科書の中の受身に関する研究として、劉・趙（2010）、

劉（2013）が挙げられる。中国語を母語とする日本語学習者が受身文を学習し応用すると

き、母語の干渉で、翻訳がうまく進まない状況がしばしば見られるという問題を解決する

ために、劉・趙（2010）は中国で出版された教材の中の受身文に関する記述が不十分で、

例文も不自然であるなど、学習者に誤用を引き起こす可能性がある、と指摘した。特に自
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動詞によって構成された間接受身文は中国語を母語とする学習者に理解しにくい項目の一

つで、受身指導を有効に進めるには、教材以外の国内外の文法書も参考にしながら、対策

を考えるべきだと述べている。 

庵（2012）は受身が使われやすい四つの場合を指摘した。具体的には「a 対応する能動文

の動作主を不問に付したい場合」、「b 影響の受け手の方が影響の与え手より身近な場合」、

「c 従属節の主語を主節の主語と統一したい場合」「d 迷惑な気持ちを表したい場合」と述

べている。（庵 2012：104） 

庵もメイナードも受身文の機能を検討したが、受身文の分類法は違っている。川村（2012）

の用語でいうと、庵は立場 A に近い立場をとっていて、メイナードは立場 B に近い観点を

持っていると考えられる。庵（2012）で指摘した四つの場合のなかには、「c 従属節の主語

を主節の主語と統一したい場合」は複文レベルでの検討成果である。「b 影響の受け手の方

が影響の与え手より身近な場合」は文脈に依存するところが大きいと考えられる。庵が考

えていることとメイナードのいう「結果描写」機能と重なっている部分はある。しかし、

メイナードが注目したのはディスコースにおける受身文であるが、庵は文レベルの受身文

を検討の重点に置いている。劉（2013）は『新版中日交流標準日本語』（中国で第二外国語

教材としてよく使われる）と『新編日語』（日本語専攻の基礎日本語の教材としてよく使用

される）という二冊の代表的な教材における受身文解説を例にして、視点と受身文との関

係についての解説がなかったということと、文法・文型を強調しすぎる傾向があり、文脈

に基づく練習は不自然であることを指摘した。その対策として、強化練習を通して、意味

と語用の角度から受身文についての理解を深めさせること、比較対照法を生かすこと、な

どが取り上げられている。しかし、どのような強化練習を使用すべきであるか、具体案は

述べられていない。程・韦（2014）は受身文の解説デザインを例にして、語用論から日本

語読解教材の編集への示唆を語った。具体的には、文脈説明の部分を増やし、語用論の基

礎知識を適当にコラムで紹介する、読解の練習問題の設定は作者の意図を問うような問題

となるように工夫することなどの、示唆がなされた。 

 

2.1.2 先行研究で残された課題及び本研究の位置づけ 

2.1.2.1 従来の研究で明らかにされていなかった問題点 

第一に、多くの異なる分類研究がされてきていることから、研究者の受身研究への関心

度が見られるが、各研究者が微妙に異なる分類を用い、研究成果の比較が難しくなってい
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る（表 2 を参照）。一方、これは受身文習得の難しさも表していると考えられる。習得研究

で学習者に理解しやすい定義と分類を検討する研究が期待されるといえよう。 

第二に、中国語受身の先行研究から”被”構文の由来と発展、被動表現の基本的な意味

特徴は明らかにできるが、「標識のない受動文（“无标被动句 wúbiāobèidòngjù”）」自体の

研究はまだ少ないように見える（7 本6しか見られない）。 

第三に、構文、意味、語用に関する中日両言語における受身の比較対照研究がなされて

きた。受身と周辺表現との関係に関する対照も着目されるようになってきたと考えられる。

均衡コーパスに基づく非構文要素の対照研究、中日受身表現の理解と翻訳についての検討

も挙げられる。教育現場で、多様な背景を持つ学習者がどのように日本語の受身文を用い

ているかを分析する異文化場面の研究も求められるようである。 

第四に、先行研究から中国語母語話者の受身習得順序が提案されている。直接受身文は

一番先に習得され、持ち主の受身、間接受身、意味上の受身に関する習得は時間がかかる

と予測できる。両言語の受身表現は一対一の関係ではないので、学習者は文法的特徴を踏

まえた上で、受身文についての理解を深める必要があると考えられるが、受身習得の量的

研究は見られるが、学習スタイルや認知スタイルを考慮に入れたような学習者の個人差に

注目した質的研究が期待される。 

第五に、中国国内で使用される教材の多くは文法訳読法で教えることが前提で、場面や

機能を文型と組み合わせることが多い。先行研究から基礎日本語の教科書の受身記述が見

られるが、会話教材の受身の記述に関する考察はまだ見られない。また、受身の習得研究

の教材論への応用研究は一本しか見られず（程・韦 2014）、教授法への応用検討も少ない。

今後は理解能力と運用能力を重視した応用研究が期待されるのではないだろうか。 

 

2.1.2.2 従来のデータ収集方法では明らかにならなかった問題点 

第二言語習得の研究のためのデータ収集の方法として、参与観察、自由作文・日記、対

話法、文章完成法、文法性判断テスト法、内省法等が挙げられる。第一に、経費、時間の

制限で、質問紙調査の対象の量は限られるケースが少なくないといえる。第二に、中間言

語の習得はいつも変化するものだとされるが、調査対象は定まった対象ではないので、同

じ対象に何度も調査・テストを実施することは難しいと考えられる。第三に、調査目的と

                                                 
6具体的に、湯（2016）、趙（2013）、周（2010)、羅（2009)、靳（2009）、王（1998)、王（2012)が挙げら

れる。 
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焦点が明確であるほど、調査対象が意識的に自分の行為をコントロールする傾向があるの

で、データの自然性を検討すべきであるといえよう。第四に、テストを受ける関係で、調

査対象の産出データには制限があり、調査対象者の内部にあるルールを反映できない可能

性がある。従来のデータ収集方法では分からなかった実態があるかもしれないと考えられ

る。まとまった量の、学習者によって産出された受身文が必要だといえる。 

 

2.1.2.3 新しいツールと方法の導入について 

従来のデータ収集方法では分からなかった受身習得の実態があるかもしれないが、その

実態を明らかにするためには，まとまった量の学習者が産出した受身文が必要であり，そ

のために学習者コーパスは有用だと考えられる。情報機器の普及とともに学習者自然産出

データの利用が注目を浴びてきている。于康を代表とする研究チームは作文添削ソフト、

タグ付与ソフトの開発に力を入れている。受身文の習得研究もそのタグ付与ソフトを利用

することが十分可能であると考えられる。 

張麟声を代表とする研究会の研究者は誤用観察と検証調査を統合する対照研究を進めて

いる。井上（2002）では、張（2001）の研究について、「学習者の誤用そのものの記述、分

析というより中国人日本語学習者の誤用に関する文法研究の観点からの理論的考察という

性格が強い」と述べている。受身の習得研究を進めるとき、「仮説―実験―検証」の方法が

利用できると考えられる。 

 

2.1.2.4 学習者の話し言葉コーパスに基づく研究 

劉・趙（2010）、劉（2013）、毛（2011）、程・韦（2014）等これまでの先行研究では、ど

のような場でその受身文が発せられたのか、状況や文脈などがあまり考慮されていなかっ

た。文の意味を理解しようとする際に、その文が発せられた状況や文脈のなかで意味を理

解しなければならない。発話の場面依存性について、「日本語では特にその依存の度合いが

高い」と寺村（1990）が指摘している。許（2004）はその考えに従って「日本語のさまざ

まな表現の中に、特に場面依存性が強い表現の一つに受身が挙げられる」と述べている。

日常会話の場面における受身文の運用は不可欠といっても過言ではないだろうが、国立国

語研究所によってなされた学習者による話し言葉に関する研究論文は管見の限り 3 本しか

見られない。 
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2.2 本研究の位置づけ 

受身文に関する研究は、上述のように数多く行われている。日本語の受身文の習得にお

ける研究の動向と展望を探るために、2017 年 12 月までに入手できる範囲の中国語関連文献

と日本語関連文献を分析したところ、日本語の受身研究、中国語の受身研究、中日対照の

研究、中国語母語話者受身習得研究、教授法・教材論研究が主要な研究分野となっている。

日本語学関係、中国語受身関係、中日対照関係の分野が多く（86 本）、構文、意味、形態に

関する研究に偏っている。従来少なかった中国語母語話者の日本語受身文習得（2006 年以

降の発表しか見られないが、それぞれ 2006 年 1 本、2008 年 2 本、2010 年 2 本、2011 年 2

本、2012 年 7 本、2013 年 3 本、2014年 5 本、2015 年 4 本、2016年 2 本、2017 年 1 本であ

る。）と教授法・教材論領域への応用研究が徐々に増えており（2010 年以降の発表しか見ら

れないが、それぞれ 2010 年 2 本、2011 年 2 本、2012 年 1 本、2013 年 1 本、2014 年 1 本、

2015 年 2 本、2016 年 1 本、2017 年 2 本である。）、多言語比較対照研究、受身・使役等表現

選択の研究が現れてきている。とりわけコーパスと日本語教育の統合を目指す研究が多く

なり、さらに、作文添削ソフト、タグ付与ソフトを活用する研究手法を導入したものがあ

る。質問紙調査法とコーパス研究法の統合が期待される。中国人日本語学習者に使いやす

い習得研究、日本語教育の現場に直接還元できる中間言語習得研究が本格的に始まったと

ころである。 

 形態的、統語的、意味的、機能的に難易度の高い受身文の習得研究を進めるには、多分

野の先行研究を概観しておく必要がある。そして、日本語の受身文の使用実態を調査する

際、大規模コーパスは便利な道具であるとされているが、教育現場に直接応用できるまで

選別する必要がある。 

さらに問題になるのは、受身文の検索操作は現実的に非常に困難ではないかと考えられ

ることである。「（ら）れる」で検索しても、受身用法ではない用例のデータが多数存在し

ていると考えられる。可能、尊敬、自発用法の例を手作業で選別することが不可欠と言え

そうである。また、書き言葉コーパスは、様々なジャンルをカバーしているので、言語事

実を反映する面から考えると、使い方によっては、便利な道具として学習者にとって参考

になりそうな資料を大量に提供できると考えられる。しかし、中国の大学では、日本語を

学習する時間は決まっているので、限られた時間内に、学習者が実際に使用する可能性の

低い用例を提示する必要も余裕もないと考えられる。 

教科書は、海外で日本語を学習している学習者にとって重要なリソースとされているが、
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教科書から受けている影響は極めて大きいはずである。学習者コーパスの活用は、一時的

に大量の学習者用例を収集できそうであるが、必ずしも同じ種類の日本語教科書を使用し

て受身文を学んできたとは限らない。教科書の記述と学習者によって産出された中間言語

的表現とがどのようにつながっているのか、関連の分析は困難になる可能性がある。そし

て、学習者がたとえ正しく回答していても、必ずしも正確に理解できているとはいえない。

学習者はどのように理解しているのか、学習ストラテジーと回答理由を考察するためには、

学習者に直接インタビューする必要があると考えられる。 

タグ付与ソフトという新しいツールに関しては、以下の理由で本研究に使用しないこと

とする。まず、使用する前に付与されたタグをそのまま使用するか、研究者自身が自らソ

フトで設定するか、あらかじめ設定する必要がある。詳しい内容は第 3 章で述べるが、本

研究の立場を先にまとめると、今までの受身文の一部しかカバーできない立場のとり方を

再考し、川村（2012）で指摘している立場 A、と立場 B を統合する可能性を探りたい。タグ

付与ソフトの場合、基本的に立場 A の流れの理念を基に発展してきたものであると考えて

いる。今後のソフトの更新で、立場 B の取入れも可能になるかもしれないが、本研究では

この方法を使用しないこととする。 

本論文では「視点」に着目して、中国語を母語とする中上級レベルの日本語学習者を対

象に、理解レベルと産出レベルに分けて、単文レベルだけではなく、複文レベルでの習得

状況をも視野に入れる。前田（2011）で指摘している受身の出現位置の論説を参考にして、

「行為者ニ表示」（川村 2012 の用語7を援用することとする）受身文の習得に関する考察を

行う。  

 

2.3 研究目的と研究方法 

 本研究は第二言語としての日本語の受身文に関するより効果的な指導方法を探るために、

中国人母語話者による場面依存性の高い受身を日中視点の相違の角度から考察し、その使

用実態と運用能力を明らかにした上で、日本語の受身文の使用と習得に関わる要因を、日

本語教育の立場から検討し、明らかにすることを目的とする。 

上述した目的遂行のために、以下の①日本語中国語双方向の対訳データの調査、②質問

                                                 

7 川村（2012）は〈被影響〉の内実規定に関して、「〈被影響〉の内実をめぐる検討は、「固有の受身」を対

象に行うことになる。具体的には、有情者主語、≪行為者≫ニ表示の受身文が中心的な検討対象となる」

（川村 2012：71）と述べている。その「≪行為者≫ニ表示」という用語を、本研究で採択することとする。 



 24  

 

紙調査③インタビュー、④中国で出版されている日本語教科書の調査、という四つの研究

方法で三つの課題を検討した。 

日中視点の差異、とりわけ受身の出現位置と視点との関係（課題１）に関して、日本語

中国語双方向の小説から対訳データを収集し、タイプ１（日本語○中国語○）、タイプ 2（日

本語○中国語×）、タイプ 3（日本語×中国語○）の 3 種類に分けて、分析を行う。 

学習者がどのように理解され、どのように産出されているか（課題 2）を解明するために、

理解レベルを測る文法選択・翻訳テストと産出レベルを測定する短文完成テストに分けて、

質問紙調査を実施し、データを収集する。質問紙回答の理由と判断基準に関して、インタ

ビューを行う。 

質問紙の回答から見られた中間言語的な表現は、中国での現行の日本語教科書における

受身文の導入方法と、どのような関わりがあるか、視点の観点からどのように工夫できる

か（課題 3）に関して、最近（2005 年～2015 年）中国で出版された大学生向けの日本語教

科書を調査対象に受身文の提示方法、提示内容、視点との関わりをめぐって整理し、考察

を加える。 

第 3 章では、本研究で扱う基本概念に関して述べる。 
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第 3 章 本研究で扱う諸概念 

 

3.1 受身文の定義 

3.1.1 日本語の受身文の定義に関して 

『日本語のシンタクスと意味Ⅰ』において、寺村（1982）は受身の定義について、次の

ように規定している。 

 

受身というのは、要するに、動作・作用の主体が、他の何ものかに働きかける場合に、

動作主、つまり動きの発するところを主役とするものでなく、動きを受けるもの、動き

の向う先を主役として事態を描く表現であるが、それが文法的に受動態と認定されるた

めには、（それぞれの言語で）一定の形態的、統語的、意味的特徴を具えていなければな

らない。 

（寺村 1982：213） 

 

寺村氏の観点では、受身を認定する基準は三つある。形態的基準、統語的基準、意味的

基準である。具体的に、「述語動詞が受身の形態を具えていることに加えて、次のような統

語的特徴が具わっており、しかもその統語構造の成分の間に次のような意味的関係が認め

られるということが必要だということになる。 

図 1：寺村（1982）の受身認定に関して 

 

（寺村 1982：214） 

 

川村（2012）はラレル形述語文のカテゴリーで受身意味の内実を検討しているが、本研

究は、<被影響>の意味内実を中国人日本語学習者にわかりやすく提示するための試みの一
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つであるが、川村（2012）の認定範囲より広い概念を設定している。それは、受身の出現

位置の角度から視点と受身使用との関りを明らかにしようとするためでもある。 

日本語の受身文の分類に関して、数多くの先行研究が蓄積されてきている（山田 1908、

松下 1930、三上 1953、鈴木 1972、寺村 1982、工藤 1990、金水 1993、張 1997、堀川ほか

2003、張 2006、志波 2012 等）。受身文をめぐるいろいろな角度からの検討は、日本語学の

発展に貢献できると思われる。川村（2012）は「受身文」を〔ラレル〕形述語文の一タイ

プとして捉え、意味的特徴から研究史を整理して、「〈はた迷惑〉の有無」を重視して受身

文を二分類する立場（立場 A）と「〈被影響〉の有無」を重視して受身文を二分類する立場

（立場 B）、及び互いの関係を論じた。結論として、「立場 A は、そもそも直接受身文（ある

いは〈まとも〉な受身文）をこそ受身文と見て、間接受身文（あるいは〈はた迷惑〉の受

身文）を受身文規定から除く立場である。……それに対して、立場 B は、「〈被影響〉の意

味を表す」という点に受身文の本質を見出すので、間接受身文を問題なく受身文に含める

ことが可能であると同時に、〈被影響〉の意味を表さないものは受身文から除くことができ

る」（川村 2012：112） 

立場 A、立場 B の位置関係について、川村（2012）の整理を次の表にまとめることができ

る。 

表 3：立場 A の下位分類と立場 B の下位分類との位置関係 

立場 A 〈まとも〉8 〈はた迷惑〉 

例文 11         12        13 

立場 B 〈無影響〉 〈被影響〉 

 

例 11 a 会議が議長によって招集された。 

b 新しいビルが○○建設によって建てられた。（川村 2012：29） 

例 12 a 太郎が先生にほめられた。 

b 太郎が先生に話しかけられた。（川村 2012：29） 

例 13 a 次郎が娘に高い服を買われた。 

                                                 

8三上（1953）の分類法の用語である。「まともな受身」は、対応する非受身文のヲ格・ニ格目的語が受身

文主語に立つものである。意味については「動詞の意味次第で恩恵にも迷惑にもなり、まん中で平気なこ

とも起るが、その迷惑にしてもはた迷惑ではなく、真向からの被害である」（三上 1953：104）と述べてい

る。 
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b 次郎が子供に一晩中騒がれた。（川村 2012：29） 

川村（2012）の指摘した立場Bを取って、受身文の定義について、「〔ラレル〕形述語を持

つ文のうち、（有情の）主語者が感じる被影響感としての〈被影響〉を表すもの」と述べて

いる。川村（2012）は、大きな流れとして立場A（〈はた迷惑〉という意味の有無に注目す

るもの）と立場B（〈被影響〉という意味の有無に注目するもの）がある、と指摘している。

さらに、意味的な角度から受身文を規定する際に、そのどちらかの立場に立ちざるを得な

いことと、どちらの立場に立つ場合でも、従来「受身文」と呼ばれてきた文の一部が再認

定された受身文からは排除されることになると2点を主張した。 

表 4：立場 A と立場 B との関係に関して 

立場 A 直接受身文 間接受身文 

はた迷惑の意味が出る はた迷惑の意味が出ない 

対応する能動文あり 対応する能動文なし 

立場 B タイプ 1 タイプ 2 

有情物主語 

行為者表示：二 

被影響の意味が認められる 

はた迷惑の意味が出ない 

行為者表示：ニヨッテ 

被影響の意味が認められない 

 

川村（2012）の提示しているこれまでの受身文の分類の仕方に関して、渋谷（2014）は 

2 つの立場の関係をめぐって、次のように論じた。 

 

  立場 A（対応する能動文の有無あるいはいわゆる「（はた）迷惑」の意味が出るか否か

によって分ける立場）と立場 B（主語が有情か非情か、あるいは≪行為者≫項の表示が二

かニヨッテか、〈被影響〉の意味が認められるか否かの観点で分ける立場）である。 

渋谷（2014：146） 

 

立場 A と立場 B は受身文という研究対象に対する関心が違っているだけで、立場自体は

優劣がない。教育現場では、間接受身文は中国人日本語学習者にとって習得困難な点であ

ると報告する研究（徐 2006、王 2012 等）も挙げられるが、今まで立場 A の角度から能動文

と対応しながら受身を解説するという方法が悪いわけではない。別の角度から具体的に立

場 B の研究成果を取り入れて、問題解決に向けて考えることも案の一つではないかと考え
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た。 

受身文の定義について、「〔ラレル〕形の形態をそなえている文のうち、主語者が感じる

被影響感としての〈被影響〉を表すものである。被影響感の意味は、受身の具体的な出現

位置によって、異なっている。文脈依存性の高い受身を単文末、複文末、連体修飾節、連

用修飾節、引用節、疑問節の 6 種類に分ける。 

中国の日本語教科書では、直接、間接の二分類法が広く使われてきている。中国での受

身文に関する学術研究では、基本的にその立場Aの観点の文献を引用しながら、議論を展開

していく。（直接、間接、持ち主の三分類法も取り上げられるが、二分類法の延長とされて

いる。川村（2012）の用語を援用すると、同じ立場Aに立っている観点ではないかと考えら

れる。） 

教育現場では、受身文は形態的・統語的・意味的・機能的に難易度の高い文法項目とさ

れている。中国人日本語学習者を想定すれば、教育現場で応用する際、分類の説明はもち

ろん不可欠な部分であるが、どの流れの観点を支持しても、日本語の受身文の本質と実態

を反映できれば十分かもしれない。重要なのは、受身文を、誰に対して、どのように使え

ばいいのか、という問題であると考えた。分類を詳細化して、関連の専門用語で説明すれ

ば、学習者の一部は関心を持つ可能性もあるが、大学でゼロ初級から日本語を学ぶ中国人

学習者の全体像とニーズを考慮に入れると、どの先行研究成果を、どうのように応用をす

ればいいか、工夫する必要があると思われる。 

本研究は、日本語の受身文の習得に関する 2017 年 12 月までで入手可能な先行文献を概

観した上で、日本語の受身に関して、川村（2012）で指摘している「被影響」の観点を受

ける。〈被影響〉という用語を最初に使ったのは尾上（1999）ではないかと考える。従来の

研究史では、「影響」「利害」「受影性」等とも呼ばれてきた。本研究では、尾上（1999）、

川村（2012）に倣って、〈被影響〉という用語で分析を展開していく。 

尾上（1998、1999、2003）は、［ラレル］形述語文をトータルに捉えようとする一連の議

論の中で受身概念を意味に注目して定義している。その意味的特徴を、「他者の行為や変化

（典型的には他者の意志と他者の力の発動）の結果、あるものが自らの意志とは関係なく

（いやおうなく）ある立場に立つことになるという事態把握のあり方」と規定している。

川村（2012）はその学説を受けて、受身の意味を更に詳細化して、「話者の事態把握のあり

方」という表現で指摘している。 
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〈被影響〉、すなわち「主語者の感じる被影響感」とは主語者の内面に関する話者の把

握の仕方によって成立する意味であるから、〈被影響〉を表す受身文には、結果として主

語者の内面に踏み込み解釈する話者の姿勢が当然読み取れる、ということであろう。 

（川村 2012：74） 

 

川村（2012）で述べている「被影響」は「主語者の被影響感」のことを指していて、「話

者の事態把握の仕方」の結果から現れる意味に当たる（川村 2012：77）川村（2012）は古

代日本語の受身をも含めるラル形述語文を主な研究対象として研究を展開しているが、〈被

影響〉は、主語者がどんな影響を感じているか、その影響によって出された判断の結果と

して、言語化した表現ではないだろうか。したがって、「被影響」は話者の判断あるいは話

者の語感に頼りところが大きいと考えられる。示唆に富んだ指摘であるが、学習者にとっ

てどのように〈被影響〉の内実を把握するか、形態上の支えを提供することは、そのため

の工夫の一つと言える。 

受身の〈被影響〉の意味は、どんな出現位置においても、同じように感じられるわけで

はない。ここでは、川村（2012）で提示されている例を援用しながら、説明をする。 

例 14 A おじさんが孫に背中を押された。 

例 15 B おじいさんが娘に肩をもまれた。 

例 16 A おじさんが孫に背中を押されて歩いている。 

例 17 B おじいさんが娘に肩をもまれながら眠っている。川村（2012：82－83） 

川村（2012）は「動詞ラレル形が主文末に現れる例では〈被影響〉（文脈によっては悪影

響）の意味が感じられる。しかし、動詞ラレル形が従属句述語である例では、〈被影響〉の

意味が感じにくくなり、中立的な状況描写表現に近づいている。」（川村 2012：82）と述べ

ている。 

従属句の動詞ラレル形では「被影響」の意味が感じにくくなるという現象と指摘してい

る。坪井（2002）は、久野氏の指摘しているなぜ従属句では〈被影響〉の意味が薄れるの

か、に関して、以下のように解釈している。従属節は他動性が提言する位置であることか

ら、行為者二表示の受身文の持つ「行為者性」が表面化しないため、許容度が上がる、と

いう趣旨で述べている。 

示唆を受けている研究成果であるが、〈被影響〉の意味の把握は、ゼロ初級から日本語を

学ぶ学習者にとって、理解しにくいところがあるかもしれない。しかも、日本語学研究の
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文の許容度と日常生活の許容度は別の次元の話ではないかと考えられる。受身の「被影響」

という意味の内実を理解するために、前田（2011）で指摘している分類法の活用を考えた。 

前田（2011）は、受身の認定について、「動詞の語幹に（r）areruを接続させた形態で

あり、能動形に戻せるものを受動表現と認定した。可能・尊敬・自発（思い出される・思

い返される）は除き、また、受身形のみが慣用的に用いられると考えられる「（先が）思

いやられる」、名詞化した「憎まれ（役）」「お呼ばれ」「とらわれ（身）」等も排除し

た。」（前田2011：69）と述べている。 

前田（2011）は更に、受身の出現位置により、次の6種類に分類している。下線は筆者に

よるものである。 

①単文末に現れる場合 

例 18 私は兄に叱られた。 

②複文後行節（＝主節）に現れる場合 

例 19 陽子は夜遅く家に帰り、兄に叱られた。 

③引用節に現れる場合 

例 20 陽子は兄に叱られたと言った。 

④疑問節に現れる場合 

例 21 陽子が兄に叱られたか、わからない。 

⑤連体的複文先行節（＝連体修飾節）に現れる場合 

例22 兄に叱られた陽子は、大声で泣き出した。 

⑥連用的複文先行節に現れる場合 

例 23 兄に叱られて、陽子は泣き出した。 

前田（2011）の分類法では、慣用表現に現れている受身を除いている。しかし、それら

の慣用表現から、受身の「被影響」の意味内実と文法的発想を反映できる可能性がある。

上述の考慮から、受身形を含める慣用表現を別立てて扱う必要があるかもしれないが、本

稿では、認定範囲に入れる立場をとっている。 

視点に着目して、中国語を母語とする日本語学習者の文脈依存性の高い受身文習得を進

めていくために、前田（2011）の受身分類に従う。文脈のある環境で習得研究を展開して

いくためである。 

森田（2002）は受身文に潜んでいる日本語文法の発想について、次のように述べている。

（下線は筆者によるもの） 
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受身といい、可能といい、はたまた尊敬といい、その基本にある共通認識は[主体対

他者]の関係の上に成り立つ問題だということである。本書の序章で述べたことの繰り

返しになるが、ここでいう「主体」「他者」とは周囲環境や社会・人々を含めた己を取

り巻く世の中（外）を己に対する「他者」として認識し、その他者によって影響を受

け、対応を左右される「己」を（内）として考える。……中略……と同時に、外なる

存在によって規定されていく現象は、内なる己ないしは第三者による傍観的視点に立

てば、まさに「受身」そのものの有様ではないか。日本語の受身表現に主観的な迷惑

の受身と客観的な受身とがある事実もこの 2 種の己の視点からと、傍観的視点からの

差異が根底にあるためと考えてよかろう。 

（森田 2002：208－209） 

 

 森田（2002）の受身の発想に関する論述は日本語の受身文について理解を深めるいい参

考資料になりそうであるが、どういう時点でどのように受身の解説に入れたら、中国の大

学でゼロ初級から日本語を学ぶ学習者にとってよりわかりやすい説明になるか、現場に応

用するために、それなりの工夫が必要だと思われる。現行の中国で出版されている日本語

教科書の受身解説の枠組とデザインを最大限に活用する考え方もある。 

更に、森田（2002）の「他者によって影響を受け、対応を左右される「己」を（内）と

して考える。」という記述のなかの「影響を受け」という表現は一見して、川村（2012）の

「被影響」と同じ意味であるかのように理解してしまう可能性があるが、両者の用語の射

程範囲は異なっていると考えられる。川村（2012）によれば、〈被影響〉が感じられるのは

人のみであるため、〈被影響〉が認められるタイプの受身文の主語が有情者になる。一方、

森田（2002）は受身の主体に関して、以下のように述べている。 

 

日本語の受身の発想が、外なる存在によって己が規定されていくことに基づくと考え

ると、受身の主体はヒトに限られると思われがちである。事実、人間主体の受身形はき

わめて多い。また、それが日本語の日本語らしい受身とも言われている。だが、日本語

の受身表現は人間を主語に立てるのが本来か、見直してみる必要がある。 

（森田 2002：210） 
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川村（2012）はラル形述語文の角度から古代の日本語の言語形式を含めて受身文を把握

しているため、対象として扱っている受身文は研究目的の関係で特化されていると考えら

れる。受身文の意味的な内実を規定している〈被影響〉の適用は有情者主語の場合に絞っ

ていると言えそうである。森田（2002）は、視点の角度から「影響」の意味を捉えていて、

日本語の受身表現に主観的な迷惑な受身と客観的な受身とがある事実は、内なる己の視点

から把握するのか、第三者による傍観的視点から把握するのかの差異が根本にあると指摘

されている（森田 2002：208－209）。よって、森田（2002）で扱っている「影響」は川村（2012）

で述べている「影響」より射程が広いと考えられる。 

森田（2002）も前田（2011）も、連体修飾節に出現する受身を認める立場である。それ

に対して、川村（2012）は古代受身を含めるラル形述語文を主な研究対象として進めた総

合的な受身研究と考えられるが、連体修飾節に出現した受身を研究対象として扱わない立

場である。本研究は受身の出現位置の実態調査に即して、受身の使用実態を反映する角度

から、連体修飾節に出現した受身を受身形9と認める立場である。 

使用実態に即した受身の出現位置の角度からの分類法を日本語の受身文の解説に用いる

ことは視点に着目して中国人日本語学習者の受身習得研究を行うためである。筆者が前田

（2011）から一番示唆を受けている点は、その連用修飾節と視点との関わりの論述である。

前田（2011）は連用修飾節に出現した受身は、視点統一のためである、と指摘している。

詳しい内容は本研究の第 4 章で展開するが、対訳データの考察結論の一部をここで先に述

べると、筆者による日本語中国語双方向の対訳小説データの分析を通して、受身出現位置

の使用実態の傾向は、前田（2011）でシナリオを材料にして行った調査の結論とほぼ一致

している（連用修飾節に出現した受身は全体の四割ぐらいを占めた）。実際に中国の日本語

教育現場に応用するために、コーパスを活用してデータを選別した後、もっと大規模な調

査と検証を行う必要があるだろうが、対訳データを活用する試みの一つではないかと考え

る。視点と受身使用との関係をさらに深く議論するための基本資料として提供することが

できるのではないだろうか。 

                                                 
9 教育現場に応用する立場から、ここでは受身形という用語で表現することとする。受身表現という言い

方には語彙レベル、文レベル、連文レベルなどもカバーできる表現であり、便利な言葉であるが、曖昧な

ところがないとはいえない。本研究は、連体修飾節に出現した受身を受身形と呼ぶ。受身形の指定範囲が

受身文より広いと考えられる。本研究は、視点に着目した受身文の習得研究であることから、連体修飾節

に出現したものは実態調査の結果に入れた。それは、連体修飾節に出現した受身形の使用から、誰がどこ

から何を見ているか、ということを判断できる可能性があるからである。ただし、本論文では、中日連体

修飾節の比較分野の問題を触れないこととした。 
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上述の考えを踏まえて、日本語の受身文の定義に関して、本稿では、森田（2002）の日

本語の受身文に潜んでいる日本語文法の発想の論述と、川村（2012）の立場 B の「被影響」

の観点を参考にして、基本的に前田（2011）で提示されている受身の分類法を支持するこ

ととする。 

 

3.1.2 中国語の典型的な受身表現“被”構文の定義について 

大河内（1982）によると、中国語の受動文は「被」構文（“被字句”）と、受身の形式を

持たない受身文「標識のない受動文（“自然被动句”）」に分類され、「“被、叫（教）、让、

给”」などが動詞の前に主動者（動作を発する方、仕手に相当する）とともにあらわされる

という。また、「被、叫（教）、譲、給（“被 bèi、叫（教）jiào、让 ràng、给 gĕi”）」など

を使った受身文は「被」構文（“被字句”）と総称される。大河内（1982：319）は以下の例

文を提示している。（例文番号は論述の便宜上、調整あり。日本語訳は大河内氏によるもの。

下線は筆者による。） 

例 24 人们批评了他。 

→他被人们批评了。（日本語訳：かれは人々に批判された。） 

例 25 他弄坏了钢笔。 

→钢笔叫他弄坏了。（日本語訳：ペンはかれにこわされた。） 

例 26 学生借走了那本书。 

→那本书让学生借走了。（日本語訳：あの本は学生に借りられた。） 

例 27 风吹开了门。 

→门给风吹开了。（日本語訳：ドアが風に吹き上げられた。） 

「被」構文（“被字句 beiziju”）は中国語の典型的な受身文だと考えられるが、中国語の

「譲」という介詞は使役にも受身にも使うことが可能である。認知解釈の優先順位が異な

っている。（古川 2002）。 

以下は松岡・費・古川・樋口・白井・代田（2008）の記述に従って、以下は「被」構文

の文法上の特徴について説明を行う。 

 被害表現 

前置詞“被”はもともと「被る」という動詞であるので、“被”構文による受身文は当事

者の意のままにならない気持ちや望んでいない気持ちを表現することが多い。したがって、

不満な気持ちを表さない表現には不向きである。 
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例 28 他被老师批评了。 

彼は先生に叱られた。 

しかし、最近10は受動者にとって好ましい場合にもしばしば用いられる。 

例 29 她被一个善良的人救活了。 

彼女はある情け深い人に命を救われた。 

 “被”の後ろに名詞（行為者）を伴わず、直接、述語動詞を取ることができる。 

例 30 他被派到外国去了。 

彼は外国に派遣された。 

 “被”構文の述語動詞 

“被”構文の述語動詞は原則として裸のまま単独で使用することはまれで、動詞の前後

に何らかの補足成分を伴う必要がある。補足成分は以下の通りである。 

①動詞の後ろに付加されるもの 

A アスペクト助詞“了、着、过” 

例 31 我被他打了。 

私は彼に殴られた。 

例 32 山顶被白雪覆盖着。 

山頂は雪に覆われている。 

例 33 他从来没有被人们尊重过。 

彼はこれまでこんなにも人に尊重されたことはなかった。 

B 結果補語・方向補語・様態補語 

例 34 衣服都被雨淋湿了。 

服は雨に濡れてしまった。 

C 目的語 

例 35 我被老师批评了一顿。 

私は先生にこっびどく叱られた。 

②動詞の前に付加されるもの 

例 36 这个建议已经被大家接受。 

この提案はすでに皆から承認された。 

                                                 

10 ここの「最近」という言葉は、松岡・費・古川・樋口・白井・代田（2008）の記述で用いられる用語で

ある。出版年である 2008 年の前に現代中国語の言語事実にすでに表れている現象ではないかと考えられる。 
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③“被”構文を作れない動詞 

存在や状態を表す静的動詞など、例えば「是，有，在，当，象，得，起，接近，离开，产

生，依靠」など。 

 “被”構文の打消しなど語順の注意点 

否定詞や助動詞は“被”の前に置く 

例 37 这一点必将被历史证明。 

その点はきっと歴史によって証明されるであろう。 

 “被…给…”“被…所…”“被…把…”形式 

①動詞の前に“给”を置いてより口語的な感じを出す。 

例 38 我的自行车被小王给骑走了。 

私の自転車は王くんに乗って行かれてしまった。 

②動詞の前に“所”を置いていくらか書き言葉的な感じを出す。 

例 39 被好奇心所驱使 

好奇心に駆り立てられる 

③“被”構文は“把”構文とともに用いられることがある。 

“把”の目的語は主語と同一のものか部分を指す。 

 その他 

話し言葉では“被”より“叫”“让”が多用される。 

 

上述した内容は、中国語学の角度から中国語を学ぶ日本人学習者向けの辞典に載せられ

ている記述であるため、中国語の受動文の用法と特徴を簡潔に整理している。中国人日本

語学習者は基本的な文法知識がないまま、語感に頼って、受身文を使用すべきかどうか、

動詞が日本語の受身にできるかどうか、を判断する可能性がある。日本語の受身文の習得

を促進させるためには、日本語学習者には母語である中国語の基本文法知識の提示も必要

ではないかと考えている。すべての内容を受身導入の時点での解説に用いることができる

かどうか、それは各大学の実状を考慮しながら、学習時間を配当する必要があるかもしれ

ない。少なくとも、”被”構文の述語の特徴及び”被”構文を作れない静的動詞に関して、

コラムあるいは課外読み物の形で学習者に提示することも関連の知識を了解させる方法の

一つかもしれない。 
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3.2 視点の定義に関して 

文学あるいは言語学研究分野での「視点」の内実について、姚（2012）は次のように述

べている。「“视点”一般指写作者(说话人)对客观事物和情状的观察角度，或是对客观情状

加以描写和叙说的出发点。（筆者訳：視点は、書き手（話し手）が客観事物と状況・様子を

観察する角度、あるいは客観状況を描写する、叙述する際の出発点」である。（姚 2012：13） 

辻（2013）は『新編 認知言語学キーワード事典』（研究社）で「視点／観点／パースペ

クティブ（viewpoint／perspective）」について、次のように述べている。 

 

視点・観点は、厳密な区別なしで用いられる場合もある。そうした場合は、概略、主

体である話し手が事態の解釈において選び取った見方の意である。…中略…視点と観点

を区別して用いた場合、視点は観点を含む広義の意味で言及されることが多い。視点は

ほぼ「視点の配置」（viewing arrangement）に等しく、観察者と観察される状況の全体

的な関係を言う。 

 

そして、「視点の配列」を「事態と自分の視点との関係を表す表現法のことである。」と

定義し、代表的な「視点配列（（optimal）viewing arrangement）」を挙げている。 

 

① 主体（事態を見ている人間）が自分を参与者として含めずに事態を描く捉え方を言う。 

② 事態の外から話し手である自分（we）が参与者となっている。 

③ 主体の視界（view）が事態の場を形成し、話し手である自分は事態の中で主体でも客体

でもない。 

④話し手が事態の中に入り込んで、自分の存在を意識しない描き方である。 

 

『認知言語学キーワード事典』（2004 年）では、「視点／観点／パースペクディブ」につ

いて、次のように記述されている。 

 

認知言語学では、人間を通して見た外界認知の現れとしての言語を研究対象にしてい

る。この立場から言うと、言語で表されている事態とは、人間から切り離された客観的

な存在ではなく、五感を基礎とした身体感覚や種々の経験を基にしたもので、個々の人

が数ある見方・切り取り方の一つを主体的に選び取ったものである。認知言語学で解釈
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と呼ばれるこの基本的な外界理解には、いくつかの特徴が見いだされる。視点／観点／

パースペクティブという三者の用語は、厳密な区別なしで用いられる場合がある。 

（辻 2004：98） 

 

また、「解釈・捉え方・解釈する」について、次のような記述がある。「解釈とは、発話

のプロセスにおいて把捉事態を分節し、意味あるものとして構築する創造的な営みを言う。

解釈の仕方を特に『捉え方』と呼び、専門用語として用いる。」（2004：20） 

ここで言う視点や解釈のことを、池上氏一連の研究では事態把握として、多くの研究で

言及している。池上（1981）は、話し手の事態把握は大きく 2 通りあると指摘した。１つ

は〈個体〉＝〈もの〉中心的な事態把握で、もう１つは〈出来事全体〉＝〈こと〉中心的

な事態把握である。事態把握に基づいて言語を類型化すると、前者を「する言語」、後者を

「なる言語」と呼ぶことができる。そして、英語は「する言語」の典型であり、日本語は

「なる言語」である（近藤 2012）。池上（2012）では、事態把握の仕方について大きく〈主

客合一〉的な事態把握と〈主客対立〉的な事態把握があると述べている。図 2 は、趙（2016）

が池上の論述を図示したものである。 

図 2：池上（2012）の事態把握の仕方に関して 

 

出典：（趙 2016：62－63） 

〈主客合一〉的な事態把握型言語では、図１で示しているように、話者が自己投入して

事態を把握する。この場合、話者である「私」は言語化されないのが普通である。それに

対して、〈主客対立〉的事態把握型では、話者が言語化とする事態の外に身を置き、客観的

に事態を把握する。事態の捉え方は大きく分けて主観的と客観的とに分けることができる。 

〈事態把握〉が言語表現に影響を与えることは，近年の研究によって実証されている。

その典型的な例として，川端康成の『雪国』の冒頭部分と英訳の違いが挙げられる。 

例 40 国境の長いトンネルを抜けると雪国であった。夜の底が白くなった。信号所に汽車 
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が止まった。                         （『雪国』） 

  The train came out of the long tunnel into the snow country. The earth lay white 

under the night sky. The train pulled up at a signal stop. 

（『Snow country』） 

 『雪国』の冒頭部分の英訳では、「外側からの目で何が何をしたのかと，より客観的に事

態をとらえて言語化している」が，日本語の原文は「〈主観的事態把握〉による，汽車から

見えたままを言語化したものである」（守屋 2009：6）。よって、日本語は主観のほうに属し、

英語は客観のほうに属するといえよう。中国語に関してはまだはっきりした位置づけがさ

れていないように見えるが、英語に近いと考えられる。日本語は「視点優位」の言語で（金

水 1992）、「話し手中心（私）」の事態把握の傾向を持つ言語と思われる（池上 2009）。トピ

ックに対する視点・立場やそれにともなう情的な差が受身文と能動文の選択と密接な関係

があると考えられる。それに対し、下地（1999）によれば、中国語は現実的結果がすべて

に優先して重視される「結果性優位」言語であるということである。意味的に言えば、中

国語は客観的な事実・現実的結果を述べることに重点を置くのに対して、日本語は客観事

実をどうとらえるか、どういう影響が自分にあったかという観点から述べる表現に重点を

置いている。こういう意味から、日本語は主観的な言語で、中国語は客観的な言語である

といえよう。 

池上（2016）は〈事態把握〉と呼ばれる概念の枠組みの中で、〈視点〉として扱われてき

た問題群を位置づけ、〈見る〉という営みの構成・運用に関わる対立要因を次の対立軸で再

構築している。 

Ⅰⅰ〈見る主体〉（話者）―〈見られる客体〉（言語化される〈事態〉） 

ⅱ〈視座〉（〈見る主体〉の占める位置）―〈注視点〉（〈事態〉の見られる部分） 

Ⅱⅰ〈視座固定〉―〈視座移動〉 

 ⅱ〈見られる客体〉についての認識―〈見る主体〉についての認識 

Ⅲ〈見え〉（〈見る主体〉によって生成される〈事態〉のイメージ）―実体としての〈事

態〉 

池上（2016）で指摘されたことであるが、Ⅰは基本的要因、Ⅱはその運用、実践に関わ

る要因、Ⅲは運用、実践により生成される要因である。その中の「〈見る主体〉についての

認識」について、「環境の知覚についての変化を通して自己の変化を認識するということ」

と解釈している。 
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「する」言語（do language）、「なる」言語（become language）は、池上（1981）によ

って提唱された認知類型論的言語類型である。「する」言語とは、英語（例文 41A）のよう

に「動作主を文構造の中心的地位にすえる」傾向の強い言語であり、「なる」言語とは日本

語（例文 41B）のように「生じた事態そのものを中心に置き起因は任意的な要素として扱う」

傾向の強い言語である。 

例 41  A. We are going to get married in June. 

B.  私達、6 月に結婚することになりました。（池上 1981：198） 

池上は前者のような〈個体〉中心的な捉え方を「もの」的捉え方、後者のような〈全体的

状況〉中心的な捉え方を「こと」的捉え方とした。例文（２）は英語の「もの」（個体）的

な捉え方と日本語の「こと」的な捉え方を示している。 

例 42  A.  You love John , don't you? 

B. あなた、太郎のこと好きなのね。（池上 1981：257） 

「する」言語・「なる」言語と同種の認知類型論的言語類型に J.ハインズによる「人間焦

点」（person-focus）・「状態焦点」（situation-focus）（Hinds 1986;cf.Nisbet 2004）があ

る。池上は、「する」言語対「なる」言語の類型から示唆される現象として、以下の（Ⅰ）

～（Ⅱ）のような認知類型論的現象を指摘している（辻 2013）。 

 

Ⅰ場所の変化が状態の変化を表す動詞に転用される傾向の強い言語（例：英語）と、

状態の変化を表す動詞が場所の変化に転用される言語（例：日本語）という対比。前者

は個体中心的な捉え方が場面の状態変化にまで拡張されており、後者は逆に出来事中心

的な捉え方が場所変化にまで拡張されている。 

Ⅱある意図的な行為がなされる場合、その行為のみならず、意図された結果の達成が

含意される傾向（到達点志向性）が強い言語（例：英語）と、行為だけを表して、意図

された結果の達成までは含意されない傾向が強い言語（例：日本語）という対比（影山

2002） 

その後、「する」言語・「なる」言語という認知類型論的対比は、日英語以外の研究に

様々な言語（例：中国語、インド諸語）に対して適用されつつある（例：池上・守屋 2009，

西光 2010）。 

（辻 2013：196） 
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日本語の視点の研究では、森田（1998）や金谷（2004）などがある。森田は日本語の発

想と英語の発想を比較し、日本語の発想は蛇のように前へ進みながら進行方向を適宜変え

ていくことが許される恣意性の高い言語であるとしている。これは、日本語の視点が己の

視点を通して物事を捉えているからであり、この視点は、固定的ではなく時間や状況によ

って移動が可能で、蛇が地上を這っているような視点なので、「蛇の視点」と呼んでいる。 

一方、英語の視点は、物事を空から眺めるように傍観的に捉えるものであり、鳥が空高

くから見下ろしているような「鳥瞰図」のようなもので、「鳥の視点」と述べている。また、

金谷も日本語の視点を英語の視点と比較し、英語の視点、日本語の視点をそれぞれ「神の

視点」「虫の視点」として各言語の視点について述べている。「神の視点」とは言語化され

る状況を遠くから見る視点であり、森田の「鳥の視点」と同じものである。また、「虫の視

点」は言語化されようとする状況の中に視点がある。森田の「蛇の視点」と同じ視点であ

る。 

事態把握の仕方は、言語によってそれぞれ特徴があるかもしれない。言語類型論の内容

も絡んでいると考えられる。受身文の習得研究の参考のために、日英比較分野の研究成果

をも概観した。今後の関連研究の参考になりそうな指摘は少なくないが、とりわけ「する」

型言語、「なる」型言語という池上氏の観点は示唆が多い。受身文の習得と自他動詞の習得

とには接点があると思われるが、それを含めるヴォイスの選択に関する総合研究として、

杉村泰氏の一連の研究が取り上げられる。その理論上の根拠の一つとして、受身文と自動

詞は同じ「なる」型言語表現であることではないかと考える。対訳データの考察の部分で

詳しく述べるが、中国語のほうは受身を使っているが、それと対応する日本語の表現とし

て受身が使われないタイプもある。そのタイプの中で、半分以上は自動詞とかかわってい

ることが明らかになったのである。 

中国語を「する」型言語に近い言語、日本語を「なる」言語に近い言語と理解すること

が、日本語学習者向けの受身文指導法に資するかどうか、管見の限り、関連の実証研究は

少ないように見える。近藤（2012）のように「ていく」「てくる」の角度からの考察が見ら

れるが、どこまで「する」型言語に近く、どこまで「なる」言語に近いのか、実証研究の

データでそれを示すことは難しいと考えられる。 

久野（1978）は視点という概念で、移動動詞「行く/来る」文，授与動詞「(て)やる/(て)

くれる」文，受身文の項目のなかに、視点（主に共感度視点）がどのように関与している

かについて考察を行った。久野氏の観点によると、視点は、ある出来事を描写する場合、



 41  

 

話し手がどこにカメラを置いてその事実をとらえているか、ということである。久野（1978）

は「共感度」という概念を用い、それを次のように定義している。 

 

文中の名詞句のＸ指示対象に対する話し手の自己同一視化を共感（empathy）と呼びそ

の度合い、すなわち共感度をＥ（x）で表す。共感度は、値 0（客観描写）から値１（完

全な同一視）までの連続体である。 

（久野 1978：134） 

 

単一の文は、共感度関係に論理的矛盾を含んでいてはいけない。単一文だけではなく、

複文にも適用される、という視点の一貫性について指摘している。久野（1978）は、「発話

当事者の視点ハイアラーキー」の規則をも論じているが、久野氏によれば、話し手は、自

分の目にカメラを置いて文を作り出さなければいけない。 

「森さんが私に仕事を頼まれた」のような文は不自然な文となっているが、上記の規則

で解釈できると考えられる。「受け身文のカメラ・アングル」は話し手の視点が主語より Ｅ

（森さん）＞ Ｅ〔私〕 であることを要求するが、それに対して、「発話当事者の視点ハイ

アラーキー」は視点が話し手寄り Ｅ（私）＞ Ｅ（森さん）であることを要求する。した

がって、この二つの視点が論理的に矛盾していることから、この文は不自然な文だと判定

して妥当と言えるだろう。 

また「表層構造の視点ハイアラーキー」という指摘もある。この理論では、話し手は主

語寄りの視点をとることが一番容易である。目的語寄りの視点をとることは、主語寄りの

視点を取るのより困難である。受け身文の旧主語（対応する能動文の主語）寄りの視点を

取るのは、最も困難である。すなわち、不等式で示すと  

E（主語）＞ E（目的語）＞ E（受け身文の旧主語） 

となっている。 

他方、奥津氏一連の研究では、「視点＝主語項」と捉えている。そして、この主語項とい

う意味における視点は、一度立てた主語を、必要のない限り、できるだけ途中で変更しな

いために受身文が使われる、という視点固定の原則（奥津(1983:78)）という理論の発展ま

で至っている。 

本研究は、久野（1978）の視点の理論を基に、日本語表現の自然さの判断根拠として扱

うこととする。 
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本研究における「視点」を定義するために、これまで「視点」がどのような概念で捉え

られてきたかを、大きく三つに分けて概観する。言語学の分野で、特に文法を分析するた

めに視点の概念を積極的に導入した研究としては、まず大江（1975）がある。大江（1975）

は「行く・来る」や授受動詞、「売る・買う」など対のある動詞について、主観性（特に方

向性）に着目して日英語比較を行っている。久野（1978）は文法と密接に関連する視点的

談話法則を、日本語を中心にして確立しようと試みた。受身文、授受動詞、相互動詞、再

帰代名詞、「行く·来る」などを日英語について広く取り上げたが、視点の定義に関して、「視

点とは、文の命題で述べられている事象を観察し記述しているカメラ・アングルの位置あ

るいはその位置にいる人物である」と述べている。久野（1978）は「話し手はどこにカメ

ラをおいて、この出来事を描写しているか」という「カメラ·アングル」という概念を設定

して説明している。この「カメラ·アングル」は誰かに近い位置に設定することができ、最

大限その人物に近づいた状態を「同化」「自己同一視化」（Identification）と呼び、「共感

度（Empathy）」という用語で分析を行った。この定義に従えば、文中の名詞句の指示対象 X

に対し、話し手は「X よりも Y 寄りの視点」という現象は E（Y）＞E（X）で表すことにな

る。このような「E（X）とほかの共感度との対象関係を指定する定式、不定式」が、話し

手の X に対する「視点」と呼ばれるのである。 

次に、「視点」を見ると見る対象とに分けて考えたものには、佐伯（1978）や宮崎·上

野（1985）がある。佐伯は「視点」を「対象」を「対象を見る目の位置」である「視座」

と、「視座から眺めたときに注目される対象の側面や属性」である「注視点」に分けて捉え

ている。茂呂（1985）は、「視点」を四つの要素に細分化した。この四つの要素は「視点人

物」（誰がみるのか）「視座」（どこから見ているのか）「注視点」（どこを見ているか）「見

え」（見たこと）である。例えば、「みんなキャーキャー言いながら、地下室へ入っていき

ました。」という文の場合、＜視点人物＞は「私」、その＜視座＞は「地下室への入り口の

ある場所」、＜注視点＞は「みんな」であり、その「みんなが地下室へ入っていく」様子を

＜見え＞として表現したものと分析している。 

本研究では、以上の先行研究を踏まえ、日本語母語話者と学習者の受身表現の使用にお

ける主語「視点」の置き方や受動·能動の使用状況を考察するため、「視点」の捉え方を「注

視点」という概念から考察する。 

久野（1978）は受身文について、「表層構造の視点ハイアラーキー」として、｛主語＞目

的語＞受身文の旧主語｝の序列を主張している。この理論によると、話し手は主語に視点
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を一番置きやすく、次が目的語である。他動詞的な出来事においてはその動作主に視点を

置きやすく、そこでこれを主語にたてて能動文となるのが普通なのである。すなわち、能

動文で仕手が主語の位置に立つということは、話し手の第一関心が「誰がそれをしたか」

に向かうと解釈するのがふつうである。しかし、動作主は常に主語になるわけではない。

焦点が「主語」から「目的語」に移ると、文が能動構文から受動構文に変わることになる。   

カメラ·アングルは言語によって違う可能性が高い。とくに、日本語においては話し手が

対象に関心をもっている例が多い。その時、能動文の被動者のほうに視点を置き、それを

主語に格上げし、元能動文の目的語を主語から補語に格差上げしたものが受け身文である。

その時、カメラ·アングルは新しい主語の指示対象寄りである。しかし、中国語表現で能動

文で表現した事象は、日本語においては、「誰がそれをしたか」でなくて、「誰がどうなっ

たか」「誰がどうされたか」に関心を持つ場合が多い。 

 

3.3 中日視点の相違をめぐる検討 

 中日受動表現の比較研究は近年多く見られる。何午（2000）は大量の例文を分析した上、

日本語受身文について①一人称のある受身文は一人称を主体として述べる、その主語がよ

く省略される②一人称のない受身文は取り立てて説明したい人物をよく主体とする③常識

を述べる場合には常に受動表現を用いる④日本語受身文は自然現象·状態·事件をよく説明

の主体にする⑤自動詞による受動表現の特徴など、五つの規則をまとめた。 

日本語の角度から中国語受身表現を研究した日本語言語学者もいる。 

 杉村（2003）は、中日の受身表現に関して考察したが、次のような結論に至っている。

中日とも受身表現は「直接受身文」と「間接受身文」がある。日本語のほうが「主観的に

話し手の感覚を述べる」ことが構文の動機になるため、「間接受動」が「直接受動」より発

達しているという。一方、中国語は「動作の移動（施受関係11）」に焦点を置き、「間接受動」

より「直接受動」のほうが発達している。徐磊（2006）は、中日対比の角度から学習者の

誤用類型を①感情変化類型の誤用②日本語受け身文主語の制限を無視した誤用③日本語受

身文動作主の制限を無視した誤用④日本語受身文の動詞の制限を無視した誤用などいくつ

かまとめた。言語上の相違点と学習上の問題点とは別々の概念である。以上の先行研究で、

比較研究は両言語の受動文を細かく分析し、それぞれの構造を理解するのに大いに示唆を

                                                 

11 「施受関係」は中国語の表現であるが、日本語に翻訳すると、仕手と受け手との関係に相当する。 
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与えてくれた。しかし、こうした比較研究の成果は、現在のところ日本語教育に生かされ

ているとは言いがたい。比較研究の成果を日本語教育実践に役立つものにしようとするな

らば、言語上の相違点が存在する根本的な原因を求めなければならない。それは言語の使

用者が持っているそれぞれの事態把握の仕方と深くかかわっていると考えられる。事態把

握の問題はいろいろな問題が絡んでいて、複雑な課題とされている。学習者にとって参考

になりそうな研究成果を再整理し、それを活用しながら、中国の日本語教育現場に応用し

ていく必要があるだろう。 

従来の視点の研究を見ると、日本語文の受動文·能動文に関する視点的差を考察する日本

語学者が多いが、中日受動表現における視点的考察はまだ見られない。実は学習者は実際

の学習において、母語の視点の干渉のために、先入観を形成している可能性があるかもし

れない。両言語は言語上の相違点が存在するのは確かであるが、学習者が日本語受動表現

を学習する当初、それを中国語受動表現と同じように扱ってしまい、後にはその相違を提

示されても、なかなか納得できないのは、視点の要素が一つの要因になっているのではな

いだろうか。 

 中国語、日本語における受身表現に見られる主語の立て方や受動、能動使用上において

相違が確かにあるとすれば、両言語における視点の差が想定できる。また、日本語学習者

が受身表現の使用に際し、視点の置き方がどうなるか。母語の視点の置き方が彼らの学習

に影響しているのか、を含め、本稿では視点の概念を導入し、視点の角度から中日受動表

現の差異を改めて考察したいのである。 

中日視点を巡る研究成果を整理すると、表 5 になる。 

表 5：中日視点についての研究成果のまとめ 

中国語 日本語 

事実志向 立場志向 

結果重視 状態重視 

人間焦点 状態焦点 

動作主中心 出来事中心 

する型言語に近い なる型言語に近い 

例 43 碗打破了。（茶碗が割られた）（大河内 1982：323） 

日本語のほうは、受身文を使っていて、視点が客体の「茶碗」にある。それに対して、
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中国語の場合、「打破了」という注目に値する変化の結果12を表達するために、変化の主体

を主語として選択する（下地 1999）。視点は変化の主体にある。例 43 では、「被」をつけて

中国語として意味が通じると思われるが、「碗被打破了」13よりこの方が自然な中国語であ

る（大河内 1982）。このように日本語と中国語では視点が異なる場合がある。日本語では話

し手に視点が寄せられる傾向があり、それはつまり話し手が能動文の被動者である場合に

は、目的語が主語に格上げされて受身文の形をとることが多い。中国語では、高橋（2016）

が「中国語の主述文は視点が主体にあり、受身表現は視点が客体にあるので、主体に視点

を置き、主体の意思を明確にすることを好む傾向にある中国語では、それと視点の異なる

受身表現をあまり多く多用しない傾向にある。」と指摘している。 

 

3.4 本研究の研究課題 

 日本語の文法について、森田（2002）は、表現者の視点が、叙述内容における人物の視

点や生起する事柄とどう関係していくか、その対応関係によって、日本語のさまざまな表

現が使い分けられているため、日本語の理解には特に表現者の視点の分析が欠かせない重

要な問題であると述べている。日本語の文法の習得には、日本語の視点の理解と習得が不

可欠である。 

 庵（2012）は比較的大規模な自然会話コーパスである『職場のことば・男性編／女性編』

（ひつじ書房）と「名大会話コーパス」を材料に調査した結果であるが、「（初級教科書が

対象としている）話しことばでは、大部分が直接受身であり、動作主が明示されることも

少ない。」と指摘した。王（2006）や黄（2013）等先行研究の結果から見て、直接受身文は

一番習得しやすいと思われる。しかし、学習者の産出例を考察すると、直接受身文でもな

かなか習得されないところがある。例えば、「＊太郎は僕に殴られた。」（庵 2012：43）とい

う文は一見して文法的に正しいように見えるが、実は不自然な日本語と見なされる。視点

の置き方の規則に合わないからである。受身文と対応している能動文である「僕は太郎を

殴った」という文は文法的な表現であるが、「＊太郎は僕に殴られた。」まで言ってしまう

と、中国語の表現として文法的であると思われるが、日本語としては、視点の規則に違反

している。 

 本稿では、日本語教科書についても問題意識を持っているため、ここで、その問題に触

                                                 
12下地（1999）によれば、その注目に値する結果とは、変化の主体の著しい破損や変形を典型とする。 
13日本語訳：茶碗は（誰か）に壊された。 
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れておきたい。 

 庵（2012）は「直接受身を正しく使いこなすためには少なくとも次の 2 点を理解する必

要がある。a. 視点の置かれやすさの階層、b. テキストにおいて（話者中心に）視点を統

一すること」と指摘した。 

庵（2012）は視点の概念を受身の説明に導入すべきだと指摘したが、『総合日語』（第 2

冊ｐ.211）には視点に関する記述と説明が見られる。具体的に次のように視点と受身文の

使用を結びついている。 

「（主动句和被动句）二者表示相同的事实，但表达的视点（侧重点）不同，因此在表达形

式上也有所区别，具体而言，视点放在动作主体上时，就使用主动句；而视点放在动作客体

上时，则使用被动句。」 

（筆者訳：能動文も受身文も同じ事実を表すが、表現の視点が違う。よって、表現形式

も異なるところがある。具体的に言うと視点を動作主体に置くときは能動文を使い、動作

客体に置くときは受身文を使う。中国語原文の下線は筆者による。） 

説明に使う例文は二つあり、「先生が学生をほめる。」と「学生が先生にほめられる。」で

ある。しかし、学習者向けに説明するためには不十分であると考えられる。それは、刊行

されている日本語専攻向けの教科書として中国全国初のように見える。しかし、視点の受

身文の使用に関して、言及レベルにとどまっているためである。それは、初級後半の段階

の中国人日本語学習者にとってわかりやすい使用になるための工夫かもしれないが、上記

の記述だけでは、日本語の受身文の特徴と学習者の立場からは、解決すべき課題がまだ残

っているといえよう。 

日本語教育の発展とともに、中・上級学習者の数も増えていくが、文法項目の中で受身

文は難易度の高いものの一つで、初級でひと通り学習しても、なかなか習得できないこと

がある。 

池上・守屋（2009）で提示されている教師と学生との会話の例であるが、下線は筆者に

よるものである。 

例 44 教師：元気がありませんね。どうしましたか。 

タン：満員電車で私の財布がとられました。 

教師：そうでしたか… 

上述の例から、教師は学生の発話にあまり関心を示していないと考えられる。 

文法的な問題もないが、日本語母語話者にはどこか不自然に聞こえる、と池上・守屋（2009）
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が指摘している。日本語母語話者の場合、「私の財布がとられました」ではなく、「財布を

とられました」という表現を使うところであろう。この会話の文脈では、日本語母語話者

に好まれる「財布をとられた」は、「だれかが私の財布をとった」という過去の事態を、そ

の事態からマイナスの影響を蒙った当事者である話し手が「財布の持ち主」すなわち話し

手自身を中心に据えて表現したものである（池上・守屋 2009：90）。 

池上・守屋（2009）で指摘しているように、「確かに初級のうちは習得した文型が合う状

況に応じて発話することから始まり、伝達の成功と引き換えに用法が定着するケースも多

いでしょう。しかし、学習者は仮に文型やその意味から出発したとしても、現実世界では

自分なりに事態を把握し、意味づけして言語化するわけですから、次第に意味から言語形

式に至るルートを辿る必要に迫られます。……中略……適切な日本語の表現に至る場合は

よいが、既習の表現を応用して発話しても、誤解を招いたような場合、有名な小説を読ん

で、文章の形式に沿った意味は分かっても理解できない場合もある。（池上・守屋 2009：43）

「日本語話者の認知の営みが文法などの言語形式や日本語話者の語りと理解を決定づけて

いることが見えてきます。それは学習者の習得を根底から支える情報であり、日本語らし

さや日本語の豊かな表現の源へと導くものでもあります」（池上・守屋 2009：43）は示唆に

富んだ論説だと思われる。 

したがって、日本語の文法の習得には、日本語の視点の習得が不可欠である。本論文は

視点に着目して、三つの課題を立てることとする。 

課題１：どのような例文を出したら、視点の角度から中国語人日本語学習者の受身文に

関する理解を深め、習得を促進できるのか、という問題の解決に向けて、日本語、中国語

双方向の対訳データの考察を通して、受身の出現位置及び視点との関係について明らかに

しようと試みる。 

課題 2：理解レベルと産出レベルに分けて、調査協力者の受身文習得はどういう状況なの

か質問紙調査とインタビューの方法で実施して、分析を行う。その分析結果と課題１であ

る対訳データの考察結果を結び合わせて、調査から見られた学習者の受身文の習得に関す

る中間言語的表現の出現要因を分析し、視点の捉え方、視点の統一の角度から受身文の習

得を阻害する要素を考察し、改善案の構築方法を探る。 

課題 3：課題 2 で見られた中間言語的表現は、現行の教科書の受身導入方法とどんなかか

わりがあるのか、視点の角度からどのような工夫をして、中国人日本語学習者にとって更

に参考になりそうな材料を提供するか、に関して検討し、中国の日本語教育現場の受身文
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指導法を充実させる可能性を探り、提言を試みる。 

 本章では、本研究で扱う基本概念を整理した。第 4 章では、対訳データに基づいて、中

日受身の使用実態を考察していく。 
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第 4 章 小説の対訳データに基づく中日受身表現の比較対照研究 

 

本章では、小説の対訳データに基づく中日受身表現の比較をしていく。まずデータの全

体像、選択理由を説明した後、中国語原文・日本語訳文方向のデータ、日本語原文・中国

語訳文方向のデータに関して報告する。資料となった対訳小説の表現に関して、本研究は、

原本と訳本の書かれたままの表現を適切な表現を出版された原文のままデータとして扱う

こととする。同じ文章でも翻訳者によって、異なる表現で表す可能性もあるが、本研究で

は、翻訳の仕方については議論せず、翻訳者の訳語をデータとして採用する。 

全体像の情報を次の表 6 に整理している。 

表 6：日本語中国語双方向の小説対訳データの全体像 

原文の書名 『ノルウェイの森』 『狼図騰』14 

訳文の書名 『挪威的森林』 『神なるオオカミ』 

原文の出版年 2004 年 

講談社 

2004 年 

長江文芸出版社 

訳文の出版年 2001 年 

上海訳文出版社 

2007 年 

講談社 

作者の名前及び年齢 村上春樹 

1949 年生まれ 

姜戎 

1946 年生まれ 

翻訳者の名前及び年齢 林少華 

1952 年生まれ 

 

唐亜明 

1953 年生まれ 

関野喜久子 

1953 年生まれ 

原文の字数 約 30 万字 約 21 万字 

訳文の字数 約 23 万字 約 37 万字 

受身データ数 371 909 

まず村上春樹著「ノルウェイの森」であるが、1987 年に、講談社から書き下ろし作品と

                                                 

14 両言語データ字数の対応性を考えて、『神なるオオカミ』（上）を調査の対象とした。原書も訳書も本文

の字数のみカウントした。 
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して刊行された。2004 年に文庫改訂版が出されたが、文庫版にはあとがきが掲載されてい

ない。本稿では、2004 年刊行の文庫改訂版を調査対象とした。頼明珠版、葉恵版の中国語

訳本も挙げられるが、いずれも繁体字版である。簡体字版としては、林少華訳しか見受け

られない。姜戎著『狼図騰』の日本語の訳本は 2017 年 12 月現在、2007 年に講談社によっ

て刊行された『神なるオオカミ』しか見られない。 

対訳データとしての選択理由は以下のとおりである。 

① 30 か国以上の言語に翻訳されている有名な小説である。ほかのジャンルの資料も多いか 

もしれないが、小説というジャンルの資料を選択した理由は、対訳小説が広く市販されて

いて、学習者にとっても入手可能な資料ではないかと考えたからである。 

②中国においても日本においても受容度が高いと思われる。『神なるオオカミ』は、中国建

国後、最大の版権輸出成功例とされている。上海訳文出版社が刊行した「村上春樹全集」

の翻訳を担当した林少華（中国海洋大学教授）は、「欧米でも翻訳されているが、中国での

人気は世界一だ」と断言する。（読売新聞2004の記事より。出典URLhttp://archive.fo/5QTgK

最終アクセス日 2017 年 10 月 12 日） 

③対訳データを日本語教育現場に応用する可能性を考えて選択した。場面依存性の高い日

本語の受身文を習得する際に、その存在意義や機能は、単文のレベルを超えた角度から何

をどのように説明すればいいか、現場ではどのように応用すればいいか、現実的には問題

がある。説明する必要があることは既に広く認識されているが、中・上級レベルの学習者

向けにどのように説明できるのか、対訳データの使い方を検討しながら、現場への提言を

試みることが可能だと考えたからである。 

④作者も訳者も同年代の人で、同じ時代の受身表現の特徴を反映できるのではないかと予

測した。 

 

4.1 データについて 

中国人作家、姜戎（ジャン・ロン）が発表した同名の自伝的小説『狼图腾』は、30 カ国

語に翻訳された。2007 年その日本語訳本の『神なるオオカミ』は日本で講談社によって刊

行された。『ノルウェイの森』は村上春樹の代表作の一つとして 30 カ国語に翻訳された。

中国でも 100 万部以上が出版されている。日本語中国語双方向の対訳小説を分析データと

して用いる理由は三つある。一つは訳文と原文との比較対照を行い、日本語の受身文使用

と視点との関わりの角度から中国人学習者の習得の困難点を解決することを試みたいから
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である。もう一つは、学習者が親しみを持ちやすいベストセラーから例文を抽出し、補充

材料として受身文の説明に使用する可能性を探りたいからである。三つ目は、中国の日本

語教育現場に応用する立場から、前田（2011）の考察結果を、日本語・中国語双方向の対

訳データで検証するためでもある。その結果は、よりよい受身文指導法に関する議論を深

めるための基礎材料として提供できるのではないかと考えている。 

 

4.2 研究方法とデータの処理 

調査データに関しては、ほかの方法もあるが、本稿は文脈のある環境での中日受身文の

視点の差を見るための中国語原文日本語訳本方向の資料として『神なるオオカミ』（上）を

選択することにした。日本語訳本は上下二冊に分かれている。下冊はエピローグ、知的探

索、翻訳後記などがほとんどであり、本文と内容的につながっているが、ジャンルの角度

から見て、本文と大きく異なっているので、今回の考察資料に入れないことにした。『ノル

ウェイの森』（文庫版）は上下二冊の本文を調査対象にした。また、受身を抽出する際に、

同じ動詞が使われていることもあるが、本稿では語彙的受身表現15は統計に入れていない。 

最後に、日本語中国語双方向の小説から抽出した対訳データを、タイプ 1（中日両方受身

表現を使用するタイプ「日本語○中国語○」）と、タイプ 2（日本語だけ受身表現を使用す

るタイプ「日本語○中国語×」）と、タイプ 3（中国語だけ受身表現を使用するタイプ「日

本語×中国語○」）とに分けて、受身文の使用実態と表現上の特徴、とりわけ受身使用と視

点との関わりをめぐって分析していく。 

分類の理由は以下のとおりである。［1］に分類したのは中日受身の使用範囲と被マーク

の使用実態を調査するためである。例 47 のような使用すべきところで使用していない受身

の脱落を考察するために［2］を設定した。例 48 のような使用すべきでないところで使用

してしまう受身の「付加」のという問題を解決することに向けて、母語である中国語から

受けた影響を見るために［3］を分類した。 

受身の認定としては、日本語では動詞の語幹に「（ら）れる」を接続させた形態である。

工藤（1990）、尾上（2003）、志波（2009）、川村（2012）等の分類法をいろいろ調べたが、

                                                 
15 「J：陳陣が草原でオオカミの大きな群れに遭ったのはこれで二度目だ。はじめて遭遇したときの驚きが

いまふたたびかれの全身を震わせる。（C：这是陈阵在草原上第二次遇到大狼群。此刻，第一次与狼群遭遇

的惊悸又颤遍他的全身。）」のように、基本的に文法上の標識がなく、受身形も現れていないまま、動詞本

来の意味から受身の意味を読み取るようなデータは語彙的受身表現として扱い、今回のカウントに入れて

いない。 
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受身出現位置の観点から文脈のある環境での中日受身文の特徴、とりわけ受身文使用と視

点との関わりを把握するためには、基本的に前田（2011）の分類法を支持し、本稿では、

可能、尊敬、自発は除くことにする。 

中国語のほうは、基本的に大河内（1982）の分類に従う。受身の意味を表す介詞「被」「叫」

「让」等のマークを用いた文は「被」で代表させて「被」構文（“被字句 beiziju”）と呼ぶ

こととする。標識のない受動文（“自然被動文 ziranbeidongju”）もあるが、別立てで扱う

こととする。 

上述のそれぞれの受身定義に基づいて、対象となった日本語訳と原書に出た受身が 1 回

使用されたところは 1 データとして認めることとする。データ整理の便宜上、日本語のほ

うのデータ番号を奇数に、中国語のほうのデータ番号を偶数にした。即ち、例えば「デー

タ［1］」は日本語の受身形のデータ箇所であり、それに対応する中国語は［2］となる。 

 

4.3 収集したデータの全体像及び分析結果 

この節では、対象となった資料の調査結果を報告する。表 7 に示すように、総数は 1411

対である。本節では、2 言語の受身使用傾向を量的に整理して論じる。次節で、受身使用と

視点の関わりについて例を示しながら述べていく。今回収集した日本語中国語双方向の対

訳データから見ると、データ数の多い順に、タイプ 2、タイプ１、タイプ 3 となっている。

視点の角度から、日本語の受身文の習得困難なところを解決しようとするために、タイプ 1

とタイプ 2 を主な分析対象として扱うこととする。 

表 7：今回の調査で収集した日本語中国語双方向対訳データの全体像 

タイプの名称 中国語原文

日本語訳文

方向（対） 

日本語原文

中国語訳文

方向（対） 

計 

（対） 

タイプ１（「日本語○中国語○」） 376 181 557 

タイプ 2（「日本語○中国語×」） 533 190 733 

タイプ 3（「日本語×中国語○」） 116 15 121 

計 1025 386 1411 

まずは、出現位置の角度から対訳のデータを整理した。中国語原文日本語訳文のほうの

使用傾向は以下の表 8 に整理した。出現位置によって、受身の対訳データを 6 種類にまと

めて、それぞれの割合と比率を示した。 



 53  

 

表 8：出現位置から見た中国語原文日本語訳文の方向の受身使用傾向 

番号 出現位置 データ数 比率（％） 

1 単文末 73 8.03 

2 複文末 212 23.32 

3 連体修飾節 224 24.65 

4 連用修飾節 366 40.26 

5 引用節 26 2.86 

6 疑問節 8 0.88 

計 909 100.00 

受身の出現を含む文の種類から言えば、単文、複文の出現となる。連体修飾節と連用修

飾節については、前田（2011）の観点に従い、連体修飾節には形式名詞を修飾する補足節

を含めてカウントした。今回の調査で抽出されたデータは 909 対である。さらに、単文・

複文のレベルから以下の表 9 に整理した。 

表 9：中国語原文日本語訳文データの単文、複文レベルに分けた出現位置の使用傾向 

番号 出現位置 傾向 データ数 比率（％） 

1 単文末 単文 73 8.03 

2 複文末 複文 836 91.97 

3 連体修飾節 

4 連用修飾節 

5 引用節 

6 疑問節 

計 909 100.00 

中国語原文日本語訳文の場合、受身の出現位置の多い順に、連用修飾節、連体修飾節、

複文末、単文末、引用節、疑問節となっている。複文レベルの出現位置はデータ全体の 9

割強を占めた。単文レベルのデータ（単文末に出現した受身）は一割弱を占めた。この調

査結果から、多くの先行研究で指摘している日本語の受身文の場目に依存性あるいは文脈

依存性を裏付けているのではないかと考えらえる。李（2016、2017）の調査では、引用節、

疑問節に出現した受身のデータが見受けられなかった。数は少ないが、今回は引用節、疑

問節に現れた受身のデータもあった。 
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次は、日本語原文中国語訳文方向の受身の使用傾向を整理した。出現位置によって、6 種

類にまとめて、表 10 で示した。 

表 10：出現位置から見た日本語原文中国語訳文方向のデータの使用傾向 

番号 出現位置 データ数 比率（％） 

1 単文末 44 11.86 

2 複文末 67 18.06 

3 連体修飾節 99 26.68 

4 連用修飾節 135 36.39 

5 引用節 24 6.47 

6 疑問節 2 0.54 

計 371 100 

日本語原文中国語訳文のデータの場合、受身の出現位置の多い順に、連用修飾節、連体

修飾節、複文末、単文末、引用節、疑問節となっていて、中国語原文日本語訳文の対訳デ

ータの使用傾向とほぼ一致している。複文レベルの出現位置はデータ全体の 9 割近くを占

めた。単文レベルのデータ（単文末に出現した受身）は一割強を占めた。引用節、疑問節

に出現した受身のデータの割合は、中国語原文日本語訳文のほうよりもやや下回っている。

それは小説の内容と関わりがあるかもしれない。 

表 11：日本語原文中国語訳文の単文、複文レベルに分けた出現位置の使用傾向 

番号 出現位置 傾向 データ数 比率 

1 単文末 単文 44 11.86％ 

2 複文末 複文 327 88.14％ 

3 連体修飾節 

4 連用修飾節 

5 引用節 

6 疑問節 

計 371 100.00％ 

 

視点に着目して、中国語を母語とする日本語学習者の受身文の習得研究に参考になりそ

うな資料を提供するために、受身の使用傾向と視点との関わりを考察していく。中日両言
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語の視点の相違を示すために、中国語原文の日本語直訳をも提示する。翻訳者によって、

言葉遣いや表現の習慣など異なっている可能性もあるので、中国語母語話者による直訳の

案を提供することとする。日本語直訳の部分、下線は筆者によるものである。 

 

4.4 中国語原文日本語訳文データから見た受身使用と視点との関わりに関して 

この節では、各タイプにおけるデータの使用傾向を整理して、報告する。受身の出現位

置と中国語原文の表現上の特徴に言及しながら、両言語の視点に関しても議論していく。 

4.4.1 タイプ１【日本語○ 中国語○】における使用傾向 

中国語原文日本語訳文方向のタイプ１の受身の使用傾向とそれと対応する中国語の原文

との関係に関して、以下の表 12 で示した。 

表 12：タイプ１【日本語○ 中国語○】における使用傾向 

番号 タイプ データ数 比率（％） 

1 「被」マーク 264 70.21 

2 「被」の付け加え可能16 18 4.79 

3 「被」以外のマーク 「在……下」 11 2.93 

「為……所」 3 0.80 

「被……所」 4 1.06 

「譲」 39 10.37 

4 語彙的表現 25 6.65 

5 その他 12 3.19 

計 376 100.00 

タイプ１（［日本語○ 中国語○］）における受身の使用傾向は以下のように整理する。

中国語で受身の使用傾向の多い順に、「被」マーク、「被」以外のマーク、語彙的表現、「被」

の付け加え可能な表現、その他となっている。そのうち、「被」マークを用いたデータは全

体の 7 割強を占めた。「被」以外のマークのなか「譲」を用いた受身データは 1 割強を占め

た。「譲」は中国語では使役にも受身にも使用できる介詞とされているが、受身用法の認知

優先順位は使役より低い、という指摘があった。調査資料とした小説は、日常生活の場面

と会話のやりとりも入っているので、受身マークとしての「譲」は、話し言葉で多用する

                                                 
16 中国語の表現に関する理解であるが、本論文では「被」マークを付け加えて理解することができるデー

タを、「被」の付け加え可能というカテゴリーを入れている。 
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傾向にあるのも、そのためかもしれない。また、「為……所」、「被……所」は「被」以外の

マークとして挙げられるが、松岡・古川・費ほか（2008）で指摘しているように、書き言

葉に使われることの多い表現である。 

例 45【被マーク】 

JY17ガスマも力が尽きてきたらしくオオカミに数歩前に［77］引きずられている。  

CG 他发现嘎斯迈快拽不动恶狼了，她又［78］被狼朝前拖了几步。 

日本語直訳：彼は、ガスマも力が尽きてきたことに気付いた。彼女はまたオオカミに数歩

前に引きずられている。  

「被」は中国語受身表現の代表的なマークと思われる。例 45 の場合、原書も日本語訳も

受身表現を使っている。複文末に現れている受身である。日本語訳文のほうは一貫性が高

く、「ガスマ」の視点に立って述べている。それに対して、中国語の原文のほうは「かれ（“他”）

→彼女（“她”）」のように移動している。ここの「彼女」は「ガスマ」のことを指している。

中国語原文の視点は比較的に移動性が高いと言えそうである。 

例 46【被の付け加え可能】 

JY かれらがもっているのは二本の馬棒だけである。万一、オオカミの群れに人の気配を［3］

気付かれたら、二人の「天葬」が［5］くりあげられるのはまちがいない。 

CG 他们只有两根马棒，万一狼群［4］嗅出他们的人气，那他俩可能就要［6］提前天葬了。 

（日本語直訳：かれらがもっているのは二本の馬棒だけである。万一、オオカミの群れが

人の気配に気付いてしまったら、二人の「天葬」はこの場で早めに行うに違いない。） 

例 46 の中国語原文において、二つの動詞（「嗅出」と「提前」）の前に、仕手（「狼群」）

の後ろに被の付け加えは可能だと考えられる。日本語訳文の視点は「かれら」「二人の天葬」

に立って述べている。それに対して、中国語の原文のほうは「かれら（他们）→オオカミ

の群れ（狼群）→かれら（他俩）」のように移動している。 

例 47【「被」以外のマーク】 

JY ガスマの後ろにいる二匹の犬は羊の群れに［69］さえぎられ、やきもきするだけで手の

出しようがなく、オオカミの気勢を抑えようとして、吠えたてている。 

CG 嘎斯迈身后的两条大狗也［70］被羊群所隔，干着急无法下口，只得一个劲狂吼猛叫，压

制大狼的气焰。 

                                                 

17 例文提示の便宜上、JY（日本語訳文）と CG（中国語原文）で例文をマークした。 
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（日本語直訳：ガスマの後ろにいる二匹の犬は羊の群れにさえぎられていて。焦っていて

も対策がなくて、オオカミの気勢を抑えようとして、吠えたてているだけである。） 

例 47 のような、被マークの変形である「被……所……」を使う例もある。古代中国語の

残留で、被マークの変形あるいは延長と思われる。基本的に書き言葉に現れるとされる。

連用修飾節に出現した受身であるが、視点は「二匹の犬」に立っている。受身文の使用に

よって統一されている。中国語原文も「二匹の犬」に立っていて、この文から見ると、比

較的に固定のようである。 

例 48【在……下】 

JY さらにもう一度力いっぱいぶつけあうと、オオカミの群れは王に［49］率いられて、全

員、向きを変え、耳を後ろに傾け、首を縮めて、黄塵を巻き上げた風のように、一気に

山奥へ逃げていった。 

CG 他再猛击几下，狼群［50］在狼王的率领下，全体大回转，倒背耳朵，缩起脖子像一阵黄

风一样，呼地向山里奔逃而去。 

（日本語直訳：彼はさらにもう一度力いっぱいぶつけあうと、オオカミの群れは王の引率

の下で、全員、向きを変え、耳を後ろに傾け、首を縮めて、黄塵を巻き上げた風のように、

一気に山奥へ逃げていった。） 

屈（2008）によれば、「在……下」も中国語受身マークの一つであるが、典型的な受身マ

ークではないとされている。例 48 のように「……の引率の影響下で、」と理解することが

可能である。連用修飾節に出現した受身であるが、受身文の使用によって視点が「オオカ

ミの群れ」に統一されている。この文において、中国語原文のほうは、移動的な視点をと

っていると考えられる（彼→オオカミの群れ）。 

例 49【語彙的受身】 

JY 陳陣は突然、天にそっと頭を［31］なでられて、天へ昇っていくには早すぎる魂に、自

信と力を［33］そそぎこまれたのかもしれない。 

CG 也可能是陈阵忽然［32］领受到了腾格里(天)的精神抚爱，为他过早走失上天的灵魂，［34］

揉进了信心与定力。 

（日本語直訳：陳陣は突然、天にそっと頭をなでられているような感じがする。それは、

天へ昇っていくには早すぎる魂に、自信と力をそそぎこまれたのかもしれない。） 

例 49 の［32］のなかの「领受」は、中国語で受身の意を持っている語彙と思われる。「な

でる」の受身形と対応する中国語の表現は「领受到了腾格里(天)的精神抚爱」である。複文
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末に出現した受身である。例 49 の場合、中国語原文も日本語訳文も視点の移動（「陳陣→

（天）」）が見受けられる。 

例 50【その他】 

JY 陳陣は手のひらでぽんと膝をたたくと、「さがしていたオオカミの赤ん坊は、この巣穴の

なかだ。あのメスオオカミに［841］だまされたんだ。」といった。  

CG 陈阵用巴掌猛一拍自己的膝盖说：我要找的小狼崽就在这个洞里。咱们两个大活人［842］

让那条母狼给涮了。 

（日本語直訳：陳陣は手のひらでぽんと膝をたたいて「さがしていたオオカミの赤ん坊は、

この巣穴のなかにいるよ。あのメスオオカミにバカにされたんだ。」といった。） 

例 50 の「让……给涮了」は日本語の「だまされた」と対応するが、中国語では、「让…

…给……」は話し言葉でよく用いられる表現とされている。単文末に出現した受身である

が、「陳陣」という人物の話の一部となっている。「陳陣」という人物の視点は、中日両言

語において同じように見受けられる。つまり、「オオカミの赤ん坊→（私たち）」のように

移動しているのではないかと考えられる。 

 

4.4.2 タイプ［2］「日本語○中国語×」の場合 

表 13：タイプ 2（「日本語○ 中国語×」）における使用傾向 

番号 タイプ データ数 比率（％） 

1 客観叙述 374 70.17 

2 解釈 63 11.83 

3 その他 「譲」 11 2.06 

「把……」 36 6.75 

「是……」 3 0.56 

「怕……」 6 1.12 

4 対応項目なし 40 7.51 

計 533 100.00 

タイプ 2（［日本語○ 中国語×］）における受身使用傾向を以下のように整理する。使用

率の多い順に、客観叙述、解釈、対応項目なし、その他となっている。そのうち、客観叙

述は一番多く、全体の 7 割以上を占めた。メイナード（2004）で指摘している文脈のある
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環境での受身機能の一つである結果描写機能と関わりがあると考えられる。収集している

タイプ１とタイプ 2 のデータ数から、日本語の受身は中国語の受身より使用範囲が広い、

ということを確認した。また、対応項目なしのデータが 7.51 を占めた、という調査結果に

関して、日本語原文、中国語訳文のデータに同じような傾向が見受けられるかどうか、実

証する必要があるのではないかと考えられる。違うジャンルのものを資料にして調査する

と、新しい結果が出る可能性もある。 

筆者は、先行研究の森田（1998）を活用して受けの姿勢、受身的な日本語の発想を中国

人学習者に説明する必要があると考えている。また、中日対照の研究成果を活用する角度

からも日本語教育現場に応用しやすい定義を採択する可能性を検討すべきだと思う。 

例 51【客観】 

JY 草原にやってきて二年たつが、草原の大きなオオカミとその群れが、陳陣はやはり怖く

てたまらない。この人里から遠く離れた山奥で、オオカミの群れを目の前にして、彼の

口から［1］吐き出される白い息も震えている。 

CG 虽然陈阵来到草原已经两年，可他还是惧怕蒙古草原上的巨狼和狼群。在这远离营盘的深

山，面对这么大的一群狼，他嘴里［2］呼出的霜气都颤抖起来。 

（日本語直訳：陳陣は草原にやってきて二年たつが、彼はやはり草原の大きなオオカミと

その群れを怖いと感じている。この人里から遠く離れた山奥で、オオカミの群れを目の前

にして、彼の口から吐き出される白い息も震えている。） 

例 51 は連体修飾節に出現した客観タイプの受身であるが、中国語において形容詞性質な

「……的」に相当する。それは中国語の被害が基本意の受身から離れているので、受身の

枠に入れられないと思われる。例 51 の場合、中日両言語は同じように「陳陣／彼」の視点

で述べていると考えられる。 

例 52【解釈】  

JY 二年前、陳陣が北京からこの国境地域の牧場に［9］下放されたときは、十一月の下旬だ

ったが、オロン草原はすでに雪で一面真っ白になっていた。 

CG 两年前陈阵从北京到达这个边境牧场［10］插队的时候，正是十一月下旬，额仑草原早已

是一片白雪皑皑。 

（日本語直訳：二年前、陳陣が北京からこの国境地域の牧場に下放されたときは、十一月

の下旬だった。そのときのオロン草原はすでに雪で一面真っ白になっていた。） 

例 52 の「插队」は特定の時期の用語であり、「当時の学生が生産隊に編入される。農村
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に住みつく。」という意味である。日本語に直訳すれば「割り込み」という表現と対応して

しまう。誤解を招く表現となるので、意訳で「下放する」という表現を用いて解釈してい

ると考えられる。連体修飾節に出現した受身であるが、この文において両言語の視点は同

じように「陳陣」に立って述べている。 

例 53【その他】 

JY 中国の兵書には、十倍以上の兵力をもって包囲殲滅戦をすることと［161］書かれている

が、モンゴルの騎兵はオオカミといっしょで、一をもって十に当たる。 

CG 中国兵书上［162］讲，有十倍以上的兵力才敢打围呢。蒙古骑兵真跟狼群一样厉害，能以

一当百。 

（日本語直訳：中国の兵書は次のように述べている。十倍以上の兵力をもって包囲殲滅戦

をすることができる。モンゴルの騎兵はオオカミと同じようにすごくて、一をもって十に

当たる。） 

例 53 は連用修飾節に出現した受身である。森田（1998）で指摘したことを引用して説明

すると、この場合の受身使用は、個人の認識を超えてより客観的に事態を把握する効果が

あると理解して妥当であろう。例 53 の場合、日本語の訳文は「モンゴルの騎兵」の視点に

立って述べているが、それに対しては中国語の原文のほうは 2 つの動作主をそれぞれ主語

の位置に立てている。つまり、中国語のほうは動作主を中心に客観的な事実を述べていて、

「……讲」という表現において受身の意がないと思われる。それは、中国人日本語学習者

が翻訳するとき受身を使用しない傾向を生む原因の一つといえるだろう。 

 

4.4.3 タイプ 3（「日本語×中国語○」）の場合 

表 14：タイプ 3（【日本語× 中国語○】）における使用傾向 

番号  タイプ データ数 比率（％） 

1 「なる」型表現 自動詞 42 36.21 

2 なる 14 12.07 

3 能動表現 46 39.65 

4 その他 その他 9 7.76 

5 「で」 5 4.31 

計 116 100.00 

タイプ 3（［日本語× 中国語○］）における使用傾向を以下のように整理する。使用率の
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多い順に、なる型表現、能動表現、その他となっている。そのうち、なる型表現は一番多

く、半数近くを占めた。なると「ことになる」のような「なる」を含める文型はそもそも

自動詞あるいは自動詞の性質を持っているとみなされている。自動詞、自動詞の役割に準

ずる表現は、日本語の受身文と同じく「なる」型表現に属すると言えよう。そして、この

データ整理の結果から、日本語がなる型言語に近い言語であるという池上一連の研究（池

上 1981、2006、2011、2016）の裏付けになっているのではないかと考えられる。日本語は

「なる」型言語に近い言語であるとされているが、新しい要素の加入もあるようである。

グローバル化の影響による言語接触などの関係で、「する」型言語の性質も少しずつ増えて

いく傾向にある、という可能性もないとはいえない。日本語の能動表現で中国語の受身文

と対応しているデータは全体の 4 割近く占めた。中国語原文日本語訳文の材料である『神

なるオオカミ』は中国の少数民族の一つであるモンゴル族のトーテムの内容が絡んでいる

ので、その事実とトーテムに関する話の魅力をできるだけ読者に伝えようとする目的で中

国語のもとの構成を保持しているのかもしれない。 

例 54【なる】  

JY 帰る間際になって、老人は牧場革命委員会の委員として、突然、会議に〈3〉18残ること

になったが、その資料をすぐに生産大隊に届けるようにと本部から指示された。 

CG 回家时，老人作为牧场革委会委员，突然〈4〉被留下开会，可是场部指示那些文件必须立

即送往大队，不得延误。 

（日本語直訳：帰る間際になって、老人は牧場革命委員会の委員として残された。その資

料をすぐに生産大隊に届けるようにと本部からの指示があった。） 

例 54 において、中国語のほうは典型的な受身マークである「被」を使っているが、それ

に対して、日本語のほうは「ことになった」という「なる」的言語表現を使っている。 

例 55【で】 

JY だんだん寒くなってきた。道のりの半分ほど行くと、太陽も寒さ〈7〉でがたがた震えて

地平線の下に縮こまってしまった。 

CG 天越来越冷，大约走了一半路程，太阳〈8〉被冻得瑟瑟颤抖，缩到地平线下面去了。 

（日本語訳：だんだん寒くなってきた。道のりの半分ほど行くと、太陽も寒さでがたがた

になって、地平線の下に縮こまってしまった。） 

                                                 

18 タイプ１、タイプ 2のデータ番号と区別するために、〈 〉を使用してタイプ 3のデータ番号を示すこ

ととした。 
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例 59 の場合、中国語の原書もその日本語訳も擬人法を使っている。「寒さでがたがた震

えて」は「縮こまってしまった」という「なる」的言語表現を修飾しているが、それに対

して、中国語のほうは基本的に「被+動詞（「冻」）+結果表現」という構成で太陽の様子う

受身マークの「被」を使ってを述べていると考えられる。 

例 56【自動詞】 

JY これは魂が出ていくときに頭蓋骨に〈9〉ぶつかった音にちがいない。 

CG 这一定是他的魂魄〈10〉被击出天灵盖的抨击声。 

（日本語直訳：これは魂が出ていくときに頭蓋骨にたたきだされた音にちがいない。） 

例 56 の日本語訳のほうは自動詞「ぶつかる」を使っている。連体修飾節に出現したこの

「なる」的言語表現は中国語の”被”構文と対応するが、中国語の原書の場合、全体とし

て事実を述べている。 

例 57：【その他】 

JY 草原のモンゴル人は〈29〉たとえ凍り死んだってオオカミの毛皮を使わない。 

CG 草原蒙古人〈30〉就是被冻死也不睡狼皮。 

（日本語直訳：草原のモンゴル人はたとえ凍死させられても、オオカミの毛皮を使わない。） 

例 57 において、日本語の表現（「たとえ……だって……」）も中国語の表現（「就是……

也……」）も譲歩の意を表す表現が使われている。日本語のほうは「なる」的言語表現（「凍

る」）も含まれていて、中国語のほうは草原のモンゴル人の性格として、「冻死」という影

響を受けても生活習慣を変えない、という事実を述べている。 

日本語のほうは受身が使われていないが、自動詞をはじめとする「なる的表現」をつか

うのがほとんどである。教育現場での検証も必要であるが、中国語を「する型言語」に近

い言語と、日本語は「なる型言語」に近い言語と理解することが中国人日本語学習者への

受身指導法をもっと深く議論するために取り入れることは有効ではないかと思う。自他動

詞と受身の選択問題も絡んでいるが、なる型言語の本質と受身表現との関わりを日本文化

の角度から学習者に説明すると良いのではないかと考えている。中国語は動作主、動作結

果を重視する傾向があるがそれに対して日本語は話者への影響、状態を重視する傾向があ

るといえるだろう。 

 

4.5 日本語原文中国語訳本データから見た受身使用と視点との関わりに関して 

 この節ではまず各タイプの受身使用傾向を報告し、そして受身の使用と視点とのかかわ
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りに関して分析していく。 

4.5.1 タイプ１【日本語○ 中国語○】における使用傾向 

 タイプ 1 における使用傾向を整理すると、表 15 となる。 

表 15：タイプ１【日本語○ 中国語○】における使用傾向 

番

号 

タイプ データ数 比例（％） 

１ 「被」マーク 101 53.72 

2 「被」の付け加え可能 34 18.08 

3 

 

「被」以外のマーク 叫 2 23 

 

15.96 

給 10 

在……下／中／里 11 

4 語彙的表現 14 7.45 

5 その他 9 4.79 

計 181 100.00 

日本語原文中国語訳文のタイプ 1（［日本語○ 中国語○］）における使用傾向に関して、

以下のように整理する。使用率の多い順に、「被」マーク、「被」の付け加え可能、「被」以

外のマーク、語彙的表現、その他となっている。「被」マークを使っている例が 101 あり、

全体の半数以上を占めた。「被」以外のマークのうち、「譲」「叫」「給」を用いたデータは

全体の 1 割ぐらい占めたが、「在……下／中／里」（日本語訳：～の影響下で）という非典

型的なマークも 5％近く見受けられた。 

例 58【「被」マーク】 

JG19朝方ばらばらと降ったりやんだりしていた雨も昼前には完全にあがり、低くたれこめて

いたうっとうしい雨雲は南からの風に［41］追い払われるように姿を消していた。鮮

かな緑色をした桜の葉が風に揺れ、太陽の光をきらきらと反射させていた。  

CY 早上“噼里啪啦”时停时下的雨，上午就已完全止息了。低垂的阴沉沉的雨云，也似乎［42］

被南来风一扫而光似的无影无踪，鲜绿鲜绿的樱树叶随风摇曳，在阳光下闪闪烁烁。 

（日本語直訳：朝方ばらばらと降ったりやんだりしていた雨も昼前には完全にあがり、低

くたれこめていたうっとうしい雨雲は南からの風に追い払われるように姿を消していた。

                                                 

19 例文表示の便宜上、JG（日本語原文）と CY（中国語訳文）で例文をマークした。 
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鮮やかな緑色をした桜の葉が風に揺れ、太陽の光をきらきらと反射させていた。） 

「被」は述語「被」マークの後ろに補足成分が来るものが圧倒的多い。例 58 の場合、「被」

の後ろにある「一扫而光」は動作の結果描写ではないかと考えられる。この文も主語は述

語動詞「追い払う」の受け手であり、「被」マークの直接後に来るのはその動作の仕手であ

る。連用修飾節に出現した受身であるが、日本語原文も中国語の訳文も視点は「雨→雨雲

→葉」のように移動している。 

例 59【「被」を付け加える可能】 

JG 家そのものは旧かったが、台所はつい最近［193］改築されたらしく、流し台も蛇口も収

納棚もぴかぴかに新しかった。 

CY 房子本身虽旧，但厨房却像最近［194］改装过，烹调台、水龙头、餐具橱全都光闪闪地焕

然一新。 

（日本語直訳：家そのものは旧かったが、台所はつい最近改築されたらしい。流し台も蛇

口も収納棚もぴかぴかに新しかった。） 

例 59 の場合、中国語の訳文の「改装」という動詞の前に「被」を付け加えて理解するこ

とができる。「被」マークを使っていないが、中国語の意味として受身表現に属するとされ

る。主語から見て不愉快あるいは被害的な事柄を表すときには、適用できないタイプであ

る。「被」を付け加えることが可能なタイプは全体の 2 割ぐらいを占めた。無視できない存

在ではないかと思われる。連用修飾節に出現した受身であるが、日本語原文も中国語訳文

も「家→台所→流し台、蛇口、収納棚」のような視点で述べている。 

例 60【その他】 

JG 縁石は風雨に［5］さらされて奇妙な白濁色に変色し、ところどころでひび割れて崩れお

ちている。  

CY 石砌的井围，［6］经过多年风吹雨淋，呈现出难以形容的混浊白色，而且裂缝纵横，一副

摇摇欲坠的样子。 

（日本語直訳：縁石は長年の風雨を経て、奇妙な白濁色に変色し、ところどころでひび割

れて崩れおちている。） 

例 60 の場合、日本語は「さらされ」で表現しているが、それと対応する中国語表現は直

訳のものではないと思われる。文脈の情報に基づいて「经过多年风吹雨淋」という言葉で

意訳していると考えられる。小説というジャンルの特徴と訳者の表現習慣も絡んでいるが、

受身表現は中国語の慣用的な表現の一部を翻訳するのに用いられる。日本語原文も中国語
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訳文も「縁石」の視点で述べている。 

 

4.5.2 タイプ 2（【日本語○ 中国語×】）における使用傾向 

以下はタイプ 2 における使用傾向を報告する。表で示すと、表 16 である。 

表 16：タイプ 2（【日本語○ 中国語×】）における使用傾向 

番号 タイプ データ数 比例（％） 

１ 客観叙述 136 71.58 

2 解釈 24 12.63 

3 その他 「使」 2 23 12.11 

「把」 3 

「譲」 7 

それ以外の表現 11 

4 対応項目なし                7 3.68 

計 190 100.00％ 

日本語原文・中国語訳文のタイプ 2［日本語○ 中国語×］における使用傾向は以下のよ

うに整理する。使用率の多い順に、客観叙述、解釈、その他、対応項目なしになっている。

そのうち、客観叙述は 7 割以上を占めた。中国語原文・日本語訳文の傾向とほぼ一致して

いる。対応項目なしの例は中国語原文・日本語訳文方向のデータよりやや低い結果になっ

ているが、双方向のデータのタイプ 2 の傾向は大体同じである。 

例 61【客観叙述】 

JG 何日かつづいたやわらかな雨に夏のあいだのほこりをすっかり［1］洗い流された山肌は

深く鮮かな青みをたたえ、十月の風はすすきの穂をあちこちで揺らせ、細長い雲が凍り

つくような青い天頂にぴたりとはりついていた。  

CY 连日温馨的霏霏轻雨，［2］将夏日的尘埃冲洗无余。片片山坡叠青泻翠，抽穗的芒草在 10

月金风的吹拂下蜿蜒起伏，逶迤的薄云仿佛冻僵似的紧贴着湛蓝的天壁。 

（日本語直訳：何日かつづいたやわらかな雨は、夏のあいだのほこりをすっかり洗い流し

た。山肌は深く鮮やかな青みをたたえ、十月の風はすすきの穂をあちこちで揺らせ、細長

い雲が凍りつくような青い天頂にぴたりとはりついていた。） 

例 61 の場合、日本語のほうは受身形で表現している。それに対応する中国語の表現は主



 66  

 

述文という能動表現である。しかも、日本語では「洗い流された」連体修飾節に出現した

受身で、その後ろに来る「山肌」を修飾している。形容詞のような働きをしている。客観

叙述は日本語だけ受身を使用しているタイプ 2 全体の 7 割ぐらいを占めたが、圧倒的多数

となっている。日本語原文は「山肌→風→雲」のような視点で述べている。それに対して

中国語訳文は「雨→山肌→すすきの穂→雲」のような視点をとっている。この文において、

日本語原文は視点の一貫性が強く、中国語訳文は視点の移動性が高いようである。 

例 62【解釈】 

JG 夕方の国旗降下も儀式としては［21］だいたい同じような様式で20とりおこなわれる。た

だし順序は朝とはまったく逆になる。旗はするすると降り、桐の箱の中に収まる。  

CY 傍晚降旗，其仪式也［22］大同小异，只是顺序与早上相反，旗一溜烟滑下，收进桐木箱

中即可。 

（日本語直訳：夕方の国旗降下も儀式としては大同小異である。ただし順序は朝とはまっ

たく逆になる。旗はするすると降り、桐の箱の中に収まる。） 

例 62 の場合、「だいたい同じような様式でとりおこなわれる」という日本語の表現は、

中国語の四字熟語である「大同小异」で翻訳している。「大同小异」を日本語に直訳すると

「小さなところは差があるが、大きな方向としては同じだ」という意味である。つまり、

日本語の表現を中国語の四字熟語で簡潔に解釈しているということである。 

例 63【その他】 

JG 最初はとにかくもう凄いって思うの。たとえばものすごい難曲を楽譜の初見でパァーッ

と弾いちゃう人がいるわけよ。それもけっこううまくね。見てる方は［413］圧倒されち

ゃうわよね。私なんかとてもかなわないってね。 

CY 一开始果真叫人拍案叫绝，例如对十分深奥的乐谱，有人只消扫一眼就能一气流注地弹奏

下来，而且相当精彩，使听的人大为倾倒、自愧不如。 

（日本語直訳：最初はとにかくもう凄いって思うの。たとえばものすごい難曲を楽譜の初

見でパァーッと弾いちゃう人がいるわけよ。それもけっこううまくね。見てる方を感服さ

せちゃうわよね。私なんかとてもかなわないってね。） 

                                                 

20 下線部は、日本語の受身文に出現した動詞とそれと対応する中国語の表現である。例 62 のように、点

線を引いた部分は日本語の解釈に使われる関連の表現である。 
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例 63 の場合、日本語の原文には「圧倒されちゃう」という受身の表現が出現している。

日本語原文のほうは単文末に出現した受身を使用しているが、話者あるいは見ているほう

の視点で述べている。中国語訳文の視点は移動的のように見受けられる。「使……倾倒」と

いう使役表現で対応している。ここでは「感服させられる」と訳しても意味が通じるとみ

なされるが、活用規則と使い方が複雑なところもあるので、使役受身を別立てて議論する

必要があると考えている。他の表現も存在しているが、【その他】タイプは【日本語○中国

語×】タイプ全体の 2 割ぐらいを占めた。中国語表現の多様性をも反映しているが、日本

語の受身は中国のより使用範囲が広いことも示しているのではないかと考えられる。 

 

4.5.3 タイプ 2（【日本語× 中国語〇】）における使用傾向 

日本語原文中国語訳文のタイプ 2 における使用傾向を表 17 で示した。 

表 17：タイプ 3（【日本語× 中国語○】）における使用傾向（日本語原文・中国語訳文方

向データ） 

番号 タイプ データ数 比例（％） 

１ 自動詞 9 60.00 

2 能動表現 4 26.67 

3 その他 2 13.33 

計 15 100.00 

タイプ 3（［日本語× 中国語×］）における使用傾向に関して、使用率の多い順に自動詞、

能動表現、その他となっている。能動表現の割合は、中国語原文・日本語訳文のデータ 3

より少ないように見受けられる 

例 64【自動詞】 

JG もちろん直子は知っていたのだ。僕の中で彼女に関する記憶がいつか〈1〉薄らいでいく

であろうということを。 

CY 直子当然知道，知道她在我心中的记忆迟早要〈2〉被冲淡。 

（日本語直訳：もちろん直子は知っていたのだ。僕の中で彼女に関する記憶がいつか和ら

げられていくであろうということを。） 

例 64 において、「薄らぐ」という自動詞が用いられている。それと対応する中国語の表

現として「被」マークとなっている。自動詞タイプは全体の 6 割を占めたが、受身と同じ

「なる」言語表現に属することが関わっていると考えられる。また、中国語には自動詞（“不
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及物动词”）があるが、自動詞と対応しているところが多い。しかし、中国語の受身にでき

るのは、他動詞（“及物动词”）である観点が主流であると思われる。 

例 65【能動表現】 

JG 土曜日の夜は永沢さんは親戚の家に泊まるという名目で毎週外泊〈21〉許可をとってい

るのだ。 

CY 星期六晚间永泽以去亲戚家为由，每次都〈22〉被允许在外面过夜。 

（日本語直訳：土曜日の夜は、永沢さんは親戚の家に泊まるという名目で毎週外泊するこ

とを許可されたのだ。） 

例 65 の場合、日本語原文では能動表現が用いられるが、中国語訳では「被」マークタイ

プの受身文が使われている。作者と訳者のそれぞれの事態把握の仕方と関わっているが、

「被」マークの使用によって、誤解を招くような表現を避けていると思われる。能動表現

タイプは【日本語×中国語○】の 3 割近く占めたが、無視できない存在ではないかと考え

られるが、話し手の事態把握の仕方を反映する表現でもあるが、ルールを見つけるには更

なる調査と検証は必要だと考えている。 

例 66【その他】 

JG でも俺もそうじゃないし、ワタナベもそうじゃない。〈17〉理解してもらわなくったって

かまわないと思っているのさ。自分は自分で、他人は他人だって。 

CY 但我不那样，渡边也不那样，而觉得不〈18〉被人理解也无关紧要。自己是自己，别人归

别人。 

（日本語直訳：でも俺もそうじゃないし、ワタナベもそうじゃない。理解されなくてもか

まわないと思っているのさ。自分は自分で、他人は他人だって。） 

例 66 の場合は、「てもらう」という授受表現文型は中国語の「被」マーク受身文と対応

している。同じヴォイスのカテゴリーに属する授受表現と受身文は、視点の概念で大きく

統合されていると考えられる。「てもらう」文型以外の表現もあるが、【その他】は【日本

語×中国語○】タイプの一割強を占めた。 

 

4.6 対訳データの受身の使用傾向の整理 

タイプ 1【日本語○ 中国語○】の場合 

①「被」マークの使用は半数以上を占めた。（中国語原文日本語訳文方向のデータの 7 割以

上を占めた。日本語原文中国語原文日本語訳文方向のデータの 5 割以上を占めた。）「被」
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の付け加え可能なものもカウントすると、使用率は 7 割を上回る。 

②「被」以外のマークは小説の内容によって使用傾向には差が見受けられるが、中国語原

文日本語訳文のデータにおいても、日本語原文中国語訳文のデータにおいても 15％くらい

を占めた。日本語原文中国語訳文のタイプ１において「譲」構文の割合が大きかったが、

中国語原文日本語訳文のタイプ１ではそういう傾向が見受けられなかった。「在……下」と

いう表現は双方向のデータで見られたが、それぞれの 3％くらいを占めた。 

 

タイプ 2【日本語○ 中国語×】の場合 

①双方向の対訳データの考察をとおして、客観叙述タイプ表現の使用傾向としてほぼ一致

している結論に至っている。中国語原文日本語訳文のタイプ 2 においても、日本語原文中

国語訳文のタイプ 2 においてもそれぞれの 7 割ぐらいを占めた。 

②解釈タイプにおいては、術語、四字熟語などで対応している表現は 1 割強占めた。中国

語原文日本語訳文のタイプ 2 においても、日本語原文中国語訳文のタイプ 2 においてもそ

れぞれの 12％ぐらいを占めた。 

③対応項目なしのタイプについて、中国語原書日本語訳書方向のデータでは７.37％出現し

たが、日本語原書中国語訳書方向のデータでは 3.68％しか見られなかった。 

 

タイプ 3【日本語× 中国語○】の場合 

①自動詞、「なる」を含める表現や文型で対応することは一番多かった。中国語原文日本語

訳文のタイプ 2 において半数近く占めた。日本語原文中国語訳文のタイプ 2 においてそれ

ぞれの 6 割ぐらい占めた。 

②能動表現はタイプ 3 において無視できない存在である。中国語原書日本語訳書方向のデ

ータで 3 割を占めたが、日本語原書中国語訳書のデータでは、4 割に近かった。 

③その他に関して、中国語原文日本語訳文のタイプ 3 においても、日本語原文中国語訳文

のタイプ 3 においても 1 割強占めた。少数ではあるが、「で」等の助詞の働きと組み合わせ

て受身の意味を表す用例も出現した。 

 

4.7 受身の出現位置と視点との関わり 

本研究は日本語の受身文の習得研究をテーマにしているので、受身の出現位置の議論は

日本語中国語双方向のタイプ１とタイプ 2 のデータを材料に分析する。 
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以上の分析から、以下の結論に至っている。 

（1）日本語の受身の使用範囲は、中国語より広い。中国語原文日本語訳文データにおける

タイプ１（「日本語○中国語○」）とタイプ 2（「日本語○中国語×」）のデータ数は 909 対で

ある。日本語原文中国語訳文データにおけるタイプ１（「日本語○中国語○」）とタイプ 2

（「日本語○中国語×」）のデータ数は 371 対である。合計 1280 対となっている。つまり、

日本語の受身を使用しているデータは 1280 個ある。中国語原文日本語訳文データにおける

タイプ１（「日本語○中国語○」）とタイプ 3（「日本語×中国語○」）のデータ数は 492 対で

ある。日本語原文中国語訳文データにおけるタイプ１（「日本語○中国語○」）とタイプ 3

（「日本語○中国語○」）のデータ数は 196 対である。合計 688 対となっている。つまり、

中国語の受身を使用しているデータは 688 個ある。対訳データの分析から、日本語の受身

文の使用範囲（1280 個）は中国語の受動文の使用範囲より広いという結論に至っている。

この分析結果は、森田（1998）、王（2009）等の先行研究を裏付けていると言えそうである。 

（2）中国語は完全文で単独に事実を述べることが多い傾向にある。それに対して、日本語

は文脈の情報に依存して、中国語と比べて比較的に短い言葉で表現している。 
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第 5 章 日本語の受身文の習得に関する予備調査 

 

本調査を実施する前に、本研究で扱う理解レベルの習得状況を測る「選択テスト」と産

出レベルの習得状況を測る「文完成テスト」の妥当性を確保するために、二回にわたり予

備調査を行った。一回目は 2017 年 3 月 6 日から 3 月 18 日にかけて中国人日本語学習者 4

人、日本語母語話者 1 人を対象に実施した。二回目は 2017 年 4 月 15 日から 4 月 21 日にか

けて中国人日本語学習者 2 人、日本語母語話者 5 人を対象に実施した。予備調査の後、フ

ォローアップ・インタービューを実施した。 

 

5.1 調査目的 

中国語を母語とする学習者にとって学習が困難だと思われる受身文の習得実態を把握す

るための本調査の質問紙の質を確保するために、質問紙による文法テスト（理解レベルを

測る選択テストと産出レベルを測定する文完成テストから構成されている）とインタビュ

ーの二つの調査段階を通して、日本語母語話者と中国人日本語学習者を対象に、予備調査

を実施する目的は二つある。一つ目は、日本語母語話者の回答を収集し、よりよい模範解

答を作成するためである。二つ目は、文脈のある環境で日本語の受身文の習得研究を進め

るために、文脈情報の適切さと設問表現の自然さをチェックし、修正の準備をするためで

ある。 

 

5.2 調査対象に関して 

中国人日本語学習者は全員日本語能力試験 N1 合格を取得している。6 人のうち、4 人は、

中国の大学で日本語を専攻にしていた。2 人は、日本の大学で日本語を専攻している。日本

語母語話者 6 名のうち、1 人は社会人であり、5 名は調査の時点で日本語教育学を専攻にし

ている大学院生である。 

 

5.3 資料収集方法 

資料収集方法は、（1）質問紙による文法テスト（2）インタビューという二つの段階から

成り立っている。それぞれの詳細は以下のとおりである。 

直接会って調査協力者に調査用紙を渡し、選択テストと文完成テストを実施した。配布

して 1 週間後回収した。テストの全項目について、内容や表現に関して、ヒアリングを行
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い、疑問点、修正についての提案や意見を収集した。気づいたこと、疑問に思ったことを

紙に書くよう、調査協力者にお願いした。調査協力者の一部を対象にインタビューを行っ

て、選択あるいは記入理由を話してもらって、調査用紙に関する意見も求めた。 

調査協力者に、当時の回答理由と判断基準を答えてもらった。 

 

5.4 文法テストの設問に関して 

予備調査の調査用紙の設問は、（1）選択テスト（20 問）と（2）文完成テスト（15 問）

から構成した 

 前田（2011）は日本語の受身を出現位置によって 6 種類によって分類しているが、予備

調査では、そのうち単文末、複文末、連用修飾節、連体修飾節の 4 種類を設問に入れた。

詳しいことは本研究の第 7 章で述べるが、中国で出版されている日本語の教科書において

受身導入用例の半数以上は単文レベルのものである。従って、学習者にとって、産出可能

性の高い受身の使用位置として単文末が挙げられる。 

前田（2011）では、連用修飾節に出現した受身が従属節と主節の視点を一貫させる働き

を持つことを裏付ける数値を指摘している。例として「こんな善意な人々にかこまれて、

幸せだな本当にあの娘も」（前田 2011：76）が挙げられる。本研究は視点に着目して日本語

の受身文の習得実態を明らかにしようとする角度から、連用修飾節に出現した受身を設問

の重点の一つとして扱った。 

連体修飾節に出現した受身もあるが、その被修飾名詞が実質名詞か形式名詞かによって

分類してそれぞれ 2 問設定した。問 3、問 4 において形式名詞を修飾するものである。 

設問 3.彼はそれを聞いて、自分と人事担当者の話が子供      ことを知った。 

①が；聞いた    ②に；聞いた    ③が；聞かれていた  ④に；聞かれていた 

設問 3 の場合、被修飾名詞は「こと」という形式名詞であり、設問 4 も形式名詞「こと」

を修飾するものである。 

設問 4.予定の十一時より三時間も早く、彼等     しまったことになる。下瀬は、自

分にいい聞かせ、必死な眼でタクシーを探した。 

① に；知らせて   ②に；知られて   ③が；知って     ④が；知られて 

問 7 と問 9 は実質名詞を修飾するものである。設問全体の数を考慮に入れて、複文末に

出現した受身は予備調査で 1 問だけ入れた。 
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設問 7.目の前の大きな男は、母親     小学生のようにしゅんとしている。 

① が；怒った   ②が；怒らせた    ③に；怒った    ④に；怒られた 

設問 7 の場合、実質名詞の「小学生」を修飾するものであり、設問 9 の場合、「とき」を

修飾するものである。 

設問 9.最初に彼      ときでも、これほど感謝を感じたことはなかった。 

①が；採用した    ②を；採用した    ③に；採用した  ④に；採用された 

複文末に出現した受身の設問として、設問 5 が挙げられる。 

設問 5.彼はすでに年が 70 余歳であったが、人々     甚だ     。 

① が；尊敬した   ②に；尊敬した   ③に；尊敬させ   ④に；尊敬されていた 

日本語中国語双方向の対訳データの考察結果を参考に、使用率の高い連用修飾節に出現

した受身（例えば、「隣の人にタバコを吸われて、困った」）と、中・上級レベルの学習者

にとって実際に産出可能性の高い単文末に出現した受身（例えば、「先生に日本語の発音を

褒められた。」）に重点をおいて質問紙を設定した。引用節、疑問節に出現した受身は使用

率が低いことから、学習者の負担を減らすことを考慮に入れて、予備調査の質問紙では上

述した引用節、疑問節に出現した受身を設問から除いた。 

選択テストは計 20 問ある。受身の出現位置の角度から整理すると、単文末 9 問（問 1、

問 14、問 15、問 16、問 17、問 18、問 19、問 20）、連用修飾節 6 問（問 2、問 8、問 10、

問 11、問 12、問 13）、連体修飾節 4 問（問 3、問 4、問 7、問 9）、複文末 1 問（問 5）であ

る。 

静態動詞の「いる」も含めて、予備調査で扱う動詞は全部受身にできそうな動詞である。 

選択テストで扱う動詞は以下ににまとめた。計 20 個ある。 

もらう、いる、聞く、知る、尊敬する、思う、怒る、助ける、採用する、運ぶ、 

揺る、選ぶ、誘う、盗む、壊す、認める、吹く、読む、囲む、開ける 

文完成テストで扱う動詞は以下に整理した。計 15 問ある。 

呼ぶ、しかる、ほめる、起こす、噛む、たたく、ひく、着る、食べる、 

飲む、読む、壊す、とる、汚す 

括弧内の動詞を使用して、直感で絵の内容を記述するようにお願いした。登場人物の紹

介を含める文脈情報は与えている。事態把握の仕方が絡んでいるかもしれないが、受身文
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を引き出すことのできそうな内容を述べておいた。 

 

5.5 予備調査の文法テストの結果 

予備調査の文法テストは理解レベルを測る選択テストと産出レベルを測定する文完成テ

ストから構成されている。学習者の回答、日本語母語話者の回答の順に報告する。 

 

5.5.1 選択テストの調査結果 

学習者の選択実態は設問別に以下の表 18 に整理した。 

表 18：選択テストの調査結果 

設 問

番号 

受 身 の 出

現位置 

設問文 学習者の選

択傾向 

日本語母語話

者の選択傾向 

1 単文末 あの子はアメリカ人の夫婦に養子         

いった。 

①を；もらって  ②に；もらわれて    

③を；もらわれて ④に；もらって 

①：2人 

②：1人 

② ：3人 

 

①：1人 

②：5人 

2 連 用 修 飾

節 

夫      一日中家に       、困った。 

① が；いて     ②が；いられて     

③に；いれられて   ④に；いられて 

①：1人 

① ：2人 

② ：3人 

①+③：1人 

①+④：1人 

④：4人 

3 連 体 修 飾

節 

3.彼はそれを聞いて、自分と人事担当者の話が子

供      ことを知った。 

①が；聞いた     ②に；聞いた     

③が；聞かれていた ④に；聞かれていた 

④：6人 ④：6人 

4 連 体 修 飾

節 

予定の十一時より三時間も早く、彼等                 

   しまったことになる。下瀬は、自分にいい

聞かせ、必死な眼でタクシーを探した。 

② に；知らせて   ②に；知られて    

③が；知って     ④が；知られて 

①：5人 

②：1人 

②：5人 

無答：1 人 

5 複文末 彼はすでに年が 70 余歳であったが、人  々     

甚だ     。 

④：6人 ④：5人 

無答：1 人 
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① が；尊敬した ②に；尊敬した    

③に；尊敬させ  ④に；尊敬されていた 

6 単文末 わたしは結婚して 3 年目だ。しかし、山田さん     

独身と      。 

① が；思わせた  ②に；思わせた     

③に；思われた   ④を；思った 

③：6人 ③：6人 

7 連 体 修 飾

節 

目の前の大きな男は、母親     小学生のよ

うにしゅんとしている。 

② が；怒った   ②が；怒らせた     

③に；怒った    ④に；怒られた 

②：1人 

④：5人 

④：6人 

8 連 用 修 飾

節 

琥珀さんは秋葉と何やら小さな声で話し合うと、

秋葉に肩をかして立ちあがらせた。そのまま、秋

葉は琥珀さん      、自分の部屋へと戻っ

て行ってしまった。 

① が；助けて  ②に；助けられて     

③を；助けて   ④が；助けられて 

②：5人 

③：1人 

②：5人 

③：1人 

9 連 体 修 飾

節 

最初に彼      ときでも、これほど感謝を

感じたことはなかった。 

① が；採用した  ②を；採用した     

③に；採用した   ④に；採用された 

①：3人 

②：1人 

④：2人 

④：6人 

10 連 用 修 飾

節 

夕風が起こった。と、そよ風      、湖水

のはるか遠くから音楽の響きが伝わってきた。 

① が；運んで   ② に；運ばれて      

③に；運ばせて   ④に；運んで 

①：1人 

②：4人 

④：1人 

②：5人 

③：1人 

11 連 用 修 飾

節 

今見回してみても、参加者のほとんどが、合宿に

参加するために、バスの中に揃っているようだっ

た 。 東 京 か ら 一 時 間 四 十 分 ほ ど バ

ス      、ようやく目的地に到着した。 

① が ； 揺 ら れ て    ② に ； 揺 ら れ て     

②：6人 ②：6人 
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③が；揺れて     ④に；揺れて 

12 連 用 修 飾

節 

全校生徒が腕を組んで幾重もの輪をつくり、選手

たちを取り囲んだ。一年生から立花が一万メート

ル競走の選手      、輪の中に入ってい

た。 

① が；選んで   ②に；選ばれて     

③が；選ばせて    ④に；選ばせて 

②：6人 ②：5人 

無答：1 人 

13 連 用 修 飾

節 

スポーツが好きだった彼は、上村                    

すぐボクシング部に入った。 

① が；誘って    ②に；誘われて    

③に；誘わせて    ④を；誘って 

②：6人 ②：2人 

②+④：3人 

④：1人 

14 単文末 大切なお金が泥棒       。 

① が；盗んだ    ②に；盗まれた     

③に；盗ませた   ④に；盗んでいる 

②：6人 ②：6人 

15 単文末 玄関のドア  次郎       。 

① が；に；壊された②を；が；壊させた  

③が；に；壊させた④を；が；壊された 

①：5人 

④：1人 

①：4人 

①+②：2人 

16 単文末 太郎の出張希望は、人事部長       。 

① が；認めた   ②に；認めさせた    

③に；認めた    ④に；認められた 

④：6人 ①：1人 

①+④：1人 

④：4人 

17 単文末 木の枝にかかった上着さえ、そのままの位置で激

しい風          。    

① が；吹いていた ②を；吹いていた    

③に吹かせていた ④に吹かれていた 

②：1人 

③：1人 

④：4人 

④：6人 

18 単文末 この雑誌は 10 代の若者        よ

く        。 

① が；読む  ②が；読まれている   

③に；読んでいる ④に；読まれている 

①：2人 

④：4人 

① +④： 1 人

④：5人 

19 単文末 花子の家は高層ビル        。 ④：6人 ①：1人 
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①が；囲んでいる ②に；囲ませている  

③が；囲ませている④に；囲まれている 

④：5人 

20 単文末 障子     何者か       。 

① は；が；開けた②を；が；開けさせた  

③が；に；開けた④が；に；開けられた 

①：1人 

④：5人 

①+②+④：1 人 

④：5人 

 

5.5.2 文完成テストの調査結果 

以下は、設問別に文完成テストの調査結果を報告する。まず学習者の回答傾向を示し、

そして、日本語母語話者の回答傾向を整理した。括弧内は回答者のコードである。A、B、C、

D、E、F は学習者のコードであり、MT、YZ、YK、T、O、TJ は日本語母語話者のコードであ

る。 

 

絵1 

 

ひろし君です。ここはひろし君の家

です。これからみなでご飯を食べま

す。ひろし君はテレビを見ています。

みんな彼を待っています 

            。（呼ぶ） 

学習者の回答 

「ご飯をたべるため、みなさんはひろし君を呼んでいます。」（A）のような能動文で回答

している学習者が 6 人いた。そのうち、「晩ごはんができました。テレビに無中しているひ

ろし君がママに呼ばれても動こうとしないです。」（D）のような文脈情報もまとめて回答に

いれた学習者が 1 人いた。 

日本語母語話者の回答 

「お母さんはひろし君を呼びました。」（YZ）のように、能動表現で回答している日本語

母語話者は 6 人いた。受身文での回答は見受けられなかった。 
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絵

2 

 

ひろし君です。彼は数学のテストで

30 点を取りました。お母さんに成績

を見みせました。 

           。（しかる） 

 

 学習者の回答 

受身文で回答している学習者は 6人いた。そのうち、「ひろし君はお母さんにほめられた。」

（A）のように、「ひろし君」を主語の位置に立てて回答している学習者が 4 人いた。「国語

のテスト、ひろし君は 100 点を取りましたので、お母さんにほめられました。」（D）のよう

に、文脈をまとめて回答している学習者が 2 人いた。 

日本語母語話者の回答 

「ひろしがお母さんにしかられている。」（T）のように、受身文で回答している日本語母

語話者は 4 人いた。「お母さんはひろし君をしかりました。」（YK）のように、能動表現で回

答している日本語母語話者は 2 人いた。 

 

絵3 

 

ひろし君です。彼は国語のテストで

100 点を取りました。お母さんに成績

を見せました。 

           。（ほめる） 

 

学習者の回答 

「ひろし君はお母さんにほめられた。」（A）のように、受身文で回答している学習者は 6

人いた。「ひろし君はテストに 100 点を取って、お母さんがほめられた。」（B）のように、

文脈をまとめて回答している学習者が 2 人いた。 

日本語母語話者の回答 

「お母さんにひろしくんはほめられている。」（T）のように、受身文で回答している日本

語母語話者は 3 人いた。「お母さんはひろし君をほめました。」（YZ）のように、能動表現で

回答している日本語母語話者は 3 人いた。 



 79  

 

絵

4 

 日曜日です。ひろし君は寝ています。

猫がひろし君の枕のそばに飛んでき

ました。ひろし君は目を覚めました。 

                。

（起こす） 

 

学習者の回答 

「ひろし君は猫に起こされた。」（A）のように受身文で回答している学習者は 5 人いた。

「日曜日ひろし君は猫のために起こした。」（B）という能動表現で回答している学習者は 1

人いた。 

日本語母語話者の回答 

「彼は猫に起こされました。」（TJ）のように、受身文で回答している日本語母語話者は 3

人いた。「ねこがひろしくんをおこしました。」（YZ）のように、能動表現で回答している日

本語母語話者は 2 人いた。無答の日本語母語話者は 1 人いた（O）。 

 

絵

5 

 

ひろし君は隣人のおばさんに会いました。

おばさんは犬を抱っこしていました。 

                  。

（噛む） 

 

学習者の回答 

「ひろし君はいぬに噛まれた。」（A）のように受身文で回答している学習者は 5 人いた。

「ひろし君は隣人のおばさんの犬に噛んでいる」（B）という中間言語的な表現で回答して

いる学習者は 1 人いた。 

日本語母語話者の回答 

「ひろしは犬にかまれた。」（T）のように、受身文で回答している日本語母語話者は 3 人

いた。「犬がひろし君のゆびをとつぜんかみました。」（YK）のように、能動表現で回答して

いる日本語母語話者は 2 人いた。無答の日本語母語話者は 1 人いた（YZ）。 



 80  

 

絵

6 

 

ひろし君も妹さんもケーキを食べています。ひろ

し君は妹さんのケーキも食べようとしています。 

                     。

（たたく） 

 

学習者の回答 

「ひろし君が妹さんにたたかれました。」（C）のように、受身文で回答している学習者は

4 人いた。「ひろし君は妹さんのケーキをたたきました。」、「ひろし君と妹さんはケーキのた

めにたたいていた。」のように、中間言語的な表現で回答している学習者は 2 人いた。 

日本語母語話者の回答 

「妹さんは怒って、ひろし君をたたきました。」（O）のように、能動表現で回答している

日本語母語話者は 3 人いた。「ひろし君は妹にたたかれました。」（MT）のように、受身文で

回答している日本語母語話者は 3 人いた。 

 

絵

7 

 

ひろし君は歩いています。知らない人が自転

車に乗って通りました。 

                   。

（ひく） 

 

学習者の回答 

「ひろし君が自転車にひかれました。」（C）のように受身文で回答している学習者は 4 人

いた。「ひろし君は自転車にひかられた。」（F）のように、中間言語的表現で回答している

学習者は 2 人いた。 

日本語母語話者の回答 

「ひろし君は知らない人に足をひかれました。」（MT）のように、受身文で回答している

日本語母語話者は 5 人いた。「なんと自転車はひろし君をひいて、走り去って行きました。」

（O）という能動表現で回答している日本語母語話者は 1 人いた。 
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絵

8 

 

エリさんです。エリさんの部屋です。エリさ

んのお母さんです。エリさんはセーターを着

たいです。でも、セーターがありません。 

                   。

（着る） 

学習者の回答 

「エリさんはお母さんにセーターを着られました。」のような受身文で回答している学

習者は 4 人いた。「エリさんはセーターを着られません。」（F）のような中間言語的な表

現で回答している学習者は 1 人いた。「エリさんはセーターを着たいけど、セーターを探

せなかったので、お母さんに聞きたい。」（A）という回答も見受けられた。 

日本語母語話者の回答 

「エリさんのお母さんが着たにちがいありません。」（YZ）のように、能動表現で回答し

ている日本語母語話者は 3 人いた。「エリさんのセーターはお母さんに着られているようで

す。」（TJ）のように、受身文で回答している日本語母語話者は 3 人いた。 

 

絵

9 

 

エリさんです。エリさんのお父さんです。

エリさんはケーキが食べたいです。エリさ

んのお父さんがケーキを食べています。 

                  。

（食べる） 

学習者の回答 

「エリさんはお父さんにケーキを食べられています。」のように受身文で回答している学習

者は 4 人いた。「エリさんはお父さんにケーキを食べたいと言われた。」（A）「ケーキを食べ

られたエリさんは驚いていた。」（E）のような回答も見られた。 

日本語母語話者の回答 

「お父さんにケーキを食べられました。」（MT）のように、受身文で回答している日本語

母語話者は 5 人いた。そのうち、「エリさんは食べたかったケーキをお父さんに食べられて

しまいました。」（TJ）という文脈情報を含めている回答も見られた。また、無答の日本語

母語話者は１人いた（YZ）。 
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絵

10 

 

エリさんです。エリさんはかばんを持っ

て、出かけようとしています。 

                  。

（噛む） 

 

学習者の回答 

「エリさんが持っているかばんはワンちゃんに噛まれました。」のように、受身文で回答

している学習者は 4 人いた。「ねこはエリさんのかばんを噛んでいる。」（A）のように能動

表現で回答している学習者は 2 人いた。 

日本語母語話者の回答 

「エリさんはかばんを犬にかまれました。」（MT）のように、受身文で回答している日本

語母語話者は 4 人いた。「すると、犬がエリさんのかばんをかみました。」（YZ）のように、

能動表現で回答している日本語母語話者は 2 人いた。 

 

絵

11 

 

エリさんです。エリさんのお父さんです。エ

リさんはワインを友達に郵送したいです。 

エリさんのお父さんはワインを飲んでいま

す。 

                   。

（飲む） 

学習者の回答 

「エリさんのワインがお父さんに飲まれました。」（C）のように、受身文で回答している

学習者は 3 人いた。「ワインを飲まれたエリさんはショックだった。」（E）のような回答も

見られた。「エリさんはお父さんにワインを飲まられました。」（F）のような中間言語的な

表現で回答している学習者は 2 人いた。 

日本語母語話者の回答 

「お父さんにワインを飲まれてしまいました。」（MT）のように、受身文で回答している

日本語母語話者は 5 人いた。また、無答の日本語母語話者は１人いた（YZ）。 
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絵

12 

 

エリさんです。エリさんのお母さんです。机の上

にエリさんへの手紙があります。 

                     。

（読む） 

 

学習者の回答 

「エリさんへの手紙がお母さんに読まれています。」（C）のように、受身文で回答してい

る学習者は 4 人いた。「お母さんはエリさんの手紙を読んでいた。」（F）のような能動表現

で回答している学習者は 2 人いた。 

日本語母語話者の回答 

「お母さんがエリさんの手紙を読んでいます。」（YK）のように、能動表現で回答してい

る日本語母語話者は 2 人いた。「お母さんに読まれてしまいました。」（T）のように、受身

文で回答している日本語母語話者は 4 人いた。 

 

絵

13 

 

エリさんです。エリさんの犬です。エリさん

の携帯電話が使えなくなりました。 

                   。

（壊す） 

 

学習者の回答 

「エリさんの携帯電話が犬に壊されました。」（D）のように、受身文で回答している学習者

は 4 人いた。「犬のせいで、エリさんの携帯電話が壊した。」（C）のような能動表現で回答

している学習者は 2 人いた。 

日本語母語話者の回答 

「犬が壊したに違いありません。」（YZ）のように、能動表現で回答している日本語母語

話者は 3 人いた。「携帯が壊されました。」（T）のように、受身文で回答している日本語母

語話者は 3 人いた。 
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絵

14 

 

エリさんです。エリさんは帽子をかぶってい

ます。動物園です。 

                   。

（とる） 

 

学習者の回答 

「エリさんがさるに帽子を取られました。」（C）のように、受身文で回答している学習者

は 6 人いた。そのうち、「エリさんの帽子」を主語に立てて回答している学習者は 4 人いた。 

日本語母語話者の回答 

「サルが帽子をとろうとしています。」（O）のように、能動表現で回答している日本語母

語話者は 4 人いた。「エリさんは帽子をサルにとられました。」（TJ）のように、受身文で回

答している日本語母語話者は 2 人いた。 

 

絵

15 

 

エリさんです。エリさんは新しいスカート

をはいています。彼女は犬をつれて庭を散

歩しています。 

                  。

（汚す） 

 

学習者の回答 

「エリさんの新しいスカートは犬に汚されました。」のように受身文で回答している学習

者は 4 人いた。「エリさんの新しいスカートは犬によこれます。」（A）という中間言語的な

表現で回答している学習者は 1 人いた。無答の学習者（C）は 1 人いた。 

日本語母語話者の回答 

「すると、犬がスカートを汚してしまいました。」（O）のように、能動表現で回答してい

る日本語母語話者は 1 人いた。「エリさんはスカートを犬に汚されてしまいました。」（MT）

のように、受身文で回答している日本語母語話者は 5 人いた。 
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5.6 予備調査のインタビューの結果 

予備調査の質問紙に関して、インタビューを行った。その結果から、以下の 3 点が分か

った。 

（1）対象となった学習者は、教室以外の環境では受身文があまり頻繁に使用されないよ

うである。「受身文をひと通り学習してきたが、日常生活のどんな場面で自然に受身文を使

用することができるのかわからない」（学習者 B）ことが原因の一つかもしれない。 

（2）中国人日本語学習者は、中国語学の基本的な文法知識がないままあるいは不十分の

まま、語感に頼って、受身文を使用すべきかどうかを判断する傾向が見られた。例えば、

中国語の受動文（“被动句”）と「被」構文（“被字句”）の概念を混同している学習者が見

受けられた。インタビューを行ったところ、「中国語の受動文は「被」マークを使う文だ。」

（学習者 A）のように、学習者 6 名のうち 3 名が、「被」構文（“被字句”は中国語の受動文

（“被动句”）だと思い込んでしまうことが分かった。それは、中国語の受動文の範囲を狭

めに把握している現れではないかと考えられる。 

（3）質問紙の設問数を減らす必要があると考えられる。例えば、「同じ動詞二回以上出

現した。犬の出番も多すぎる感じを受けた。」（学習者 D）のように、調査用紙の設問文デザ

インに関して、学習者からコメントをもらっている。絵 5 と絵 10 とどちらも「噛む」とい

う動詞を与えている。犬が 4 回現れた（絵 13、絵 15、絵 10、絵 5）。文完成テストの狙い

は産出レベルの受身文実態を把握することであるので、文脈によって、同じ動詞を与えて

も受身の出現位置が異なる可能性もあると考えた。 

（4）選択テストと文完成テストの設問文に関して、文脈情報の提示方法を工夫する必要

があるという日本語母語話者の指摘があった。つまり、自然な日本語で受身文を引き出せ

そうな文脈あるいは場面を提示すべきである（例えば、絵 12 と絵 14）。 

（5）選択テストでは、設問 15 と設問 20 のような文脈によって複数の回答も可能になり

そうな設問文があることと、文完成テストの説明（指示文）が十分とはいえないことに関

して日本語母語話者からコメントをもらった。 

 

5.7.予備調査の結果解説 

インタビューの結果を考慮に入れながら、学習者の結果と日本語母語話者の結果を組み

合わせて考察したところ、選択テストに関して次の 3 点が分かった。 

（1）学習者の回答と日本語母語話者の回答から、それぞれ文脈情報への関心は異なって
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いる。選択テストの設問文への理解が絡んでいるかもしれないが、日本語母語話者は文脈

によって正解になりそうな選択肢を選択している。表 18 で示したように、問 2、問 13、問

15、問 16、問 18、問 20 において、複数の選択肢が見受けられた。それに対して、学習者

の回答には中間的な回答は見受けられたが、複数の選択肢での回答は見られなかった。日

本語母語話者ほどの日本語力を持っていないために、上級レベルの学習者でも、様々な場

面あるいは文脈を想定することは難しいと考えられるが、日本語の受身文が文脈依存性が

高いことの反映かもしれない。 

（2）助詞に関する理解が絡んでいる可能性もあるが、学習者による問 1、問 2、問 8、問

9、問 10、問 15、問 17、問 18、問 20 の中間言語的な回答から、日中両言語の視点の捉え

方の相違が見受けられた。与えられた設問文に関して、日本語母語話者の回答にも多様性

が見られた。文脈環境によって、同じ話者でも異なる視点で事態を把握することも可能で

あるということを示した。受身文を使用できそうな文脈構築の重要性も確認された。「に」

の多義性への理解も絡んでいる（問 1、問 2、問 10）。対象となった中国人日本語学習者の

データから、受身文を習得する際に、母語である中国語から影響を受けているというより

日本語の言語内知識は不十分ではないかと考えた。 

（3）中間言語的な回答の出現位置の多い順に、単文末に出現した受身（問 1、問 15、問

17、問 18、問 20）、連用修飾節に出現した受身（問 2、問 8、問 10）、連体修飾節（問 4、

問 7、問 9）に出現した受身となっている。 

設問 1.あの子はアメリカ人の夫婦に養子         いった。 

① を；もらって   ②に；もらわれて   ③を；もらわれて   ④に；もらって 

問 1 は単文末に出現した受身の設問である。 

設問 8. 琥珀さんは秋葉と何やら小さな声で話し合うと、秋葉に肩をかして立ちあがらせ

た。そのまま、秋葉は琥珀さん      、自分の部屋へと戻って行ってしまった。 

①が；助けて    ②に；助けられて    ③を；助けて   ④が；助けられて 

設問 8 において、連用修飾節に出現した受身が見受けられた。 

6 人のうち、5 人が誤答あるいは中間言語的な回答をしている設問は 2 つある（問１と問

4）。問１に関しては、「もらう」という動詞が受身にできるかどうかの問題と関わっている

可能性があるが、行為者を表示する「に」への認識も絡んでいると考えられる。問 4 の設

問文では「下瀬は自分に言い聞かせ、必死な目でタクシーを探した」という続きの文を十
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分に理解できていない傾向が窺われた。問 9 は 4 人分、問 2、問 10、問 17、問 18 はそれぞ

れ 2 人分の中間的な回答が見受けられたが、主語の立て方と助詞に関する理解が不十分で

あることとが原因だと考えた。 

設問 9.最初に彼      ときでも、これほど感謝を感じたことはなかった。 

①が；採用した    ②を；採用した    ③に；採用した  ④に；採用された 

連体修飾節に出現した受身の例として、設問 9 が挙げられる。問 9 の場合、6 人のうち 3

人が選択肢①を選んでいる。中国語では動作主あるいは変化の主体を主語の位置に立てて

事態を述べる傾向がある。対象となった学習者が主語を立てて述べる際に、母語（中国語）

から影響を受ける可能性があると考えた。 

設問 2.夫         一日中家に         、困った。 

② が；いて     ②が；いられて    ③に；いれられて   ④に；いられて 

また、設問 2 に関して、6 人のうち 2 人が選択肢②を選んでいる。主語の立て方も絡んで

いるかもしれないが、受身の使用が判断できているようであるが、助詞「に」の役割に関

する認識が十分とは言えるかもしれない。 

 

学習者の結果と日本語母語話者の結果を組み合わせて考察したところ、文完成テストに

関して次の 2 点が分かった。 

（1）文脈情報をまとめて回答している学習者は複数の設問（絵１、絵 2、絵 3）で見受

けられた。括弧内の動詞を使用して自分の直感で絵の内容を記述するように、お願いした

が、その説明に関して、続きの文を書くか、与えられた情報に基づいて、まとめの文を書

くか、という二つ理解ができている可能性がないとはいえない。学習者の受身産出例から

括弧内の動詞を使わないまま、あるいは使用しているが別の動詞を受身形にして述べてい

る回答も見受けられた（絵 6、絵 8、絵 9）。 

（2）視点の捉え方と事態把握の仕方によって、学習者と日本語母語話者の受身文使用が

異なる傾向が見られた。受身文の産出実態を考察するが、日本語母語話者は 3 人（3 人を含

めて）以上能動表現で回答している設問は 7 つ見受けられた（絵 1、絵 2、絵 3、絵 6、絵 8、

絵 13、絵 14）。人数は少ない（1 人）が、無答の設問もあった（絵 4、絵 5、絵 9、絵 11）。

2 人の日本語母語話者は能動表現で回答している設問は 4 つ見受けられた（絵 4、絵 5、絵

10、絵 12）。日本語母語話者の外国語学習経験のことが絡んでいる可能性があるが、日本語



 88  

 

母語話者の事態把握の仕方も反映しているかもしれない。さらに、上述の回答傾向と関わ

っている要因の一つとして、対象となった日本語母語話者は与えられた文脈情報に基づい

て、受身文の使用を判断できない可能性が高いことが挙げられる文完成テストの結果から

中国語を母語とする学習者の受身文使用回数（70 回）は日本語母語話者の使用回数（32 回）

を上回っている傾向があるようであるが、自然な日本語の角度から考えると、日本語の受

身文を引き出すためには、文完成テストの設問文、とりわけ文脈情報をさらに工夫する必

要があるのではないだろうか。 

さらに、絵 2 の場合、「ひろし君がお母さんにしかられています。」（C）のように、「ひろ

し君」を主語の位置に立てて絵の内容を記述している学習者は 4 人いた。誤りとはいえな

いが、自然な日本語の角度から受身文の使用による視点統一が習得されていないようであ

る。 

（3）文完成テストの学習者の回答から、変化の主体を主語の位置に立てて、絵の内容を

記述している傾向が見られた。省略への認識が絡んでいるかもしれないが、6 人の調査協力

者うちの 5 人は完全文で回答している。例として、「エリさんのセータはお母さんに着て行

かれました。」（学習者 D）が挙げられる。さらに、調査協力者 E の回答から、連用修飾節に

出現した受身（「猫にかばんを嚙まれて、出かけられなかった。」）、連体修飾節に出現した

受身（「ワインを飲まれたエリさんはショックだった。」）も見受けられたが、E 以外の調査

協力者によって産出された受身文は、単文末に現れたものであるのがほとんどである。 

（4）上級レベルの日本語学習者の回答からでも、文法的な誤りが見受けられた。「ひろ

し君は自転車にひかられた。」（A）、「エリさんの郵送したいワインがお父さんに飲まられた」

(B）のように、受身の活用に関する中間言語的な回答も見受けられた。 

 

5.8 予備調査の問題点 

予備調査の不足しているところを以下の 5 点にまとめた。 

①学習者にとって設問数が比較的多かった。予備調査に用いた質問紙は選択テストと文完

成テストから構成されているが、全体計 35 問である。調査協力者の平均所有時間は 50 分

ぐらいであった。学習者の都合を考慮に入れると、設問の数を調整する必要があると考え

られる。 

②母語である中国語の理解を確認するために、新しい調査方法を取り入れるべきだと思わ

れる。予備調査に用いた質問紙では理解レベルを測る選択テストと産出レベルを測定する
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文完成テスト計 2 種類のデータ方法を使用したが、学習者の理解をよりよく確認するため

に、必要な部分の中国語訳を組み合わせて分析することが必要となっている。 

③文脈依存性の高い受身文を引き出すために、自然な日本語で文脈情報を調整する必要が

あると考えられる。とりわけ、主語の立て方あるいは視点の捉え方とつながっている単文

末に出現した受身、主節と従属節の視点を統一する役割を果たしている連用修飾節に出現

した受身に特化して、前後に文脈説明文をいれる必要があるかもしれない。 

④文完成テストの指示文に関して、続きの文を書かせるのか、まとめの文を書かせるのか

という誤解を招くような表現を使用している。指示文への理解によって回答が異なる可能

性が高いと言えそうである。 

⑤文完成テストの絵に関する文字での説明は初級学習者向けの表現が多く見受けられ、

中・上級レベルの学習者にふさわしい表現で修正・加筆する必要があるかもしれない。 

 

5.9 予備調査の修正点 

予備調査不の不十分なところをめぐって、以下のように修正を行った。 

①学習者の負担を減らすことを考慮に入れて、設問の数を調整した。考察したい項目を確

保することを前提に、文法選択テストの設問数を 35 問から 12 問に変更した。短文完成テ

ストの設問数を 15 問から 8 問に変更した。質問紙全体（同意書に相当するページとフェイ

スシートのページの記入時間をも含めていない）の所有時間は 50 分ぐらいから 35 分程度

に変更した。 

②受身の習得状況を母語の影響、とりわけ視点の概念の角度から誤用の原因を分析するた

めに、文法選択テストの該当部分に下線して、調査協力者に中国語に翻訳するようにお願

いした。 

③川村（2012）の指摘している「話者の事態把握の仕方」の結果としての「主語者の被影

響感」を考慮に入れて、日本語の言語内知識とりわけ視点の捉え方と深く関わっている助

詞をテストの選択肢に入れておいた。出現位置の角度から、対象となった学習者の受身文

習得実態を分析していく。 

④予備調査の選択テスト用紙の設問文を大きく修正・加筆した。問 3、問 5、問 6、問 7、

問 8、問 13、問 14、問 20 を削除した。問 4、問 9、問 10、問 12 に関して、同じ動詞で新

しい文脈を構築した。問 11、問 15、問 16、問 17、問 19 に関して、下線の文の前後に文脈

説明を追記した。 
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⑤文完成テストでは、絵の情報に応じて、受身文を使用できそうな文脈を付与した。接続

助詞、接続詞などを活用しながら、関連の説明文を付け加えた。できるだけ自然な日本語

で文脈環境の構築を試みた。 
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第 6 章 視点に着目した日本語の受身文の習得に関する本調査 

 

この章では、まず、本調査の目的（6.1 節）、資料収集の方法（6.2 節）、調査対象者の全

体像（6.3 節）、調査概要及び収集したデータ（6.4 節）、採点基準（6.5 節）を報告する。

そして、理解レベルと産出レベルに分けて、調査協力者の受身文の習得実態を明らかにし、

インタビューの結果を組み合わせて、文法選択テスト、文法選択テストの中国語訳、短文

完成テストの順に、調査から見られた中間言語的表現の出現要因を考察する。とりわけ視

点の捉え方、視点の統一の角度から受身文の習得を阻害する要素を検討する（6.6 節）。最

後に、本調査の全体的な傾向（6.7 節）を整理しながら、考察結果をまとめる（6.8 節）。 

 

6.1 調査目的 

視点に着目した日本語の受身文に関するより効果的な指導方法を考える上での基礎研究

として、中国国内の高等教育機関で日本語を学んでいる中国人学習者が、日本語の受身文

の使用、とりわけ受身文の使用と視点との関わりについて、どのように理解しているのか

を明らかにすることを目的とする。 

 

6.2 資料収集の方法 

予備調査と同様に質問紙による文法テストとインタビューを実施した。次は、資料収集

の方法を報告する。 

 本調査では予備調査と同様に質問紙による文法テストと学習者の内省を調べるインタビ

ューという二つの調査方法を採択した。質問紙による文法テストは文法選択・翻訳テスト

と短文完成テストから構成されている。それぞれの詳細は以下の通りである。 

（1）文法選択・翻訳テスト 

学習者がどのように日本語の受身文を理解しているのか、中国語が如何に中国語を母語

とする学習者の受身文に関する理解に影響を及ぼしているのか、ということを探るために、

文法選択・翻訳テストを採用した。文法選択の設問は 12 問あるが、それぞれの設問に翻訳

させたい部分に下線を引いた。中国語訳も設けたため、全部で 24 問ある。 

（2）短文完成テスト 

文脈のある環境での学習者の受身文産出実態を把握するために、理解レベルとは別に、

短文完成テストを本調査の資料収集方法とした。8 問の設問から構成されており、絵の内容
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と文字の文脈情報に基づいて、短文を記入するように指示を与えた。 

（3）インタビュー 

2017 年 8月 25 日から 2017年 10月 23 日にかけて、5 人の調査協力者（D 大学からの院生

1 名、学部生 2 名、L 大学からの学部生 2 名）を対象に、ネットチャットの方法で、中国語

でインタビューを実施した。1 人当たりのインタビューの所有時間は約 1 時間であった。 

インタビューの流れは以下の通りである。 

① まず簡単に自己紹介をして、質問紙回答のご協力に、お礼を言う。 

②協力者をリラックスさせて、日常会話の気持ちでインタビューをはじめる。 

③両方都合のいい時間を約束して、ネットチャットの方式で、中国語でインタビューを実

施する。 

④各テストの設問をめぐって、選択理由と選択基準を中国語で記述してもらう。 

⑤インタビューへの協力に感謝の意を表する。 

⑥日本語学習に関する資料をスキャンして送信することを謝礼として話しておく。 

 

6.3 調査対象者の全体像 

本調査では後述するように、中国の 2 大学の協力を得て、データを得ることができた。

中国の大学生は、大学入学前に、教育機関で日本語を既習している学習者は極少数である。

従って、入学時点においてほとんどの学習者は日本語の知識がゼロである。学部 2 年生の

後半あるいは 3 年生の前半で日本語能力試験の N1 と N2 を受験する者が集中している。中

国の場合、大学を卒業する時点で多くの学習者は日本語能力試験の N2 に受かり、N1 を目指

す程度の知識があると言われている。調査当時、対象者全員は日本語能力試験の資格を持

っているとは限らない。 

以下はフェイスシートに記載されている学習者の日本語能力試験の取得情報に即して、

日本語レベル別に学習者の全体像をまとめた。 

表 20：日本語レベル別の学習者全体像 

グループ N1 N2 資格なし 未記入 人数（人） 

D 院 11 0 0 0 11 

D 日 6 1 4 1 12 

D 強化－材日 4 4 6 1 15 
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D 強化－計日 15 6 10 3 34 

D 強化―ソ日 0 3 31 7 41 

L 日 5 12 4 7 28 

計 41 26 55 19 141 

比率（％） 29.08 18.44 39.00 13.48 100.00 

N1、N2 の資格を持っている調査協力者は 67 であり、全体の 47.52％を占めた。中上級レ

ベルの日本語学習者と考えられる。資格を持っていない調査協力者に関しては、調査実施

当時、重点大学の 2 年生後半あるいは 3 年生の後半であったので、中級レベルに達してい

る可能性が高いと考えた。 

中国の北部にある重点大学 2 校（D 大学、L 大学）の大学生、大学院生から調査の協力を

得た。所属及び専攻に関して、以下の表 21 にまとめた。 

表 21：所属別のデータの全体像 

所属情報 専攻 人数 

D 大学日本語専攻（大学院生） 日本語 11 

D 大学日本語専攻（学部生） 日本語 12 

D 大学強化コース 1（学部生） 材料日本語 

 

 

15 49 

計算機日本語 34 

D 大学強化コース 2（学部生） ソフト日本語 41 

L 大学日本語（学部生） 日本語 28 

計 141 

D 大学では、日本語を学ぶ学習者は日本語専攻のほかに、日本語強化コースもある。日本

語強化コースの学生は、大学に入学した際、日本語の知識がほぼゼロであった。教科書に

関する詳しい考察は第 7 章に譲るが、日本語強化コースの場合、日本語専攻と同じ教科書

を使用して日本語を学習するのが一般的である（ソフト日本語コースを除く）。日本語専攻
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並みの日本語レベルを持っている人が多いと言えそうである。 

今回の調査協力者の学年に関して、以下の表 22 に示した。 

表 22：学年別のデータの全体像 

学年 人数（人） 比率（％） 

大学院 1 年生 11 7.80 

4 年生 4 2.84 

3 年生 87 61.70 

2 年生 38 26.95 

学年未記入 1 0.71 

計 141 100.00 

 受身文は、初級後半で導入されるのがふつうであることから、始めから 1 年生は対象と

せず、2 年生以上の協力を得た。調査当時 2 年生、3 年生であった学習者は全体の 88.65％

を占めた。少数であるが、院生 1 年生と大学 4 年生の学習者からも協力を得た。 

 

6.4 調査概要及び収集したデータ 

理解レベル（意味がわかればいいレベル）と産出レベル（実際に使えるようになる必 

要があるレベル）の日本語の「行為者ニ表示」受身文の習得状況を明らかにするために、

2017 年 6 月 7 日から 2017 年 6月 12 日にかけて、中国の D 大学及び L 大学で日本語を学習

している中国人学習者 173 名を対象に、質問紙（文法選択テストは選択式で、翻訳テスト

と短文完成テストは記述式で実施した）を配布し、本調査21を行った。 

学習者が参加協力に同意表明した質問紙 153 部をさらに詳しく整理し、文法選択・選択テ

スト、短文完成テストの回答全部そろっている（各テストで 70％以上無回答の質問紙デー

タを除いている）質問紙のみ分析の対象として扱うこととする。有効回答数は 141 部であ

った。 

 

6.5 採点基準に関して 

文法選択テストおよび翻訳テストを全 24 問作成し、正答を 1 点、誤答あるいは無回答を

0 点とした。前者のテストでは正しいと思う選択肢を選択し、後者のテストでは問題文中の

                                                 

21 本調査には、D大学の教員孫成志氏の全面的な協力を得た。 
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下線部を中国語に翻訳してもらい、下線部の内容を理解できている場合は 1 点、無回答の

場合は 0 点とした。採点の際、中國語の語順、誤字、言葉遣いの問題は追及しなかった。 

短文完成テスト22は全部で 8 問である。正答を 1 点、誤答あるいは無回答を 0 点とした。

自然な日本語の角度から採点するように、日本の大学で日本語教育学を専攻している日本

語母語話者（大学院生）に意見を求めた。受身文以外の誤用は、本稿の研究課題ではない

ので、問わなかった。 

 

6.6 本調査結果の考察 

この節では、文法選択テスト、文法選択テストの中国語訳、短文完成テストの順に本調

査の結果を考察していく。基本的に設問の順に報告するが、説明の便宜上（例えば文法選

択テストの問 5 と問 10 はどちらも発生状況描写の受身文であるので、セットで解説を行う

こととする。）、設問が前後することがあるかもしれない。 

6.6.1 文法選択・翻訳テストの結果の考察 

この節では、文法選択テスト、文法選択テストの中国語訳の順に、調査結果を考察する。 

6.6.1.1 文法選択テストの結果の考察 

（  ）1.あの子はアメリカ人の夫婦に養子〔  〕〔        〕いった。 

① を；もらって  ②に；もらわれて  ③を；もらわれて  ④に；もらって 

 

中国語訳：                                    

 

                                                 
22 短文完成テストの絵の出典である『絵で導入・絵で練習』の著作権を確認した。「本書及び CD－ROM にお

ける著作権の扱いについて 著作権者と出版社との契約により、本書および CD－ROMを所有している方は、

営利を目的とする場合を除き、収載されているすべての図案を自由に複写・複製することができます。」と

書いてあることから、テストに利用する絵の著作権は問題がないと考えられる。 
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問１における学習者の回答は選択肢③、①、④であった。問１は、単文末に現れる受身

である。行為者は「アメリカ人の夫婦」であり、すでに助詞「ニ」で表示されている。「養

子に」の「に」は「として」に相当する。この設問のデザインの関係で、受身文の習得と

の繋がりはあまり顕著ではないかもしれないが、ここで問題の一部にした理由は、助詞「ニ」

に関する理解（行為者を表示する「に」が既に現れていることが分かったかどうか）を確

認するためである。「養子をもらう（「领养」）」は、中国語で一つのかたまりとして理解す

ると思われる。寺村（1982）では、「イク」「クル」のような補助動詞をつけると、受身（直

接受身文）で使われる例がある、という指摘がある。40.43％の協力者が選択肢③を選んだ。

その回答状況から、学習者は受身の使用と理解しているらしく、「もらわれて」を選択して

いると考えられる。問１では、学習者が行為者を表示する助詞に関する理解ができている

のかどうかは判断できない。ほかの回答（選択肢①、④）も見られた。文法選択テストの

中国語訳では、「那个孩子是从美国夫妇那抱来的养子。（日本語訳：あの子はアメリカ人の

夫婦から抱かれた養子である。23）」（DN021）が現れたが、それは中国語の主述文で表現し

ている。中国語では、主体に視点を置き、主体の意思を明確にすることを好む傾向にある、

という高橋（2016）の研究報告と一致していると考えられる。それは母語から影響を受け

て、選択したと推測される。 

 

（  ）2. 夫〔  〕一日中家に〔        〕、困った。 

① が；いて  ②が；いられて  ③に；いれられて  ④に；いられて 

 

中国語訳：                                          

 

                                                 
23 下線、二重下線、点線でマークした部分は、それぞれ文の主語、述語動詞、対象語である。マークは筆

者によるものである。 
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問 2 において、学習者が正しいと思ったのは、選択肢②、④であった。設問のデザイン 

の関係で、文脈情報が不十分と思われるので、選択肢①（能動表現）も選択肢④（期待さ

れる回答）も正答として扱うこととした。問2に出た動詞は「いる」であり、連用修飾節に

現れたものである。前田（2011）では、「連用節の述語に受動表現が現れる場合は、受動表

現全体（426例）の半数を超えた223例（52%）であり、受動表現の重要な働きが連用の述語

になることであることを示している。既に多くの指摘があるように、受動表現が従属節と

主節の視点を一貫させる働きを持つことを裏付ける数値であるだろう。」と述べている。

視点の統一に関する認識が足りないことは、学習者が選択肢①（30.50％）を選んだ理由の

一つになるといえよう。選択肢②の選択率も3割強を占めたが、それは、行為者を表示する

助詞「に」に関する認識が足りないというより、母語（中国語）から影響を受けていると

判断して妥当ではないかと考えられる。具体的には、動作主あるいは変化の主体を主語の

位置に立てて事態を述べるという主語の立て方あるいは視点の立て方が関わっていると考

えている。学習者が上述の主語の立て方から影響を受けて、しかも主語を示す「が」とセ

ットで理解しているようである。選択肢③は動詞「いれる」を含めているが、文法選択内

容の中国語訳のうち、「丈夫要求我一天都呆在家里，太烦了。（日本語訳：私が一日中家に

いることを夫に要求されて、困った。）」（YN010）、「被丈夫留在家中一整天，很困扰。（日本

語訳：夫に一日中家に入れられて／、困った。）」（DN007）のような、文の意味を誤解して

いる回答もあった。 

 

（  ）3.自分の思っていることをむやみに他人に知らせるのがいやになった。僕が今ど

んな思想を抱いているか、あんまり他人〔  〕〔           〕。 

① に；知りたくないのです         ② に；知られたくないのです 

③ が；知りたくないのです         ④ が；知られたくないのです 

中国語訳：                                    
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問 3 は、複文末に出現した受身である。この設問は文法選択テストで正答率が一番高く、

95.74％を占めた。原因の一つとして、中国語の”被”構文と意味的ときれいに対応してい

ることが挙げられる。高橋（2016）で指摘している「主体+出来事」の構成で説明すると、

日中両言語はの主体はどちらも「受け手」であり、出来事も同じく「仕手の影響を受ける

行為や感情など」である。文法選択内容の中国語訳の回答を整理したところ、「不想被别人

知道。（日本語訳：ほかの人に知られたくない。）」、「不想让别人知道（ほかの人に知らせた

くない／ほかの人に知られたくない。）」といった回答に集中していて、正答率も一番高か

った。   

 

（  ）4.犬科には、犬のほかに、狼、ヤマイヌなどがいる。この中から、犬だけが、家

畜として人間〔  〕〔           〕。人間が目をつけたのは、犬の特性で

ある「忠実性」である。 

①が；採用するわけだ                 ②が；採用したわけだ   

③に；採用されるわけだ                ④に；採用されたわけだ 

中国語訳：                                 

 

問 4 の場合、連体修飾節に出現した受身であるが、その被修飾名詞が形式名詞であるた

め、被修飾名詞が実質名詞の場合と比べて文法機能が異なる（前田 2011）。問 4 の正答率は、

43.97％であった。問 3 の正答率と比べて、その半分にもなっていなかった。問 4 において、

選択肢③を正しい答えと思った学習者が 51.77％いた。つまり、半分以上の協力者は連体修

飾節（被修飾名詞は形式名詞）に出現した受身形の使用を理解できていない。ここでは形

式名詞である「わけ」を使用しているが、被影響感の意味も読み取ることができると思わ
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れる。池上・守屋（2009）は日本語全体の特徴について、「イマ・ココに密着した話し手中

心の事態把握の傾向を持つ言語」と述べている。さらに、ある事態を述べる際に、誰の立

場に立って、どこから事態の何をみているかという話し手の視点の捉え方は日本語学習者

の理解に大きな影響を与えると考えられる。イマ・ココと密着している話者中心の特徴を

把握するためには、文脈から必要な情報を読み取る必要があると考えられる。川村（2012）

は、（「主語者の被影響感」は「話者の事態把握の仕方」の結果現れる意味であると指摘し

ている。事態把握の仕方という点で、池上・守屋（2009）と川村（2012）は共通している

ところがあると考えられる。 

 

（  ）5. 枯れ草を丸めその右手を前にのばした。枯れ草を放すと、風〔     〕

〔      〕、左側三十度ちょっとのあたりに落ちた。風速の算出は、吹き流しや警

戒旗などが無くても、新聞紙や乾草などを柔らかく丸めたものが落ちた角度を八で割るこ

とによって秒速メーターが出てくる。 

①が；運んで  ②に；運ばれて  ③に；運ばせて  ④に；運んで 

中国語訳：                                 

 

問 5 は連用修飾節に出現した受身である。この設問において、選択肢③を選んだ学習者 

が 26 人いた。問 5 の下線部は中国語に翻訳すると、「譲」構文（“让字句 rangziju”）字句の

使用も認められるので、「譲」字句の優先解釈は中国語で使役の意味になることから（古川 

2006；木村 2012）、それは選択肢③を選んだ理由の一つになると推測される。期待される翻 

訳表現は、屈（2008）で指摘している非典型的な受身マークの「在……下（～の影響下で

／～の影響を受けて）」であるが、それを使って翻訳してもらった回答は見られなかった。 

彭（2008）では、日本語は視点一貫性の高い言語であり、中国語は視点の移動性が高い言 

3.55％，5人

正答, 

73.05％,103人

18.44％，26人

4.25％，6人
0.71％,1人

0.00%

20.00%

40.00%

60.00%

80.00%

選択肢① 選択肢② 選択肢③ 選択肢④ 未記入

問5
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語であるという指摘があるが、その視点一貫性のことは視点の統一の別の言い方ではない 

かと考えられる。学習者が中国語の視点の捉え方あるいは主語の立て方か影響を受けて、 

動作主に視点を置いて述べる回答が生成しやすいと考えられる。 

 

（  ）10. 桜の木は、涼しい風〔  〕〔     〕、朝日にあたりました。 

①が；吹いて   ②を；吹いて   ③に；吹かせて   ④に；吹かれて 

中国語訳：                                 

 

問 10 は連用修飾節に出現した受身である。正答率は 79.43％であった。使役の意味を表

す選択肢③を選んだ学習者は全体の 14.19％を占めた。川村（2012）の用語で説明すると、

問 5 も問 10 も「発生状況描写」受身文である。それは、森田（2002）で指摘している第三

者による傍観的な視点に立って、事態を述べていることと重なっているとことが多いと考

えられる。さらに、受身文の使用によって、視点の一貫性が高くなっている。つまり、視

点が統一されることになる。上述した視点の捉え方に関して、今回の調査に協力してくれ

た学習者の約 2 割が十分に理解できていない可能性がある。久野（1978）の共感度の理論

で考えると、主語は「桜の木」であり、有情者主語の場合と比べて、受身文になりくいと

言えるが、視点の角度から受身文の使用を解説すると（視点は傍観者の立場をとって事態

を把握しているが、個人認識を越える比較的客観な事態把握の仕方の現れではないだろう

か）、学習者にとって理解しやすくなるのではないかと考えた。 

（  ）6. 参加者のほとんどが、合宿に参加するために、バスの中に揃っているようだっ

た。東京から一時間四十分ほどバス〔  〕〔     〕、ようやく目的地に到着した。 

①が；揺られて  ②に；揺られて  ③が；揺れて  ④に；揺れて 

中国語訳：                                  

4.25%，6人 2.13%,3人
14.19%,20人

正答, 

79.43%，112人

0.00%

50.00%

100.00%

選択肢① 選択肢② 選択肢③ 選択肢④

問10
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問 6 は、連用修飾節に出現した受身で、正答率が 65.25％であった。選択肢③の誤答率が

一番高く、22.70％であった。 

 

中国語は事実志向が強い言語とされているが、学習者は母語である中国語から影響を受

けて、変化主体を主語の位置に立てて述べないと落ち着かない傾向があるのではないだろ

うか。それは、受身文の使用による視点の統一という日本語の受身文を使いこなすための

内容を習得できていないとも言えるだろう。 

 

（  ）7. 特に勝さんの興味を引いたのは、サンフランシスコ市の議会政治であった。議

会では市民〔  〕〔     〕議員が壇上に立ち、自分の意見を堂々と演説する。そ

れを聞いた別の議員が挙手をして立ち上がり、まっこうから反対意見を述べる。 

①に；選んだ  ②が；選ばれた  ③に；選ばれた  ④に；選ばせた 

中国語訳：                                 

 

問 7 は連体修飾節に出現した受身である。正答率 75.89％であった。選択肢②の誤答率が

14.19%で、正答以外の選択肢のなかで選択率が一番高かった。助詞「に」と助詞「が」を

混同している可能性もあるが、原因の一つとして、中国語学習者は複数の登場人物を立て

て事態を述べる傾向がある（渡邊 1995）ことが挙げられる。学習者は中国語の視点の捉え

方から影響を受けて、動作主あるいは変化主体を主語の位置に立てて述べないと落ち着か

4.25％，6人

正答, 

65.25％，92人

22.70％,32人

7.09％,10人
0.71％，1人

0.00%

20.00%

40.00%

60.00%

80.00%

選択肢① 選択肢② 選択肢③ 選択肢④ 未記入
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ない傾向があるのではないだろうか。 

（  ）8. 玄関のドア〔  〕次郎さん〔       〕。しかし、彼からは、弁償ど

ころか何のお詫びもなかった。 

①は；に；壊された ②を；は；壊させた ③が；に；壊させた ④を；が；壊された 

中国語訳：                                 

 

問 8 は単文末に出現した受身である。この設問は、文脈のある環境で単文末に出現した

受身で、正答率が 82.27％であった。文脈がなければ、選択肢③（誤答率が一番高かった。

全体の 10.64%を占めた。）も認められる。しかし、続きの文から読み取った情報から、受身

文を使用すべきかどうかを判断することに欠けているのではないかと考えた。日本語の言

語内知識が不十分であることと中国語の基本文法知識の混同は原因かもしれない。まず日

本語の言語内知識であるが、助詞「が」と「に」に関する認識が足りないことと、使役文

の基本的な意味（ある人命令や指示に従ってほかの人間がある行動をする）を理解できて

いないことが挙げられる。中国語訳の回答から「譲」マークを使用している学習者が多く

見られた。中国語では、「譲」という言葉は”被”構文のマークとしても使役文の代表とさ

れている「譲」構文の「譲」としても使用できると考えられる。この二つの双指向性ある

いは視点の捉え方に関する中国語の基本的な文法知識がないままあるいは不十分のまま、

中国語の語感に頼って、この設問で受身文を使用すべきかどうかを判断している可能性は

ないとはいえない。 

（  ）9.太郎さんの出張希望は、前回は却下されたが、今回は人事部長〔     〕

〔     〕ので、同僚も出張の成果を期待している。 

①が；認めた  ②に；認めさせた  ③に；認めた  ④に；認められた 

中国語訳：                                 

正答, 

82.27%，116人

1.42%,2人
1064%，15人

5.67％,8人

0.00%

50.00%

100.00%

選択肢① 選択肢② 選択肢③ 選択肢④

問8



 103  

 

 

問 9 は連用修飾節に出現した受身である。この設問の正答率は 85.82％であった。潜在受

影者タイプの受身文でもある。正答以外に、選択肢②を選んだ学習者が 10 人であり、全体

の 7.09％を占めた。問 9 の場合、太郎さんの出張希望を話題に、話を展開している。日本

語ではある行為を表す際に、話者が関与する場合は一般に話者を主語にして文が作られる。

具体的に言えば、話者が行為者であるときには能動文、行為の受け手であるときには受身

文が使われる（久野 1978）。しかし、中国語ではそういう視点の制約を受けないため必ずし

も話者を主語の位置に立てて事態を述べるとは限らない。その場合、動作主あるいは変化

の主体を主語にして把握するほうがより理解しやすいと考えられる。それは、選択肢①と

②の回答が現れることの根本的な原因の一つかもしれない。さらに、中国語の「譲」の双

指向性に関する知識も絡んでいると考えられるが、学習者は、文脈説明に基づいて、「譲」

の意味解釈を判断することに慣れていない可能性もある。 

 

（  ）11. この雑誌は10代の若者〔  〕よく〔       〕。 

①が；読ませている  ②が；読まれている ③に；読んでいる  ④に；読まれている 

中国語訳：                                 

5.67%，8人 7.09%，10人
1.42%,2人

正答, 85.82%，

121人
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40.00%

60.00%
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問 11 は、単文末に出現した受身である。属性叙述タイプの受身文にも属する。その正答

率は 74.47％であった。正答以外を選んだ学習者は全体の 15.53％を占めた。原因の一つと

して助詞「に」、「が」に関する理解が不十分であることが挙げられる。川村（2012）は、

益岡（1982）の例文を援用しながら、このタイプの受身文について、「主語者であるモノが

有する何らかの属性をのべおおせいているかどうかが、〈行為者〉ニ表示が適格になるかど

うかの分かれ目になっていると判断できる」と述べている。問 11 は、「この雑誌」の性質

を叙述しているので、〈行為者〉ニ表示で成立できると考えられる。「若者」は行為者であ

り、主語ではない。その点を正確に理解できていないことが、誤用理由になるのではない

かと考えられる。 

（  ）12. 花子の家は高層ビル〔  〕〔    〕。そのせいで、日当たりが悪くな

った。 

①が；囲まれている ②に；囲ませている  ③が；囲ませている ④に；囲まれている 

中国語訳：                                 

 

問 12 は単文末に出現した受身である。後続の文は文脈情報である。この設問の正答率は

83.69％であった。原因として、日本語の言語内知識が足りないこと（助詞「が」「に」に

関する知識と使役の基本的な意味）と後続の文脈説明への配慮が不十分であることが挙げ

5.67%,8人
13.48%，19人

6.38%,9人

正答,

74.47%，105人
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問11

4.96％，7人 11.35％，16人
0％,0人

正答,

83.69％，118人

0.00%

50.00%

100.00%

選択肢① 選択肢② 選択肢③ 選択肢④

問12



 105  

 

られるが、日本語の受身文に関する理解を深める必要もあると考えた。「花子の家」は主語

であるので、久野（1978）で指摘している共感度の理論と、庵（2012）で指摘している「視

点の置かれやすさの階層」によれば、単独では共感度が低いようであるが、後続の文脈説

明である「そのせいで、日当たりが悪くなった。」を考慮に入れて考えると、話者がトピ

ックの「花子の家」に関して立場あるいは関心をしめしていると考えられる。さらに、「花

子の家は高層ビルに囲まれている。」という文は、属性叙述受動文でもあり（益岡 1982）、

潜在受影者タイプの受身文としても見なすこともできる（川村 2012）。 

 

以下は、文法選択テストの回答傾向をまとめて報告する。文法選択テストは全部で 12 問

あるが、選択肢別にテストの回答傾向を整理すると表 23 となる。 

表 23：選択肢別に整理している文法選択テストの回答状況 

 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10 問 11 問 12 

① 12.05 30.50 3.55 1.42 3.55 4.25 5.67 82.27 5.67 4.25 5.67 4.96 

② 39.72 28.37 95.74 2.84 73.05 65.25 14.19 1.42 7.09 2.13 13.48 11.35 

③ 40.43 11.35 0.71 51.77 18.44 22.70 75.89 10.64 1.42 14.19 6.38 0.00 

④ 7.80 29.78 0.00 43.97 4.25 7.09 4.25 5.67 85.82 79.43 74.47 83.69 

無回答     0.71 0.71       

計 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

 

正答率を計算する際に、問 2 の場合、正答は二つあるため（模範解答は選択肢④である

が、事態の把握の仕方によって、選択肢①も正答と見なされる）、問 2 の回答整理を特別扱

いした。問 2 の選択肢①の回答から、視点に着目した受身文の習得実態を把握できるため、

設問デザインには問題がないとはいえないが、反映している習得実態は視点つながってい

ると考えられる。 

正当率の高い順に、問 3、問 9、問 12、問 8、問 10、問 7、問 11、問 5、問 6、問 2、問 4

問 1 となっている。そのうち、正答率が 100%に近い設問もあれば、正答率が 40％未満の設

問もある。 

 得点はすべての習得状況を反映できているわけではないが、文法選択テストの回答結果

を点数で示すと図 3 である。 
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文法選択テストの設問 12 問あるが、12 点満点である。得点の最大値は 12 点であり、そ

の最小値は 2 点である。図 3 で示したように、9 点～12 点の得点（141 人のうち 81 人）が

最も多く見受けられた。本調査の受身文設問に関して、6 割くらいの調査協力者が理解でき

ているようである。 

母語（中国語）での理解も上述の回答傾向と同じであるかどうか、次の 6.6.2 節で考察

していく。 

 

6.6.1.2 文法選択テストの中国語訳の考察 

次に本節では、設問別に上述したタイプの中国語訳の回答傾向を提示し、考察を加える。 

4 つのタイプに関する説明であるが、［ ］内の左の〇/×は文法選択テストの回答状況を

表し、右の〇/×は文法選択テストの設問文に下線を引いた部分の中国語訳の回答状況を表

す。 

次は問 1 である。 

（  ）1.あの子はアメリカ人の夫婦に養子〔  〕〔        〕いった。 

①を；もらって  ②に；もらわれて   

③を；もらわれて  ④に；もらって 

中国語訳：                                    

【〇 〇】2455 人 

                                                 
24 この意味は、文法選も正解（〇）で、その下線部の中国語訳も正解（〇）の回答をした
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図3：文法選択テストの回答結果整理
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YN012 のように、「那个孩子被美国一对夫妇收为养子。（日本語訳：あの子はアメリカ人の

夫婦に養子にもらわれていった。）」のような表現を使用している回答が最も多かった（21

人）。 

YN003 のように、「那孩子被美国的夫妇作为养子收养了。（日本語訳：あの子はアメリカ人

の夫婦に養子としてもらわれていった。）」といったような表現で回答している学習者が 16

人いた。 

KZ004 のように、「那个孩子被美国的夫婦领养了。（日本語訳：あの子はアメリカ人の夫婦

に養子扱いにされた。）」といったような表現で回答している学習者が 7 人いた。 

DN013 のように、「那个孩子是美国夫妇的养子。（日本語訳：あの子はアメリカ人夫婦の養

子である。）」という「是」を用いた表現（“是 shì”）を使用している回答が見受けられた

（5 人）。 

その他の表現を使っている学習者が 6 人いたが。そのうち、”被”構文（“被字句 beìzìjù”）

で表現している回答は 4 人いた。 

【〇 ×】1 人 

「那个人被送给美国夫妇作为养子。（日本語訳：あの子は養子としてアメリカ人の夫婦に

送られた。）」（KS022）という回答が見受けられた。基本的に事態を把握できていて、受身

を使用すべきだと判断できているようであるが、行為者を表示する助詞「に」に関して理

解が十分とはいえない。さらに、「もらう」という動詞自体の意味を理解できていないと考

えられる。 

【× 〇】75 人 

YN011 のように「那个孩子被美国一对夫妇收为养子。（日本語訳：あの子はアメリカ人の

夫婦に養子にもらわれていった。）」といったような表現を使用している回答が一番多かっ

た（32 人）。 

YN010 のように「那个孩子被一对美国夫妇收养了。（日本語訳：あの子はアメリカ人の夫

婦に養子にもらわれていった。）」といったような翻訳文で回答している学習者が 22人いた。 

KN001 のように、「那个人是美国夫妇的養子。（日本語訳：あの子はアメリカ人の夫婦の養

子である）」といったような「是」を用いた表現（“是 shì”）で回答している学習者が 17 人

いた。 

                                                                                                                                               

学習者が 55 人いたということを表す。 
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KS001 のように「那个孩子是被美国夫妇收为养子的。（日本語訳：あの子はアメリカ人の

夫婦に養子にもらわれたのである。）」といったような回答もあった（4 人）。そのうち、”被”

構文（“被字句”）表現 3 人、あるいは”被”構文（“被字句 beìzìjù”）表現とほかの文型の

組み合わせも 1 人現れた。 

 

【× ×】10 人 

一番多かったのは、DN011 のように「那个孩子是从美国夫妇那抱来的养子。（日本語訳：

あの子はアメリカ人の夫婦から抱かれた養子である）」といったような表現を使用している

回答であった（6 人）。 

その他、KZ006 のように「那时美国夫妇收了那个孩子为养子。（日本語訳：そのとき、ア

メリカ人の夫婦がその子を養子にもらった。）」といった能動表現の回答（2 人）、KS014 の

ように「那个孩子被美国夫妇请求收为养子。（日本語訳：その子はアメリカ人の夫婦に、養

子になるように頼まれた）」といった「被字句」表現を使用している回答（2 人）もあった。 

文の構成は若干異なっているが、”被”構文（“被字句”）で日本語の受身文を翻訳する傾

向が見られた。【〇 〇】タイプ計 55 人のうち 48 人、【× 〇】タイプ計 75 人のうち 56

人は、「被」マークを使用して翻訳している。［○ ○］タイプ計 55 人のうち 5 人、【× ○】

タイプ計 75 人のうち 17 人は「是」を用いた表現（“是 shì”）を使用して翻訳している。

それは、”被”構文と比べて、より客観的な角度から同じ事態を述べていると思われる。【× 

×】タイプに関して、「に」と「から」の用法を混同している傾向が見られた。 

次は問 2 である。 

（  ）2. 夫〔  〕一日中家に〔        〕、困った。 

①が；いて  ②が；いられて  ③に；いれられて  ④に；いられて 

中国語訳：                                                                   

【〇 〇】66 人 

DN009 のように、「丈夫整天在家很困扰。（日本語訳：夫が毎日家にいて、困った。）」のよ

うな表現で回答している学習者が 30 人いた。ここでは「困った」（很困扰）の前に、「わた

し」をいれて理解することができると考えられる。 

YN001 のように、「丈夫整天都呆在家里，烦死了。（日本語訳：夫が一日中家にいて、いや

だ）」のような表現で回答している学習者が 29 人いた。ここでは「いやだ」（烦死了）の前

に、「わたし」をいれて理解することができると考えられる。 



 109  

 

KN022 のように、「对老公一整天都呆在家里感到困恼。（日本語訳：夫に一日中家にいられ

て、困った）」といった回答をしている学習者が 7 人いた。中国語の文の主語を言語化して

いないが、「わたし」（我）を文の最初のところに入れて理解することができると思われる。 

このタイプにおいて 66 人のうち 59 人が二つの主語を立てて中国語の能動文で翻訳して

いることから、学習者は複数の人物を主語に立てて、能動文で事態を把握する傾向が窺わ

れた。 

 

【〇 ×】25 人 

KN026 のように、「我被丈夫要求整天待天家里，很困扰啊。（日本語訳：私は、夫に一日中

家にいることを要求されて、困った。）」”被”構文（“被字句 beìzìjù”）を用いて回答して

いる学習者が 12 人いた。その回答から「夫」という名詞を主語にして、日本語の助詞と主

語の立て方との関係に関して十分に理解できていないことが分かった。 

KZ008 のような「男人在家里呆了一天，困25了。（日本語訳：男の人/旦那は家に一日いて、

眠くなった。）」という能動表現を使っている学習者が 6 人いた。「困る」という言葉の意味

が理解できない可能性もあるが、「夫」を仕手の位置に立てて、「困った」を「夫」の行為

だと誤解しているのではないだろうか。 

KN016 のように、「譲字句」を使っている「丈夫让我一整天呆在家里，真烦26。（日本語訳：

私は夫に家にいることをさせた）」）のような回答も現れ、3 人いた。「譲」構文（“让字句

rangziju”）を使って翻訳している回答もあったが、続きの「困った」は、仕手の影響を受け

る感情であることを十分理解できていないことも絡んでいる可能性があるが、仕手である

「夫」を主語の位置に立てて述べる内容は、日本語の設問文の意味を誤解していると考え

た。 

その他、KN006 のように「丈夫一回家就困了。（日本語訳：夫が家に帰ると、眠くなる。）」

回答（2 人）と無答（2 人）もあった。 

 

【× 〇】29 人 

YN002 のように「丈夫一整天都呆在家真头疼。（日本語：夫に一日中家にいられて、困った。）」

                                                 
25 中国語では「眠い（“困”）」という言葉があるが、「困る」の漢字と全く同じであるが、意味は異なって

いる。 
26 日本語の直訳ではないが、この設問の文脈では、「頭が痛い」（“真头疼”）、「どうすればいいかわからな

い」（“真伤脑筋”）、「うるさくていやだ」（“让人烦”）と理解することができると考えた。  
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といったような回答をしている学習者が 13 人いた。ここでは「困った」（真头疼）の前に、

「わたし」をいれて理解することができると考えられる。 

YN003「丈夫整天在家呆着，真伤脑筋。（日本語訳：夫が一日中家にいて、困った。）」とい

ったような回答をしている学習者が 7 人いた。ここでは「困った」（真伤脑筋）の前に、「わ

たし」をいれて理解することができると考えられる。 

KZ005 のように「丈夫一整天都在家，让人烦。（日本語訳：夫が一日中家にいることは困っ

た。）」のような回答も現れた（9 人）。 

このタイプにおいて 29 人のうち 20 人が二つの主語を立てて中国語の能動文で翻訳して

いることから、学習者は複数の人物を主語に立てて能動文で事態を把握するという傾向が

窺われた。 

 

【× ×】21 人 

KN018 のように「被丈夫要求在家一天，困惑。（日本語訳：一日中家にいることを夫に要

求されて、困った。）」といったような被字句表現で回答している学習者が 8 人いた。（その

うち、「夫」を行為者の位置に立てている回答者が 7 人いた。「夫」を行為者の位置に立て

ていない答えは 1 人いた。）わたしが家にいることをさせられた、と理解してしまい、日本

語の設問文の意味を誤解していると考えられる。 

KS027 のように「丈夫让我整天待在家，很困扰。（日本語訳：夫は私を毎日家にいること

をさせて、困った）」といったような「譲」構文（“让字句”）で表現している回答は 5 人い

た。「一日中家にいる」人を「わたし」と思い込んでしまい、日本語の設問文の意味を理解

できていないと考えられる。 

YN010 のように、「丈夫要求我一天都呆在家里，太烦了。（日本語訳：夫は、わたしが一日

中家にいることを要求して、困った。）」といったような能動表現で回答している学習者が 6

人いた。二つの主語を立てて述べているが、主語と出来事の関係を誤解していると考えら

れる。 

その他、KZ005 のように「那个人一整天呆在家里，无聊死了。（日本語訳：あの人は一日

中家にいて、つまらなかった。）」と言い表現で回答している学習者 1 人と、無答１人がい

た。 

次は問 3 である。 
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（  ）3.自分の思っていることをむやみに他人に知らせるのがいやになった。僕が今ど

んな思想を抱いているか、あんまり他人〔  〕〔           〕。 

①に；知りたくないのです         ② に；知られたくないのです 

③ が；知りたくないのです         ④ が；知られたくないのです 

中国語訳：                                    

【〇 〇】134 人 

YN001 のように、「不想被别人知道。（日本語訳：ほかの人に知られたくないのである）」

といった表現で回答している学習者は 46 人いた。「被」マークを使用している中国語の受

動文（被动句 beidongju）と判定して妥当と考えられる。 

YN003 のように、「根本不想让别人知道。（日本語訳：ほかの人にまったく知られたくない

のである。）」といったような表現で答えている学習者は 79 人いた。「譲」（“让 rang”）を使

用して回答しているが、この設問文の文脈では受身の意味を表している。しかも、大河内

（1982）龍（1991）等多くの先行研究で指摘しているように、中国語の受動文の一種と見

なされる。 

DN011 のように、「很不想告诉别人。（日本語訳：ほかの人に教えたくないのである。）」と

いったような回答をしている学習者が 4 いた。中国語では「ほかの人に知られたくない」

と理解することもできると考えた。能動文で翻訳しているが、受身文と同じ事態を述べて

いると考えられる。 

その他の表現を使っている学習者が 5 人いた。そのうち「我现在怎么想的不太想给人知

道。（日本語訳：今どのように考えているのか、あまりほかの人に知られたくないのである。）」

（KN004）のような回答をしている学習者が 2 人、「不想他人知道。（ほかの人に知られたく

ない。）」（KN007）のような回答 2 人、「也不愿为外人知道。（ほかの人に知られたくない。）」

（KN017）という回答 1 人いた。ここの中国語の文では「知る」（知道）の前に「所」を付

け加えて理解することができると考えた。「…に…される」の意味に相当する。 

このタイプの回答は、広く考えると、中国語の受動表現と見なされる。「被」マークを使

用している回答（134 人のうち 46 人）、「譲」マークを使用している回答（134 人のうち 79

人）は多く見られた。少数であるが、「給」マークを使用している回答と「…に…される」

（为+名詞+（所））を用いた回答もあった。 

 

【〇 ×】1 人 
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LN044 のように、「他人也不知道。（日本語訳：ほかの人も知らないであろう。）」という表

現で回答している学習者が 1 人いた。日本語の設問文を理解できていないと考えられる。 

 

【× 〇】5 人 

KS010 のように、「不想让别人知道。（日本語訳：ほかの人に知られたくない。）」といった

ような回答をしている学習者が 4 人いた。 

「很讨厌自己的想法被他人知道，现在我无论有什么想法，都不希望别人知道。（日本語訳：

自分はどんなこと考えているかほかの人に知られるのはいやだ。いま何を考えているのか

ほかの人に知られたくないのである。）」（KN008）という回答も 1 人いた。 

 

【× ×】1 人 

「不要把自己的想法强加到别人身上，他人不是这么想的。（日本語訳：自分の考えをほか

の人に強いることをしないで、ほかの人はそう思っていないから。）」（KS042）という表現

で回答している学習者は 1 人いた。 

 次は問 4 である。 

（  ）4.犬科には、犬のほかに、狼、ヤマイヌなどがいる。この中から、犬だけが、家

畜として人間〔  〕〔           〕。人間が目をつけたのは、犬の特性であ

る「忠実性」である。 

①が；採用するわけだ                 ②が；採用したわけだ   

③に；採用されるわけだ                ④に；採用されたわけだ 

中国語訳：                                    

【〇 〇】61 人 

YN001 のように、「只有狗，被人类当作家畜而对待。（日本語訳：犬だけが人間に家畜とし

て扱われた／採用された）」といったような回答をしている学習者が 60 人いた。 

KN021 のように、「只有狗做为人的家畜。（日本語訳：犬だけが人間の家畜として採用され

た。）」という回答をしている学習者が 1 人いた。「被」を付け加えることができる。 

このタイプにおいて、61 人のうち 60 人が”被”構文（被字句 beiziju）を使用している。 

 

【〇 ×】1 人 

KS006 のように、「但其中只有狗进入了人类的家庭，（日本語訳：犬だけが人間の家庭に入
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った。）」という回答をしている学習者が 1 人いた。日本語の設問文の意味と離れていると

考えた。 

 

【× 〇】79 人 

YN002 のように、「这其中只有狗是被人类做为家畜。（その中では、犬だけが家畜として人

間に扱われた／採用された。）」といったような回答をしている学習者が 74 人いた。 

DN002 のように、「只有狗作为牲畜为人类所用。（日本語訳：犬だけが家畜として人間に採

用された。）」といったような回答をしている学習者が 3 人いた。 

「只有狗被人类当作家畜所饲养。（日本語訳：狗だけが人間に家畜として飼われた／採用

された。）」（LN001）という表現で回答している学習者は 1 人いた。 

「人类只把狗当作家畜来养。（日本語訳：人間は犬だけを家畜として飼っている。）」とい

う表現で回答している学習者が 1 人いた（LN002） 

このタイプにおいて、”被”構文（被字句 beiziju）の回答（79 人のうち 74 人）が多く

見受けられた。少数であるが、「…に…される」（为+名詞+（所））、「…に…される」（被+

名詞+（所））を用いた回答もあった。 

 

【× ×】0 人 

この設問では該当するデータが見受けられなかった。 

次は問 5 である。 

（  ）5. 枯れ草を丸めその右手を前にのばした。枯れ草を放すと、風〔  〕

〔     〕、左側三十度ちょっとのあたりに落ちた。風速の算出は、吹き流しや警戒旗

などが無くても、新聞紙や乾草などを柔らかく丸めたものが落ちた角度を八で割ることに

よって秒速メーターが出てくる。 

①が；運んで  ②に；運ばれて  ③に；運ばせて  ④に；運んで 

中国語訳：                                    

【〇 〇】95 人 

YN001 のように、「把枯草放开，被风吹着在想做偏三十度左右的地方落下。（日本語訳：枯

れ草を放すと、風に吹かれて／運ばれて左側三十度のあたりに落ちた。）」といったような

表現で回答している学習者が 81 人いた。 

YN004 のように、「放手后，枯草随风落在左侧 30 度左右的地方。（日本語訳：手を放すと、
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枯れ草が風とともに左側三十度ちょっとのあたりに落ちた。）」といったような能動表現で

回答をしている学習者が 6 人いた。 

KZ005 のように、「放开枯草，让风吹走，落在了身边偏左 30°的地方。（日本語訳：枯れ

草を放すと、風に吹かせて、身の回りの左側 30 度のあたりに落ちた。）」「譲」構文を使っ

ている回答が 3 件あった。この設問の文脈では、受身の意味と解釈することができると考

えた。 

YN012 のように、「松开手后，枯草受到风的影响，最后落在了左侧三十度左右的位置。（日

本語訳：手を放すと、枯れ草は風から影響を受けて、左側三十度あたりに落ちた。）」とい

ったような表現で回答している学習者は 2 人いた。 

その他の表現で回答している学習者が 2 人いた。例えば、「把枯草放在上面，风一吹，向

左侧三十度转动再落下。（枯れ草を上に置くと、風に吹かれて、左側三十度あたりに落ちた。）」

（LN044） 

このタイプにおいて、”被”構文（“被字句 beìzìjù”）を使っている回答が多く見受けら

れた（95 人のうち 81 人）。少数であるが、能動文表現と「譲」構文を用いた回答もあった。 

【〇 ×】10 人 

KZ014 のように、無答の学習者が 5 人いた。 

“被”構文（“被字句 beìzìjù”）を使っている学習者が 1 人いた。「枯草被放开后，落在

了左侧三十度左右的那个位置。（日本語訳：放されると、枯れ草が左側三十度あたりの位置

に落ちた。）」 

その他の表現で回答している学習者が 4 人いた。例えば、KN017 は「枯草脱手后，恰顺风

落于附近八点钟方向。（日本語訳：枯れ草を放した後、風と同じ方向で八時の位置に落ちた。）」

という表現で回答している。 

このタイプにおいて無答と該当内容の翻訳を省略した回答が多く見受けられた。 

 

【× 〇】34 人 

KZ001 のように、「放开枯草，幸被风吹落到左侧三十度附近。（日本語訳：枯れ草を放すと、

幸いに風に吹かれて／運ばれて左側三十度のあたりに落ちた。）」といったような回答をし

ている学習者が 13 人いた。 

DN004 のように、「放开枯草，风把它吹起在左边三十度左右的地方落下。（日本語訳：枯れ

草を放すと、それが風に吹かれて、左側三十度のあたりに落ちた。）」といったような「把」
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構文で回答している学習者が 10 人いた。 

DN001 のように、「放置枯草的时候，让风在左侧三十度方向一吹就吹落了。（日本語訳：枯

れ草を放すとき、左側三十度の方向で風に吹かせると落ちた。）」といったような使役表現

で回答している学習者が 8 人いた。 

その他の表現で回答している学習者が 3 人いた。例えば、「如果放开枯草，风刮起来它就

会落到偏左 30°范围里。（枯れ草を放すと、風に吹かれて、左側三十度のあたりに落ちた。）」

（YN010） 

このタイプにおいて、”被”構文（“被字句 beìzìjù”）を使っている回答が一番多く（34

人のうち 13 人）見受けられたが、「把」構文での回答である（34 人のうち 10 人）と「譲」

構文を用いた回答（34 人のうち 8 人）も多数あった。 

 

【× ×】9 人 

KS042 のように、「将枯草放开，风吹过，向左侧 30°的地方落下。（日本語訳：枯れ草を

放すと、風が吹いて、左側 30 度のところの方向に移動して落ちた。）」といったような能動

表現で回答している学習者が 7 いた。無答 2 人いた。 

能動文で翻訳しているが、主語は曖昧で、しかも設問の表現で表している出来事と一致

していないところがあると考えた。 

次は問 6 である。 

（  ）6. 参加者のほとんどが、合宿に参加するために、バスの中に揃っているようだっ

た。東京から一時間四十分ほどバス〔  〕〔     〕、ようやく目的地に到着した。 

①が；揺られて  ②に；揺られて  ③が；揺れて  ④に；揺れて 

中国語訳：                                    

【〇 〇】82 人 

YN002 のように、「从东京出发大约在车上摇摇晃晃一小时四十分钟，终于抵达目的地。（日

本語訳：東京から出発して、車に揺られて一時間四十分後、やっと目的地に着いた。）」と

いったような表現で回答している学習者が 72人いた。言語化されていないが、「わたし」（我）

という主語を立てて、中国語の能動表現で述べていると考えられる。この設問文において

連用修飾節に出現した受身の使用によって日本語の視点の一貫性が高いと考えられる。日

本語の視点を反映している翻訳表現と考えた。 

KN026 のように、「从东京开始被电车摇晃了 1 小时 40 分钟，终于到达了目的地。（日本語
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訳：東京から電車に揺られて、一時間四十分後、やっと目的地に着いた。）」といったよう

な表現で回答している学習者が 8 人いた。中国語の文の主語は言語化されていないが、基

本文型として”被”構文（“被字句 beiziju”）で回答していると考えられる。 

KS006 のように、「在东京坐了约一小时四十分到达的 bus，按约定到达了目的地。（日本語

訳：東京で一時間四十分後到着のバスに乗って、約束通りに目的地に着いた。）」という表

現で回答している学習者が 2 人いた。「揺れる」という動詞は訳していないが、事態把握の

面から考えると、意味が通じると考えられる。 

 

【〇 ×】4 人 

KZ003 のように、「从东京用巴士摇晃了一小时四十分钟后。（日本語訳：東京からバスで一

時間四十分くらい揺れた後。）」といったような学習者が 4 人いた。助詞「に」と「で」の

混同が見受けられたが、「揺れる」と助詞の関係も正しく理解できていないと考えられる。 

 

【× 〇】51 人 

YN001 のように、「从东京一直摇晃了 1 个小时四十分钟，终于到达目的地了。（日本語訳：

東京からずっと揺られて、一時間四十分後、やっと目的地に着いた。）」といったような表

現で回答している学習者が 48 人いた。 

DN013 のように、「从东京出发被大巴摇晃了大概一个小时 40 分钟，终于到了。（東京から

バスに揺られて、約一時間四十分後、やっと着いた。）」といったような表現で回答してい

る学習者が 5 人いた。 

このタイプの場合、「わたし」を主語の位置に立てて、理解することができるが、言語化

されていないだけである。日本語の設問文の事態を反映している翻訳ではないかと思われ

る。 

 

【× ×】4 人 

KZ007 のように、「从东京开始一小时 40 分左右，汽车终于摇摇晃晃到了目的地。（日本語

訳：東京から出発して一時間四十分後、バスが揺れながらやっと目的地に着いた。）」とい

ったような表現で回答している学習者が 4 人いた。設問文で述べている主語と出来事との

関係を理解できていないと考えられる。 

次は問 7 である。 
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（  ）7. 特に勝さんの興味を引いたのは、サンフランシスコ市の議会政治であった。議

会では市民〔  〕〔     〕議員が壇上に立ち、自分の意見を堂々と演説する。それ

を聞いた別の議員が挙手をして立ち上がり、まっこうから反対意見を述べる。 

①に；選んだ  ②が；選ばれた  ③に；選ばれた  ④に；選ばせた 

中国語訳：                                    

【〇 〇】103 人 

YN001 のように、「在议会中，被市民选举出的议员会站在舞台上，正大光明地阐述自己的

意见。（日本語訳：議会のなかで、市民に選ばれた議員が講壇に立って、正々堂々に自分の

意見を述べている。）」といったような表現で回答している学習者が 67 人いた。ここでの連

体修飾節に出現した受身は形容詞の役割と共通していると考えられる。 

YN002 のように、「议会上由市民们选出来的议员站在台上公然演说自己的意见，（日本語訳：

議会では、市民によって選ばれた議員が講壇に立って、自分の意見を演説している。）」と

いったような表現で回答している学習者が 23 人いた。「によって」（“由”）を使って回答し

ているが、中国語の意味の角度から、「被」で置き換えることができると考えられる。中国

語の受動表現の豊富さも反映されていると考えられる。 

YN011 のように、「议会上，市民选举出来的议员们登上讲台，纷纷发表自己的演讲。（議会

では、市民に選ばれた議員たちは講壇にのぼって、それぞれ自分の考えを演説する。）」と

いったような表現で回答している学習者が 13 人いた。中国語の「市民」の前に、「被」を

付け加えて理解することができると考えられる。 

このタイプにおいて、”被”構文（“被字句 beiziju”）あるいはそれと関わりのある表現で

翻訳する傾向が見られたが、中国語の受動表現は必ずしも”被”構文（“被字句 beiziju”）

で表すとは限らないことがここからも言えそうである。 

 

【〇 ×】4 人 

KZ010 のように、「被市民选择。（日本語訳：市民に選択され）」といったような表現で回

答している学習者が 2 人いた。質問紙の要求として、下線部の日本語を中国語に訳すよう

にお願いしたが、得られた中国語の訳文には意味不明なところがある。 

KS044 のように、「市民可以被选为议会的议员，堂堂地表达自己的意见。（日本語訳：市民

が議会の議員に選ばれることが可能であるが、堂々と自分の意見を述べることができる。）」

という表現で回答している学習者が 1 人いた。日本語の設問文の意味を誤解していると考
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えられる。 

その他、無答の学習者が 1 人いた。 

 

【× 〇】31 人 

DN001 のように、「会议上，被市民票選出来的议员站在讲台上，滔滔不绝地发表自己的意

见。（日本語訳：会議では、市民に選ばれた議員は講壇に立って、自分の意見を述べている。）」

といったような表現で回答している学習者が 15 人いた。 

YN005 のように、「議会上由市民选举的议员站在讲台上光明正大地发表自己的意见。（日本

語訳：議会では市民に選ばれた議員が講壇で正々堂々自分の意見を述べている。）」といっ

たような表現で回答している学習者が 9 人いた。 

KZ001 のように、「在议会里，市民选举出的议员站在台上发表自己的意见。（日本語訳：議

会のなかで、市民に選ばれた議員が講壇に立って、自分の意見を発表している。）」といっ

たような表現で回答している学習者が 7 人いた。 

このタイプにおいて、”被”構文（“被字句 beiziju”）とそれと関わりのある表現での回答

は多く見られたが、能動表現での回答も同じ事態を表現できていると考えた。 

 

【× ×】3 人 

「议会由市民选出的议员组成。（日本語訳：議会は市民に選ばれた議員からなっている。）」

（KS007）、「议会是从市民中选的议员，把自己的意见进行演说的人。（議会は市民から選ば

れた、自分の意見を演説する人である。）」（KS010）、「议会是市民被选举成立议员在议会上

演讲自己的意见。（議会は、市民から選ばれた議員が自分の意見を演説する）」（KS042）と

いう回答もあった。このタイプの回答は、日本語の設問文の意味を誤解していると考えら

れる。 

次は問 8 である。 

（  ）8. 玄関のドア〔  〕次郎さん〔       〕。しかし、彼からは、弁償ど

ころか何のお詫びもなかった。 

①は；に；壊された ②を；は；壊させた ③が；に；壊させた ④を；が；壊された 

中国語訳：                                    

【〇 〇】116 人 

YN001 のように、「玄关的门被次郎弄坏了。（日本語訳：玄関のドアは次郎さんに壊された。）」
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といったような回答をしている学習者が 115 人いた。 

「玄关的门让次郎弄坏了。（日本語訳：玄関のドアは次郎さんに壊された。）」（LN010）と

いう表現で回答している学習者が 1 人現れた。ここでは「譲」マークを使用しているが、”

被”構文（“被字句 beìzìjù”）に属する表現であると考えられる。 

“被”構文（“被字句 beìzìjù”）での回答は一番多く見られた。少数であるが、「譲」マ

ークの使用もあった。 

 

【〇 ×】0 人 

問 8 の場合、文法選択の回答は正しいが、翻訳テストの回答は間違っている、というよ

うなケースは見られなかった。 

 

【× 〇】25 人 

YN010 のように、「走廊之门被次郎弄坏了。（日本語訳：廊下のドアは次郎さんに壊された。）」

といったような”被”構文（“被字句 beìzìjù”）で回答をしている学習者が 23 人いた。 

その他、「次郎弄坏了玄关的门。（日本語訳：次郎が玄関のドアを壊した／玄関のドアは

次郎さんに壊された。）」（LN007）、「玄关的门是次郎弄坏的。（日本語訳：玄関のドアは次郎

さんに壊されたのである。）」（LN009）という回答も現れた。 

“被”構文（“被字句 beìzìjù”）での回答は多く見られた。能動文での回答もあった。 

 

【× ×】0 人 

問 8 の場合、文法選択の回答も翻訳テストの回答も間違っているようなケース見られな

かった。 

 

次は問 9 である。 

（  ）9.太郎さんの出張希望は、前回は却下されたが、今回は人事部長〔  〕〔  〕

ので、同僚も出張の成果を期待している。 

①が；認めた  ②に；認めさせた  ③に；認めた  ④に；認められた 

中国語訳：                                    

【〇 〇】115 人 

YN001 のように、「这次被人事部长认同了，（日本語訳：今回は人事部長に認められて、）」
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といった表現で回答している学習者が 74 人いた。 

YN002 のように、「这次获得人事部部长同意，（日本語訳：今回は人事部長の同意を得て／

人事部長に同意されて）」といった表現で回答している学習者が 17 人いた。 

YN007 のように、「这次，人事部长同意其出差，（日本語訳：今回は人事部長が彼の出張を

認めたので／）」といった表現で回答している学習者が 12 人いた。 

LN002 のように、「这次因为人事部长认可了，（日本語訳：今回は人事部長に認められたの

で、）」といった表現で回答している学習者が 6 人いた。 

KZ003 のように、「这次有人事部长的认可，（日本語訳：今回は人事部長の認めがあって／

今回は人事部長に認められて）」といった表現で回答している学習者が 4 人いた。 

KN024 のように、「因为这次有人事部长的认同，（日本語訳：今回は人事部長の認可があっ

て／今回は人事部長に認められて）」といった表現で回答している学習者が 2 人いた。 

このタイプにおいて、”被”構文（“被字句 beìzìjù”）での回答（115 人のうち 74 人）

が多く見られた。語彙的受身表現での回答もあった（115 人のうち 17 人）。能動文での回答

は、設問文と同じ事態を把握していると考えられる。 

 

【〇 ×】6 人 

KN031 のように、「如今他因为成了人事部长，（日本語訳：今は人事部長になって、）」と回

答している学習者が 2 人いた。 

KS004 のように、「这次被任命为人事部长，（日本語訳：今度は人事部長に任命されて、）」

と回答している学習者が 2 人いた。 

LN036 のように、「这回向人事部长确认这件事，（日本語訳：今回は人事部長にそれを確認

して）」といったような回答をしている学習者が 2 人いた。 

日本語の文脈情報を理解できていない可能性があるが、「認める」という動詞自体の意味

を誤解しているようである。 

 

【× 〇】9 人 

KN004 のように、「这次人事部长认同了。（日本語訳：今回は人事部長が認めてくれた／今

回は人事部長に認められた。）」といったような回答をしている学習者が 5 人いた。 

KZ004 のように、「这次因为人事部长同意了，（日本語訳：今回は人事部長に同意された／

今回は人事部長が同意した）」といったような表現で回答している学習者が 3 人いた。 
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その他、「因为这次被人事部长所看好的，（日本語訳：今回は人事部長に期待されていて、）」

（KN033）という「被字句」を使っている回答も現れたが、1 人しかいなかった。 

このタイプにおいて、能動表現での回答が多く見られた（9 人のうち 8 人）。 

 

【× ×】11 人 

KS026 のように、「这次让人事部长确认一下，（日本語訳：今回は人事部長にちょっと確認

させた）」といったような能動表現の回答が 9 人いた。 

KS041 のように、「他这此被任命为人事部长，（日本語訳：人事部長に任命された）」とい

ったような被字句の回答が 2 人現れた。 

日本語の設問文で述べている主語と出来事との関係を理解できていないと考えられる。 

次は問 10 である。 

（  ）10. 桜の木は、涼しい風〔  〕〔     〕、朝日にあたりました。 

①が；吹いて   ②を；吹いて   ③に；吹かせて   ④に；吹かれて 

中国語訳：                                    

【〇 〇】101 人 

YN001 のように、「樱树，被凉爽的风吹拂着。（日本語訳：桜の木は、涼しい風に吹かれて、）」

といったような回答をしている学習者が 79 人いた。 

YN003 のように、「樱花树沐浴着凉风，迎来了朝阳。（日本語訳：桜の木は涼しい風に吹か

れて／桜の木は、涼しい風を浴びて、朝日を迎えた）」といったような能動表現で回答して

いる学習者が 13 人いた 

YN010 のように、「樱花树在风中摇摆沐浴着朝阳。（日本語訳：桜の木は、風に吹かれて、

朝日を浴びている。）」といったような回答をしている学習者が 8 人いた。 

「樱花树受凉风吹拂，让太阳照。（桜の木は、涼しい風に吹かれて、朝日に浴びている）」

（KS003）も現れたが、1 人しかいなかった。 

このタイプにおいて、”被”構文（“被字句 beìzìjù”）での回答（101 うち 79）が多く見

られた。（115 人のうち 17 人）。能動文での回答もあったが、2 割くらいを占めた。少数で

あるが、語彙的受身表現「～される」（“受 shou”）も見られた。 

【〇 ×】13 人 

KZ015 のように、「桜花树迎着凉风，与朝日互相映衬。（日本語訳：桜の木が涼しい風に向

けて、朝日と呼応している）」のような能動表現で回答している学習者が 11 人いた。 
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その他、無答（1 人）、「桜の木」と一語しか書いていなかった回答（1 人）もあった。 

設問文で述べている事態と一致しないところがあり、「に」を正確に理解できていないと

考えられる。 

 

【× 〇】18 人 

KZ001 のように、「樱树被凉风吹动，被朝阳映照。（日本語訳：桜の木は、涼しい風に吹か

れて）」といったような回答をしている学習者が 12 人いた。 

KN009 のように、「桜花树在凉风中迎着朝阳。（桜の木は、涼しい風に吹かれて／涼しい風

のなかに、朝日を迎えている）」といったような回答をしている学習者が４人いた。 

KN010 のように、「樱花树清凉的风吹着，晒着太阳。（日本語訳：桜の木は、涼しい風に吹

かれて、朝日に浴びている。）」といったような回答をしている学習者が 2 人いた。 

このタイプにおいて、”被”構文（“被字句 beìzìjù”）での回答（18 人のうち 12 人）が

多く見られた。「～の影響を受けて」（“在……下”）という非典型的な受身表現も現れた、

能動文での回答もあったが、2 割くらいを占めた。少数であるが能動表現での回答も見られ

た。 

 

【× ×】9 人 

DN013 のように、「樱花树下吹着凉爽的风，到了第二天。（桜の木の下で、涼しい風に吹か

れて、翌日になった。）」能動表現で回答している学習者が 8 人いた。 

言語化されていないが、中国訳の回答の主語は「わたし」ではないかと思われる。主語

と出来事の関係を誤解していると考えられる。 

1 人だけだが、下線部を訳していない回答も現れた。「樱花树从早上初阳就开始接受着凉

风的洗礼。（日本語訳：桜の木は朝から涼しい風に洗礼されている）」（DN011）。 

 

次は問 11 である。 

（  ）11. この雑誌は 10 代の若者〔  〕よく〔       〕。 

①が；読ませている  ②が；読まれている ③に；読んでいる  ④に；読まれている 

中国語訳：                                    

【〇 〇】103 人 

YN006 のように、「这本杂志经常被 10 几岁的年轻人阅读。（日本語訳：この雑誌は、十代
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の若者によく読まれている。）」といったような”被”構文（“被字句 beiziju”）で回答して

いる学習者が 52 人いた。 

YN001 のように、「这本杂志经常受十几岁的年轻人的青睐。（日本語訳：この雑誌は、十代

の若者に人気がある。／この雑誌は 10 代の若者によく読まれている。）」といったような語

彙的受身表現で回答をしている学習者が 13 人いた。 

KS007 のように、「这本杂志多为 10 岁多的年轻人所读。（日本語訳：この雑誌は、10 代の

若者に読まれるのがふつうである。）」といったような「～によって～される」（“为……所……”）

という構成で回答している学習者が 15 人いた。ここでは「被……所……」に置き換えるこ

とができると見なされるが、中国語の受動表現に属する。 

YN003 のように、「90 后的年轻人常常读这个杂志。（この雑誌は、90 後の若者によく読ま

れている。）」といったような回答をしている学習者が 23 人いた。 

このタイプにおいて、中国語の受動表現での回答が一番多く見られ、全体の 8 割くらい

を占めた。能動表現での回答もあったが、同じ事態を述べていると考えられる。 

 

【〇 ×】2 人 

「这本杂志影响了十代青年人。（日本語訳：この雑誌は、十代の青年に影響を与えている）」

といったような能動表現（YN004）で回答している学習者 1 人、「这本杂志是让 10 代的年轻

人好好读的。（日本語訳：この雑誌は、十代の若者によく読ませるものである。）」（KS001）

という「譲」構文（“让字句 rangziju”）で回答している学習者が 1 人現れた。ここでの「譲」

は使役の意味に解釈すべきではないかと考えられる。 

このタイプの回答の場合、日本語の設問文の意味を理解できていないと考えた。 

 

【× 〇】34 人 

YN002 のように、「10 岁～20 岁的年轻人常常读这本杂志。（日本語訳：この雑誌は、10 歳

から 20歳の若者によく読まれている）」といったような回答をしている学習者が 16人いた。 

DN001 のように、「雑誌的读者多是十几岁的小孩。（雑誌の読者は主に 10 代の若者である。

／雑誌は、だいたい 10 代の若者に読まれている）」といったような能動表現で回答してい

る学習者が 8 人いた。 

 YN012 のように、「这本杂志被 10 多岁的人所喜爱阅读。（日本語訳：この雑誌は、10 代の

若者に愛読されている。）」といったような回答をしている学習者が 10 人いた。 
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このタイプにおいて、能動表現での回答が多く見られ、全体の 7 割以上を占めた。 

 

【× ×】2 人 

「10 岁左右的小孩也能读懂这本杂志。（日本語訳：10 代の若者もこの雑誌を読めるだろ

う。）」という能動表現（LN035）で回答している学習者 1 人、「这本杂志是让 10 代的年轻人

读的。（この雑誌は、10 代の若者に読ませるものである。）」という「譲」構文（“让字句”）

（LN036）で回答している学習者が 1 人現れた。 

このタイプの場合、日本語の設問文の意味を誤解していると考えられる。 

 

次は問 12 である。 

（  ）12. 花子の家は高層ビル〔  〕〔    〕。そのせいで、日当たりが悪くなっ

た。 

①が；囲まれている ②に；囲ませている  ③が；囲ませている ④に；囲まれている 

中国語訳：                                    

【〇 〇】115 人 

YN001 のように、「花子家被高楼包围着。（日本語訳：花子の家は高層ビルに囲まれている。）」

といったような回答をしている学習者が 99 人いた。 

YN004 のように、「花子的家被高层楼房所包围。（日本語訳：花子の家は高層ビルに包囲さ

れている／囲まれている。）」といったような表現で回答している学習者が 10 人いた。 

DN003 のように、「花子家周围是高楼大厦。（花子の家は高層ビルに囲まれている。）」とい

ったような回答をしている学習者が 3 人いた。 

DN001 のように、「花子的家在高层。（日本語訳：花子の家は高層ビルにある。／花子は高

層ビルに住んでいる。）」といったような回答をしている学習者が 3 人いた。 

このタイプの場合、”被”構文（“被字句 beìzìjù”）での回答が一番多く見受けられた。

少数であるが能動文での回答もあった。 

 

【〇 ×】4 人 

KN011 のように、「花子的家在高楼林立中。（日本語訳：花子の家は高層ビルのなかにある。）」

といったような回答をしている学習者が 3 人いた。 

無答の学習者（KZ004）が 1 人いた。 
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中国語訳の表現と日本語設問文の意味と一致していないところがあると考えられる。 

 

【× 〇】19 人 

DN011 のように、「花子家被高層建筑包围。（日本語訳：花子の家は高層ビルに囲まれている。）」

といった表現で”被”構文（“被字句 beìzìjù”）で回答している学習者が 16 人いた。 

KN006 のように、「家住大厦高层。（日本語訳：家は高層ビルにある。／高層ビルに住んでい

る。）」といったような表現で回答している学習者が 2 人いた。 

「花子家被高層建筑包围。（日本語訳：花子の家は高層ビルに包囲されている。／花子の

家は高層ビルに囲まれている。）」（KS042）という表現で回答している学習者が 1 人いた。 

このタイプの場合、”被”構文（“被字句 beìzìjù”）での回答がほとんどである。 

 

【× ×】3 人 

KS010 のように、「花子的家在高层楼上。（日本語訳：花子の家は高層ビルの上にある。）」と

いったような表現で回答している学習者が 3 人いた。 

中国語訳の表現と日本語設問文の意味とに一致していないところがあると考えられる。 

 

以下は、文法選択テストの中国語訳の回答傾向を 4 つのタイプに分けて、まとめて報告

する。中国語訳の正誤を判定する際に、対訳データの訳し方を参考に判定を行った。学習

者の表現習慣のことを考慮に入れて、許容範囲を広めにして採点を行った。別の判定者で

あれば、調査結果が違う可能性もないとはいえない。母集団は 141 人であった、誤答して

いる学習者 10％に近い回答を四角い枠でマークした。 

「文法選択回答○中国語訳回答○」タイプ： 

完全に習得できているタイプと考えられる。文法選択もその中国語訳も合っている。 

表 24：文法判断テストの中国語訳の回答傾向（「文法選択回答○中国語訳回答○」タイプ） 

 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10 問 11 問 12 

〇〇 55 26 134 61 95 82 103 116 115 101 103 115 

 

「文法選択回答○中国語訳回答×」タイプ： 

たまたま選択が当たっているが、中国語訳の回答が期待される回答から離れていて誤解ま

で招く程度の表現での回答に×をつけた。 
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表 25：文法判断テストの中国語訳の回答傾向（「文法選択回答○中国語訳回答×」タイプ） 

 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10 問 11 問 12 

〇× 1 25 1 1 10 4 4 0 6 13 2 4 

 

「文法選択回答×中国語訳回答○」タイプ： 

中国語訳の回答は合っている、あるいは母語である中国語で文の意味を理解できている

が、言語内知識（日本語の文法知識、文脈から情報を読み取る訓練など）が足りていない

ため、選択の回答が間違っている場合である。 

表 26：文法判断テストの中国語訳の回答傾向（「文法選択回答×中国語訳回答○」タイプ） 

 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10 問 11 問 12 

×〇 75 69 5 79 34 51 31 25 9 18 34 19 

 

「文法選択回答×中国語訳回答×」タイプ： 

中国語訳も選択も誤答であった。全然理解できていない可能性が高い。 

表 27：文法判断テストの中国語訳の回答傾向（「文法選択回答×中国語訳回答×」タイプ） 

 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10 問 11 問 12 

×× 10 21 1 0 9 4 3 0 11 9 2 3 

 

得点で文法選択テストの中国語訳の回答傾向を整理すると、図 4 となる。 

 

9 点～12 点の得点（141 人のうち 134 人）が全体の 9 割以上を占めた。全体的に、中国語

では本調査の受身文設問をかなり理解できていると考えられる。母語で理解できている場
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図4：文法選択テストの中国語の回答結果整理



 127  

 

合、日本語の受身文に関する理解の助けになる。しかし、中国語でちゃんと理解できても、

十分な日本語の言語内知識がないと、理解レベルから受身文の内実を習得できない可能性

が高い。理解できていないが、たまたま正しく選択できている学習者のことも考慮に入れ

ると、実際の習得状況結果が変わる可能性もある。 

 

6.6.2 短文完成テストの結果の考察 

以下は、設問別に、対象となった中国人日本語学習者の中間言語的な回答の傾向を示し、

考察を加える。本調査で見受けられた中間言語的な表現を、①活用ミス、②ヴォイスの選

択に関する中間言語的な回答、③文脈情報への配慮が不十分による中間言語的な回答、④

その他、⑤無答の 5 種類に分類した。ヴォイスの選択と文脈情報への配慮とはつながって

いると考えられるが、組み合わせて分析していく。 

本節では、問題点のみに焦点を当てるため、日本の大学で日本語教育を専攻している大

学院生（日本語母語話者）の意見を組み合わせて、正答と判定した回答は、以下の整理に

入れていない。ただし、文法的な間違いとはいえないが、自然な日本語の角度から考える

と、不自然と見なされる回答は中間言語的な回答の一部として扱うこととした。 

 

「お母さんにしらられました。」（KZ008）「お母さんにしかれた。」（KN005）、「しかされま

した。」（KN032）といったような表現で回答している学習者が 9 人いた。書き間違いの要素

もあるかもしれないが、受身の活用と使役受身の活用とを混同していると考えられる。 

ヴォイスの選択に関する認識による中間言語的表現で回答している学習者が 1 人いた。 

「ひろし君にしかせます」（KS042）という使役を「しからせます」のつもりで用いた回

答である。助詞への理解も絡んでいるが、文脈情報を十分に理解できていないまま、「させ

る」を中国語の「譲」マークとセットで認識している可能性がある 

その他の中間言語表現で回答している学習者が 2 人いた。（DN010、DN011） 

無答の学習者が 2 人いた（KS041,KS048）。 
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「お母さんはひろし君をしかりました」（LN012）、「お母さんはとても怒っていたが、ひ

ろし君を𠮟りました。ひろし君も泣きました」（LN035）のように能動文で回答している学

習者は 27 人いた。単独で使用すると、文法的に正しい表現と思われる。しかし、絵 1 の文

脈では、文法上の間違いとまでは言えないが、自然な日本語の角度から考えると、不自然

と見なされるだろう。その回答から、受身文の使用による視点の統一が習得されていない

可能性が高い、と言えそうである。 

日本語の受身文の不使用の原因の一つとして、中国語学習者は複数の登場人物を立てて

事態を述べる傾向がある（渡邊 1995）ことが挙げられる。さらに、高橋（2016）で指摘し

たように、中国語の主述文は主体に視点があり、主体の意思を出来事の一番前にわかりや

すく明確に示す特徴がある。つまり、学習者は中国語の視点の捉え方から影響を受けてい

る可能性が高い。変化主体を主語の位置に立てて述べないと落ち着かない傾向があるので

はないだろうか。それは、日本語の受身文を使いこなせるために必要な知識である受身文

の使用による視点の統一は、習得難易度が高い根本的原因かもしれない。 

 

 

「起こられた」（YN006）という活用関係の中間言語的な回答をしている学習者が 7 人い

た。 

「起こさせられました」（DN008）、「猫に起こさせた」（KN023）といったようなヴォイス

の選択関係の中間言語的な回答をしている学習者が 34 人いた。受身と使役、受身と使役受

身との関係に関して、充分に理解できていないと考えられる。『教師と学習者のための日本

語文型辞典』の例文と解説を援用して述べると、 

使役文の基本的な意味は、ある人の命令や指示に従ってほかの人間がある行動をするこ

とである。例えば「教師が学生に本を読ませた」。使役受身文の例として「きのうは、お母

さんに 3 時間も勉強させられた」（p132）が挙げられるが、それはは、「X（お母さん）が Y

（私）に勉強させた」という使役文を Y（私）の視点から言い換えた受身文である。 

「なかなか起こさない。」（YN007）、「起こされなかった。」（KZ003）といったような表現
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で回答している学習者が 11 人いた。接続助詞「のに」に関する理解も絡んでいるかもしれ

ないが、ここでは、「ひろしくんはもっと寝ていたかったのに」という文脈説明への配慮が

十分とはいえない。つまり、文脈情報への配慮が不十分であることが原因と考えられる。 

「ひろし君」を主語の位置に立てて事態を把握しているようであるが、主体と出来事との

関係を理解できていないと考えられる。 

その他の中間的な言語表現で回答している学習者が 5 人いた。 

 

「妹さんにたたいた。」（DN007）、「妹さんはただひどく自分の兄さんをたたきました。」 

（KN017）といったようなヴォイスの選択関係の中間的な回答をしている学習者が 10 人

いた。助詞「に」への理解と主語の立て方も絡んでいるかもしれないが、学習者が登場人

物を主語に立てて、事態を把握している傾向が見られた。 

「ひろし君が妹さんにたたかられる。」（KN018）、「ひろし君が妹にたたかされた。」（KN023）

といったような活用ミスをしている学習者が 11 人いた。記憶力の要素は関係している可能

性もあるが、使役受身の活用と混同している問題は否定できない。 

その他、「いただきます。」（DN013）、「妹さんはひろし君にたたかれました。」（LN002）の

ような中間的回答をしている学習者が 8 人いた。絵の内容と文脈説明を十分に理解できて

いない可能性がある。DN013 の場合、「いただきます」を「たたく」の活用形だと理解した

可能性があるといえるだろう。無答の学習者が 4 人いた（KS007、KS010、KS020、KS040）。 
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「ひろし君をひいた。」（KN005）、「ひかせました。」（KS003）といったようなヴォイス関 

係の中間的回答をしている学習者が 11 人いた。高橋（2016）で指摘している「主体+出来 

事」という文の基本構成で説明すると、能動文も使役文も主体は仕手であるが、把握して 

いる出来事は異なっている。能動文の場合、出来事は仕手の行為や感情などである。それ 

に対して、使役文の場合、出来事は仕手の影響による受け手の行為や感情である。単文レ 

ベルではそのまま使えそうであるが、文脈のある環境では、視点への配慮が必要である。 

彭（2008）では、日本語は視点一貫性の高い言語であり、中国語は視点の移動性が高い 

言語であるという指摘があるが、その視点の一貫性は視点の統一の別の言い方ではないか

と考えられる。事態把握の仕方によって、どのヴォイスを選択して述べることも可能であ

るが、自然な日本語の角度から考えると、「ひろし君」という登場人物は動作の主体でもあ

り、動作の対象でもある。その場合受身文を使って述べるのが自然である（サウェットア

イヤラム 2009）。 

「ひきられた。」（KZ006）、「足がひかされてしました。」（KN009）といったような活用関

係の中間言語的な回答をしている学習者が 23 人いた。書き間違いの要素もあるかもしれな

いが、受身の活用と使役受身の活用とを混同していると考えられる。 

「おい、わたしをひいたよ。」（KN001）、「怪我した。」（LN036）といったようなほかの表

現で回答している学習者が 9 人いた。中国語の影響を受けているのではないかと考えられ

る。KN005 の場合、会話文で回答しているが、文体にふさわしくない表現であると判断した。 

   

「お父さんにケーキを食べされました。」（KZ015）、「お父さんに食られました。」（LN021） 

といったような活用ミスの中間言語的な表現で回答している学習者が 6 人いた。書き間違 

い、書き忘れの可能性もあるかもしれないが、受身と使役受身の活用ルールを混同してい 

る可能性がある。 

「父もケーキを食べていました。」（YN003）、「お父さんはケーキを食べている。」（KN009）

といったような能動表現で回答している学習者が 15 人いた。渡邊（1995）は受身文非使用
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の原因（複数の登場人物を主語に立てて事態を述べている）を指摘したが、それは、話し

言葉を考察対象にして得た結論であるが、この設問においても、似たような傾向がある、

という結果に至った。 

「お父さんのそれを食べていることを見つけました。」（KN017）、「エリさんはお父さんに

食べさせないました。」（KS040）といったようなほかの中間言語的な表現で回答している学

習者が 11 人いた。 

 

    

「お母さんにこの手紙を読んだ。」（DN007）、「母さんは読みます。」（LN010）といったよ

うなヴォイス関係の中間言語的表現で回答している学習者が 15 人いた。助詞「に」に関す

る認識と時制のことも絡んでいる可能性があるが、母語（中国語）の語感や中国語の視点

の捉え方から影響を受けて、「大切な友達との秘密の手紙」という文脈説明を十分に理解で

きないまま、能動表現を使用しているのではないかと考えられる。 

「手紙がお母さんに読まされました」（KZ001）、「お母に読まられました。」（KS013）とい

ったような活用ミスを犯している回答も見られた（9 人）。書き間違い、規則の暗記の仕方

などの要素は否定できないが、使役受身の活用規則と混同している可能性がある。 

無答の学習者が 1 人いた（KS036）。 

「読んではだめ。」（KN001）、「お母さんは手紙を。」（LN012）といったようなほかの表現

で回答している学習者が 13 人いた。LN の場合、設問の意味に関して十分に理解できていな

い可能性がある。 
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「とる。」（KN010）、「帽子はサルにとらせた。」（KS049）といったようなヴォイス関係の中

間言語的表現で回答している学習者が8人いた。庵（2012）で指摘している「視点の置かれ

やすさの階層」受身を使いこなす上での重要な知識がないまま、母語である中国語から影

響を受けている可能性が高い。日本語は「視点優位」の言語で（金水1992）、「話し手中心

（私）」の事態把握の傾向を持つ言語だと言われている（池上2009）。それに対し、中国語

は「結果性優位」言語である（下地1999）ということで、意味的に言えば、中国語は客観

的な事実・現実的結果を述べることに重点を置いていると言えそうである。 

「帽子をしられました。」27（KZ014）、「帽子が猿をとりされました。」（KN031）という活用

関係の中間言語的な表現で回答している学習者が2人いた。 

無答の学習者が 3 人いた。（LN012、KS003、KS038） 

「帽子がとれていまいました。」（YN010）、「あ、オリにとってきました。」（KN001）とい

ったようなほかの表現で回答している学習者が 11 人いた。 

 

 

「よごさせる」（KN006）、「犬がエリさんのスカートをよごした。」（LN008）といったよう

なヴォイス関係の中間言語的表現で回答している学習者が 11 人いた。トピックに対する視

                                                 
27 書き方が不明瞭であることから、「し」と判断した。実際に、学習者は「とる」の受身の活用形を習得で

きている可能性も高い。 
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点・立場やそれにともなう情的な差が受身文と能動文の選択と密接な関係があると考えら

れる。この設問の場合、「それで、エリさんは怒っている」という文脈説明への配慮は十分

とはいえないようである。中国語では、客観的・中立的に事実を述べるような例が多数存

在しているため、「事実志向」が強いと研究報告で指摘されている（渡邊 1996）。それに対

して、日本語は客観事実をどうとらえるか、どういう影響が自分にあったかという観点か

ら述べる表現に重点を置いている話者中心の言語であるとされている。 

「スカートは犬によごられます。」（KS004）、「スカートは犬によごれます。」（KS032）と

いう活用ミスをしている学習者が 2 人いた。 

「スカートが犬によこされました。」（KZ008）、「犬によされた。」（KN022）といったよう

なほかの中間的な表現で回答している学習者が 8 人いた。 

無答の学習者が 6 人いた。 

以下は、設問別に短文完成テストの調査結果をまとめて、表 28 で報告する。 

 

表 28：設問別の短文完成テストの回答結果整理 

設問番号 絵１ 絵 2 絵 3 絵 4 絵 5 絵 6 絵 7 絵 8 

正答数（人） 

及び比率（％） 

122 84 108 98 109 103 118 114 

86.52 59.57 76.59 69.50 77.30 73.05 83.69 80.85 

中間的言語的な回

答数（人）及び比

率（％） 

19 57 33 43 32 38 23 27 

13.48 40.43 23.41 30.50 22.70 26.95 16.31 19.15 

計 141 141 141 141 141 141 141 141 

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 

 

正答率の高い順に、絵 1、絵 7、絵 8、絵 5、絵 3、絵 6、絵 4、絵 2 となっている。しか

し、絵 1 の回答の一部のように、文法的に正しい表現であるが、自然な日本語から考える

と、不自然と見なされる表現もある。さらに、正しく回答しただけで、必ずしも日本語の

受身文と視点の関わりを理解できているとは限らない。それは、書き疲れ、受験ストラテ

ジーなどが絡んでいる可能性もないとはいえないからである。 

中間言語的な回答をさらに詳細に整理して、以下の表 29 で示した。 
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表 29：短文完成テストの回答結果整理 

設問番号 絵１ 絵 2 絵 3 絵 4 絵 5 絵 6 絵 7 絵 8 

中間言

語的な

回答数 

活用ミス 9 7 11 23 6 9 2 2 

ヴォイス選択 1 34 10 11 15 15 8 11 

文脈配慮不十分 ― 11 ― ― ― ― ― ― 

その他 2 5 8 9 11 13 11 8 

無答 2 ― 4 ― ― １ 2 6 

計 14 57 33 43 32 38 23 27 

 

本調査で見受けられた中間言語的な表現を、①活用ミス、②ヴォイスの選択に関する中

間言語的な回答、③文脈情報への配慮が不十分による中間言語的な回答、④その他、⑤無

答の 5 種類に分類した。とりわけ、活用ミスとヴォイスの選択に関する中間言語的な回答

は問題になっていると考えられる。 

文脈情報への配慮が不十分であることが原因となっている中間言語的な回答は絵 2 にし

か見受けられなかった。それは正答率が一番低い設問でもある。 

 

また、無答のデータに関して、学習者が書き忘れの可能性もあるが、どのように記入し

たらいいか迷っていた可能性もあると考えたので、中間言語的な表現の整理にも入れるこ

ととした。 

短文完成テストの得点傾向をまとめると、図 5 となる。 



 135  

 

 

短文完成テストでは、8 問の設問を設けた。採点する際に、受身以外の誤りを問わなかっ

たことと関係があるかもしれないが、6点～8点の間の得点は、全体の 7割くらいを占めた。

さらに、8 点満点を得た調査協力者が 41 人現れた。天井効果の可能性が高いと考えられる。 

 

6.6.3 インタビューの結果の考察 

本調査のインタビューの結果からの考察を以下のように整理する。 

（1）理解レベルを測る文法選択・翻訳テストと産出レベルを測定する短文完成テストを回

答する際に、対象となった中国人日本語学習者は、「問 8 は倒置文だと考えていた。中国語

の表現習慣では次郎は主語で、助詞として「が」あるいは「は」を使用すべきだと思って

いる。当時 4 を選択したけど。主語を判断していたとき、助詞の使用状況から選択肢 3 を

排除した。」（KS042）のように、訳読法で母語である中国語に翻訳しながら、主語の位置に

立つ名詞を判断する、というストラテジーが見られた。 

（2）中国語の受動文（“被动句 beidongju”）に関する基本文法知識（3.1.2 節）がないま

ま、中国語の語感に頼って、「あの子は別の人の養子になった。最初は、受身であるかどう

かわからない、と思った。その後、受身ではないと判断した。主語はあの子であり、アメ

リカ人ではないから」（LN029）のように、受身文を使用すべきかどうか、日本語の動詞は

受身にできるかどうか、を判断する傾向が窺われた。 

(3)インタビューの対象者は、「問 1 の主語は「あの子」。この文は受身を使うべきだと思っ

ている。養子は目的あるいは結果であることから、「に」を選択した。「養子を」だと、養
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図5：短文完成テストの回答結果整理
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子は何かにやられたような語感になる。そしてヴォイスは受身と判定したから、選択肢の

一部を排除した。」（KZ001）のように文法選択・翻訳テストを回答する際に、主語とヴォイ

スを判定した後、日本語の文法知識を利用して、選択肢の一部を排除する傾向がある。 

（4）「ひろし君は母にしかられました」（LN046）のように、正しく回答したとはいえ、必

ずしも正確に理解できているとは限らない。正しく選択あるいは記入できているだけでは、

視点の角度から日本語の受身文使用規則を習得できていると判断できない可能性がある。 

（5）受身文の使用による視点の統一が習得できていない可能性が高い。そう判断したのは

院生レベルになっても、受身文使用と視点の統一の規則を意識していない学習者も見受け

られた。そう判断したのは、YN005 が「省略のことを考えて、『しかられました。』と回答し

た。視点のことを考えていなかった。前に主語が現れたから、回答していたときそれを省

略した。」と述べているからである。視点の統一と既述した内容の省略と混同している問題

があることが分かった。 

 

6.7 質問紙全体の回答傾向整理及び本調査の考察結果のまとめ 

この節では、まず質問紙全体の回答傾向に関して述べる。そして本調査の考察結果をま

とめて報告する。 

6.7.1 質問紙全体の回答傾向に関して 

理解レベルを測る文法選択・翻訳テストと産出レベルを測定する短文完成テストの結果

をそれぞれの得点をカウントして、図に示すと、図 6 である。 

 

文法選択テストで正しく選択できるだけでは、受身を正確に理解できているとは判断で

きない。文法選択テストの結果を点数で表しているが、習得できているとはみなし難い。

調査協力者が視点の角度から日本語の受身文を習得できているかどうかに関しては、イン
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タビューの結果と合わせて次の6.7.2節で整理する。 

 

本章では、インタビューの結果を組み合わせて、理解レベルを測る文法選択・翻訳テス

トと産出レベルを測定する短文完成テストの回答を分析してきたが、その結果考察を以下

にまとめる。 

まずは、文法選択テストの回答から明らかになったことである。連用修飾節に出現した

受身の使用による視点の統一、単文末に出現した受身、連体修飾節に出現した受身の使用

による視点の捉え方に関して、文法選択テストで正しく選択できても、必ずしも視点の角

度から日本語の受身文を習得できているとはいえないことが分かった。中国人学習者が日

本語の受身文を習得していく際に、母語である中国語から影響を受けているというより、

日本語の言語内知識が不十分であること、具体的に言えば文脈依存性の高い日本語受身文

を使いこなせるために必要な知識とされている視点の捉え方、視点の統一が習得されてい

ないことは根本的な原因の一つではないかということを主張したい。 

文法選択テストの中国語訳の回答から、母語である中国語で日本語の設問文で述べてい

る事態を正確に理解できても、必ずしも文法選択テストで正しく選択できるとは限らない。

【文法選択○ 中国語訳×】タイプと【文法選択× 中国語訳×】タイプの回答を調べた

結果、日本語の設問文で述べている事態を十分に理解できていない傾向が見られた。主体

と出来事との関係の捉え方に関して、理解を深める必要があると考えられる。【文法選択○ 

中国語訳○】タイプの回答の場合、”被”構文（“被字句 beiziju”）で翻訳している傾向が

窺われた。しかも、「被」マークの使用は圧倒的に多く見られた。「譲」マークの使用も見

受けられたが、「譲」構文（“让字句 rangziju”）の使役の意味と混同している回答もあった。

【文法選択× 中国語訳○】タイプの回答では、中国語の能動文の使用率が「被」構文（“被

字句 beiziju”）の使用率を上回っている傾向が見受けられた。中国語は事実志向が強い言

語であるとされているが、中国人日本語学習者にとって、それなりの主語の立て方あるい

は視点の捉え方が生じやすいと考えられる。 

次は、短文完成テストの回答から考察した結果であるが、活用ミス、ヴォイスの選択、

文脈情報への配慮の順に報告する。活用ミスに関して、書き間違い、規則の覚え間違いも

絡んでいるかもしれないが、学習者は受身の活用規則と使役受身の活用規則を混同してい

る傾向が見られた。そのような活用ミスはヴォイスの選択の判断にもつながっていると考

えられる。 
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日本語は先述したように、「視点優位」の言語で、客観事実をどうとらえるか、どういう

影響が自分にあったかという観点から述べる表現に重点を置いている話者中心の言語であ

ると思われる。それに対して、中国語は事実志向が強い言語とされていて、意味的に客観

的な事実・現実的結果を述べることに重点を置いているとされる。学習者の中間言語から

は、日本語の受身文を習得する際に、日中両言語の差異を十分理解せず母語（中国語）の

語感に頼って、受身文を使用すべきかどうかを判断する傾向が窺われた。 

さらに、受身文の使用による視点の統一と、省略とを混同している回答も見受けられた。

インタビューの結果をも組み合わせると、学習者が質問紙で正しく回答していても、必ず

しも視点と受身文使用との関わりを正確に理解できているとはいえない。院生レベルの学

習者であっても視点の統一が習得できていないこともわかった。 

日本語ではある行為を表す際に、話者が関与する場合は一般に話者を主語にして文が作

られる。具体的に言えば、話者が行為者であるときには能動文、行為の受け手であるとき

には受身文が使われる。しかし、中国語ではそういう視点の制約を受けないため必ずしも

話者を主語の位置に立てて事態を述べるとは限らない。その場合、動作主あるいは変化の

主体を主語にして把握するほうがより理解しやすいと考えられる。それは、複数の登場人

物を立てて事態を述べる傾向があることに現れていると言えるのではないだろうか。さら

に、これが視点の統一が習得されにくい根本的な原因の一つかもしれない。 

場面依存性の高い日本語の受身文を習得する際に、文脈情報を読み取りながら受身使用

を判断することは容易ではないと考えている。とりわけ、中国語の視点の概念と主語の立

て方から影響を受けて、中国語の受身表現に関する基礎的な文法知識がないまま、母語に

訳しながら、日本語の動詞が受身にできるかどうか、さらに受身文を使用すべきかどうか、

ということを判断している認知ストラテジーが窺われた。 

 

中国の重点大学からの調査協力者を対象に、本調査を実施した。もちろん、すべての習
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得実態を反映できているわけではないが、全体の得点から見て、高い点数を得た学習者も

少なくない。ここで、図6を再掲して質問紙全体の得点分布を示した。 

日本語の受身文を文法項目として、初級段階から学習してきている学習者は、日本語の

学習が進むにつれて、日本語の視点の置かれやすさの階層、視点の統一の規則など視点に

関する知識を身につけ、さらに自然な日本語を習得することが可能である。 
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第 7 章 中国で出版されている日本語教科書における受身の扱いをめぐる検討 

 

教科書は、海外で日本語を学んでいる学習者にとって重要なリソースである。学習者に

とって大きな影響を与えるインプットとして、教科書は無視することができない。 

第 4 章では、中国人学習者による日本語の受身文の使用と習得に関わる要因を日中対照

研究の角度から考察してきたが、本章では、中国で出版されている日本語教科書における

受身文の提出順序や解釈の仕方、例文の提示状況などの実態を明らかにするために、下記

の初級・中級教科書を対象として、教科書の分析を行う。なお、本研究は中国の大学で日

本語を学習者している学習者を考察の対象とするために、ここでは中国国内で使用されて

いる教科書のみを分析の対象とした。 

表 30：調査対象となった教科書一覧28 

 編集者 教科書の名称 出版年 出版社 教科書の数量 

1 彭広陸・守屋三千代ほか 

 

『総合日語』 

（改訂版） 

2009 年 ～

2011 年 

北京大学出

版社 

第 1冊～第 4冊

全 4冊 

2 周平・陳小芬ほか 『新編日語』  

（改訂版） 

2009 年 ～

2011 年 

上海外語教

育出版社 

第 1冊～第 4冊

全 4冊 

3 李筱平ほか 『新総合日本語基礎日

語』（第 2版） 

2012 年 大連理工大

学出版社 

第 1冊～第 4冊

全 4冊 

4 光村図書出版株式会社・

人民教育出版社 

『新中日交流標準日本

語』 

2005 年 ～

2006 年 

人民教育出

版社 

（上）、（下） 

全 2冊 

5 譚晶華ほか 『日語総合教程』 

 

2014 年 ～

2015 年 

上海外語教

育出版社 

第 1冊～第 4冊

全 4冊 

計 5 種類 18冊 

これらの教科書を調査対象として選択した理由は、①最近中国で出版されている、②大

学ゼロ初級の学習者向けの、③一般的に使われる教科書と、質問紙調査の協力者使用教科

書のバランスがとれている、④改訂版あるいはそれに相当する国家企画教材、重点大学教

                                                 

28 『新編日語（改訂版第 2版）』は上海外語教育出版社によって刊行された。中国で市販している、最新

の、大学での日本語学習者向けの教科書とされているが、大連理工大学出版社によって『新総合日本語基

礎日語（第 3版）』が刊行されている。上に述べたこの 2 種類計 8冊の教科書に関しては、学習者がそれを

使用し始めたばかりの段階であるため、習得状況と教科書とのかかわりの角度から考えて、今回の教科書

調査対象として扱わなかった。 
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育改革成果を市販教材として受け入れられている、⑤入手可能な大学の教科書であること

の 5 点である。 

現在、中国の高等教育機関で使用されている初級・中級段階向けの日本語教科書はほか

にもあるが、今回の分析対象となる 5 種類（計 18 冊）は発行部数が最も多く、使用範囲が

比較的広いものである。 

なお、3『新総合日本語基礎日語』（第 2 版）、4『新中日交流標準日本語』、5『日語総合

教程』の 3 種類は本研究の調査協力者が大学 1-2 年生の初級・中級段階で使用している日

本語教科書でもある。 

 

7.1 日本語の教科書における受身文の提出順序 

 この節では、まず今回の分析対象である中国国内で広く使用されている教科書において、

日本語の受身文はどのように提示されているかを報告する。日本語の受身文の提示順序に

関して、以下の表にまとめた。 

表 30 から分かるように、5 種類の日本語の教科書のうち、視点の角度から受身文を解説

する内容は『総合日語』にしか見受けられなかった。具体的には「（主动句和被动句）二者

表示相同的事实，但表达的视点（侧重点）不同，因此在表达形式上也有所区别，具体而言，

视点放在动作主体上时，就使用主动句；而视点放在动作客体上时，则使用被动句。」（筆者

訳：能動文も受身文も同じ事実を表すが、表現の視点が違う。よって、表現形式も異なる

ところがある。具体的に言うと視点を動作主体に置くときは能動文を使い、動作客体に置

くときは受身文を使う。中国語原文の下線は筆者による。）という記述で解説しているが、

能動文との対応関係の角度から「先生が学生をほめる。」と「学生が先生にほめられる。」

という 2 つの例を説明に用いた。それは、刊行されている日本語専攻向けの教科書として

中国全国初のように見える。しかし、視点の受身文の使用に関して、言及レベルにとどま

っている。視点の内容を、文脈も考慮して、どういう時点で何をどのように学習者に提示

したらよいのか、検討すべき課題であると考えた。 

また、5種類の日本語の教科書は、どちらも基本的に寺村（1982）、鈴木（1972）で指摘

されている受身文の分類法の流れで、日本語の受身文を体系的に導入しているといえる。 

 5種類の日本語教科書における受身文の提出順序の在り方と視点に関する記述の有無を

整理すると、表31となる。 

 



 142  

 

表31：5種類の日本語の教科書における受身文の提出順序 

教科書の名称 日本語の受身文 導入の課 視点に関する記述 

『 総 合 日 語 』

（改訂版） 

（1）直接受身文の文型1つ 

（2）持ち主の受身文文型1つ 

（3）間接受身文文型1つ 

（4）第四種直接受身文文型1つ 

第2冊 

第24課 

あり 

『 新 編 日 語 』

（改訂版） 

（1）主語が人である直接受身文 

（2）主語がものあるいはことである直接受身文 

（3）間接受身文 

①自動詞による間接受身文 

②目的語がつく間接受身文 

第2冊 

第9課 

なし 

『新総合日本

語基礎日語』

（第2版） 

（1）直接受身文文型 

（2）持ち主の受身文文型 

（3）間接受身文文型 

（4）無生物主語受身文文型 

第2冊 

第30課 

なし 

『新中日交流

標準日本語』 

（1）名は（名に）動（ら）れます 

（2）名は名に名を動（ら）れます 

（3）名は名に動（ら）れます 

（4）名が／は動（ら）れます 

（5）名は名によって動（ら）れます 

初級下冊 

第41課 

なし 

『日語総合教

程』 

（1） Aが（は）Bを+他動詞 

→Bは Aに+他動詞の受身態 

（2）Aが（B）のものを+他動詞 

→Bは Aにものを+他動詞の受身態 

（3）Aが（は）Bに+動詞→B が A に+動詞の受身態 

（4）Aが（は）Bを+他動詞→Bが+他動詞の受身態 

（5）Aが+自動詞→人が Aに+自動詞の受身態 

第2冊 

第8課 

なし 

  

具体的に言えば、間接受身文に関してより詳細な分類も見受けられるが、大きく直接受

身文と間接受身文の二分類法で受身文の文型を整理して、すべての文型を初級の後半あた
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りで（第2冊で導入するのがほとんどである）1回の授業で導入する傾向が窺われた。 

 川村（2012）の指摘している立場Aと立場Bの流れで述べると、立場Aが主流のようである。

第3章（p.39）で述べたとおり、立場Aというのは、対応する能動文の有無あるいはいわゆ

る「（はた）迷惑」の意味が出るかどうかによって分ける立場である。今回の分析対象であ

る中国国内でよく使用されている教科書は立場Aに立って、受身文を導入し、解説を加えて

いると考えられる。渋谷（2014）で指摘したように、立場Aは対応する能動文の有無あるい

はいわゆる「（はた）迷惑」の意味が出るかどうかによって分ける立場である。中国の高等

教育機関では、大学生はゼロ初級から日本語を学習し始めるのがほとんどである。大学に

入学するまでに、英語の学習経験が6年以上ある学習者が圧倒的に多いとされている。能動

文との対応性の角度から英語の受身文を効率的に解説できると思われる。能動文との対応

性の角度から日本語の受身文を解説することは、英語学習歴の長い中国人学習者にとって、

ある程度は理解しやすい説明方法ではないか、という学習者への配慮の結果の現れかもし

れない。詳しい内容は後述するが、受身文の例文提示の状況に関して、能動文を先に提示

し、日本語の受身文との対応性の角度から解説を加えるという解釈の仕方が多く見受けら

れた。その提示方法は、立場Aの反映ではないかと考えられる。 

 さらに、日本語の受身文が体系的に導入される理由を考えると、学習の便宜上、学習者

に日本語の受身文のすべての文型を比較させ、わかりやすく習得させようとする狙いがあ

ると思われる。この提出順序に関しては、すべての受身文の文型を一つのかたまりとして

扱うことが妥当かどうか検討すべき課題であるとされる。現実には学習時間の制限も無視

することができないといえる。庵（2012）で指摘されているように、「日本語学習とは別

に存在する自らの目標達成のために日本語を学習しているのであって、そのためにはでき

るだけ、短期間により効率的に日本語の知識を身につけられるようにシラバスを設計すべ

きである。そういう点で、文法に関わる教材は理解レベル／産出レベルといった観点から

見直す必要がある」（庵2012：42） 

 ここで日本語の教科書における受身文に関する新しい導入の仕方を視野に入れると、庵

（2012）の受身文提出順序の提案が挙げられる。基本的に立場Aの分類法の枠で指摘してい

るが、間接受身文は、初級、中級の段階では導入せず、上級に回すほうがよい。初級では

受身形の作り方、能動文から直接受身文を作る方法を学習させる。中級では中間的な受身

直接受身の視点制約、テキストにおける視点統一のための直接受身の使用を学習内容とし

て扱う（庵2012：48）という。これは、示唆に富んだ提案であるが、庵（2012）では、日
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本語学習者全体を想定しており、中国人日本語学習者を特定した提出順序を議論するわけ

ではない。庵（2012）は、日本語の受身文と視点を結びついて提案しているが、日中両言

語の視点の差異まで考慮に入れていない。視点に着目して、中国人学習者のための受身文

の導入方法を、さらに深く議論する必要があると考えられる。 

 

 次に、日本語の教科書における日本語の受身文の説明に使用されている例文の提示状況

を、本研究の調査協力者が使用している『新総合日本語（基礎日本語）』（第2版）、『新

中日交流標準日本語』、『日語総合教程』の例文分布を受身の出現位置の角度から整理し

て報告する。 

表32：『新総合日本語基礎日語』（第2版）における日本語の受身文の分布状況 

日本語の受身文に関する文型 第2冊（例） 第3冊（例） 第4冊（例） 計（例） 

（1）直接受身文の文型 

～は～に～（ら）れる 

5 0 0 5 

（2）持ち主の受身文の文型 

～は～に～を～（ら）れる 

6 0 0 6 

（3）間接受身文の文型 

～は～に～（ら）れる 

5 0 0 5 

（4）無生物主語受身文の文型 

～が／は（～に）～（ら）れる 

5 0 

 

0 5 

その他の受身形を含める文型 ［3］29 ［4］ ［4］ 11 

計（例） 24 4 4 32 

表32に示すように、日本語の受身文は初級後半あたりで正式に導入されている（初出の

課は導入の課ではない。初出の課は第2冊第26課であり、導入の課は第2冊第30課である）

それ以降3冊にわたり受身形を含める文型の形で分布し、散発的に提出されている。一つの

課で集中して学習されるより、繰り返し学習されることによって、効果的に習得を進める

ことを狙ったデザインであるといえるだろう。この種類の教科書では、能動文との対応性

の角度から出した能動文の用例は見受けられなかった。 

                                                 
29 ［ ］は順に日本語の受身形を含める文型「～と言われている」、「～とされている」、「～ように思われ

る」の説明に使用される例文数である。 
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以下は、受身の出現位置の角度から『新総合日本語基礎日語』（第2版）における日本語

の受身文例文提示の傾向を表に整理した。 

表33：『新総合日本語基礎日語』（第2版）における日本語の受身文例の提示傾向 

出現位置 単文末 複文末 連体修飾節 連用修飾節 引用節 疑問節 計 

第2冊 13 3 3 5 0 0 24 

第3冊 3 1 0 1 0 0 530 

第4冊 1 2 0 1 0 0 4 

出現回数

（比率） 

17 

（51.52） 

6 

（18.18） 

3 

（9.09） 

7 

（21.21） 

0 

（0.00） 

0 

（0.00） 

33 

（100.00） 

受身文の説明に使用されている例文は、受身の出現位置の多い順に、単文末、連用修飾

節、複文末、連体修飾節、連体修飾節となっている。そのうち、単文末に出現した受身は

例文全体の半数以上を占めた。『新総合日本語基礎日語』の場合、引用節に出現した受身

と疑問節に出現した受身の例は見受けられなかった。単文末の割合が多いことは、広く使

用されている参考書『教師と学習者のための日本語文型辞典』における受身例文の提示傾

向と同様である。しかも、それは、前田（2011）が日本語のシナリオを材料にして行った

受身の出現位置調査結果とほぼ一致している。 

しかも、文型解説に使用されている例文のなか、会話文の例が設けられている。 

 

 姉は、夜遅く帰って、父に𠮟られました。 

 李さんは木村さんにパーティーに招待されたそうです。 

 私は知らない人に道を聞かれました。 

 先生に頼まれたことだから、やらなければならなりません。 

 A:どうしたんですか。嬉しそうですね。 

B:スピーチが上手にできて、日本語の先生に褒められたんです。 

（『新総合日本語基礎日語（第2版）』第2冊第30課ｐ.197） 

 

 

                                                 

30「当時歌舞伎は風俗を乱すものとされ、禁止されていた。」において、受身が二回使用されている。ここ

では、「され」を連用修飾節に出現した受身と、「禁止され」を複文末に出現した受身とカウントして整理

している。 
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日本語の受身文は文脈と場面に依存するところが大きい表現であるとされているが、上

述のような会話例は、導入の課で出現したすべての受身文の文型解釈に用いられている。

こういう例文の文体の違いへの配慮は、『新総合日本語基礎日語（第2版）』にしか見受け

られなかった。 

 

 夕べは友達に来られて、宿題ができませんでした。 

昨晚朋友来了，没能完成作业。 

 会議の時、隣の人にタバコを吸われました。 

开会的时候，旁边的人吸烟。（使我很不舒服） 

 A：顔色が悪いですね。どうしたんですか。 

B：雨に降られて、風邪を引いてしまったんです。 

脸色不好啊，怎么了？ 

被雨淋而感冒了。 

 

（『新総合日本語基礎日語（第2版）』第2冊第30課ｐ.197） 

 

すべての例文に中国語訳がついていることは、学習者の母語（中国語）での理解を促進

する狙いがあると考えられる。日本語の受身文は必ずしも中国語の”被”構文に翻訳され

るとは限らない、ということを学習者に示しそうとする工夫の一つかもしれない。 

しかし、中国語訳の表現の視点は、日本語の受身文の視点と異なっている場合もある。

中国語の表現が日本語に翻訳されると、学習者は、能動文で表現する可能性がある。初級

段階では、ほかの学習内容もあるので、教科書編集の都合と学習時間への配慮の関係で、

解説の一部を省いている可能性もあるが、自然な日本語を習得させるために、中級段階で

は、視点の角度から補充説明を加えると良いのではないだろうか。 

 

同じ D 大学（日本語強化コースの一部のクラスの使用教材）であるが、次は『新中日交

流標準日本語』における受身文の提示状況を整理する。 

具体的には、表 33 で示した通りである。 
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表 34：『新中日交流標準日本語』における日本語の受身文の提示に関して 

日本語の受身文に関する文型 下冊 比較説明に使用される他の例 出現位置 

（1）名は（名に）動（ら）れます 5 １（「てもらう」の例） 5（単文末） 

（2）名は名に名を動（ら）れます 4 0 4（単文末） 

（3）名は名に動（ら）れます 4 1（能動文の例） 4（単文末） 

（4）名が／は動（ら）れます 3 0 3（単文末） 

（5）名は名によって動（ら）れます 331 0 3（単文末） 

『新中日交流標準日本語』の場合、受身文のすべての用法を1回の授業で体系的に導入す

る点で、ほかの教科書と同様であるが、受身文の導入課で提示されている例文は単文末に

出現したものに集中していることが分かった。 

 

部長は李さんをほめました。 

（部长表扬小李了。） 

李さんは部長にほめられました。 

（小李受到了部长的表扬。） 

森さんは小野さんに食事に誘われました。 

（森先生被小野女士邀请去吃饭了。） 

李さんは部長にほめられませんでした。 

（小李没有被部长表扬。） 

表示受益时通常使用“～てもらいます”的形式。 

日本語訳32：受益の意味を表すとき、「～てもらいます」を使用するのがふつうであ 

る。 

 李さんは友達に助けられました。（客观叙述，不表示受益） 

日本語訳：客観叙述を表す。受益の意味ではない。 

(小李得到了朋友的帮助。) 

 李さんは友達に助けてもらいました。（表示受益） 

日本語訳：受益の意味を表す。 

                                                 
31 ［ ］は順に日本語の受身形を含める文型「～と言われている」、「～とされている」、「～ように思われ

る」の説明に使用される例文数である。 
32 日本語訳は筆者による。 
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(小李得到了朋友的帮助。) 

（『新中日交流標準日本語』下冊第 41課 p.189） 

 

上述のように、すべての例文に中国語訳がついている。どの例文の主語も言語化されて

いる。また、受身文との対応性の角度から、能動文の例を1例、受身文の意味特徴との比較

の角度から「もらう」用例1例を出している。中国語の訳文から考えると、「李さんは友達

に助けられました。」と「李さんは友達に助けてもらいました。」は同じようであるが、そ

こから中国語表現の豊富さと曖昧さが見受けられる。しかし、日本語の受身文は場面依存

性が高い表現であるので、意味特徴の解説より文脈情報を与えながら提示するほうが、学

習者にとって理解しやすくなるかもしれない。 

 

次は、L大学の使用教材である『日語総合教程』における受身文の提示状況を表35で示し

た。 

表35：『日語総合教程』における日本語の受身文の分布状況 

日本語の受身文に関する文型、表現 第2冊

（例） 

比較説明に使用され

る他の例 

出現位置 

（1）A が（は）Bを+他動詞→ 

  B は Aに+他動詞の受身態 

2 2（能動文） 2（単文末） 

（2）A が（B）のものを+他動詞→ 

B は Aにものを+他動詞の受身態 

2 4（（受身誤用例 2

例、能動文 2例） 

2（単文末） 

： 

（3）A が（は）Bに+動詞→ 

B が Aに+動詞の受身態 

2 2（能動文） 2（単文末） 

（4）A が（は）Bを+他動詞→ 

B が+他動詞の受身態 

2 2（能動文） 2（単文末） 

（5）A が+自動詞→ 

人が A に+自動詞の受身態 

2 4（「てもらう」用例

2 例、受身誤用例 2

例） 

2（単文末 1例、連用修飾

節 1例） 

計 10 14 10 

『日語総合教程』における受身文の提示実態を整理したところ、能動文との対応性、誤

用例分析という二つの角度から受身文を解説していることが分かった。単文末に出現した
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受身は、解説に使用されている受身文の例文の全体の9割を占めた。以下は具体的に提示さ

れた例文である。 

 

 両親は子供を愛しています。 

→子供は両親に愛されています。 

 冬が来て、雪が山を覆いました。 

→冬が来て、山は雪に覆われました。 

（『日語総合教程』第 2 冊第 8 課 p.107） 

 

誤用分析の角度から提示されている例文もある。解説の日本語訳は筆者によるものであ

る。 

 

要注意，被动态有时会伴有蒙受损害的语感，因此，在带有强烈的受益色彩时不能用被

动态，而要用「～てもらう」 

日本語訳：注意点であるが、受身態の使用によって、被害を被るという語感を伴うこ

ともある。よって、明確な受益の意味を表すときは、「てもらう」を使うべきである。 

×友だちに記念写真を撮られて、うれしかったです。 

○友だちに記念写真を撮ってもらって、うれしかったです。 

×あなたは、お友だちに助けられて、ほんとうによかったですね。 

○あなたは、お友だちに助けてもらって、ほんとうによかったですね。 

（『日語総合教程』第 2 冊第 8 課 p.108） 

 

上述のように、誤用分析あるいは中間言語分析の角度から受身文を解説することは日本

語教育の新しい試みではないかと考えている。しかし、日本語らしい日本語を習得させる

ために、例文の後ろに中国語訳がついていない設定になっているのかもしれない。 

 

7.2 日本語の教科書における受身文解釈の仕方 

 中国国内で刊行されている教科書は、日本語の受身文を体系的に導入する傾向が強いが、

具体的にどんな例文や場面が用いられ、どんな解釈の仕方や中国語訳がされているのか、

この節で、今回の分析対象である 5 種類の日本語の教科書から、日本語の受身文に関する
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文法説明の課を取り出し、その解釈の仕方及び中国語訳について行った分析結果をまとめ

ておく。その結果から以下の 5 つの特徴が見受けられた。 

 

（1）日本語の受身文は、文脈依存性の高い表現であるとされるが、どの教科書においても

文脈情報が不十分のまま、単文末に出現した受身が例文として提示される傾向がある。さ

らに、提示例文の割合に関して、単文末に出した受身文は出した受身文の例文全体の 9 割

を占めた教科書（『日語総合教程』）もあるが、ほかの出現位置にも配慮してバランスよく

設けられている教科書もある（『新総合日本語基礎日語』第 2 版）。 

（2）今回の分析対象である教科書は、能動文との対応性の角度から受身文の解説を行う傾

向が見受けられた。どの教科書も立場 A の流れで、採択された受身文の分類方法は基本に

直接受身文と間接受身文の二分類法であると考えられる。さらに、すべての文型と用法を、

初級後半あたりで 1 回の授業で体系的に導入する傾向が強い。 

（3）提示例文中国語訳のついているパターンと中国語訳のついていないパターンが見られ

る。中国語訳のついているパターンは主流のようである。とりわけ中国語の”被”構文で

日本語の受身文を翻訳しているほか、能動文での表現も見られた。翻訳者によって、中国

語訳が変わる可能性もあるが、日本語の受身文と対応する中国語訳文の多様性から、ある

意味で日本語の受身文が広い範囲で使用できることと、中国語の受動文は”被”構文とい

う典型的な構文以外にほかの表現方法もあることを表しているということが言えそうであ

る。 

（4）受身文の使用と視点とのかかわりに関しては、『総合日本語』にしか見受けられなか

った。しかし、調査協力者が使用している 3 種類の教科書では見受けられなかった。連用

修飾節に出現した受身文が例文として提示されているが、どうして受身文を使用すべきか、

視点の統一の角度からの説明は教科書に記載されていない。 

（5）解釈方法に関して、能動文との対応性の角度からの比較、誤用分析あるいは中間言語

分析関係のコラムが見受けられた。具体的に、「てもらう」と受身文の使い分けに関する内

容であるが、「てもらう」という授受表現は、視点という接点で日本語の受身文とつながっ

ていると考えられる。意味特徴の角度からの解説は見られたが、視点の角度からの説明は

見受けられた。さらに、中国語訳のついている教科書もあるが、その中国語訳の表現を契

機に、日中視点の差異をめぐる内容は教科書に見られなかった。 

（6）例文の選び方に関して、書き言葉の例が圧倒的多数であるといえる。会話文の例を受
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身文の解釈に用いた教科書は 1 種類だけだった（『新総合日本語基礎日語』第 2 版）。 

 

7.3 教科書分析結果のまとめ 

以上、中国国内で広く使用されている初級・中級日本語の教科書における受身文の提出

順序と解釈の仕方などに関して分析を行った。その結果を以下のようにまとめておく。 

（1）日本語の受身文の提出順序に関して、①日本語の受身文の文型を 1 回の授業で導入す

る場合と、少し距離を置いて導入する前に、一つの受身形を含める文型を提示し、導入の

課で 1 回の授業でまとめて提示するという場合がある。どちらも日本語の受身文を初級の

後半あたりで 1 つのかたまりとして体系的に導入している。 

（2）提示内容に関して、受身文の解説で視点に言及している教科書は、『総合日語』にし

か見受けられなかった。連用修飾節に出現した受身の例が提示されているにもかかわらず、

受身文の使用による視点の統一規則に関する解説は教科書に記載されていない。ほかの出

現位置からみた視点のとらえ方と視点の置かれやすさの階層の内容も言及されていない。 

 

（3）解釈の仕方に関して、能動文との対応性の角度からの解説、誤用分析あるいは中間言

語分析の角度からの解説が見受けられたが、日中両言語の視点の相違をめぐる説明は見受

けられなかった。 

（4）例文の提示に関して、単文末に出現した受身の例文数が最も多いが、場面や登場人物

などの文脈情報の補足説明が少ない。使用された例文の文体も書き言葉の例が圧倒的に多

い。日本語の受身文をもちいた会話文の取り入れは足りないと思われる。 
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第 8 章 おわりに 

本研究では、中国国内の高等教育機関で日本語を学習している中国人中級・上級学習者

を対象に、中国語母語話者による受身文の使用実態と運用能力を調査した上で、その使用

と習得にかかわる要因を、日本語教育の立場から検討した。本章では、まず、各章の関連

付けを提示しながら、それぞれの結論をまとめて報告する。次に、本研究の調査結果を踏

まえて、日本語の受身文の指導法に関する提言を行う。そして、最後に本研究の限界と今

後の課題を述べる。 

 

8.1 本研究の結論 

 本節では、各章の関連付けに関して述べ、中国人学習者による日本語の受身文の使用実

態と、その使用と習得にかかわる要因に分けて、課題別に本研究の結論を整理して報告す

る。 

 

8.1.1 各章の関連付けに関して 

 本研究の研究背景、問題意識、全体構成を第１章で紹介した。中国人日本語学習者を想

定し、形態的、統語的、意味的、機能的に難易度の高い受身文の習得研究を進めるには、

日本語の受身研究、中国語の受身研究、日中対照の研究、中国語母語話者の日本語の受身

習得研究、受身の習得研究の教授法・教材論への応用研究の角度から、日本語の受身文に

関する日本語・外国語の文献を概観し、考察を加えた（第 2 章）。 

受身文の研究成果は数多く蓄積されてきているが、研究者の焦点やアプローチなどによ

って使用されている用語も異なっている場合も見受けられたので、議論を展開していく前

に、日本語の受身文、中国語の受動文、視点、日中視点の比較等、本研究で扱う諸概念の

内実に関して整理して示した（第 3 章）。 

本論文は、視点に着目して、三つの課題を立てたが、ここで確認するために、再掲する。 

課題１：どのような例文を出したら、視点の角度から中国語人日本語学習者の受身文に

関する理解を深め、習得を促進できるのか、という問題の解決に向けて、日本語、中国語

双方向の対訳データの考察を通して、受身の出現位置及び視点との関係について明らかに

しようと試みる。 

課題 2：理解レベルと産出レベルに分けて、調査協力者の受身文習得はどういう状況なの

か質問紙調査とインタビューの方法で実施して、分析を行う。その分析結果と課題１であ
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る対訳データの考察結果と結び合わせて、調査から見られた学習者の受身文の習得に関す

る中間言語的表現の出現要因を分析し、視点の捉え方、視点の統一の角度から受身文の習

得を阻害する要素を考察し、改善案の構築方法を探る。 

課題 3：課題 2 で見られた中間言語的表現は、現行の教科書の受身導入方法とどんなかか

わりがあるかどうのか、視点の角度からどのような工夫をして、中国人日本語学習者にと

って更に参考になりそうな材料を提供するか、に関して、検討し、中国の日本語教育現場

の受身文指導法を充実させる可能性を探り、提言を試みる。 

中国人学習者による日本語の受身文の使用と習得に関わる要因を日中対照研究の角度か

ら、考察してきた。日中視点の差異、とりわけ受身の出現位置と視点との関係（課題１）

に関して、日本語中国語双方向の小説から対訳データ 1411 対を収集し、受身表現の使用に

ついて、日中の訳語の比較を行った。両言語で受身形を使うものをタイプ１（日本語○中

国語○）とし、日本語では受身を使うが、中国語で使わないものをタイプ 2（日本語○中国

語×）、中国語でのみ受身を使うものをタイプ 3（日本語×中国語〇）とし、の 3 種類に分

けて、分析を行った（第 4 章）。 

 学習者がどのように理解され、どのように産出されているか（課題 2）を解明するために

は、質問紙による文法テストとインタビューの二つの調査を実施した。本調査の質問紙の

質を確保するために、質問紙による文法テスト（選択テストと文完成テストから構成され

ている）とインタビューの予備調査を行った（第 5 章）。予備調査の結果を参考に、文脈情

報の適切さと設問表現の自然さ等を修正した後、理解レベル（意味が分かるかどうか）を

測る文法選択・翻訳テストと産出レベル（実際に使えるかどうか）を測定する短文完成テ

ストに分けて、本調査を実施し、141 人分の質問紙回答データを収集した。質問紙の回答理

由と判断基準に関して、調査協力者 5 名を対象に、インタビューを行った（6 章）。本調査

の調査協力者は D 大学と L 大学という中国の 2 つの大学であり、173 人の協力を得ることが

できた。 

 質問紙の回答から見受けられた中間言語的な表現は、中国国内の高等教育機関での現行

の日本語の教科書における受身文の提出順序、例文の提示、解釈の仕方と、どのような関

わりがあるか、視点の観点からどのように工夫できるのか（課題 3）に関して、最近（2005

年～2015 年）中国で出版された大学生向けの日本語教科書 5 種類計 18 冊（そのうち、本調

査の調査協力者が使用している教科書は 3 種類計 10 冊ある）を調査対象にして、受身文の

導入方法、例文の出し方、解釈の仕方をめぐって整理し、考察を加えた（第 7 章）。 
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 各章の関係を言及しながら、考察してきた結論を整理して報告する。調査の結果を踏ま

えて、日本語の受身文の指導に関して、中国の日本語教育現場への提言を試みる。そして、

本研究の限界と今後の課題に言及する（第 8 章）。 

 

8.1.2 結論のまとめ 

8.1.2.1 課題１に関して 

課題１とは、日本語、中国語双方向の対訳データの考察を通して、受身の出現位置の使

用実態を把握し、受身文の使用と視点との関係について明らかにしようと試みることであ

る。 

 課題 1 の解決に向けて、中国語原文日本語訳文方向、日本語原文中国語訳文方向の小説

の対訳データを 1411 対収集し、日本語の受身の出現位置の使用実態を考察した。さらに、

受身の出現位置及び視点との関係に関して、分析を行った。 

各タイプの使用傾向の調査結果を以下のように整理した。 

 

【日本語○ 中国語○】タイプの場合 

（1）J 朝方ばらばらと降ったりやんだりしていた雨も昼前には完全にあがり、低くたれこ

めていたうっとうしい雨雲は南からの風に［41］追い払われるように姿を消していた。

鮮かな緑色をした桜の葉が風に揺れ、太陽の光をきらきらと反射させていた。  

C 早上“噼里啪啦”时停时下的雨，上午就已完全止息了。低垂的阴沉沉的雨云，也似乎

［42］被南来风一扫而光似的无影无踪，鲜绿鲜绿的樱树叶随风摇曳，在阳光下闪闪烁

烁。 

（日本語直訳：朝方ばらばらと降ったりやんだりしていた雨も昼前には完全にあがり、

低くたれこめていたうっとうしい雨雲は南からの風に追い払われるように姿を消して

いた。鮮やかな緑色をした桜の葉が風に揺れ、太陽の光をきらきらと反射させていた。） 

（＝第 4 章例 62 再掲） 

 

①「被」マークの使用は半数以上を占めた。（中国語原文日本語訳文方向のデータの 7 割以

上を占めた。日本語原文中国語原文日本語訳文方向のデータの 5 割以上を占めた。）「被」

の付け加え可能なものもカウントすると、使用率は 7 割を上回る。 

②「被」以外のマークは小説の内容によって使用傾向には差が見受けられるが、中国語原
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文日本語訳文のデータにおいても、日本語原文中国語訳文のデータにおいても 15％くらい

を占めた。日本語原文中国語訳文のタイプ１において「譲」構文の割合が大きかったが、

中国語原文日本語訳文のタイプ１ではそういう傾向が見受けられなかった。「在……下」と

いう表現は双方向のデータで見られたが、それぞれの 3％に過ぎない。 

 

タイプ 2【日本語○ 中国語×】の場合 

 

（2）J 何日かつづいたやわらかな雨に夏のあいだのほこりをすっかり［1］洗い流された山

肌は深く鮮かな青みをたたえ、十月の風はすすきの穂をあちこちで揺らせ、細長い雲

が凍りつくような青い天頂にぴたりとはりついていた。  

C 连日温馨的霏霏轻雨，［2］将夏日的尘埃冲洗无余。片片山坡叠青泻翠，抽穗的芒草在

10 月金风的吹拂下蜿蜒起伏，逶迤的薄云仿佛冻僵似的紧贴着湛蓝的天壁。 

（日本語直訳：何日かつづいたやわらかな雨は、夏のあいだのほこりをすっかり洗い

流した。山肌は深く鮮やかな青みをたたえ、十月の風はすすきの穂をあちこちで揺ら

せ、細長い雲が凍りつくような青い天頂にぴたりとはりついていた。） 

（＝第 4 章例 65 再掲） 

 

①双方向の対訳データの考察をとおして、客観叙述タイプ表現の使用傾向としてほぼ一致

した結論に至っている。中国語原文日本語訳文のタイプ 2 においても、日本語原文中国語

訳文のタイプ 2 においてもそれぞれの 7 割ぐらい占めた。 

②解釈タイプにおいては、術語、四字熟語などで対応している表現は 1 割強占めた。中国

語原文日本語訳文のタイプ 2 においても、日本語原文中国語訳文のタイプ 2 においてもそ

れぞれの 12％ぐらいを占めた。 

③対応項目なしのタイプについて、中国語原書日本語訳書方向のデータでは７.37％出現し

たが、日本語原書中国語訳書方向のデータでは 3.68％しか見られなかった。 

 

タイプ 3【日本語× 中国語○】の場合 

（3）J 帰る間際になって、老人は牧場革命委員会の委員として、突然、会議に［199］残る

ことになったが、その資料をすぐに生産大隊に届けるようにと本部から指示された。 

C 回家时，老人作为牧场革委会委员，突然［200］被留下开会，可是场部指示那些文件
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必须立即送往大队，不得延误。 

（日本語直訳：帰る間際になって、老人は牧場革命委員会の委員として残された。そ

の資料をすぐに生産大隊に届けるようにと本部からの指示があった。） 

（＝第 4 章例 58 再掲） 

 

① 自動詞、「なる」を含める表現や文型で対応することが一番多かった。中国語原文日本

語訳文のタイプ 2 において半数近く占めた。日本語原文中国語訳文のタイプ 2 において

それぞれの 6 割ぐらいを占めた。 

②能動表現はタイプ 3 において無視できない存在である。中国語原書日本語訳書方向のデ

ータで 3 割を占めたが、日本語原書中国語訳書のデータでは、4 割に近かった。 

③その他に関して、中国語原文日本語訳文のタイプ 3 においても、日本語原文中国語訳文

のタイプ 3 においても 1 割強占めた。数少ないけれど、「で」等の助詞の働きと組み合わせ

て受身の意味を表す用例も出現した。 

 次は、使用傾向の調査結果から導き出された結論に関して報告する。 

場面依存性の高い日本語の受身文を習得する際に、その存在意義や機能は、単文のレベ

ルを超えた角度から何をどのように説明すればいいか、現場ではどのように応用すればい

いのか、現実的には問題がある。説明する必要があることは既に広く認識されているが、

中・上級レベルの学習者向けにどのように説明できるのか、対訳データの使い方を検討し

ながら、現場への提言を試みることが可能だと考えるので、中国においても日本において

も受容度が高いと思われる日本語中国語双方向の日本語中国語双方向の小説から三つのタ

イプのデータを収集した。本研究は日本語の受身文の習得研究をテーマにしているので、

受身の出現位置の議論は、主に日本語中国語双方向のタイプ１（「日本語○中国語○」）と

タイプ 2（「日本語「日本語○中国語×」）のデータを材料にして分析を行った。対訳データ

の分析から以下の結論に至っている。 

（1）タイプ１（「日本語○中国語○」）、タイプ 2（日本語○中国語×）、タイプ 3（日本語

×中国語○）それぞれのデータ数の整理と分析から、日本語の受身文の使用範囲（1280 個）

は中国語の受動文の使用範囲より広いという結論に至っている。この分析結果は、森田

（1998）、王（2009）等の先行研究を裏付けていると言えるだろう。その結果は、中国語の

受動文（“被动句 beidongju”）は必ずしも「被」（“被 bei”）「譲」“让 rang”）などのマーク

を用いた”被”構文（“被字句”）で日本語の受身文と対応するとは限らない、という中国
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語の言語事実を反映しているといえそうである。一方、中国語の受動文の表現の豊富さと

多様性も表しているのではないかと考えた。中国語の能動文で日本語の受身文と対応する

可能性も否定できない。 

（2）中国語の表現のほうは完全文で単独に事実を述べることが多い傾向にある。動作主あ

るいは変化の主体を主語の位置に立てて事柄を記述する傾向がある。こういう主語の立て

方あるいは視点の立て方とは、渡邊（1995）が話し言葉を材料にして分析した受身文の非

使用の原因の一つである複数の登場人物を立てて事態を把握する傾向とつながっているの

ではないかと考えられる。さらに、それは、水谷（1985）で指摘している「事実志向型」

言語の文づくりの現れであるかもしれない。日本語のほうは文脈の情報に依存して、受身

文の使用、とりわけ連用修飾節に出現した受身の使用により、視点が統一される傾向が見

られた。視点の統一は、視点の一貫性にもつながっていると言える。同じ登場人物をめぐ

る話の場合、日本語のほうは比較的短い言葉で表現する傾向が見受けられた。その整理と

考察の結果から日本語は視点一貫性が強い言語であり、中国語は視点移動性が強い言語で

ある、という彭（2008）の指摘を裏付けている結果ではないかと考えた。 

（3）日本語の受身の出現位置に関して、使用率の多い順に、連用修飾節›連体修飾節›複

文末›単文末›引用節›疑問節となっている。日本語原文中国語訳文方向の対訳データからも

中国語原文日本語訳文方向の対訳データからも上述した使用傾向が窺われた。連用修飾節

に出現した受身は今回の調査データの全体の 4 割ぐらい占め、前田（2011）での日本語の

小説のシナリオを材料に行った調査結果とほぼ一致している。受身が従属節と主節の視点

を一貫させる役割が連用修飾節の述語になることであることを示していると考えられる。 

 

8.1.2.2 課題 2に関して 

課題 2 とは、理解レベルと産出レベルに分けて、調査協力者の受身文習得はどういう実

態なのか質問紙調査とインタビューを通して調査し、その分析結果と課題１である対訳デ

ータの考察結果と結び合わせて、調査から見られた学習者の受身文の習得に関する中間言

語的表現の出現要因を分析することである。 

課題 2 の解決に向けて、文法テスト（理解レベルを測る文法選択・翻訳テストと産出レ

ベルを測定する短文完成テストから構成されている）とインタビューを通して、調査協力

者の受身文習得実態を調査した。本調査の回答から考察した結果と課題１である対訳デー

タの考察結果と組み合わせて、学習者の回答から見受けられた中間言語的な表現の出現要
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因を検討した。とりわけ、視点の捉え方、視点の統一の角度から受身文の習得を阻害する

要素を考察し、改善案の構築方法を研究した。 

インタビューの結果を組み合わせて、理解レベルを測る文法選択・翻訳テストと産出レ

ベルを測定する短文完成テストの回答から考察した結果を以下にまとめた。 

（1）中国人学習者が日本語の受身文を習得していく際に、母語である中国語から影響を

受けているというより、日本語の言語内知識が不十分であること、具体的に言えば文脈依

存性の高い日本語受身文を使いこなせるために必要な知識とされている視点の捉え方、視

点の統一が習得されていないことは根本的な原因の一つであると言えそうである。 

理解レベルでの日本語の受身形の習得が完璧でない場合に、母語である中国語から影響

を受けている可能性もあるが、それより日本語の言語内知識が関係している傾向が窺われ

た。とりわけ連用修飾節に出現位置した受身と視点とのかかわりについて十分に理解でき

ていない可能性が高いと考えた。連用修飾節に出現した受身の使用による視点の統一、単

文末に出現した受身、連体修飾節に出現した受身の使用による視点の捉え方に関して、文

法選択テストで正しく選択できても、必ずしも視点の角度から日本語の受身文を習得でき

ているとはいえないことがインタビュー調査からも明らかになった。 

日本語は「視点優位」の言語で、客観事実をどうとらえるか、どういう影響が自分にあ

ったかという観点から述べる表現に重点を置いている話者中心の言語であると思われる。

それに対して、中国語は事実志向が強い言語とされていて、意味的に客観的な事実・現実

的結果を述べることに重点を置いているとされる。学習者は、日本語の受身文を習得する

際に、日中両言語の差異から影響を受けている母語（中国語）の語感に頼って、受身文を

使用すべきかどうかを判断する傾向が窺われた。 

（2）文脈情報を読み取りながら受身使用を判断することは習得困難な点ではないかと考

えている。とりわけ、中国語の視点の概念から影響を受けて、中国語の受身表現に関する

基礎的な文法知識がないまま母語に訳しながら、日本語の動詞が受身にできるかどうか、

さらに受身文を使用すべきかどうか、ということを判断する傾向がある。そして、文法選

択テストの中国語訳の回答から、母語である中国語で日本語の設問文で述べている事態を

正確に理解できても、必ずしも文法選択テストで正しく選択できるとは限らないことが示

された。【文法選択○ 中国語訳×】タイプと【文法選択× 中国語訳×】タイプの回答に

関して、日本語の設問文で述べている事態を十分に理解できていない学習者が多く見られ

た。主体と出来事との関係に関して理解を深める必要があると考えられる。【文法選択○ 
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中国語訳○】タイプの回答の場合、”被”構文（“被字句 beiziju”）で翻訳している傾向が

窺われた。しかも、「被」マークの使用は圧倒的に多く見られた。「譲」マークの使用も見

受けられたが、「譲」構文（“让字句 rangziju”）の使役の意味と混同している回答もあった。

【文法選択× 中国語訳○】タイプの回答では、中国語の能動文の使用率が”被”構文（“被

字句 beiziju”）の使用率を上回っている傾向が見受けられた。中国語は事実志向が強い言

語であるとされているが、中国人日本語学習者にとって、それなりの主語の立て方あるい

は視点の捉え方が生じやすいと考えられる。 

（3）短文完成テストの回答から考察した結果であるが、活用ミス、ヴォイスの選択、文

脈情報への配慮の順に報告する。活用ミスに関して、書き間違い、規則の覚え間違いも絡

んでいるかもしれないが、学習者は受身の活用規則と使役受身の活用規則を混同している

傾向が見られた。そのような活用ミスにはヴォイスの判断にもつながっていると考えられ

る。場面依存性の高い日本語の受身文を習得する際に、文脈情報を読み取りながら受身使

用を判断することが困難ではないかと考えている。とりわけ、中国語の視点の概念と主語

の立て方から影響を受けて、中国語の受身表現に関する基礎的な文法知識がないまま母語

に訳しながら、日本語の動詞が受身にできるかどうか、さらに受身文を使用すべきかどう

か、ということ使用を判断している様子が窺われた。 

（4）インタビューの結果をも組み合わせて考察すると、学習者が、理解レベルと産出レ

ベルそれぞれのテストでたまたま正しく回答できても、必ずしも視点と受身文使用との関

わりを正確に理解できているとはいえない。調査協力者 5 名を対象にインタビューを実施

したが、視点の統一を意識している学習者は 1 人もいなかった。院生レベルになっても視

点の統一が習得できていないことも見受けられた。さらに、受身文の使用による視点の統

一と既述した内容の省略とを混同している回答も見受けられた。 

日本語ではある行為を表す際に、話者が関与する場合は一般に話者を主語にして文が作

られる。具体的に言えば、話者が行為者であるときには能動文、行為の受け手であるとき

には受身文が使われる。しかし、中国語ではそういう視点の制約を受けないため必ずしも

話者を主語の位置に立てて事態を述べるとは限らない。その場合、動作主あるいは変化の

主体を主語にして把握するほうがより理解しやすいと考えられる。それは、複数の登場人

物を立てて事態を述べる傾向があることは上述したことの現れではないだろうか。さらに、

視点の統一が習得されにくい根本的な原因の一つかもしれない。 

（5）中国の重点大学からの調査協力者を対象に、本調査を実施した。すべての習得実態
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を反映でいないが、その得点から見て、高い点数を得た学習者も少なくない。日本語の受

身文を文法項目として受身文を初級段階から学習してきている学習者は、日本語の学習が

進むにつれて、日本語の視点の置かれやすさの階層、視点の統一の規則など視点に関する

知識を身につけ、より自然な日本語を習得することが可能である。 

 

8.1.2.3 課題 3に関して 

課題 3 とは、課題 2 で見られた中間言語的表現は、中国国内の現行の日本語教科書にお

ける受身の導入方法と、どんなかかわりがあるのか、視点の角度からどのような工夫をで

きるのか、に関して、調査協力者が使用している教科書を含めて、調査を行い、その調査

結果に基づいて、中国の日本語教育現場の受身文の指導法を充実させる可能性を探ること

である。 

課題 3 の解決に向けて、中国国内で広く使用されている初級・中級日本語の教科書（5 種

類計 18 冊）における受身文の提出順序、例文の提示方法、解釈の仕方などに関して検討し、

中国の日本語教育現場の受身文指導法を充実させる可能性を探った。結論として、下記の 3

点が挙げられる。 

（1）日本語の受身文の提出順序に関して、①日本語の受身文の文型を 1 回の授業で導入す

る場合と、②少し課の距離を置いて、受身を正式に導入する前に、一つの受身形を含める

文型を出しておき、導入の課で 1 回の授業でまとめて提示するという二つのパターンが挙

げられる。どちらも日本語の受身文のすべての文型と用法を、初級の後半あたりで 1 つの

かたまりとして体系的に導入している傾向にある。 

（2）提示内容に関して、受身文の解説の部分で視点が言及されている教科書は、『総合日

語』（第 2冊 p211）にしか見受けられなかった。連用修飾節に出現した受身の例が提示され

ているにもかかわらず、受身文の使用による視点の統一規則に関する解説は教科書に記載

されていない。ほかの出現位置からみた視点のとらえ方と視点の置かれやすさの階層の内

容に言及されていない。 

（3）解釈の仕方に関して、能動文との対応性の角度からの解説、誤用分析あるいは中間言

語分析の角度からの解説が見受けられたが、日中両言語の視点の相違をめぐる説明は見受

けられなかった。さらに、誤用分析あるいは中間言語的な表現のコラムで扱われている「て

もらう」という授受表現は、受身文と同じように、典型的な視点表現の一つであるので、

視点の角度から解説すると、学習者にとってもっとわかりやすくなる可能性がある。しか
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し、今回の分析対象である日本語の教科書から、意味特徴の角度の分析が受け見られたが、

視点の角度からの解釈は見られなかった。 

（4）一括した文型積み上げ式の提出順序から、文型シラバスあるいは構造シラバスの影響

が潜んでいることは言えそうである。文脈情報が不十分のままで習った構文を代入練習、

穴埋め練習に使うために作られた例が提示される可能性がある。そのような教科書は、お

そらく正確な日本語を習得することが教育目標とされていると思われる。学習者が初級後

半でひと通り学習しても、実際に使えるようになるような場面が少ないことも関係するか

もしれないが、どんなときに、誰に対して、どのようにしたらいいか、自信を持っていな

いゆえに、回避ストラテジーで対応する可能性があるのではないかだろうか。 

（5）例文の提示に関して、単文末に出現した受身の例文数が最も多いが、場面や登場人物

などの文脈情報の補足説明が少ない。使用された例文の文体も書き言葉の例は圧倒的に多

い。日本語の受身文をもちいた会話文の取り入れも足りないと思われる。自然な日本語を

習得していく角度から考えると、習得を促進できそうなインプットの方法から現場はまだ

距離があるかもしれない。 

 

8.2 日本語教育への提言 

日本語の受身文は、主語の立て方、視点の捉え方の差異、文脈情報の読み取りなどの要

素が絡み合い、中国人学習者にとって、日本語の受身文は習得難易度の高い文法項目の一

つである。この節では、本研究の考察結果に基づいて、これからの中国人学習者を対象と

する日本語の受身文の指導に関して、以下のような提言を試みたい。 

 

8.2.1 日本語の受身文の習得順序 

従来の教科書では、初級後半あたりで導入の課で日本語の受身文の言語形式を一括して

提示する傾向が窺われたが、それは、学習者にすべての受身文の言語形式あるいは文型を

比較させ、より効率に、わかりやすく習得させようという狙いと関連していると思われる。

日本語の受身文が体系的に導入されてきていることは、ある意味で述べると、日本語学分

野の研究成果を積極的に教育現場に応用する試みの現れかもしれない。すべての文型を一

括して学習者に提示するということは、すべての文型及び用法を同等に扱っているという

こととつながっていると考えられる。 

本研究では、中国人学習者の習得状況を考慮した結果、従来の一括して導入されてきた
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日本語の受身文を解体し、一番習得されやすい文脈情報なしの環境での単文末に出現した

受身を先に教え、導入の課で日本語は話者中心言語であるという特徴を視点の角度から学

習者に伝える。同じ初級段階で、日常会話の例を取り入れながら、文脈のある環境で単文

末に出現した受身用例を解説する。文脈からどのように情報を読み取って、受身文を使用

すべきかどうか、ということを判断する解説を視点の捉え方の角度から説明する。中級段

階で、使用実態に即して、単文末、複文末に出現した受身の例を使用して、視点の置かれ

やすさと主語の立て方に関して、文脈のある環境で練習させる。その後、連用修飾節に出

現した受身の用例を用いながら、受身文の使用による視点の統一の規則を提示することを

提案したい。単文末（文脈なし）、単文末（文脈あり）、連用修飾節に出現した受身は産出

レベルの習得を目標に進める。連体修飾節に出現した受身は、少し距離を置いで視点の捉

え方、視点の統一、を教えた後、中級段階で導入するが、理解レベルで把握することをデ

ザインする。使用頻度の低い引用節、疑問節に出現した受身文の産出は上級に回すが、中

級段階では理解レベルでの習得を目安とする。  

上述した内容を表に示すと、以下の通りとなる。 

表 36：日本語の受身文の提出順序提案 

学習段階 視点の角度から考慮すべき解釈

内容 

受身の出現位置 期待される習得レ

ベル 

初級後半 

 

話者中心（主語を言語化するか

どうか言語化） 

 

単文末（文脈なし）

単文末（文脈あり） 

理解+産出 

理解 

中級 

 

連用修飾節視点の統一 

中日視点の差異（主語の立て方） 

視点の置かれやすさの階層  

単文末（文脈あり） 

連用修飾節 

複文末 

連体修飾節 

引用節 

疑問節 

産出 

理解+産出 

理解+産出 

理解 

理解 

理解 

上級 

 

視点のとらえ方 理解+産出 

  

連体修飾節 

引用節 

疑問節 

産出 

産出 

産出 
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8.2.2 視点に着目した日本語の受身文の指導に関する留意点 

日本語の受身文の学習は、初級後半から始められるが、それまでに相当の既習文型を暗

記してあると予測できる。基本知識の積み重ねが重視される初級段階では、単文末に出現

した受身からの導入は学習レベルにふさわしい提示方法かもしれない。日本語の受身文は

文脈依存性の高い表現とされるが、既習文型、既習文法知識を活用して、文脈説明に用い

ることで、文脈のある環境での受身文の習得を促進できる可能性があるだけでなく、既習

内容の振り返りと繰り返し練習にもなると考えた。だたし、自然な日本語での文脈の構築

は日本語母語話者の協力が必要ではないかと考えられる。そのことに関して、中国人日本

語教師と日本人教師との共同作業が期待されるといえる。 

視点の捉え方と視点の統一は、受身文を使いこなすようになるための重要な知識である。

学習者が主体的に使えるように受身文を指導することの必要性を強調したい。正式に教え

ることは中級段階に譲ってもいいかもしれないが、視点の角度からの日本語の受身文に関

する解釈は導入の課で扱うべきではないかと考えられる。それは、初級・中級段階の例文

の多くは「私」あるいは主語を明示する傾向があるからである。学習者の理解を促進する

狙いがあるかもしれないが、説明の便宜上、文法的に作られた例文を使用している可能性

もあるので、次の学習段階で誤解を生まないように、最初に学ぶとき、視点の内容を意識

させる必要があると考えた。本調査では、中間言語的表現から見た受身文運用上の問題は、

日中言語話者の視点に対する概念の相違の現れであり、視点による落ち着き方の相違及び

受身の使用範囲の相違に起因するものであると考えている。 

中級段階では、視点概念の差異をめぐる日中比較対照、受身の出現位置と視点との関わ

り、〈被影響〉という受身の意味的な内実、受身文に潜んでいる日本語文法的発想を考慮に

入れて、自然な日本語指導の立場から、視点に着目した、中国人日本語学習者向けの、文

脈依存性の高い受身文の指導の仕方を工夫する必要があると考える。具体的には、文体を

考慮に入れた、日本語の受身文の使用実態に即した学習段階にふさわしい例文を学習者に

提示することで、自然な日本語の習得を促進できそうなインプットの材料を提供すること

が重要であると考えた。   

さらに、上級段階では、日中視点に関する傾向的な違いを学習者に理解してもらう必要

があると考えた、慎重に対訳データを活用し、事態把握の仕方を相対的に捉えようとする

比較対照的な視座を持たせるべきではないかと考えられる。 

日本語中国語双方向の対訳データには多様な表現が見られたが、それは既習の文法項目
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との組み合わせがほとんどである。適切な既習項目と組み合わせて、場面と文脈情報を取

り入れることで、視点の角度から日本語の受身文の使用に関する理解を深めさせ、より自

然な文を産出できるようになることが十分可能だと思われる。 

8.3 本研究の限界と今後の課題 

本研究では、理解レベルと産出レベルに分けて、視点に着目して、今回の分析対象であ

る中国国内で学習している中国人中・上級学習者による日本語の受身文の使用実態と運用

能力を、とりわけ単文レベルを超える文脈環境での習得実態を、質問紙調査とインタビュ

ーという二つの調査段階を通して明らかにしてきた。そして、日本語中国語双方向の小説

から抽出した対訳データの分析に基づいて、日本語の受身の出現位置の角度からの日中対

訳の使用実態の傾向や、調査協力者が使用している日本語の教科書を含める中国の高等教

育機関で広く使用されている教科書に関する検討を通して、対訳データを日本語の受身文

の指導に活用していく可能性、学習者が現行の教科書に記載されている日本語の受身文の

提出順序、例文提示、解釈の仕方からの影響を議論し、日本語の受身文の習得と運用に関

わる要因を探ってきた。分析結果に基づいて、中・上級の中国人日本語学習者向けの、視

点に着目した日本語の受身文の提出順序の具体案を提案した。さらに、視点概念の差異を

めぐる日中比較対照、受身の出現位置と視点との関わり、〈被影響〉という受身の意味的な

内実、受身文に潜んでいる日本語文法的発想を考慮に入れて、自然な日本語指導の立場か

ら、受身文を指導する際の留意点に関して、理解レベルの習得と産出レベルの習得を分け

て、学習段階別に提言を行った。 

 

8.3.1 本研究の限界 

以下に、本研究の限界と今後の課題に関して、報告する。 

まず、日本語の受身文の使用実態に関する調査では、四肢択一の文法選択テストで、各

選択肢に中間言語表現として予測される助詞、同じヴォイスのカテゴリーの項目を入れて

おいたが、各問の回答は受身を含めている。学習者の負担を減らすことを考慮した上で、

より多く学習者の使用実態を把握することを考えて、可能な範囲でできるだけ受身に関す

る習得データを得ることを狙っての設問設定であったが、学習者のテストストラテジーに

よって、問題がわからなくても、一応受身の選択肢を先に考えて答えた可能性は否定でき

ない。 

また、作問にも問題があったことを認めておきたい。問１で下線した部分は行為者表示
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する「に」ではない。「に」の多義性への認識が絡んでいる可能性が、他の設問と比べて、

問うところが変わってしまうと考えられる。質問紙を実施した後、気付いた点であるが、

問 2 は、正答が二つある。どちらも視点の捉え方の角度から、議論を展開しているが、採

点の際、期待される答え以外の正答を選択している学習者に相当の点数をつけた。 

理解レベルと産出レベルに分けて、文法選択・翻訳テスト 12 問、短文完成テスト 8 問の

調査を実施したが、調査協力者が「書き疲れ」になった可能性もある。また、調査協力者

の一部は、当時大学 2 年生であったので、質問紙の紙幅などの関係で、学習者が記入した

い内容を全部書くことができなかった可能性もあるため、質問紙に記載されているものと、

実際の発話と書いた文とは異なる可能性もないとはいえない。従って、本研究で得たデー

タとその結果に関しては、自ずと限界があるかもしれない。 

次に、5 種類計 18 冊の日本語の教科書を分析対象にして、教科書の記述を根拠に考察を

加えたが、日本語教師へのインタビューの内容も入れて、教授法と教科書の使い方に関し

て、さらに綿密に分析できると考えられる。とりわけ、日本語の受身文の習得は、教材を

使用している日本語教師の理解と実際に採択されている教授法などの要素も関わっている

ため、さらなる研究の余地が残されているといえよう。 

 

8.3.2 今後の課題 

最後に、今後、コミュニケーションと異文化理解の能力育成を重視する方向で、日本語

の受身文に関する指導法の留意点をさらに展開していくためには、本研究を土台にして、

大規模コーパスを活用することで研究の深まりが得られると考えている。自然な日本語を

習得するという学習目標を考慮に入れると、より多くの言語事実を反映できそうな日本語

のコーパスを活用していく必要があると考えられる。とりわけ、日本語の受身の出現位置

の使用実態の調査は、話し言葉コーパス、書き言葉コーパスを活用することで、より詳細

な傾向を把握できる可能性が高い。さらに、単文レベルの超える自然な日本語の受身文デ

ータの収集と分析をするには、日本語の大規模コーパスの応用は無視することができない

方法であると考えている。 

今回収集したデータから、受身と使役受身、受身と使役を混同している回答が見受けら

れたが、場所の言語学（岡 2013）と認知言語学との統合を日本語教育現場に応用する角度

から、視点と受身文との関わりをもっとわかりやすく解釈することができるかもしれない。

実際の教育場面での指導効果を検討するとともに、今後の課題にしたい。 



 166  

 

参考文献 

【日本語の文献】 

庵功雄・高梨信乃・中西久美子・山田敏弘（2000）『初級を教える人のための日本語文法ハ

ンドブック』スリーエーネットワーク 

庵功雄・高梨信乃・中西久美子・山田敏弘（2001）『中上級を教える人のための日本語文法

ハンドブック』スリーエーネットワーク 

庵功雄（2001）『新しい日本学入門 : ことばのしくみを考える』スリーエーネットワーク 

庵功雄（2012）「文法シラバス改訂のための一試案―ボイスの場合―」『日本語／日本語教

育研究』3 号日本語／日本語教育研究会 pp.39－55 

庵功雄（2009）「推量の「でしょう」に関する一考察―日本語教育文法の視点から―」『日 

本語教育』142 号 pp.58－68 

池上嘉彦（1981）『「する」と「なる」の言語学: 言語と文化のタイポロジーへの試論』大 

修館書店 

池上嘉彦・守屋三千代（2009）『自然な日本語を教えるためにー認知言語学をふまえて』ひ

つじ書房  

池上嘉彦（2011）「日本語話者における〈好まれる言い回し〉としての「主観的把握」」『人

工知能学会誌』26 巻 4 号,pp.317-322.人工知能学会 

池上嘉彦（2016）「〈視点〉から〈事態把握〉へ :〈自己ゼロ化〉の言語学と詩学」『外国語

学研究 』17 号,pp.1-11 大東文化大学大学院外国語学研究科 

市川保子（2010）『日本語誤用辞典―外国語学習者の誤用から学ぶ日本語の意味用法と指導

のポイント―』スリーエーネットワーク 

王辰寧（2017）「中国語を母語とする日本語学習者の受身文の誤用分析 : 作文コーパスを 

データとして」『熊本大学社会文化研究』15 号 pp.105-121 

大江三郎（1975）『日英語の比較研究―主観性をめぐって―』南雲堂 

大河内康憲（1983）「日・中語の被動表現」『日本語学』明治書院 vol.2 4 月号 pp.31-38 

大関浩美(2010)『日本語を教えるための第二言語習得論入門」くろしお出版 

岡智之(2005)「場所的存在論による格助詞ニの統一的説明」『日本認知言語学会論文集』5, 

pp.12-22, 日本認知言語学会 

岡智之(2012)「ニ格の起点用法について――指向性からの説明――」『東京学芸大学紀要』     

63(2), pp.321-331 



 167  

 

岡智之（2013）『場所の言語学』ひつじ書房 

奥津敬一郎（1983）「何故受身か？―<視点>からのケース・スタディ」『国語学』132 号 pp.  

65-80 

奥津敬一郎（1987）「使役と受身の表現」『国文法講座』第 6 巻明治書院 pp.232-251 

奥津敬一郎（1992）「日本語の受身文と視点」『日本語学』明治書院 vol.11 8 月号 pp.4-11 

尾上圭介（1999）「文法を考える 7 出来文（3）」『日本語学』18 巻 1 号 pp.86-93 

尾上圭介（2003）「ラレル文の多義性と主語」『言語』vol.32 4 月号 pp.34-41 

川村大（2003）「受身文の学説史から――「被影響」の有無をめぐる議論について」『月刊 

言語』4 月号大修館 pp.42-49 

川村大（2012）『ラル形述語文の研究』くろしお出版 

菊池康人（2007）『受身は「難しくて役に立たない」か―現場から考える初級文法教育、こ

うしたら』―』『AJALT』30 号 pp.18-22 

魏志珍（2010）「台湾人日本語学習者の事態描写における視点の表し方--日本語の熟達度と

の関連性」『日本語教育』 144 号,pp.133-144.日本語教育学会 

木村英樹（1981）「「被動」と結果」『日本語と中国語の対照研究』5 号日本語と中国語の対

照研究会 pp.4-21 

木村英樹（1992）「BEI 受身文の意味と構造」『中国語』6 月号内山書店 pp.10-15 

木村英樹（2003）「中国語のヴォイス」『言語』第 32 巻 4 号大修館書店 pp.64-69 

金水敏（1991）「受動文の歴史についての一考察」『国語学』164 号 pp.1-14 

金水敏（1992）「場面と視点―受身文を中心に」『日本語学』第 11 巻第 8 号 pp.12-19 

金水敏（1993）「受動文の固有非固有性について」『近代語研究 第九集』武蔵野書院 pp.  

475-508 

工藤真由美（1990）「現代日本語の受動文」『ことばの科学』vol.4 むぎ書房 pp.47-102 

久野暲（1978）『談話の文法』大修館書店 

久野暲（1983）「中立受身文と被害受身文」『新日本文法研究』大修館 

小柳かおる（2004）『日本語教師のための新しい言語習得概論』スリーエーネットワーク 

近藤安月子・姫野伴子（2012）『日本語文法の論 43:「日本語らしさ」のナゾが氷解する』

研究社 

サウェットアイヤラム・テーウィット（2008）「タイ語を母語とする学習者の受身の習得」

『言葉と文化』9 号 pp.187-204 



 168  

 

サウェットアイヤラム・テーウィット（2009）「受身文の談話機能の習得―タイ人日本語学

習者を対象に―」『第二言語としての日本語の習得研究』12 号，pp.107-126 

阪田雪子・新屋映子・守屋三千代（2003）『日本語運用文法:文法は表現する』平人社 

迫田久美子・西村浩子（1991）「コミュ二ケーションを重視した受け身文の指導法の研究―

教科書分析及び目標言語調査に基づいて―」『日本語教育』73 号，pp.73-90 

迫田久美子（2001）『日本語教育に生かす第二言語習得研究』アルク 

佐藤郁哉（2008）『質的データ分析法 −原理・方法・実践』新曜社 

澤田治美（1992）『視点と主観性―日英語助動詞の分析―』ひつじ書房 

渋谷勝己（2014）「書評論文 川村大著『ラル形述語文の研究』」『日本語文法』14（1）  

pp.142-150 くろしお出版日本語文法学会 

志波彩子（2012）「コーパスに基づく日本語受動文の実態」東京外国語大学総合国際学研究 

  院 

志波彩子（2015）『現代日本語の受身構文タイプとテクストジャンル』和泉書院 

菅井三実(2001)「現代日本語の受動文「ニ格」に関する補考」『兵庫教育大学研究紀要』       

21, pp.13-23, 兵庫教育大学 

菅井三実(2007)「格助詞「に」の統一的分析に向けた認知言語学的アプローチ」『世界の日 

本語教育』17, pp.113-135, 国際交流基金 

杉村博文（1992）「遭遇と達成―中国語被動文の感情的色彩」大河内康憲編集『日本語と中

国語の対照研究論文集（下）』くろしお出版 

杉村泰（2014）「日本語を母語とする中国語学習者における中国語の自動詞表現・他動詞表 

現・受身表現の選択について―動作主の不注意による対象の変化を表す場合―」『こと 

ばの科学』28 号 pp.145-156 

鈴木重幸（1972）『日本語文法・形態論』むぎ書房 

砂川有里子・駒田聡・下田美津子・鈴木睦・筒井佐代・蓮沼昭子・ベケシュアンドレイ・

森本順子（1998）『教師と学習者のための日本語文型辞典』くろしお出版 

高橋弥守彦（2014）「日中言語対照研究論集日本語受身文の中国語訳について」『日中言語

対照研究論集』日中言語対照研究会 16 号白帝社 

高橋弥守彦（2016）「中日両言語の視点について」『外国語学研究』大東文化大学17号pp.35-44 

田窪行則（1997）『視点と言語行動』くろしお出版 

竹内理・水本篤（2014）『外国語教育研究ハンドブック−研究手法のより良い理解のために』 



 169  

 

松柏社 

武田素子(2014)「「潜在的受影者」説の精密化」『日本語文法』14 巻 1 号 pp.105－113 

田中真理（2010）「第 2 言語としての日本語の受身文の習得研究―今後の研究の可能性―」  

    『第二言語としての日本語の習得研究』  13 号 pp.114-146 

張麟声（1997）「受動文の分類について」『現代日本語研究』第 4 号 pp.1-14 

張麟声（2001）『日本語教育のための誤用分析-中国語話者の母語干渉 20 例-』スリーエー 

ネットワーク 

陳冬姝（2016）「受身文からみる日本語と中国語の談話構成の特徴 : 中日・日中対訳デー

タに基づいて」『日本語・日本文化研究』26 号,pp.127-138 大阪大学言語文化研究科日

本語・日本文化専攻 

辻幸夫（2004）『認知言語学キーワード事典』研究社 

辻幸夫（2013）『新編認知言語学キーワード事典』研究社 

寺村秀夫（1982）『日本語のシンタクスと意味Ⅰ』くろしお出版 

内藤真理子・小森万里（2016）「アカデミック・ライティングにおける重複がもたらす冗長 

性を回避するための方策:卓立性・結束性・論理性・一貫性の観点からの分析」『日本 

語教育』164 号 pp.1-16 

仁田義雄（1997）『日本語文法研究序説―日本語の記述文法を目指して』くろしお出版 

仁田義雄、益岡隆志等（2001）『日本語の文法Ⅰ文の骨格』岩波書店 

日本語記述文法研究会（編）（2009）『現代日本語文法②』くろしお出版 

日本語教育学会（2005）『日本語教育事典』大修館書店  

日本語文法学会（2014）『日本語文法事典』大修館書店 

野田尚史（1991）『はじめての人の日本語文法』くろしお出版 

野田尚史（1991）「日本語の受動化と使役化の対称性」『文芸言語研究言語篇』19 号筑波大

学文藝・言語学系 pp.31－51 

梅佳・松村瑞子（2016）「日本語受身文と中国語訳文の対応性に関する一考察:「主語省略」

の直接受身文を中心に」『言語文化論究』36 号 pp. 27-41 九州大学大学院言語文化研究

院 

橋本進吉（1969）「受身可能の助動詞」『助詞・助動詞の研究』岩波書店 

古川裕（2006）「中国語構文の認知的特徴」『EXORIENTE』pp.59-95 

古川裕（2007）「中国語らしさの認知言語学的分析」『日中対照言語学研究論文集』pp.225-259 



 170  

 

彭広陸（2008）「類型論からみた日本語と中国語――視点固定型の言語と視点移動型の言語」

『中日理論言語学研究会第 12 回研究会』口頭発表於同志社大学大阪サテライト 1月 13

日 

堀川智也(1988)「格助詞「ニ」の意味についての一試論」『東京大学言語学論集'88』

pp.321-333, 東京大学文学部言語学研究室 

堀川智也・森篤嗣・栗原由加・和栗夏海（2003）「事態把握の相違に基づく日本語受身文の 

分類」『日本語・日本文化研究』13 号 pp.29-38 

許明子（2004）『日本語と韓国語の受身文の対照研究』ひつじ書房 

前田直子（2011）「受動表現の指導と「拡大文型」の試み」『日本語／日本語教育研究』2 号

pp.67－84 

真嶋潤子・濱田朱美（1999）「日本語初級教科書の分析試案―「ちょっと」の意味・用法か

ら―」『日本語・日本文化研究』9 号 pp.27－44 

真嶋潤子（2005）「学習者の個人差と第二言語習得――「学習スタイル」を中心に――」『第

二言語としての日本語の習得研究』第 8 号 第二言語習得研究会 pp.115-134 

真嶋潤子（2015）「学習者の個人差」 『日本語学 入門：第二言語習得研究』臨時増刊号 明

治書院 pp.124-136 

益岡隆志(1982)「日本語受動文の意味分析」『言語研究』第 82 号 pp.48-64 

益岡隆志(1987)『命題の文法――日本語文法序説』くろしお出版． 

益岡隆志(1991)「受動表現と主観性」仁田義雄(編)『日本語のヴォイスと他動性』くろし

お出版 pp.105-121  

松本秀輔(2001)「受動文における動作主表示のニ格―働きかけの主を表すということ―」

『同志社大学留学生別科紀要』創刊号, pp.93-104 

水谷信子（1985）『日英比較話しことばの文法』くろしお出版 

宮崎清孝・上野直樹（1985）『認知科学選書 1 視点』東京大学出版社 

村木新次郎（1983）「迂言的うけみ表現」国立国語研究所報告 74『研究報告集』4 巻 pp.1 

－40 

村木新次郎（1989）「ヴォイス」『講座日本語と日本語教育』明治書院 

村木新次郎（1991）「ヴォイスのカテゴリーと文構造のレベル」仁田義雄編『日本語のヴォ

イスと他動性』くろしお出版 

望月圭子（2009）「中国語を母語とする上級日本語学習者によるヴォイスの誤用分析――中 



 171  

 

国語との対照から」『東京外国語大学論集』78 号 pp.85-106 

森篤嗣・庵功雄（2011）『日本語教育文法のための多様なアプローチ』ひつじ書房 

森田良行（1995）『日本語の視点―ことばを創る日本人の発想―』創拓社 

森田良行（1998）『日本人の発想、日本語の表現―「私」の立場がことばを決める―』中央

公論社 

森田良行（2002）『日本語文法の発想』ひつじ書房 

森山新(2005)「格助詞ニの意味構造についての認知言語学的考察」『日本認知言語学会論文 

集』5, pp.1-12, 日本認知言語学会 

森山新（2006）「視点についての認知言語学的視察」『認知言語学的観点を生かした日本語

教授法・教材開発研究 1 年次報告書』pp.28-32  

ライトバウン・スパダ（2014）『言語はどのように学ばれるか−外国語学習・教育に活かす

第二言語習得論』岩波書店 [Lightbown & Spada. 2013. "How Languages are Learned",  

Oxford University Press] 

李偉（2009）「現代語における中日受身表現の比較について」山東師範大学大学院日本語言 

語文学専攻修士論文 

李偉（2015）「日本語の受身文の習得に関する文献から見た研究動向」『日本語・日本文化

研究』25 号 pp.90－101 

李偉（2016）「「神なるオオカ ミ」から見た日本語の受身文機能に関する一考察」第 15 回

チュラーロンコーン大学・大阪大学大学院生学術交流会 口頭発表（2016 年 8 月 29 日

於：チュラーロンコーン大学、タイ） 

李偉（2016）「中国人日本語学習者への受身文の指導に関する一考察―中日翻訳の困難点に

着目して―」『2016 年バリ日本語教育国際大会予稿集』日本語教育学会 

李偉（2016）「中国人日本語学習者への受身文指導に関する一考察―中日翻訳の困難点に着

目して―」BALI-ICJLE 2016 日本语教育国际研究大会院生シンポジウム（2016 年 9月 9

日 於：バリヌサドゥアコンベンションセンター、インドネシア） 

李偉（2017）「日本語の受身文の「結果描写」機能に関する一考察―原書と訳本の比較を通 

  して―」『日本研究論集』14 号チュラロンコーン大学・大阪大学 pp.101－119 

李偉（2017）「中国の日本語教科書における受身文の提示状況に関する一考察」『日本語教

育学会 2016 年度第 9 回研究集会関西地区（大阪）予稿集』pp.25－28 

李偉（2017）「中国の日本語教科書における受身文の提示状況に関する一考察」日本語教育



 172  

 

学会 2016 年度 第 9 回研究集会 関西地区（大阪） 口頭発表（2017 年 3月 11 日 於： 

大阪 YMCA 国際専門学校） 

李湘琴（2013）「日本語と中国語の受身文の対照研究― 網羅的な記述を目指して― 」『言

語文化学研究』大阪府立大学 pp.87-105 

劉月華・潘文娛・故韡著（1991）相原茂監訳.『現代中国語文法総覧（下）』くろしお出   

  版 

山内博之（1997）『日本語の受身文における「持ち主の受身」の位置づけについて』『日本 

語教育』92 号 日本語教育学会 pp.119-130 

山下好孝（1997）「「受け身」教授法の問題点」『北海道大学留学生センター紀要』1 号 pp.1

－17 北海道大学 

山田孝雄（1908）『日本文法論』寶文館 

山梨正明(1995)『認知文法論』ひつじ書房.  

楊凱栄（2013）「誤用例にみる日中表現の違い：日中対照研究の現場から」『日本語学』 

vol.32-13 号 明治書院 pp.54-64 

葉菁（2003）「日中受動文の対照研究：『新編日語』における文法説明への提案」『早稲田大 

学日本語教育研究』pp.261-274 

姚麗萍（2002）「中国語と日本語の受身文の構文と意味についての比較」『中日対訳語料庫 

的研制与応用研究論文集』外語教学与研究出版社 

渡邊亜子（1995）「中国語母語話者の日本語受身文の使用実態とその背景―母語との対照か 

らの仮説設定―」『言語文化と日本語教育』9 号 pp.216-227 

 

【英語の文献】 

Chamberlain,Basil Hall(1988)A Handbook of Colloquial Japanese.Tokyo:Hakubunsha 

Corder, S.P.(1967)The significance of learner 's errors.International Review of  

Applied Linguistics,5,161-170 

Corder,S.P.(1971)Idiosyncratic dialects and error analysis.International Review of  

Applied Linguistics,9,147-159 

De Beaugrand, R.&W.U.Dressler (1981)Introduction to Text Linguistic.Longman 

Ellis, R.(1984)Classroom second language development.Oxford. UK:Pergamon 

Hoshi,Hiroto(1991)The Generalized Projection Principle and Its Implications for 



 173  

 

Passive Constructions.Journal of Japanese Linguistics,vol.13 

Krashen. S.(1982)Principles and pratice in second language acquision.New 

York:McGraw-Hill 

Kuno,Susumu(1973)The Structure of Japanese Language.Cambridge:MIT Press 

Langacker,Ronald W.(1991)Foundations of Cognitive Grammar vol.2:Descriptive 

Application.Stanford University Press 

Shibatani,mMasayoshi(1990)The Language of Japan.Cambridge Unversity Press 

Short,M（1999 ）Understanding tex ts:Point of view.In G.Brow n et al (ed.).Language 

and Undestanding.Shanghai Foreign LanguageEducation Press 

Teramura,Hideo(1967)Passivization in Japanese.『大阪外国語大学学報』17 

 

【中国語の文献】 

程慧慧、韦小燕（2014）「语用学理论对日语阅读教材编写的启示—以被动句讲解设计为例」 

『吉林省教育学院学报』第 11 期 pp.148-149 

黄燕凌（2013）「关于中国人日语学习者被动句习得的定量研究」大連外国語大学修士論文 

李珊（1994）『现代汉语被字句研究』北京大学出版社 

李金蓮（2012）『日汉被动句对比研究』山东大学出版社 

李伟（2008）「浅析日语被动句中的动作施事表示词」『山东外语教学』增刊第 6 期 pp.18-20 

李伟（2012）「日语专业跨文化交际能力培养方式研究」『時代文学』7 月号山東省作家協会出 

    版 pp.191-192 

李伟（2014）「翻译目的论视域下的旅游资料翻译策略研究」『語文学刊』内モンゴル師範大

学第 3 号 pp25-26、p33  

李伟（2017）「基于小说原文与日文译本对照分析的日语被动句功能探究」第七回東アジア中 

    国語教育大学院生研究フォーラム 口頭発表 2017 年 5 月 14 日於 桜美林大学、東京 

刘姝（2005）「汉日被动句谓语动词比较——日本学生汉语“被”字句偏误兼析」『云南师范大

学学报(对外汉语教学与研究版)』第 5 期 pp.60-63 

刘卫红・赵平（2010）「日语教材中被动句问题的探究」『南通职业大学学报』第 3期 pp.55-58 

刘晓霞（2013）「基础日语教材被动句考察」『长冶学院学报』第 6 期 pp.72-74 

刘月華・潘文娛・故韡（1983）『实用现代汉语语法』外语教学与研究出版社 

吕文华（1987）「被字句和无标志被动句的变换关系」『句型和动词』语文出版社 



 174  

 

陆检明（2004）「有关被动句的几个问题」『汉语学报』第 2 期 pp.11-17 

罗青（2009）「《孟子》中无标记被动句研究」『安徽文学』第 10 期 p334 

毛文伟（2011）「二语习得量化研究中两种数据采集方法的对比研究」『日语学习与研究』第 

1 期 pp.12-18 

木村英树（2005）「北京话给字句扩展为被动句的语义动因」『汉语学报』第 2 期 pp.14-21 

靳玮珊（2009）「无标记被动句的认知分析」『中国校外教育』（増刊）第 2 期 p57 

桥本万太郎（1987）「汉语被动式的历史・区域发展」『中国语文』第 1 期 pp.36-49 

杉村博文（2003）「从日语的角度看汉语被动句的特点」『语言文字应用』第 2 期 pp.64-75 

汤敬安（2016）「汉语无标记被动句与有标记被动句的认知辨析」『云梦学刊』第 6 期 

王灿龙（1985）「无标记被动句和动词的类」『汉语学习』第 5 期 pp.15-19 

王慧娟（2012）「河南项城方言无标记被动句研究」『现代语文(语言研究版)』第 10 期 

王黎今（2006）「被动表述主位角色的汉日对比」『日语学习与研究』第 4 期 pp.51-56 

王力（1985）『王力文集』山东教育出版社 

邢福义（2006）「汉语被动表述问题研究新拓展」华中师范大学出版社 

徐磊（2006）「日语被动句学习难点解析」『日语学习与研究』第 3 期 pp.84-87 

周晓辉（2010）「被字句与无标记被动句的话题功能」『河北科技师范学院学报(社会科学版)』

第 4 期 pp.110－113 

张永旺（2006）『日语被动句』旅游教育出版社 

张志公（1991）『张志公文集』广东教育出版社 

赵焕改（2013）「汉语无标记被动句相关研究综述」『现代语文(语言研究版)』第 3 期 pp.21-23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 175  

 

対訳小説 

 

村上春樹（2004）『ノルウェイの森』（上）講談社文庫講談社 

村上春樹（2004）『ノルウェイの森』（下）講談社文庫講談社 

林少華（2001）『挪威的森林』上海訳文出版社 

姜戎（2004）『狼図騰』（上）中国長江文芸出版社 

唐亜明・関野喜久子（2007）『神なるオオカミ』講談社 

 

調査対象の日本語教科書 

 

李奇楠・押尾和美［編］（2009）『総合日語（改訂版）』（第一册）彭広陸・守屋三千代［総

編］北京大学出版社 

冷丽敏・丸山千歌［編］（2010）『総合日語（改訂版）』（第二册）彭広陸・守屋三千代［総

編］北京大学出版社 

王轶群・今井寿枝［編］（2010）『総合日語（改訂版）』（第三册）彭広陸・守屋三千代［総

編］北京大学出版社 

何琳・守屋三千代［編］（2011）『総合日語（改訂版）』（第四册）彭広陸・守屋三千代［総

編］北京大学出版社 

周平・陈小芬（2009）『新編日語（改訂版）』（第一冊）上海外語教育出版社 

周平（2010）『新編日語（改訂版）』（第二冊）上海外語教育出版社 

周平・陈小芬（2011）『新編日語（改訂版）』（第三冊）上海外語教育出版社 

周平・陈小芬（2011）『新編日語（改訂版）』（第四冊）上海外語教育出版社 

由志慎・黄文澜・赵立红［編］（2012）『新総合日本語基礎日語（第 2 版）』（第一冊）李筱

平［総編］大連理工大学出版社 

由志慎・吴世兰［編］（2012）『新総合日本語基礎日語（第 2 版）』（第二冊）李筱平［総編］

大連理工大学出版社 

孙莲花・李捷・吴世兰［編］（2012）『新総合日本語基礎日語（第 2 版）』（第三冊）李筱平

［総編］大連理工大学出版社 

孙莲花・孔月・赵立红・李捷［編］（2012）『新総合日本語基礎日語（第 2 版）』（第三冊）

李筱平［総編］大連理工大学出版社 



 176  

 

陈小芬（2014）『日語総合教程』（第一冊）譚晶華［総編］上海外語教育出版社 

许慈惠・高洁・林彬（2014）『日語総合教程』（第二冊）譚晶華［総編］上海外語教育出版 

社 

周星・徐志强・赵鸿（2015）『日語総合教程』（第三冊）譚晶華［総編］上海外語教育出版 

社 

吴大纲・任川海・赵鸿・关薇・蒋步青（2015）『日語総合教程』（第四冊）譚晶華［総編］

上海外語教育出版社 

光村図書出版株式会社・人民教育出版社［編集］（2005）『新編中日交流標準日本語（初級）』

（上）人民教育出版社 

光村図書出版株式会社,・人民教育出版社［編集］（2005）『新編中日交流標準日本語（初級）』 

（下）人民教育出版社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 177  

 

稿末資料 

資料 1：予備調査に用いた質問紙（選択テスト） 

 

選択テスト 

 

次の問い（問 1～問 20）において、自然な日本語の角度から最も適当と思うものを次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 

 

1.あの子はアメリカ人の夫婦に養子         いった。 

② を；もらって   ②に；もらわれて   ③を；もらわれて   ④に；もらって 

 

2.夫         一日中家に         、困った。 

③ が；いて     ②が；いられて    ③に；いれられて   ④に；いられて 

 

3.彼はそれを聞いて、自分と人事担当者の話が子供      ことを知った。 

①が；聞いた    ②に；聞いた    ③が；聞かれていた  ④に；聞かれていた 

 

4.予定の十一時より三時間も早く、彼等     しまったことになる。下瀬は、自分に

いい聞かせ、必死な眼でタクシーを探した。 

② に；知らせて   ②に；知られて   ③が；知って     ④が；知られて 

 

5.彼はすでに年が 70 余歳であったが、人々     甚だ     。 

③ が；尊敬した   ②に；尊敬した   ③に；尊敬させ   ④に；尊敬されていた 

 

6.わたしは結婚して 3 年目だ。しかし、山田さん     独身と      。 

② が；思わせた  ②に；思わせた    ③に；思われた   ④を；思った 

 

7.目の前の大きな男は、母親     小学生のようにしゅんとしている。 

③ が；怒った   ②が；怒らせた    ③に；怒った    ④に；怒られた 
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8. 琥珀さんは秋葉と何やら小さな声で話し合うと、秋葉に肩をかして立ちあがらせた。そ

のまま、秋葉は琥珀さん      、自分の部屋へと戻って行ってしまった。 

①が；助けて    ②に；助けられて    ③を；助けて   ④が；助けられて 

 

9.最初に彼      ときでも、これほど感謝を感じたことはなかった。 

①が；採用した    ②を；採用した    ③に；採用した  ④に；採用された 

 

10. 夕風が起こった。と、そよ風      、湖水のはるか遠くから音楽の響きが伝わ

ってきた。 

①が；運んで    ②に；運ばれて      ③に；運ばせて   ④に；運んで 

 

11. 今見回してみても、参加者のほとんどが、合宿に参加するために、バスの中に揃って

いるようだった。東京から一時間四十分ほどバス      、ようやく目的地に到着し

た。 

①が；揺られて   ②に；揺られて     ③が；揺れて     ④に；揺れて 

 

12. 全校生徒が腕を組んで幾重もの輪をつくり、選手たちを取り囲んだ。一年生から立花

が一万メートル競走の選手      、輪の中に入っていた。 

①が；選んで    ②に；選ばれて     ③が；選ばせて    ④に；選ばせて 

 

13.スポーツが好きだった彼は、上村       すぐボクシング部に入った。 

①が；誘って    ②に；誘われて    ③に；誘わせて    ④を；誘って 

 

14.大切なお金が泥棒       。 

①が；盗んだ    ②に；盗まれた    ③に；盗ませた    ④に；盗んでいる 

 

15.玄関のドア      次郎       。 

①が；に；壊された ②を；が；壊させた ③が；に；壊させた  ④を；が；壊された 

 

16.太郎の出張希望は、人事部長       。 
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② が；認めた    ②に；認めさせた   ③に；認めた    ④に；認められた 

 

17.木の枝にかかった上着さえ、そのままの位置で激しい風          。    

①が；吹いていた  ②を；吹いていた   ③に吹かせていた   ④に吹かれていた 

 

18.この雑誌は 10 代の若者       よく        。 

①が；読む  ②が；読まれている  ③に；読んでいる  ④に；読まれている 

 

19.花子の家は高層ビル        。 

①が；囲んでいる  ②に；囲ませている ③が；囲ませている ④に；囲まれている 

 

20.障子     何者か       。 

①は；が；開けた  ②を；が；開けさせた ③が；に；開けた ④が；に；開けられた 
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資料 2：予備調査に用いた質問紙（文完成テスト） 

 

文完成テスト 

 

次の絵（絵 1～絵 15）を見てください。括弧内の動詞を使って、自分の直感で絵の内容を

記述してください。 

 

絵 1 

 

ひろし君です。ここはひろし君の家です。これからみなでご飯を食べます。ひろし君はテ

レビを見ています。みんな彼を待っています。 

 

                                   。（呼ぶ） 

 

絵 2 

 

ひろし君です。彼は数学のテストで 30 点を取りました。お母さんに成績を見せました。 
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                                    。（しかる） 

絵 3 

 

ひろし君です。彼は国語のテストで 100 点を取りました。お母さんに成績を見せました。 

                                    。（ほめる） 

絵 4 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日です。ひろし君は寝ています。猫がひろし君の枕のそばに飛んできました。ひろし

君は目を覚めました。 

                                    。（起こす） 

絵 5 

 

ひろし君は隣人のおばさんに会いました。おばさんは犬を抱っこしていました。 
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                                    。（噛む） 

絵 6 

 

 

 

ひろし君も妹さんもケーキを食べています。ひろし君は妹さんのケーキも食べようとして

います。 

                                    。（たたく） 

 

絵 7 

 

ひろし君は歩いています。知らない人が自転車に乗って通りました。 

                                    。（ひく） 

絵 8 

 

エリさんです。エリさんの部屋です。エリさんのお母さんです。エリさんはセーターを着

たいです。でも、セーターがありません。 
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                                     。（着る） 

絵 9 

 

 

エリさんです。エリさんのお父さんです。エリさんはケーキが食べたいです。エリさんの

お父さんがケーキを食べています。 

                                    。（食べる） 

 

絵 10 

 

 

エリさんです。エリさんはかばんを持って、出かけようとしています。 

                                    。（噛む） 

 

絵 11 

 

エリさんです。エリさんのお父さんです。エリさんはワインを友達に郵送したいです。 

エリさんのお父さんはワインを飲んでいます。 
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                                    。（飲む） 

絵 12 

 

エリさんです。エリさんのお母さんです。机の上にエリさんへの手紙があります。 

                                    。（読む） 

 

絵 13 

 

エリさんです。エリさんの犬です。エリさんの携帯電話が使えなくなりました。 

                                     。（壊す） 

絵 14 

 

エリさんです。エリさんは帽子をかぶっています。動物園です。 

                                     。（とる） 
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絵 15 

 

 

 

エリさんです。エリさんは新しいスカートをはいています。彼女は犬をつれて庭を散歩し

ています。 

                                    。（汚す） 
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資料 3：予備調査に用いた質問紙の期待される回答 

 

予備調査に用いた質問紙の参考解答 

 

選択テスト 

問１：② 

問 2：④ 

問 3：④ 

問 4：② 

問 5：④ 

問 6：③ 

問 7：④ 

問 8：② 

問 9：④ 

問 10：② 

問 11：② 

問 12：② 

問 13：② 

問 14：② 

問 15：① 

問 16：④ 

問 17：④ 

問 18：④ 

問 19：④ 

問 20：④ 
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文完成テスト 

 

絵 1：お母さんはひろし君を呼びました。 

絵 2：ひろしがお母さんにしかられている。 

絵 3：ひろし君はお母さんにほめられました。 

絵 4：彼は猫に起こされました。 

絵 5：彼はおばさんの犬に噛まれてしまいました。 

絵 6：ひろし君は妹にたたかれました。 

絵 7：ひろし君は知らない人に足をひかれました。 

絵 8：エリさんのセーターはお母さんに着られているようです。 

絵 9：お父さんにケーキを食べられました。 

絵 10：エリさんはかばんを愛犬にかまれました。 

絵 11：お父さんにワインを飲まれてしまいました。 

絵 12：手紙はお母さんに読まれています。 

絵 13：恐らくエリさんの携帯は犬に壊されてしましました。 

絵 14：エリさんは帽子をサルにとられました。 

絵 15：エリさんはスカートを犬に汚されてしまいました。 
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資料 4：本調査に用いた質問紙（文法選択・翻訳テスト） 

 

調査協力者のみなさんへ 

 

この度は、本調査にご協力いただき誠にありがとうございます。この調査は、中国語を

母語とする日本語学習者の文法項目の使用実態と習得状況を明らかにするために行うもの

です。個人情報を保護するため、調査結果は、本研究以外の目的に用いることはありませ

ん。また、個人の名前が分かるような形で発表することはありません。全員が参加してい

ただけると助かりますが、強制ではありません。参加したくなかったら、途中でやめても

構いません。調査の結果は、学校の先生を通じて、調査協力者のみなさんに報告する予定

です。ご理解とご協力に、大変感謝しております。本当なら、直接会いに行って、お願い

すべきですが、今回は間接的に依頼することにしました。ご協力よろしくお願いいたしま

す。質問紙調査は選択テスト 12 問と文完成テスト 8 問からなっています。人に相談しない

で、参考書、辞書なども利用しないで自分で考えて、ご回答ください。この質問紙調査は、

大学での成績と関係がありません。個人情報に関するフェイスシートに答える前に、参加

することに同意するか、同意しないか、ご記入をお願いいたします。 

 

大阪大学言語文化研究科博士後期課程 李偉 

Liwei0818rii＠gmail.com 

 

真诚感谢您能够参与本次问卷调查。本次调查的目的是梳理清晰汉语为母语的日语学习

者的语法项目使用现状和习得情况。为了保护个人信息安全，这一研究目的之外的研究不会

使用本次调查结果。另外，也不会以知晓受试个人姓名的形式发表成果。希望各位能积极参

加，但是问卷调查不是强制性的。如果不愿意参加，可以中途放弃，没有关系。调查结果会

通过大学教员报告给诸位。非常感谢大家的理解和支持。本来应当面对面进行说明，但是这

次问卷调查采取了间接的方式拜托诸位。万望各位能够积极参加，鼎力支持。问卷由 12 道选

择题和 8 道填句题组成。答题过程中，请不要与他人商量，也不要翻看参考书、词典等资料，

独立思考后进行回答。本次问卷与大学的成绩没有关系。在进入回答环节之前，请选择是否

同意参加本次问卷调查。 
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私は、質問紙調査の事項について説明を受けました。研究の目的、方法等について理解

し、研究に参加します。 

我已经阅读了以上关于本次问卷调查的说明，理解了本次调查的目的和方式，参加本次

调查问卷。 

 

    1.参加することに同意する      2.参加することに同意しない 

 

日付： 
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資料 4：本調査に用いた質問紙（文法選択・翻訳テスト） 

 

文法選択・翻訳テスト 

 

  次の問い（問 1～問 12）において、自然な日本語という角度から〔  〕に入れるのに

最も適当と思うものを次の①～④から一つお選びください。正しいと思う選択肢を入れて、

文中の下線部を中国語に翻訳してください。 

下面有 12 道选择题，请从日语表达是否自然的角度思考在①至④的选项中选出一个您认

为最适合填入括号的答案。然后，请并入所选的内容，将划波浪线的句子译为汉语。 

 

（  ）1. あの子はアメリカ人の夫婦に養子〔  〕〔        〕いった。 

① を；もらって  ②に；もらわれて  ③を；もらわれて  ④に；もらって 

中国語訳：                                    

 

（  ）2. 夫〔  〕一日中家に〔        〕、困った。 

① が；いて  ②が；いられて  ③に；いれられて  ④に；いられて 

中国語訳：                                    

 

（  ）3.自分の思っていることをむやみに他人に知らせるのがいやになった。僕が今ど

んな思想を抱いているか、あんまり他人〔  〕〔           〕。 

② に；知りたくないのです         ② に；知られたくないのです 

③ が；知りたくないのです         ④ が；知られたくないのです 

中国語訳：                                    

 

（  ）4.犬科には、犬のほかに、狼、ヤマイヌなどがいる。この中から、犬だけが、家

畜として人間〔  〕〔           〕。人間が目をつけたのは、犬の特性で

ある「忠実性」である。 
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①が；採用するわけだ                 ②が；採用したわけだ   

③に；採用されるわけだ                ④に；採用されたわけだ 

中国語訳：                                    

 

（  ）5. 枯れ草を丸めその右手を前にのばした。枯れ草を放すと、風〔  〕〔     〕、

左側三十度ちょっとのあたりに落ちた。風速の算出は、吹き流しや警戒旗などが無くても、

新聞紙や乾草などを柔らかく丸めたものが落ちた角度を八で割ることによって秒速メータ

ーが出てくる。 

①が；運んで  ②に；運ばれて  ③に；運ばせて  ④に；運んで 

中国語訳：                                    

 

（  ）6. 参加者のほとんどが、合宿に参加するために、バスの中に揃っているようだっ

た。東京から一時間四十分ほどバス〔  〕〔     〕、ようやく目的地に到着した。 

①が；揺られて  ②に；揺られて  ③が；揺れて  ④に；揺れて 

中国語訳：                                    

 

（  ）7. 特に勝さんの興味を引いたのは、サンフランシスコ市の議会政治であった。議

会では市民〔  〕〔     〕議員が壇上に立ち、自分の意見を堂々と演説する。そ

れを聞いた別の議員が挙手をして立ち上がり、まっこうから反対意見を述べる。 

①に；選んだ  ②が；選ばれた  ③に；選ばれた  ④に；選ばせた 

中国語訳：                                    

 

（  ）8. 玄関のドア〔  〕次郎さん〔       〕。しかし、彼からは、弁償ど

ころか何のお詫びもなかった。 

①は；に；壊された ②を；は；壊させた ③が；に；壊させた ④を；が；壊された 

中国語訳：                                    

 

（  ）9.太郎さんの出張希望は、前回は却下されたが、今回は人事部長〔  〕〔      〕

ので、同僚も出張の成果を期待している。 

① が；認めた  ②に；認めさせた  ③に；認めた  ④に；認められた 

中国語訳：                                    
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（  ）10. 桜の木は、涼しい風〔  〕〔     〕、朝日にあたりました。 

①が；吹いて   ②を；吹いて   ③に；吹かせて   ④に；吹かれて 

中国語訳：                                    

 

（  ）11. この雑誌は10代の若者〔  〕よく〔       〕。 

①が；読ませている  ②が；読まれている ③に；読んでいる  ④に；読まれている 

中国語訳：                                    

 

（  ）12. 花子の家は高層ビル〔  〕〔      〕。そのせいで、日当たりが悪く

なった。 

①が；囲まれている ②に；囲ませている  ③が；囲ませている ④に；囲まれている 

中国語訳：                                    
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資料5：本調査に用いた質問紙（短文完成テスト） 

 

短文完成テスト 

  次の絵（絵1～絵8）を見てください。括弧内の動詞を使って、自分の直感で絵の内容を

記述してください。 

    请看以下的图画（图1至图8）。请使用括号内的动词，凭直觉记述图画的内容。 

絵１  

 

絵2   

 

絵3  

 

 

絵4  

 

 

ひろし君です。彼は数学のテストで30点を取りました。

お母さんに成績を見せました。 

思った通り、                      。   

       （しかる） 

 

 

日曜日です。ひろし君は寝ています。猫がひろし君の枕

のそばに飛んできました。ひろしくんはもっと寝ていた

かったのに、              。 

       （起こす）  

 

 

 

ひろし君も妹さんもケーキを食べています。 

ひろし君は妹さんのケーキも食べようとしています。 

                     。 

       （たたく） 

 

 

ひろし君は、先週道を歩いていたら、知らない自転車が

来て、                   。 

        （ひく） 
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絵5  

 

 

絵6  

 
 

絵7 

 

エリさんとお父さんです。エリさんは家に着いたら、ケー

キを食べようと思っていました。 

でも、                      。  

         （食べる） 

 

 

 

 

この絵の人はエリさんとお母さんです。 

エリさんは、大切な友達との秘密の手紙を机の上に置き忘

れていました。                  。 

          （読む） 

 

 

 

 

 

絵8 

 

 

                                           

      

エリさんは帽子をかぶっています。動物園にいます。 

エリさんがオリの近くに居ましたので、       。      

          （とる） 

 

 

 

 

 

エリさんです。エリさんは新しいスカートをはいています。

彼女は犬をつれて庭を散歩しています。 

                         。 

         （よごす） 

それで、エリさんは怒っています

ご協力、どうもありがとうございました。 

フェイスシートは次のページにあります。 
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フェイスシート 

 

個人情報を保護するため、調査結果は、本研究以外の目的に用いることはありません。

また、個人の名前が分かるような形で発表することもありません。 

为了保护个人信息安全，研究目的之外的情况不会使用本次调查结果。另外，也不会以

知晓受试个人姓名的形式发表成果。 

 

1、所属と名前をご記入ください。请填写您的所属大学及姓名。 

大 学                        

専 攻                            

名 前                        

2、学年をご回答ください。请填写您的年级。      

（1）2 年生  （2）3 年生  （3）4 年生   （4）そのほか           

3、年齢をご記入ください（2017 年 5 月現在）。请填写您的年龄（截止至 2017 年 5 月）。 

満    歳 

4、性別をご回答ください。请回答您的性别。         （1）男 （2）女 

5、今まで日本語をどれぐらい勉強しましたか。您学习日语有多长时间了？  年  月 

6、日本語に関する資格を持っていますか。どの級（レベル）を、いつとったか、何点だっ

たかもご回答ください。 

您持有日语水平相关的资格证书吗？同时请回答是几级水平、考取时间以及具体得分。 

                                                                                

7、今まで日本に行ったことがありますか。「ある」と答えた人のみ、8、9 番の問いにもご

回答ください。您去过日本吗？如果回答“去过”，请一并回答第 8、9 的问题。     

（1）ある    （2）ない 

8、滞在期間をご記入ください。请填写您在日本停留的时间。             

9、滞在目的は何でしたか。请回答您当时的停留目的。     

（1）観光  （2）仕事  （3）勉強                       

（勉強の場合、具体的にどこで何を学んだのか、関連情報もご記入ください。） 

10、調査協力者の一部を対象に、インタビューを行いたいと計画しています。ご協力 いた

だける方は、メールアドレスのご記入をお願いいたします。 

研究人员计划采访回答问卷的一部分同学。如果您同意参加，请填写一下邮件地址。 
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資料 6：本調査に用いた質問紙の期待される回答 

 

本調査に用いた質問紙の参考回答 

 

文法選択・翻訳テスト 

 

１、② 

中国語訳：那孩子被美国人夫妇领养了。 

 

2、④ 

中国語訳：丈夫一整天都在家，很烦。 

 

3、② 

中国語訳：不太想让别人知道。 

 

4、④ 

中国語訳：只有狗被人们选择做为家畜。 

 

5、② 

中国語訳：枯草一放开，就会随风飘至左侧 30 度附近的地方。 

 

6、② 

中国語訳：从东京开始足足被晃了 1 小时 40 分钟，终于抵达了目的地。 

 

7、③ 

中国語訳：在议会上，被市民选上的议员站在台上，光明正大地摆出自己的观点。 

 

8、① 

中国語訳：玄关的大门被次郎弄坏了，可是，不用说赔偿了，他就连道歉的话都没有说一句。 
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9、④ 

中国語訳：（太郎）这次得到了人事部部长的认可，同事们也都期待他出差取得成果。 

 

10、④ 

中国語訳：凉风清清吹动着樱花树，树上洒着阳光。 

 

11、④ 

中国語訳：十几岁的年轻人常常阅读这本杂志。 

 

12、④ 

中国語訳：花子的家被高楼环绕，因此采光不好 
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短文完成テストの参考回答例 

 

絵 1： 

お母さんにしかられました。 

 

絵 2： 

猫に起こされました。 

猫は彼を起こしました。 

 

絵 3： 

妹さんにたたかれました。 

 

絵 4： 

ひかれました。 

 

絵 5： 

お父さんに食べられました。 

 

絵 6： 

お母さんに読まれてしまいました。 

 

絵 7： 

帽子をサルにとられました。 

サルは彼女の帽子をとりました。 

 

絵 8： 

犬に新しいスカートをよごされました。 
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資料 7：中国語原文日本語訳文方向の対訳データ 

日本語訳文 中国語原文 

草原にやってきて二年たつが、草原の

大きなオオカミとその群れが、陳陣は

やはり怖くてたまらない。この人里か

ら遠く離れた山奥で、オオカミの群れ

を目の前にして、彼の口から［1］吐き

出される白い息も震えている。 

虽然陈阵来到草原已经两年，可他还是

惧怕蒙古草原上的巨狼和狼群。在这远

离营盘的深山，面对这么大的一群狼，

他嘴里［2］呼出的霜气都颤抖起来。 

かれらがもっているのは二本の馬棒だ

けである。万一、オオカミの群れに人

の気配を［3］気付かれたら、二人の「天

葬」が［5］くりあげられるのはまちが

いない。 

他们只有两根马棒，万一狼群［4］嗅

出他们的人气，那他俩可能就要［6］

提前天葬了。 

オオカミの群れの包囲網がだんだん

［7］狭められ、その一端は二人が隠れ

ている雪のくぼみに近づいてきた。陳

陣は少しも体を動かすことができず、

自分が氷の彫刻に凍りついてしまった

ような気がした。 

狼群包围线的一端已越来越［8］靠近

俩人的雪窝，陈阵一动也不敢动，他感

到自己几乎冻成了一具冰雕…… 

二年前、陳陣が北京からこの国境地域

の牧場に［9］下放されたときは、十一

月の下旬だったが、オロン草原はすで

に雪で一面真っ白になっていた。 

两年前陈阵从北京到达这个边境牧场

［10］插队的时候，正是十一月下旬，

额仑草原早已是一片白雪皑皑。 

知識青年と［11］呼ばれた学生たちに、

パオはまだ支給されていなかった。陳

陣はビリグじいさんの家に住むことに

なり、羊飼いの仕事を［13］割り当て

られた。 

［12］対応なし知青的蒙古包还未发下

来，陈阵被安排住在毕利格老人家里，

［14］分配当了羊倌。 
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帰る間際になって、老人は牧場革命委

員会の委員として、突然、会議に残る

ことになったが、その資料をすぐに生

産大隊に届けるようにと本部から［15］

指示された。 

临回家时，老人作为牧场革委会委员，

突然被留下开会，可是场部［16］指示

那些文件必须立即送往大队，不得延

误。 

陳陣が黒い馬にとびのったとたん、股

ぐらに上等なモンゴル馬の力強さが伝

わってきて、とびだしたい衝動に［17］

かられた。 

陈阵一骑上大青马，他的胯下立即感到

了上等蒙古马的强劲马力，就［18］有

了快马急行的冲动。 

ふいに、陳陣はわけのわからない緊張

感に［19］おそわれ、体が震えてきた。 

陈阵忽然一阵颤栗，［20］心里有些莫

名的紧张。 

四十メートルも離れていない雪に［21］

覆われた斜面に、夕焼けの光に［23］

照らされて、毛を金色に輝かせ、殺気

立ったモンゴルオオカミの大群れが現

れたのだ。 

距他不到 40 米的［22］雪坡上，［24］

在晚霞的天光下，竟然出现了一大群金

毛灿灿、杀气腾腾的蒙古狼。 

突然、雪の上にしゃがんでいた十数匹

のオオカミがすっくと一斉に立ち上が

った。まるで［25］鞘から抜かれた軍

刀のごとく、［27］つがえられた矢のご

とく、長いしっぽをぴんと立てて、見

晴らしのきく有利な地勢を占めて、い

まにもとびかかろうとしている。 

此时，十几条蹲坐在雪地上的大狼呼地

一下全部站立起来，长尾统统平翘，像

一把把即将［26］出鞘的军刀，一副［28］

弓在弦上、居高临下、准备扑杀的架势。 

群れのなかに、大きなオオカミたちに

［29］取り囲まれている白いオオカミ

王がいた。その首、前胸と腹部の毛は

青白く、プラチナのようにまぶしく輝

いて、トラのような凶暴で傲慢な威光

を放っている。 

狼群中一头［30］被大狼们簇拥着的白

狼王，它的脖子、前胸和腹部大片的灰

白毛，发出白金般的光亮，耀眼夺目，

射散出一股凶傲的虎狼之威。 
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陳陣は突然、天にそっと頭を［31］な

でられて、天へ昇っていくには早すぎ

る魂に、自信と力を［33］そそぎこま

れたのかもしれない。 

也可能是陈阵忽然［32］领受到了腾格

里(天)的精神抚爱，为他过早走失上天

的灵魂，［34］揉进了信心与定力。 

オオカミの王が首を伸ばして、かれの

後ろの山坂」を見渡そうとしているの

を察した。オオカミたちはとがった長

い耳をレーダーのようにして、王が眺

めている方向に向けて、［35］命令が下

されるのを、じっと待っている。 

他感到狼王正在伸长脖子向他身后的

山坡望，群狼都把尖碗形的长耳，像雷

达一样朝着狼王张望的方向。所有的杀

手都在静候狼王［36］下令。 

陳陣は、体にもどって［37］温められ

たばかりの魂が、また出ていってしま

いそうな気がした。 

陈阵觉得刚刚［38］在体内焐热的灵魂

又要出窍了。 

黒い馬は最後に命がけで逃げ出すため

に、軽くしゃがんで力を蓄えはじめた。

しかし、重荷を背負っているから、駆

け出したとたんに［39］やられるだろ

う。 

大青马开始轻轻后蹲聚力，准备最后的

拼死一搏。可是，负重的马一启动就得

［40］吃亏。 

陳陣は［41］窮地にたたされて、急に、

草原の遊牧民のように心のなかで天に

おがんだ。 

陈阵忽然像草原牧民那样［42］在危急

关头心中呼唤起腾格里 

乗馬をおぼえたてのころ、「馬に乗りは

じめたばかりのときは、大きなあぶみ

でなければ安定しない。万が一、馬に

［43］おとされたら、［45］引きずられ

て、馬に［47］蹴られて怪我するか死

ぬかだ」と老人は話していた。 

但老人当初对他说，初学骑马，马镫不

大就踩不稳。万一［44］被马尥下来，

也容易［46］拖镫，［48］被马踢伤踢

死。 
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さらにもう一度力いっぱいぶつけあう

と、オオカミの群れは王に［49］率い

られて、全員、向きを変え、耳を後ろ

に傾け、首を縮めて、黄塵を巻き上げ

た風のように、一気に山奥へ逃げてい

った。 

他再猛击几下，狼群［50］在狼王的率

领下，全体大回转，倒背耳朵，缩起脖

子像一阵黄风一样，呼地向山里奔逃而

去。 

オオカミたちは疑心暗鬼を生じ、狩人

の包囲陣におびえて、迅速に撤退した。

しかし、オオカミの群れの撤退は、乱

れることなく整然と［51］おこなわれ

た。逃走する群れでさえ、草原オオカ

ミの伝統的な軍団の編制と隊形を保っ

ている。勇猛なものは突撃隊となり、

王は前方に並び、体格の大きいものが

後ろで援護している。鳥や獣のような

乱れた散り方ではなかった。陳陣はあ

っけに［53］とられてみていた。 

狼群被它们所怀疑的蒙古猎人的猎圈

阵吓得快速撤离。但狼群撤得［52］対

応なし井然有序，急奔中的狼群仍然保

持着草原狼军团的古老建制和队形，猛

狼冲锋，狼王靠前，巨狼断后，完全没

有鸟兽散的混乱。陈阵［54］看呆了。 

しかも、モンゴル草原のオオカミに、

［55］物の怪にとりつかれたような恐

怖と畏敬の念をいだき、夢中になって

いった。 

并且，他从此对蒙古草原狼有一种［56］

着了魔的恐惧、敬畏和痴迷。 

陳陣はうすうす気づいていた。自分は

草原民族の心の領域にとびこんでしま

ったのかもしれないことを。それは、

たまたま、ぶつかって扉に隙間ができ

ただけだったが、かれの視線はそのな

かに［57］注がれ、釘付けになってい

った。 

陈阵隐隐感到，自己可能已经闯入草原

民族的精神领域。虽然他偶然才撞开了

一点门缝，但是，他的目光和兴趣已经

［58］投了进去。 
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遠出をして数十キロから百キロ以上歩

いても、三匹から五匹くらいみかけれ

ば多いほうである。けれど、そのわり

には、オオカミやオオカミの群れに

［59］噛まれて死んだ羊や牛や馬をし

ょっちゅう目にした。 

但他经常见到［60］被狼或狼群咬死的

羊牛马，少则一两只，两三头，三四匹，

多则尸横遍野。 

また、遊牧民のパオを訪れて回ると、

パオの外に、［61］剝がされたオオカミ

の皮が長い竿のさきにしばりつけてあ

り、旗のようにひるがえっていること

もあった。 

串门时，也能见到牧民猎人打死狼后

［62］剥下的狼皮筒子，高高地悬挂在

长杆顶上，像狼旗一样飘扬。 

懐中電灯の明かりで［63］照らし出さ

れたのは、雪が舞うなかで、オオカミ

の大きなしっぽを引っぱっているガス

マの姿だった。 

［64］透过雪花乱飞的手电光亮，他竟

然看到嘎斯迈正拽着一条大狼的长尾

巴。 

まるまると肥えた羊たちは肝をつぶし

て、風に［65］さらされるのもオオカ

ミに［67］食われるのも怖がっている。 

可是吓破胆的傻羊肥羊们既［66］怕狼

又［68］怕风，拼命往挡风墙后面的密

集羊群那里前扑后拥，把羊身体间的落

雪挤成了臊气烘烘的蒸气，也把狼的前

身挤得动弹不得。 

ガスマの後ろにいる二匹の犬は羊の群

れに［69］さえぎられ、やきもきする

だけで手の出しようがなく、オオカミ

の気勢を抑えようとして、吠えたてて

いる。 

嘎斯迈身后的两条大狗也［70］被羊群

所隔，干着急无法下口，只得一个劲 1

狂吼猛叫，压制大狼的气焰。 

ガスマは陳陣が本当に助けにこようと

していると思い、大きな声で叫んだ。

「来ないで、来ないで！オオカミに

［71］噛まれるよ。早く羊をつれてい

嘎斯迈却以为陈阵真想来帮她，急得大

叫：别来！别来！狼［72］咬人。快赶

开羊！狗来！ 
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って！犬をつれてきて！」 

オオカミは前へ突き進めないとみると

急に後ろへ下がり、体を後ろにねじっ

て、ガスマに噛みついた。びりびりっ

と、毛皮の服のすそがオオカミの牙で

［73］引き裂かれた。 

狼看看前冲无望，突然向后猛退，调转

半个身子，扑咬嘎斯迈。刺啦一声，半

截皮袍下摆［74］被狼牙撕下。 

陳陣は慌てふためいて、懐中電灯を高

くもちあげて、ガスマとオオカミに向

けた。彼女が暗いなかで［75］噛まれ

てしまうのを心配したからだ。 

陈阵急慌了眼，他一面高举手电筒对准

嘎斯迈和狼，生怕她看不清狼，［76］

被狼咬到。 

ガスマも力が尽きてきたらしくオオカ

ミに数歩前に［77］引きずられている。 

他发现嘎斯迈快拽不动恶狼了，她又

［78］被狼朝前拖了几步。 

羊の群れの西側から真ん中にかけて

は、この母子二人によって粘り強く

［79］守られている。 

羊群中西部的防线［80］全靠母子二人

顽强坚守，不让这条大狼从羊圈挡风毡

墙的西边，冲赶出部分羊群。 

ガスマは笑いながら首をふった。「そん

なことないわよ。あんたが助けに来て

くれなければ、羊が［81］食べられる

とこだったわ。」 

嘎斯迈笑着摇头说：不是不是，你要是

不来帮我，狼就［82］把羊吃到嘴啦。 

ビリグじいさんが懐中電灯で羊の群れ

を照らしてみると、三、四頭の羊の肥

えたしっぽが、オオカミに根こそぎ

［83］噛み切られている。［85］食いち

ぎられた痕は血だらけになって、滴り

毕利格老人用手电照了照羊群，共有三

四只羊的大肥尾已［84］被狼齐根咬断

吃掉，［86］血肉模糊，冰血条条。 
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落ちた血が凍っている。 

ガスマは微笑んで答えた。「そりゃ、怖

いわよ。でも、オオカミに羊を［87］

追い出されたら、労働点数がへっちゃ

うから。そっちのほうが怖かったわ。

それに、生産グループの長だから、羊

を［89］やられたら、恥ずかしいじゃ

ない」 

她笑笑说：怕，怕。我怕狼［88］把羊

赶跑，工分就没有啦。我是生产小组的

组长，［90］丢了羊，那多丢人啊。 

バレーは飢えていても、主人に［91］

ほめられることがなによりうれしいよ

うだ。 

陈阵发现寒风中饥饿的巴勒更看重女

主人的［92］情感犒赏。 

良質な草がびっしりと生えていて、強

風で倒れたり、大雪にすっぽり［95］

覆われてしまうことがない。 

草高株密质优，狂风吹不倒，大雪［96］

盖不住。 

わしが八歳のときだった。オロン草原

は何百年に一度という大雪に［97］み

まわれてな。パオが雪に埋まってしま

うほど、厚く積もった。 

我八岁那年，额仑草原［98］碰着一次

几百年不遇的大白灾，平地的雪厚得能

盖没蒙古包。 

幸いにも人や家畜のほとんどは、何人

かの長老に［99］率いられて、早めに

移動をはじめた。雪が膝まで積もって

いるところは、数千頭の馬を集めて、

雪を踏ませて道をつくらせた。そうや

幸亏大部分的人畜，［100］在几位老人

的带领下，抢先一步，在雪下到快没膝

深的时候，集中所有马群，用几千匹马

冲雪踏道，再用几十群牛趟雪踩实，开

出一条羊群和牛车可以挪动的雪路雪
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って、三日三晩歩いて、やっとこの牧

草地帯にたどり着いたんだ。 

槽，走了三天三夜，才把人畜搬到这片

草场。 

草の下のほうはまだ枯れないうちに雪

に埋もれて、雪の穴蔵に［101］貯えら

れた緑色の冷蔵野菜のようになり、草

の茎と雪の隙間から、浅い緑草の香り

を発している。 

草的下半截还没有变黄就被雪盖住，雪

下的草就像冰窖里［102］储存的绿冻

菜，从每根空心草管和雪缝里往外发散

着淡淡的绿草芳香。 

北の隣国の大雪と飢餓に［103］追い詰

められて越境した黄羊の群れは、ここ

に来ると、冬にオアシスを見つけたよ

うに、緑の草の香りに［105］迷わされ、

もうほかの場所にいこうとしない。 

［104］被北方邻国大雪和饥饿压迫而

越境的黄羊群，一到这儿就像遇到了冬

季里的绿洲，［106］被绿草香气所迷倒，

再也不肯转场。 

黄羊が草原でいちばんの悪だ。……生

産隊の人間が苦労して家畜たちに我慢

させてきた牧草を、何日もしないうち

に、やつらに半分も［107］食われてし

まったわ。 

老人轻声说：黄羊可是草原的大害……

你瞅瞅它们吃下了多少好草。一队人畜

辛辛苦苦省下来的这片好草场，这才几

天，就快［108］让它们祸害一小半了。 

買い付けセンターの人がいうには、軍

用機パイロットの服は黄羊の皮で

［109］つくられているが、中国のパイ

ロットは着ることができない。 

据收购站的人说，飞行员的飞行服就是

［110］用黄羊皮做的。中国的飞行员

还穿不上呢。 

毎年、内モンゴル草原で［111］生産さ

れた黄羊の皮は全部、輸出に［113］ま

わされ、ソ連や東欧の鋼材、自動車、

武器と取り換える。 

每年内蒙草原［112］出产的黄羊皮全

部［114］出口，到苏联、东欧换钢材、

汽车和军火；黄羊的里脊肉又是做肉罐

头的上等原料，也统统出口。 
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残った骨と肉は中国人用で、内モンゴ

ル各地の食肉売り場で、貴重な食材と

して［115］売られ、配給切符と証明書

がなければ購入できない。 

最后剩下的肉和骨头才留给国人享用，

是内蒙古各旗县肉食柜台上［116］対

応なし的稀货，凭票证供应。 

一本一本の肉の繊維は、オオカミとの

長い間の競走で［117］鍛えられ、その

おいしさはノロの肉にもおとらない。 

善跑的黄羊，身上没有一点废肉，每一

根肉丝纤维都是［118］与狼长期竞技

而历练出来的精华，肉味鲜得不亚于狍

子肉。 

今回の絶好のチャンスを目の前に、も

う遊牧民の仲間入りができたと思いか

けていた北京の知識青年たちは、自分

たちはまだまだだと［119］思い知らさ

れたのである。 

所以，当这次大猎汛来临，差点认为自

己已成为新牧民的北京知青们，才

［120］发现他们根本靠不上边。 

パオの中にぐるりとモンゴルとチベッ

トの宗教画の壁かけがかけてあって、

床に白い鹿の模様の絨毯が［121］敷か

れている。 

内墙一周挂着蒙藏宗教图案的壁毯，地

上［122］铺着白鹿图案的地毯。 

ちゃぶ台の上の、木の茶托にのった銀

の茶碗も、食器棚の銅のボウルもアル

ミのツボもぴかぴかに［123］磨かれて

いる。 

矮方桌上的木托银碗和碗架上的铜盆

铝壶，都［124］擦得锃亮。 

陳陣が住んでいたビリグじいさんのパ

オは草原部落の族長のテントのような

ところで、陳陣は［125］可愛がられ、

よく面倒を見てもらってきた。 

毕利格老人的蒙古包，就像一个草原部

落大酋长的营帐，［126］让他得到更多

的爱护和关怀，使陈阵倍感亲切和安

全。 

いまは単眼鏡に［127］分解されている

が、もとはソ連製の高性能軍用双眼鏡

で、ビリグじいさんが二十年前に、オ

ロン草原のソ連軍と日本軍の戦場だっ

这副［128］被拆成两个单筒的望远镜，

是苏式高倍军事望远镜，这是毕利格在

二十多年前从额仑草原苏日旧战场上

捡来的。 
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たところから拾ってきたものである。 

ソ連軍や日本軍の軍用品のなかで、遊

牧民に最も［129］珍重されたのは双眼

鏡である。 

所有的苏日军用品中，惟有望远镜最

［130］为牧民们所珍爱。 

陳陣は単眼鏡を使って、狩り場を捜索

している。この狩人の目を持つように

なってから、かれの心の奥に眠ってい

た狩りの本性が［131］呼び覚まされた

ようだ。 

陈阵用望远镜搜索着猎场，有了这个猎

人的眼睛，他心底潜在的猎性终于

［132］被唤醒。 

大きな馬でもぼんやりしたら、子オオ

カミに［133］嚙み殺されることだって

ある。 

大马犯迷糊，小狼也能［134］把它咬

死。 

オロンの狩人たちは、朝早く出かけて

オオカミに［135］つかまえられた黄羊

をよく奪ってくるが、腹のなかは小便

でいっぱいだ。 

额仑的猎人常常起大早去抢［136］让

狼抓着的黄羊，剖开羊肚子，里面尽是

尿。 

陳陣は小さい声で笑った。「ああ神様、

ぼくは殺すと［137］いわれても、オオ

カミみたいに悪知恵が働かないよ。…

…」 

陈阵小声笑道：老天，打死我［138］

対応なし也想不出狼有这样的损招。 
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一部のオオカミはすでに峠の後ろに回

ったのだろう。総攻撃がはじまり、黄

羊がオオカミに［139］追われて峠を越

すと、峠の後ろにいるオオカミたちは

「逸をもって労を待つ」で、正面から

黄羊を襲い、ほかの三面のオオカミた

ちとともに黄羊の群れを包囲殲滅する

だろうと、陳陣は推測した。 

陈阵猜测可能有一部分狼已经绕到山

梁后面，一旦总攻开始，黄羊［140］

被狼群赶过山梁，山后的狼群就该以逸

待劳迎头捕杀黄羊，并与其它三面的狼

群共同围歼黄羊群。 

明の大将、丘福は十万人の大軍を率い

てモンゴル草原に攻め込んで、外モン

ゴルのケルレン川まで攻めたが、孤軍

で深く入って［141］わなにはめられ、

戦死した。軍の士気が乱れて、残った

漢民族の兵士はモンゴルの騎兵に

［143］一網打尽にされてしまった。 

还有明朝大将丘福率十万大军攻入蒙

古草原，一直攻到外蒙古的克鲁伦河，

但丘福孤军深入［142］中计战死，军

心一散乱，剩下的汉兵就［144］被蒙

古骑兵一网打尽…… 

西の端にいる二匹のオオカミは、首と

胸が白いオオカミ王に［145］率いられ、

稲光のように黄羊の群れに近い小山に

向かった。ここは明らかに三面包囲網

の最後の割れ目だ。 

最西边的两条大狼［146］在一条白脖

白胸狼王的率领下，闪电般地冲向靠近

黄羊群的一个突出山包，显然这是三面

包围线的最后一个缺口。 

黄羊がオオカミの群れをみたとき、自

分がはじめてオオカミの群れをみたと

きよりも、激しい恐怖に［147］襲われ

たことだろうと、陳陣は思った。 

陈阵心想，此时黄羊见到狼群，一定比

他第一次见到狼群的［148］対応なし

恐惧程度更剧更甚。 

この数時間は、何年も、孫子やクラウ

ゼヴィッツを読むよりも勉強になり、

自分が魂まで［149］震撼させられた気

がした。 

陈阵觉得这几个小时的实战军事观摩，

远比读几年孙子和克劳赛维茨更长见

识，更［150］震撼自己的性格和灵魂。 
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視覚も嗅覚も極めて敏感な黄羊たち

は、このニワトリを絞め殺してサルを

脅かすような手に、［151］脅かされて、

峠に向かって逃げまどっている。 

视觉嗅觉极其灵敏的黄羊群，［152］被

这杀鸡训猴式的手段吓得拼命往山梁

上跑。 

陳陣は黄羊の角の鋭さをよく知ってい

る。草原では、黄羊の角は遊牧民が皮

を縫うときに、穴をあける錐として

［153］使われている。厚くて丈夫な牛

革でも突き刺すので、オオカミの皮く

らいは問題にならない。 

陈阵深知黄羊角的厉害，在草原，黄羊

角是牧民［154］対応なし做皮活，扎

皮眼的锥子，连厚韧的牛皮都能扎透，

扎破狼皮就更不在话下。 

老人は立ち上がって腰をのばすと、雪

のくぼみのそばにある高い草むらの後

ろにあぐらをかいた。フェルトの靴の

なかから、吸い口が緑色の玉で［155］

つくられたキセルを取り出した。東北

産の刻みタバコを雁首にいれて、火を

つけると、袁世凱の顔が［157］刻まれ

た銀貨をフタにして、燃えてふくらん

だ刻みタバコをおさえて、深く吸いこ

んだ。 

老人站起身来，抻了抻腰，在雪窝边上

一大丛高草后面盘腿而坐。从蒙古毡靴

里抽出一杆［156］绿玉嘴子的烟袋锅，

装了一锅子关东旱烟，点着，又［158］

用袁大头银元做的“锅盖”，压了压烧

涨的烟末，深深地吸了一口。 

陳陣はうれしくなり、すぐにも馬車に

黄羊をいっぱい載せて帰りたかった。

「草原に来て二年のあいだ、オオカミ

には［159］苦労させられてきたけど、

オオカミの甘い汁を吸えるなんて、思

ってもみなかった」 

陈阵乐得恨不得马上就拉一车黄羊回

家。他说：来草原两年了，［160］吃尽

了狼的苦头，没想到还能占狼这么大的

便宜。 

中国の兵書には、十倍以上の兵力をも

って包囲殲滅戦をすることと［161］書

かれているが、モンゴルの騎兵はオオ

中国兵书上［162］讲，有十倍以上的

兵力才敢打围呢。蒙古骑兵真跟狼群一

样厉害，能以一当百。 
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カミといっしょで、一をもって十に当

たる。 

老人はキセルの雁首をたたいて笑っ

た。「おまえもあの大戦のことを知って

るのか。だが、おまえは知らんと思う

が、その大雪は三日三晩も降ったけど、

じつは、あれは天が降らせてくれたの

だ。トルイ軍にいたシャーマンが天に

お願いしたのだ。モンゴル人の間では

そう［163］いわれている。」 

老人磕了磕烟袋锅，笑道：你也知道这

场大仗？可是你准保不知道，那场大雪

下了三天三夜，是打哪儿来的？是腾格

里给的。那是拖雷军队里的萨满法师，

向腾格里求来的。蒙古人的故事里就是

这么［164］说的。 

陳陣は、急にオオカミの額をたたきた

い衝動に［165］かられた。 

但是，此刻陈阵心中却突然［166］涌

起想拍拍狼脑袋的冲动。 

グァンブの出身階級は牧場主なので、

その当時は放牧することが［169］許さ

れず、［171］監視されていた。 

官布的成分是牧主，是当时的［172］

被管制分子，已［170］被剥夺放牧权，

但四个知青一有机会就让他代放牲畜，

嘎斯迈会把相应的工分给他。 

陳陣は手綱をしめながらいった。「げん

に、ぼくはオオカミに［173］圧倒され

ている。まだ草原に来て二年しかたっ

ていないのに。」 

陈阵勒了勒马说：比如我，现在就已经

［174］被草原狼折服，这才来草原两

年多一点儿时间。 

これまで漢民族の海に浸ってたから、

気がつかなかったけど、草原に来ると、

ぼくたち農耕民族の弱点を［175］知ら

される。 

过去淹在汉人的汪洋大海还没什么感

觉，可是一到草原上，咱们农耕民族身

上的劣根性全［176］被比较出来了。 

いまでも、漢民族は西洋ではモンゴル

人種と［177］いわれているし、漢民族

もそれをうけいれた。 

直到现在，中国汉族仍［178］被西方

称为蒙古人种，汉人自己也接受了这个

名称。 
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「なるほど、オオカミに夢中になるの

もわかるよ。ぼくもきみから［179］感

染されたみたいだ。歴史の本を読んで

も、西の戎、東の夷、北の狄、南の蛮

というふうに考えがいってしまう。オ

オカミと取っ組合をやりたいな」と楊

克がいいだした。 

杨克说：我也［180］受你传染了，害

得我一看史书就往西戎、东夷、北狄、

南蛮方向看。我也越来越想跟狼交交

手，过过招了。 

「きみもモンゴル人になりかけてる。

オオカミの血を輸出するんだな。混血

は優秀だよ」と陳陣がいうと、「きみに

［181］いわれて草原に来たことを感謝

しているよ。おぼえてるかい？きみが

ぼくになんていったか。忘れた？ほら、

草原には果てしない広い原始と自由が

あるっていっただろ？」 

杨克说：我真得谢谢你［182］把我鼓

动到草原上来。你知道吗，当时你的哪

句话点中了我的命门穴位？忘啦？就

是这句话，你说——草原上有最辽阔的

原始和自由。 

馬の列、牛車の列、酒を飲みながら歌

う人々。フェルトのカバーがついた平

たい酒壺が隊列の前から後ろへ、女の

手から男の口へと［183］渡されている。 

马队车队一路酒一路歌，一只带毡套的

扁酒壶，从队前传到队尾，又从女人手

［184］传到男人口。 

「おれたちの馬の牧草地は外モンゴル

に近いし、オオカミもすごく多いから、

獲らないと、国境線の向こうからもっ

とやってくるよ。子馬まで［185］やら

れちゃう」と、バトは弁解した。 

巴图分辩道：我们马群摊到的草场地界

靠外蒙最近，狼也最多，不打狠了，界

桩那边的狼群来得还要多，当年的马驹

子就［186］剩不下多少了。 

くぼみの真ん中は平らで、雪に［187］

覆われた高原の湖のようだ。 

雪窝中间是比较平展的一片，像一个

［188］冰封雪盖的高山大湖。 
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十数歩いくと、雪の上に箸の先ほどの

小さな穴がびっしりとあって、その穴

から枯れた草の茎や葉先が出ている。

穴は草の葉先が風に［189］揺られて開

いたものである。 

又走了十几步，雪面上全是密密麻麻筷

子头大小的小孔，每个小孔都伸出一支

干黄坚韧的草茎草尖，这些小孔都是风

吹草尖在雪面上［190］摇磨出来的。 

陳陣は足元の、ぐしゃぐしゃになった

雪の上に、［191］食い残された黄羊の

死体が転がっていた。黄羊の胃袋から

とび出た草は小山のように固く凍って

いる。 

陈阵的脚旁是一只［192］被吃过的黄

羊，歪斜在乱雪里，还有一堆冻硬的黄

羊胃包里的草食。 

三、四十頭ほどの黄羊が、このあたり

でオオカミの群れに[193]取り囲まれ

て[195]食べられてしまった。 

大约有三四十只大黄羊在这一带[194]

被狼群抓住[196]吃掉，而狼群也在这

里止步。 

その黄羊たちの周りは雪のくぼみだら

けで、くぼみの下にはほかの黄羊が

[197]葬られている。 

羊的四周就是雪坑，是其它黄羊的

[198]葬身之处。 

冬のオロン草原の山肌の表面に固まっ

た雪は、草原の吹雪とひざしによって

[199]つくられた傑作である。 

额仑草原冬季山地里的雪壳，是草原白

毛风和阳光[200]対応なし的杰作。 

目の前の場面は肝がつぶれるほど恐ろ

しいものだ。オオカミの爪がとどくと

ころに埋まっていた黄羊は、すべて雪

のなかから[201]掘り出されている。 

眼前近处的场景更让人心惊胆寒：所有

能被狼够得着的黄羊，都已被狼群从雪

坑里[202]刨出来，拽出来。 

雪の道が[203]ならされて、牛車の列が

峠を下りた。 

雪道[204]被铲了出来，车队下了山梁。 

ビリグじいさんは長いカバノキの竿を

担いでいるが、竿のさきに曲がった鉄

のカギが[205]縛り付けられている。 

毕利格则扛着长长的桦木杆，杆子的顶

端[206]绑着铁条弯成的铁钩。 

二枚のフェルトの順序を替えながら前 两块大毡轮流倒换，两人就像驾驶着两
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進する。まるでフェルトで[207]つくら

れた筏を操舵しているようで、遠くに

いる黄羊をめざして滑っていく。 

叶毡子[208]做成的冰雪方舟，朝远处

的一只活黄羊滑去。 

 

さらに、オオカミの群れや狩人や騎兵

によって雪のつぼみに[209]追い込ま

れた獲物と戦利品を、どんなに多く引

き上げたことか。 

又不知靠这神舟从雪湖中打捞出多少

[210]被狼群、猎人和骑兵圈进大雪窝

里的猎物和战利品。 

雪の湖に、八つの筏、十六の空飛ぶ絨

毯が進みだし、[211]追いつ追われつ、

雪を巻き上げ、氷の結晶をとびちらし

た。 

雪湖中，八条飞舟，十六方飞毯，齐头

并进，[212]你追我赶，冲起大片雪尘，

扇起大片冰花。 

この黄羊が人に[213]助けられたこと

があるかどうかはわからないが、お腹

のなかの赤ちゃんのために最後の一縷

の望みをつかもうとしてか、なんいっ

きにフェルトにとび移り、ドスンと膝

を折って坐りこむと、震えだした。凍

えて、疲れ果てて、肝っ玉を[215]つぶ

されている。 

不知这头母羊是否曾经[214]受过人的

救助，还是为了腹中的孩子争取最后一

线生机，它竟然一步跳上了大毡，扑通

跪倒在毡上，全身乱颤，几乎已经累瘫

了冻僵了[216]吓傻了。 

ところが、草はな、大きな命だといっ

たって、短い命でかわいそうなもんだ

よ。そう深くないところに根っこをは

って、地面の上をほんのちょっとはっ

てるだけだ。[217]踏みつけられ、[219]

食われて、[221]ぬかれて、[223]大事

にされない。 

可草呢？草虽是大命，可草的命最薄最

苦。根这么浅，土这么薄。长在地上，

跑，跑不了半尺；挪，挪不了三寸；谁

都可以[218]踩它、[220]吃它、[222]

啃它、[224]糟践它。 

黄色い災害が来れば、人間が黄羊に

[225]食われるのと同じだ。 

黄灾一来，黄羊就跟[226]吃人一个样 

陳陣の心が急にゆさぶり[227]動かさ 陈阵心头猛然[228]震撼不已，老人说
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れた。老人が話した一字一句が太鼓の

百子のようにトントントントンかれの

胸にひびいて、心に迫ってきた。 

的每一个字都像战鼓的鼓点，敲得他的

心通通通通地连续颤疼。 

これらの草原のロジックは、肉食民族

と草食民族が数千年にわたって、[229]

食うか食われるかの戦いをしてきた根

本的な原因を明らかにした。 

这些古老的草原逻辑，一下子就抓住了

食肉民族与食草民族、几千年来杀得

[230]你死我活的根本。 

これまでずっと後れた野蛮人の行為だ

と思ってきたが、老人のいうように、

大きな命と小さな命という見方で判断

すれば、「野蛮」という行為だけでは決

めつけられない気がした。この「野蛮」

には、人類の生存を守る深い文明が

[231]含まれているように思えた。 

陈阵过去一直认为这是落后倒退的野

蛮人行为，经老人这一点拨，用大命与

小命的关系尺度，来重新衡量和判断，

他感到还真不能只用“野蛮”来给这种

行为定性，因为这种“野蛮”中，却[232]

包含着保护人类生存基础的深刻文明。 

雪の「湖」は凍りつくような寒気に

[233]おおわれ、雪の表面もますます硬

くなってきた。 

雪湖上的寒气[234]越来越重，雪面也

越来越硬。 

人々が[235]おのおのわりあてられた

場所へ走っていくと、雪の「湖」は明

るくて熱気あふれる狩り場となった。 

雪湖上的人们飞向了[236]各自的地

盘，猎场上又出现了热气腾腾的欢乐场

面。 

 

そんなものを買い付けセンターにもっ

ていっても、半分の金にもならないぞ。

腹の皮をみて、二ランクも下の値段に

[237]値切られるさ。肉の金は一銭もも

らえない。 

这种羊拉到收购站，卖不了一半的价

钱，人家一看羊的肚皮就得[238]压你

两级的价，只给你皮钱，肉钱就一分也

没有了。 

二人は黄羊を引っぱりながら下にたた

きつけている。払い落とされた雪が、

凍った黄羊の体の下の隙間を埋めなが

两人一边拔一边又往下顿，好让继续下

漏的雪砂把冻羊身下的空隙填满，再

[240]把羊一点一点地垫上来。 
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ら、黄羊は少しずつ上へ[239]引っぱり

上げられていった。 

一頭、一頭と黄羊が[241]引き上げられ

るが、どれも毛皮には傷がなく、大き

くて肥えている。 

一只又一只皮毛完好、膘肥肉足的大黄

羊[242]被打捞上来。 

草原で略奪の名人であるオオカミで

も、人間に[243]略奪されることがある

のかと思うと、陳陣はおかしくてたま

らない。 

草原上打劫能手的狼，竟然也有[244]

被人打劫的时候。陈阵忍不住想乐。 

岸につくと、老人は楊克とバヤルに

[245]支えられながら、筏から降りた。 

毡舟靠岸，杨克和巴雅尔[246]扶老人

下地。 

牛車にはすでに何頭も[247]積まれて

いる。「あれ、どうしたの？」と陳陣は

聞いた。 

陈阵发现，两家的牛车上已经[248]装

上了几只大羊了，忙问怎么回事。 

犬たちはオオカミたちの「残飯」を腹

いっぱい食べたので、そばで皮を[249]

剝がされ、[251]腹を切り裂かれて、湯

気を上げている二頭の黄羊にはまった

く無関心である。 

大狗们早已吃撑了狼的剩食，此刻对这

两只[250]剥了皮，[252]净了膛，冒着

热气的黄羊肉无动于衷。 

正午に近くなった。家々のフェルトの

筏は、もう二、三回黄羊をおろしてい

る。どの家の牛車にも、六、七頭の大

きな黄羊が[253]積まれている。 

时近正午，各家的毡舟都已回岸卸了两

三次猎物了，各家的牛车上都已[254]

装上了六七只大黄羊。 

それを聞くと、楊克はいきり立って、

ランムザーブにかかっていったが、続

けざまに三回もランムザーブに[255]

投げ倒された。 

杨克铆足了劲，上去就摔，却又[256]

被兰木扎布连摔三个跟头。 

楊克は服についた雪を払い落として話

した。「待ってろよ。来年になったら、

杨克掸了掸身上的雪说：你等着瞧！明

年我要买一头大[258]犍牛，一个人吃。
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[257]去勢された大きな牛を買ってき

て、一人で食ってやる。きっとおまえ

よりは頭一つ分くらい高くなる。その

ときは、そっちこそ羊だ」 

我还要长个儿，比你高一头，到时候你

就是“羊的一个样啦”。 

草原のモンゴル人は酒がめっぽう強

い。モンゴル七、八個の大きな酒壺は

何回か[259]回されると、もう空っぽに

なっていた。 

草原蒙古人的酒量大过食量，七八个大

酒壶[260]转几圈以后便空空如也。 

だいぶ前だが、おれが一言、冗談をい

っただけで、ある記者に[261]飲まされ

て酔っちまった。 

从前我就说错一句话，就被一个蒙汉通

的记者[262]灌醉过，这会儿也得让你

尝尝苦头了。 

皇太子は草原の生活が好きなあまり、

皇帝になりたくないといいだした。

[263]オオカミの頭の絵が刺繍された

突厥の軍旗をかかげて、突厥の騎兵と

ともに草原で狩りをし、突厥人のよう

な暮らしをしたがった。 

他喜欢草原生活喜欢得连皇帝都不想

当了，他就想打着[264]突厥的狼头军

旗，带着突厥骑兵到草原上去打猎，去

过突厥人的草原生活。 

漢人には草原での開墾も耕作も[265]

許されなかった。 

还不[266]让汉人到草原开荒种地。 

むかし、モンゴル人はにっちもさっち

もいかない状態に[267]追い込まれる

と、オオカミの餌を食べて生きてきた。

チンギスカンの先祖の一人が深山に

[269]追い込まれたが、何もなくて、も

う少しで飢え死にしそうになった。 

从前，蒙古人[268]被逼到绝路，总是

靠吃狼食活下来的。成吉思汗的一个祖

爷爷[270]被逼到深山里，啥啥没有，

像野人一样，差一点饿死。 

しかたなく、こっそりとオオカミの後

について、オオカミが獣を獲るのを、

[271]気づかれないように待ち、オオカ

ミが腹いっぱいになっていってしまう

他没法子，只好偷偷跟着狼，狼一抓到

猎物，他就[272]悄悄等着，等狼吃饱

了走了，他就捡狼吃剩下的食吃。 
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と、かれは残ったものを拾って食べた。 

二頭の黄羊がきれいに[273]平らげら

れ、焚き火も徐々に消えていった。け

れど、ビリグじいさんは、残り火の灰

にしっかり雪をかけさせた。 

两只黄羊[274]被吃得干干净净，篝火

渐渐熄灭，但毕利格老人仍是叫人铲雪

把灰堆仔细地压严了。 

雲がだんだん厚くなり、風に[275]吹き

上げられた粉雪が、薄手のスカーフの

ように山の上にただよっている。 

云层越积越厚，山头上已[276]被风吹

起了一片雪砂，像纱巾一样地飘起。 

雪の湖の人影はとうとう巨大な山の影

に[277]のみこまれた。どの家の牛車も

超荷重状態だ。 

雪湖上的人影终于[278]被巨大的山影

所吞没，各家的牛车都已超载。 

老人はいった。「そんなに黄羊をとった

かな。大半はオオカミに残しただろう。

もしわしの欲が深ければ、雪のくぼみ

に竿を立てたよ。雪嵐でくぼみが埋ま

っても、竿が[279]吹き飛ばされること

はないから、残っている黄羊をまた掘

り出せるさ。」 

老人说：咱们这才挖了多少羊啊，多一

半都给狼留下了。要是我的贪心大，我

会在雪坑都插上木杆，白毛风能刮平雪

坑，可[280]刮不走杆子，我照样可以

把剩下的黄羊都起出来。 

「中国と世界への影響はもっと大きい

というべきだ」と陳陣は話した。チン

ギスカンとかれが率いるモンゴル騎兵

が現れてから、中国の金朝と南宋以降

の歴史は全部[281]書き換えられた。し

かも、中央アジア、ペルシア、ロシア、

インドなどの国々の歴史もすべて

[283]書き換えられたんだ。 

陈阵说：应该说，对中国对世界的影响

更大。自从出了成吉思汗和他率领的蒙

古骑兵，中国从金、南宋以后的历史全

部[282]改写。中亚、波斯、俄罗斯、

印度等国家的历史也全部[284]改写。 

大砲がまた東洋にもどってきて、中国

の門が[285]吹き飛ばされ、最後にはモ

ンゴル騎兵も[287]吹き飛ばされてし

再后来火炮又轮回到东方，[286]轰开

了中国的大门，最后[288]轰垮了蒙古

骑兵，世界天翻地覆…… 
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まった。 

歴史におけるオオカミの役割が、あっ

さりと、人間が書いた歴史のなかから

[289]消されたのだ。 

可是，狼在历史上所起的作用，在人写

的历史中[290]被一笔勾销了。 

知識青年たちは草原にやってきてすぐ

に、遊牧民から[291]聞かされていた。 

知青刚到草原就[292]听牧民说，草原

上的狼是腾格里从天上派下来的，所以

狼会飞。 

「わしのどら息子が天の機嫌を損ねた

んだ。いまだに人に後ろ指を[293]ささ

れてるよ。」と老人は話した。 

老人说，不知道我的哪个二流子儿子得

罪了腾格里，害得我一家到这会儿还

[294]遭人骂。 

死んだ羊の首には、どれも四つの穴が

[295]あけられ、囲いの外まで血が流れ

出ていた。 

每只死羊脖子上都[296]有四个血窟

窿，血都流到圈外了。 

その後、文化大革命で失脚したハラバ

ラ所長が、旗の幹部審査班から[297]

釈放され、もとの職務に復帰した。 

后来，哈拉巴拉所长被“解放”了，[298]

从旗里的干部审查班放了回来，官复原

职。 

わたしは牧場の幹部たちを集めて、現

場を封鎖するように頼んだ。けれども、

現場はとっくに[299]荒らされていた。 

我把全场的干部组织起来，让他们保护

现场。可是现场已经[300]被破坏。 

囲いの外は羊の群れと人に[301]踏み

つけられていたので、しかたなく、拡

大鏡を使って囲いの壁から少しずつ手

がかりをさがした。 

石圈外面地上的线索全[302]让羊群和

人踩没了。我只好拿着放大镜一寸一寸

地在墙上找线索。 

陳陣はあっけに[303]とられた。「オロ

ンのオオカミは頭がよすぎる。」 

陈阵[304]愣了半天说：额仑的狼真聪

明绝顶。 

そのときのようすを想像してごらん。

これは、人間がオオカミにバカに[305]

されたってことじゃないか。 

你再想想当时的阵势，狼真是[306]把

人给耍了。 

牛車の轅には長い木の棒が[307]つけ 再在牛车车辕头上[308]横绑上一根长
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られる。 木。 

死者の魂が天のところへ昇れるかどう

かは、生前の善悪によると[309]されて

いる。 

至于死者的灵魂能不能升上腾格里，就

要[310]看死者生前的善恶了。 

陳陣は恐ろしい気がすればするほど、

好奇心に[311]かられた。 

陈阵越发[312]感到恐惧和好奇。 

大雪に[313]覆われていて、天葬の場面

はみられなかった。 

但由于[314]大雪覆盖，他没有看到自

己想看的场面。 

寒い冬が終わろうとしていたころ、か

れはついに雪の上に天葬場へ向かう馬

の足跡と牛車のわだちをみつけた。馬

に乗り、わだちをたどっていくと、病

死した老人が[315]落とされたばかり

のようだった。 

直到寒冬即将过去，有一次他终于发现

了雪地上通往天葬场的马蹄印和车辙

印，顺车辙走去，他见到一位病死的老

人，好像才刚刚[316]落在此地。 

周りの馬の足跡、わだち、人の足跡な

ども新しい。老人にかかっている雪の

粉もまだ風に[317]吹き飛ばされてい

ない。 

周围的马蹄印，车辙和人的脚印还很新

鲜，连雪沫都还没有[318]被风吹尽。 

老人は赤子のようなおっとりした顔つ

きで雪の上に仰向けになっている。全

身は雪の粉でうっすらと[319]覆われ、

顔はまるで薄いガーゼがかけられてい

るかのようで、のびやかで敬虔な表情

であった。 

老人如赤子般安详，仰卧在雪地上，全

身[320]覆盖着一层薄薄的雪沫，脸上

像罩着一层白纱，面容显得舒展和虔

诚。 

そこを歩いて測ってみると、死者の最

後の道のりはおよそ四、五十メートル

続いていた。この距離には、草原に生

きた人間の波乱万丈の一生が[321]凝

縮されているようだ。 

陈阵用自己的步幅大致量了量死者的

最后一程，大约有 40—50 米，它[322]

浓缩了草原人动荡、坎坷的人生旅程。 
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赤ちゃんオオカミの毛皮はめずらし

く、やわらかくてきれいなので、女性

の高級毛皮コートに[323]使われる。 

轻柔漂亮，高贵稀罕的狼崽皮，是[324]

做女式小皮袄的上等原料。 

西のだいだい色の夕日はまだ完全に

[325]さえぎられていない。北風は降り

つづく雪を巻きこみながら、たちまち、

広いオロン草原を一掃した。 

西边橙黄的落日还未[326]被遮没，裹

携着密密雪片的北风，顷刻就扫荡了广

袤的额仑草原。 

横殴りの雪は斜陽に[327]照らされて、

まるで億万匹の飢えたイナゴのよう

に、黄色い羽を広げ、遅れをとるまい

と争いながら肥沃で豊かな牧場へ飛び

込んできた。 

横飞的雪片，[328]在斜射的阳光照耀

下，犹如亿万饥蝗，扇着黄翅，争先恐

后地向肥美富庶的牧场扑来。 

モンゴルでは昔から、「オオカミは風と

ともに走り回る」と[329]いわれてい

る。 

蒙[330]谚：狼随风窜。 

ここ数十年来、国境の内外でゲリラ戦

を繰り広げているオロン草原のオオカ

ミの群れが、このめったにやってこな

い春の寒波とともに、[331]境界に立て

られた標木を越え、防火道を飛び越し、

国境警備のパトロールの道路を突破し

て、勢いよくオロン草原にもどってき

た。 

几十年来一直在国境内外运动游击的

额仑草原狼群，随着这场机会难得的倒

春寒流，越过[332]界桩，跃过防火道，

冲过边防巡逻公路，杀回额仑边境草

原。 

この年、国境内のオオカミが雪の下に

貯えた肉は[333]盗まれてしまったが、

国境外の飢饉はもっと厳しい。 

这年境内狼群的雪下冬储肉食[334]被

盗，境外春荒加剧。 

[335]風のあたる場所に張られたパオ

は[337]吹き倒され、大きな碗のような

形になって、何回かぐるぐる回転する

[336]风口处的蒙古包，[338]被刮翻成

一个大碗，转了几圈便散了架。 
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と、バラバラになって飛んで行った。 

粉雪はまるで機械から[339]噴射され

た砂礫のように、びゅうびゅうともの

すごい速さで飛び交い、それが無数の

飛行機雲をつくって、空いっぱいに白

髪が舞い上がっているようだ。 

雪粒像砂枪[340]打出的砂粒，嗖嗖地

高速飞行，拉出亿万根白色飞痕，仿佛

漫天白毛飞舞。 

老人の話では、おおむかし、あるモン

ゴル人のシャーマンが、雪嵐は白髪の

妖怪が髪の毛をふり乱して暴れている

のだぞといったことから、「白毛風」と

[341]呼ばれるようになったという。 

老人说，蒙古古代有一个萨满法师曾

说，白毛风，白毛风，那是披头散发的

白毛妖怪在发疯。白毛风有此言而

[342]得大名。 

徹夜でオオカミの巣を掘ろうとしてい

た人々は、遠い山に[343]閉じ込めら

れ、動きがとれなくなっている。 

准备夜战继续开挖狼洞的人们，[344]

被困远山，进退两难。 

この年の春に、[345]掘り出されたオオ

カミの赤ん坊は特別に多く、十数個の

巣から百匹あまり捕まえていた。 

这年春天[346]被掏出狼崽格外多，不

下十几窝，一百多只。 

風の音がすると、[347]牧草地に張られ

た放牧用の簡易パオから、バドが腰を

曲げてすばやく飛び出した。 

风声一起，巴图立即弓身冲出[348]马

倌远牧的简易小毡包。 

もう何日も続けて夜番をしてくたびれ

ているが、なかなか眠れなくて、一日

中、目を開けている。馬の群れのなか

で育ったバトは、雪嵐やオオカミに数

えきれないほどひどい目に[349]遭わ

されている。  

这个白天本来轮到他休班，巴图已经连

续值了几个夜班，人困马乏，但他还是

睡不着，一整天没合眼。在马群中长大

的巴图，不知[350]吃过多少次白毛风

和狼群的大亏了。 

ベテランの馬飼いはだれも血で[351]

書かれた草原の箴言をおぼえている。

「モンゴル草原では、平安の後に平安

大马倌们都记得住血[352]写的草原箴

言：在蒙古草原，平安后面没平安，危

险后面有危险。 
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がなく、危険の後に危険がある」 

明りのなかには[353]びっしり降りつ

づける雪が映し出されている。しばら

くすると、明かりのなかに雪で全身が

真っ白になった人と馬が現れ、バトに

もぼんやりした明かりをあてている。 

光柱里[354]全是茂密横飞的白毛，不

一会，一个雪人雪马出现在光柱里，也

向巴图照射过来一个惨白模糊的光柱。 

オロン草原の遊牧民なら、だれでも最

後は天葬に[355]されてオオカミの腹

に入る。死ぬ前には自分も望み、死後

はその死体がオオカミによってきれい

に[357]処理され、魂が天に帰ることを

家族も親族も友人も望んでいる。 

虽然，额仑草原每一个牧民最终都将

[356]天葬于狼腹，临死前自己盼望，

死后家人亲朋也盼望尸身[358]被狼群

处理干净，魂归腾格里。 

しかし、それにもかかわらず、健康で

あろうとなかろうと生きている人間は

みなオオカミを恐れていて、自分の寿

命が尽きる前に、オオカミに[359]嚙ま

れて死にたいなんて思っていない。 

但是，每个还健康半健康活着的人却都

怕狼群，都不肯在自己寿期未尽之时就

[360]让狼咬死吃掉。 

おそらく雪嵐で凍傷を負って、肝がつ

ぶされた馬に[361]つれていかれたの

だろうと思った。 

巴图和沙茨楞迟迟不见另外两个马倌，

估计他们可能被白毛风冻伤，[362]被

吓破了胆的坐骑带走。 

馬の群れがバトの懐中電灯の明かりに

[363]照らされながら狂奔している。 

马群还[364]在巴图打出的光柱里狂

奔。 

七、八十頭の軍馬の予備軍は、牧場の

[365]十数の馬の群れからえらばれ、十

数人の馬飼いが心血を注いで育てた結

晶でもある。この馬たちは血統が高貴

な純血種のもので、歴史的にもモンゴ

ルの軍馬の中でもっとも名の[367]知

られているウジュムチン馬で、突厥馬

七八十匹准军马，那可是全场[366]十

几个马群和几十个马倌的心肝肉尖

——它们血统高贵，马种纯正，是历史

上蒙古战马中[368]闻名于世的乌珠穆

沁马，[370]史称突厥马。 
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とも[369]呼ばれていた。 

ふだんは、こういう馬はみんなベテラ

ンの馬飼いか牧場本部の幹部たちが乗

ることになっているが、今回は戦争の

準備のために民兵の騎兵師団に[371]

回される。牧場本部としては不満であ

ってもなにもいえない。 

平时这些马大多是那些大马倌和场部

头头们的坐骑。这次为了战备，[372]

调拨给民兵骑兵师，牧场有苦难言。 

もしこの馬の群れが、オオカミに[373]

食われたり、湖に溺死するようなこと

になったら、あの馬飼いたちはオオカ

ミのようにバトを引き裂くにちがいな

い。 

这群马一旦[374]喂了狼，或是淤死在

水泡子里，那些马倌还不像狼一样，非

得把他撕了不可。 

軍馬の群れは、背が高く胸が広く、み

な[375]去勢されている。ふつうの群れ

のように妊娠している牝馬や子馬、年

をとった馬 

军马群，一色儿高头宽胸的[376]阉马，

没有普通马群那些怀驹母马、生个子

马、小马老马的拖累，马群的奔速极快，

照这种速度用不了半个钟头，整个马群

全得冲进烂泥塘里。 

巣が[377]掘られて子どもを失ったメ

スのオオカミたちは、オオカミ王より

も殺気だっているようで、バトは火が

ついたように心がはやった。 

巴图急得火烧火燎，他觉着那些[378]

被掏空狼窝、失去狼崽的母狼们比狼王

更疯狂。 

かれはすでにオオカミたちに[379]取

り囲まれていて、乗っている馬がいつ

嚙みちぎられるかわからず、[381]馬の

前足をとられて、深い恨みを抱いて興

奮しているオオカミの群れに突っ込ん

でしまうかもしれなかった。 

他顾不上自己已[380]被狼群包围，顾

不上狼随时可能撕咬他的坐骑，顾不上

可能[382]马失前蹄摔到这些饥狼仇狼

疯狼群中去。 

馬の群れは懐中電灯の明かりに[383]

誘われるように走っている。ぴったり

马群[384]在电筒光的引领下，在两个

始终不离马群的马倌的[386]抽打吼叫
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とついてくる馬飼いに[385]たたかれ

怒鳴られているうちに、徐々に意識が

はっきりしてきて、分別もついてきた

ようだ。 

下，渐渐恢复了神志，也好像有了主心

骨。 

突然リーダーがいなないて命令を発す

ると、馬たちは肩と肩をならべ、腹と

腹をくっつけ、オオカミによって[387]

乱された体形を迅速に隙間なく整えた 

头马突然发出一声口令长嘶，原来已

[388]被狼群冲乱的队形便突然向头马

快速集中，肩并肩，肚靠肚，挤得密不

透风。 

数匹のオオカミは馬の群れに[389]も

まれているうちに、馬の腹の下に入り

込んでしまい、柵のような馬の脚に前

後左右を[391]囲まれ、逃げたくても出

られない。 

几条[390]被裹夹到马群中马肚下的

狼，被栅栏一样的马腿前后左右密密

[392]圈住，跳不出，逃不掉。 

蹄の集団に踏まれて脚を引きずってい

るもの、[393]踏みつけられて背骨が折

れたもの、[395]蹴とばされて、頭が切

れたもの、怪我したオオカミたちのす

さまじく泣き叫ぶ声は雪嵐より恐ろし

い。 

有的狼[394]被密集的马蹄踩瘸了腿、

跺断了脊梁、[396]踢破了脑袋，发出

凄厉的鬼哭狼嚎，比白毛风还要人。 

バトはちょっとほっとした。少なくと

も二、三匹のオオカミが馬の蹄に[397]

やられて死んだか、怪我をしているよ

うだ。風がやんで晴れたら、オオカミ

の皮を剥がしに来よう。 

巴图稍稍松了一口气，他估计起码得有

两三条狼[398]被马蹄踢死踢伤，他能

记得这块地界，等风过天晴他就能回来

剥狼皮了。 

バトが馬の群れをみると、[399]噛まれ

て傷を負っている馬が少なくない。 

巴图看了看马群，已有不少马[400]被

咬伤。 

しかし、この馬の群れには致命的な弱

点がある。すべて[401]去勢されてい

て、獰猛で、積極的にオオカミを攻撃

可是，这群马却有一个致命的弱点，一

色儿都是[402]骟马，而缺少凶猛好斗，

能主动攻击大狼的儿马子（雄种马）。 
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する種牡がいないことである。 

オオカミに出会うと、馬の群れはただ

ちに種牡に[403]リードされて円陣を

組み、牝馬と子馬がなかに、大きな馬

が外側に、そしてすべての種牡が輪の

いちばん外側で、真正面からオオカミ

と肉薄した戦いをくりひろげる。種牡

たちは長いたてがみをふりまわし、鼻

から荒い息を吹き出しながら、後ろ足

で立って大声でいななくと、オオカミ

の頭上めがけて小山のように襲いかか

り、いっきに上半身を下ろして、大き

な前足でオオカミの頭と体をたたき割

るのである。 

一遇到狼，马群立即[404]在儿马子的

指挥下围成圈，母马小马在内，大马在

外，所有儿马子则在圈外与狼正面搏

斗，它们披散长鬃，喷鼻嘶吼，用两个

后蹄站起来，像座小山一样悬在狼的头

顶，然后前半身猛地向下，用两只巨大

的前蹄刨砸狼头狼身。 

しかし、目の前の雪嵐のなかを走って

いる急場しのぎのリーダーも、群れの

すべての馬も、みな[405]去勢されてい

て、力強くてたくましいが、オスをな

くしてしまって、攻撃的ではない。 

可是眼前白毛风里的这匹临时头马，和

马群里所有的马却都是[406]阉马，虽

然体壮有力，但雄性已失，攻击性不强。 

こんな事故が起こるはずはないのに、

[407]なんという隙に乗じてやられて

しまったことか。バトはオオカミ王の

眼力に感心せずにいられない。おそら

くとっくに種牡のいない群れだと気づ

いたのであろう。 

这几乎不可能出岔子的事情，竟然还是

[408]让狼钻了空子，巴图不得不佩服

狼王的眼光，它大概早就发现了这是一

群没有儿马子的马群。 

どの馬も不安そうな目を見開いて、う

つむいたまま猛烈に走り、口で大きく

息をしている。そのうち、いななきも

聞こえなくなって、馬の群れは死とか

每匹马都瞪着凄惶的大眼睛，低头猛

跑，大口喘气，一声马嘶也听不见了，

马群中[410]笼罩着跟死亡赛跑一样的

紧张和恐怖。 
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けっこしているような緊張と恐怖に

[409]包まれた。 

オオカミは追い風に乗って、走るのが

遅くなった馬を追って行けば、体を斜

めにして、飛びかかるようなことしな

くても、馬の横からまっすぐに飛び上

がれば、強い風に[411]吹かれて、うま

い具合に馬の背中や体や首に乗っかる

ことができる。 

狼群顺风追慢马，用不着侧身斜扑，只

要狼在马侧面直身一跃，狂风就正好

[412]将狼刮到马背、马身或马颈上。 

馬がいったん転がって横になれば、ど

っと集まってくるオオカミたちに

[413]食いちぎられるからだ。 

它一旦滚躺下来，一群狼就会一拥而上

[414]把它撕碎。 

馬の群れから甲高いいななきがあがっ

てきた。馬は一頭、また一頭と体の横

からあばらや胸を[415]噛まれて、血が

噴き出し、皮や肉が飛び散っている。 

马群发出凄厉的长嘶，一匹又一匹的马

[416]被咬破侧肋侧胸，鲜血喷溅，皮

肉横飞。 

残酷な草原では、万年来の残酷が[417]

くりかえされ、オオカミたちはモンゴ

ル草原の薄い草の上で、無数の生霊を

丸呑みにし、無残の血の跡を代々刻ん

でいる。 

残酷的草原，[418]重复着万年的残酷。

狼群在薄薄的蒙古高原草皮上，残酷吞

噬着无数鲜活的生灵，烙刻下了一代又

一代残酷的血印。 

青白くぼんやりした懐中電灯の明かり

の下で、二人の馬飼いはほとんど毎年

のように[419]おこなわれる草原の虐

殺をふたたび目撃することになった。 

在惨白模糊的电筒光柱下，两个马倌又

一次目击了几乎年年[420]都有的草原

屠杀。 

まもなく兵役に服そうとしていたこの

馬の群れは、オロン草原の誇りと名誉

を代表した名馬であり、[421]くりかえ

された草原の虐殺のなかでオオカミの

但这一次令人更加不能接受，因为这是

一群马上就要参军入伍，代表额仑草原

骄傲和荣誉的名马，是从[422]一次一

次草原屠杀中狼口脱险的运气好马，也
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口から逃れた好運の馬であり、馬飼い

たちが長年、命がけで育ててきた、目

に入れてもいたくない子どもである。 

是马倌这么多年拼死拼活，提心提命养

大的心肝宝贝。 

それなのに、こうして目の前で[423]

殺されて、[425]乱暴にされているのを

みているだけでどうすることもできな

いなんて。バトとラースランは泣くに

泣けなかった。 

就这样眼睁睁地看着狼群连[424]杀带

[426]糟蹋，巴图和沙茨楞连哭都哭不

出来，他俩全身憋满的都是愤怒和紧

张，但他们必须忍住、压住、镇住，竭

力保住剩下的马群。 

オロン草原をよく知り、用心深いオオ

カミ王が率いるこの群れは、長年の経

験からふつうではない気がして、バト

は心配でたまらない。オスオオカミは

食糧の肉を[427]盗まれて怒り狂って

いるし、子どもを失ったメスオオカミ

は命知らずになっている。しかし、オ

オカミ王は冷静だ。 

巴图越来越揪心，以他多年的经验，他

感到这群狼绝不是一般的狼群，它们是

由一条老谋深算、特别熟悉额仑草场的

狼王率领的狼群，那些怀恨肉食[428]

被盗的公狼疯了，丧子的母狼们更是疯

得不要命了，可是，狼王却没有疯。 

  

  

  

  

  

  

しかし、オオカミは牙をもたなければ、

草原での生殺与奪の権を根本から

[429]剥奪されることになる。殺すこと

と食うことを天命とするオオカミにと

って、牙がなければ、命がないのも同

然だ。 

但如果狼没了狼牙，就从根本上[430]

剥夺了它主宰草原的生杀大权，更遑论

狼以杀为天，还是狼以食为天了。 
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その後、[431]残された唯一の道は死で

あり、ゆっくり痩せ細って死んでいく

のである。凍死、餓死、憤慨死、心労

死。 

它以后只[432]剩下一条路——死亡，

慢慢瘦死、冻死、饿死、气死、窝囊死。 

馬の群れが一頭、また一頭と［433］殺

されて血なまぐさい風が吹くなかで、

バトはこのような手酷いやり方でオオ

カミを殺してしまいたかった。オオカ

ミにも草原の人間の凶悪さと残念さを

味わわせてやる。 

巴图在马群一匹又一匹［434］被撕杀

的腥风中，恨不得就用这种剧毒的方式

把狼杀掉一半，也让狼尝尝草原人的凶

狠残忍。 

この毒のある技は馬にとっても危険で

命取りになる。オオカミを蹴り落とせ

なければ、オオカミの重さで落伍し、

最後にオオカミの群れに［435］囲まれ

て［437］殺される。もし馬がオオカミ

を蹴られたにしても、オオカミの牙に

かかる力を増すことになって、いっき

に腹が［439］引き裂かれて死んでしま

う可能性がある。 

这一毒招对马来说，更加凶险要命，它

如果踢不掉狼，就会因负重而掉队，最

后［436］［438］被群狼围杀；它如果

踢中了狼身，却又给狼牙狼身加大了撕

拽的力量，有可能被猛地［440］撕开

肚皮，置自己于死地。 

［441］殺される馬の群れと自殺行為を

おこなうオオカミの群れは、ともに痛

ましい絶望のなかでぶるぶる震えてい

る。 

［442］被杀的马群和自杀的狼群，都

在凄惨绝望中颤抖。 

下半身を［443］蹴られてぐちゃぐちゃ

になり、馬から落ちてくるオオカミの

大半はメスオオカミである。 

［444］被踢烂下身，踢下马的狼，大

多是母狼。 

一匹のオスオオカミが腹を馬の蹄で

［445］蹴られ裂けてしまって、雪の上

で縮こまって恐ろしい形相で鳴いてい

一条［446］被马蹄踢破腹部，踢下了

马的饿疯了的公狼，龇牙咧嘴地蜷缩在

雪地上嗥叫，可它还是拼命地用两条前
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る。ところが、それでも二本の前足で

一生懸命にもがきながら、倒れている

馬に向かってる。まだ生きている馬を

引き裂き、にくをのみこむのだ。絶対

に最後までチャンスを放棄しない。 

腿挣扎着，爬向倒地未死的马，撕咬生

吞那匹囫囵个的大马，绝不放弃最后一

次机会。 

生きた馬の肉がオオカミに［447］のみ

こまれ、その肉が雪の上にも落ちてい

る。腹の制限がなくなってしまったオ

オカミは、きっと世界で最も貪欲で、

食欲旺盛で、一度でもっとも多くの馬

肉をのみこんだオオカミにちがいな

い。 

鲜活的马肉［448］被狼大口咽下，直

接吞到雪地上，没有肚皮容量限制的

狼，一定是世界上最贪心、胃口最大的

狼，也一定是一次吞下最多马肉的狼。 

オオカミに横から腹を［449］引き裂か

れたのは、でっぷりした太鼓腹の馬ば

かりで、胃袋には草原の春の最初の青

草と昨年の秋の草がいっぱい詰まって

いた。草は水分をたっぷり含んでいて

重い。 

而那些［450］被狼从肚侧大剖腹的马，

本来就是大腹便便的饱马，胃包里装满

了草原春天的第一茬青草和上年的秋

草，饱胀而饱含水份，下坠分量很重。 

草を詰めこみすぎて腹の皮も薄くなっ

ていたので、いったん、オオカミの牙

で［451］裂かれると、大きな胃袋とや

わらかく肥えた腸がいっきに雪の上に

滑り落ちてくる。 

被撑薄的马肚皮一旦［452］被狼牙豁

开，巨大的胃包和肥柔的马肠就呼噜一

下滑坠到雪地上。 

馬はオオカミに［453］殺されたとはい

え、自殺ともいえるような死に様だ。 

马虽然是［454］被狼他杀的，但马也

是半自杀的。 

草原は殺戮の現場と化し、馬たちは自

分の蹄に胸や腹を空っぽに［455］ほじ

くり出され、雪の上で痙攣しながらこ

ろげまわっている。熱い血、熱い空気

草原已成大屠场，一匹匹［456］被马

蹄掏空胸腹的大马，在雪地上痉挛翻

滚，原本满腔热血热气的胸膛，刹那间，

被灌满一腔冰雪。 
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がいっぱい満ちていた胸のなかは、あ

っという間に氷と雪でいっぱいになっ

てしまった。 

しかし、馬の群れはオオカミに［457］

追い散らされ、［459］追い風に押され

て山が崩れたように必死に逃げてい

る。肝をつぶした馬たちは南に湖があ

ることさえ忘れたようで、最後の力を

振りしぼり南へ向かった。 

但马群已［458］被狼群冲散，兵败如

山倒，所有的马都［460］顺风狂逃，

吓破了胆的马已经忘记了南边还有泡

子，都以冲刺的速度冲向大泡子。 

人間に［461］去勢され、オスを［463］

えぐられた馬たちが、たとえ生命の終

点に来ていても、懸命に最後の反抗を

し、集団自殺をもってオオカミたちの

復讐と自殺的な進攻に反撃している。 

这群［462］被人去了势、［464］剜去

了雄性的马群，即使已到生命的尽头，

仍在拼死作出最后的反抗，以集体自杀

来反击狼群复仇的自杀进攻。 

ところが、一歩、一歩動くたびに馬の

体と泥の隙間に雪と寒風が吹きこみ、

馬が動くたびに泥沼は［465］かきまぜ

られて、さらにねばりが強くなってい

った。 

马群拼命地往泥塘深处爬、刨、拱。每

挪一步，马身与泥浆缝隙里就［466］

被灌进更多的雪沙和寒风，整个马群将

泥塘搅拌得更加寒冷和黏稠。 

馬の群れは刑場の死刑囚のごとく、冷

たくてねばねばする泥と、徐々に凍っ

ていく泥沼とに、がんじがらめに［467］

縛り上げられている。 

此刻，整个马群就像刑场屠场上的死

囚，已被寒冷胶稠和渐渐冰封的泥塘五

花大绑，［468］捆得结结实实。 

死にたくても死ねない馬たちが望みが

絶えて悲しくいななくと、［469］氷と

雪におおわれた泥沼に白い息がのぼ

り、汗が凍って馬の毛に白い霜をさら

にかぶせた。 

欲死不得的马群哀伤绝望地嘶叫，

［470］冰雪泥塘上腾起一片白茫茫的

哈气，在结满条条汗冰的马毛上又罩上

了一层白霜。 

バトは力をいれて、黒馬の手綱をぎゅ 巴图用力地勒着马小心地跑到泡子边，
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っと締めながら、注意深く湖のそばに

やってきた。黒馬は泥水の氷をみると、

たちまち［471］恐怖にかられ、鼻孔か

ら息を吐き、頭をたれてしまった。緊

張した目で［473］氷と雪におおわれた

泥沼をみつめ、一歩も前へ進もうとし

ない。 

大黑马一踏到泥冰，立刻［472］惊恐

得喷着鼻孔，低下了头，紧张地望着

［474］冰雪泥塘，不敢再往前迈一步。 

バトは、馬を降りて馬の群れのそばへ

いき銃で馬たちを守りたかったが、も

し馬から降りて、馬を離れることにな

れば、オオカミの群れに［475］囲まれ

たときに、上から馬棒をふりまわした

り、黒馬の蹄鉄で蹴ったりすることが

できなくなる。オオカミもかれを恐れ

ることなく、人も馬もオオカミに［477］

引き裂かれるだろう。 

巴图很想下马，他想爬到马群旁边用枪

来守护马群，但是，他如果下了马，人

马分离，［476］陷到狼群里，就会失掉

了居高临下挥舞马棒和大黑马铁蹄的

优势，狼群也就不怕他了，人马都会

［478］被狼群撕碎。 

白くて長い髪をした大勢の人食い野蛮

人が、輪のなかのかがり火と［479］縛

られた野獣と人間を囲んで、大喜びし

て歌ったり踊ったり、食っては飲んで、

宴を楽しんでいるようだ。 

就像一大群长毛白发的野蛮土著食人

番，围着圈中的篝火和［480］捆绑的

活兽活人，狂歌狂舞、开胃开怀、欢心

欢宴。 

嗅覚が異常に鋭い黒馬は粉雪に［481］

吹かれておびえあがっている。とぎれ

とぎれにがくがく震えながら、頭を垂

れて悲しそうに泣いている。 

嗅觉异常灵敏的大黑马［482］被雪砂

卷得浑身战栗，断断续续，哆哆嗦嗦地

低头哀嘶。 

早春の暖かい空気が雪原の表面からゆ

ったりと煙のように昇って霧となり、

［483］風に吹かれてゆらゆらと揺れて

いる。 

早春温暖的地气悠悠浮出雪原表面，凝

成烟云般的雾气，［484］随风轻轻飘动。 
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バトの顔一面に薬が［485］塗られてい

るが、悲惨な凍傷の傷は隠せない。 

巴图脸上［486］涂满了油膏，仍然遮

不住被冻得惨不忍睹的脸面。 

バトは、雪嵐が一晩中吹き荒れた次の

日の昼、湖の南側にある朽ちかけた囲

いの裏で、ラースランに［487］みつけ

られた。 

巴图是在白毛风刮了一夜半天以后，被

沙茨楞在大泡子南边一个破圈后面

［488］找到的。 

二人の馬飼いは全身が凍傷にかかって

いるのにもかかわらず、［489］監禁さ

れ、審査を受けている。 

另外两个马倌，虽然浑身都被冻伤，但

仍［490］被隔离审查了。 

「ぼくたちの生産隊の人は、ほとんど

がバトはよくやったと思っています。

今回は風も雪もひどく、そのうえ［491］

オオカミにやられて、だれが代わって

もだめでしたよ。バトを処分すべきで

はありません。でも、天災を利用して

反解放軍、反革命の［493］破壊活動が

行われた可能性があるから、四人の馬

飼いの出身を調べる必要があると主張

した人もいました。」 

咱们队的知青大多数认为巴图是好样

的，这次风灾雪灾加［492］狼灾太厉

害，换了谁也顶不住，不能处分巴图。

可也有的人说，这可能是有人利用自然

天灾［494］搞破坏，反军反革命，一

定得先查查四个马倌的出身。 

しかし、あたりには一滴の血もなく、

［495］暗い夜に覆い隠された血なまぐ

ささは、さらに三十センチあまりの雪

に［497］覆われている。少なくとも、

馬の頭ぐらいは湖面に出ていてもおか

しくないが、それもない。 

然而一滴血也看不见，一尺多厚的白雪

已［496］将黑夜所遮盖的血腥重又

［498］覆盖了。至少应该有突出于湖

面的马头吧，但是也没有。 

湖面には起伏しながら延々と続く雪の

吹き溜まりしかなく、吹き溜まりと吹

き溜まりの間の雪が厚くて、その後ろ

側は雪が風に［499］削り取られて坂の

湖面上只有一片连绵起伏的雪堆，雪堆

之间的雪特别厚，雪堆后面又拖着

［500］被风雪刮出的一条条雪坡，把

本来应该非常突出醒目的马尸雪堆抹
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ようになり、本来、目立つはずの馬の

死体にたまった雪の吹き溜まりは平た

くなっている。 

平了。 

ラースランがひざで馬を急がせて近づ

いてきた。そして、不服をとなえた。

「あの牧草地で放牧するように、牧場

本部から［501］いわれたんです。牧場

のなかではあそこの秋草がいちばん多

く残っていて、春草も早く生えるとも

［503］いわれました。」 

沙茨楞磕了磕马肚，靠上去不服气地

说：是场部［502］让我们把马群放到

那块草场的，还［504］说全场就数那

儿的秋草剩得多，春草也长得早。 

「いちばん奥の馬たちが、オオカミに

［505］噛まれて死んだのかどうかをみ

れば、このオオカミの群れのすごさが

わかる。」 

老人说：只要看紧里面的几匹马是不是

［506］让狼咬死的，就知道这群狼有

多厉害了。 

もしあの馬たちがオオカミに［507］噛

まれて死んだのなら、このオオカミた

ちがいかにすさまじかったかというこ

とだ。 

要是那几匹马也［508］让狼咬死，你

说那狼有多厉害。 

銃声は雪嵐に［509］消されてしまった。 白毛风［510］把枪声全刮碎了。 

大きな白馬の首が半分［511］噛み切ら

れていて、しかも一周半ほど［513］ね

じられ、曲がったまま背中に傾いてい

る。 

大白马的脖子［512］被咬断一半，并

［514］被拧了一圈半，歪倒在马背上。 

馬の目が飛び出して、透明の黒い卵の

ように凍っている。そのときの、恐怖

におののいて絶望した表情がすべてそ

の目に［515］凝縮されていて、このう

えなく恐ろしい。 

马眼突兀，已冻成透明的黑冰蛋，大白

马当时的绝望恐惧的表情［516］被全

部冻凝在里面，异常恐怖。 

この馬は［517］噛まれたというより、 陈阵觉得，马身不像是［518］被咬过，
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まるで腹のなかで爆弾が爆発したんじ

ゃないかと陳陣は思った。 

倒像是被炸弹从马肚里面炸开过一样， 

氷のうえには、［519］もぎとられた足

や折れた骨、皮の端くれや毛が散らば

っている。 

冰面上一片［520］残肢断骨，碎皮乱

毛， 

「湖の真ん中に入った馬でさえ、ここ

まで［521］かみちぎられているのだか

ら、ほかの馬はもう見る必要がない。

五体満足な死体は一つもないんじゃな

いか。」 

「连最头里的这匹马都［522］咬成这

碎样，别的马我也不用看了，准保一个

全尸也剩不下。」 

中国では、トラ、ヒョウ、ヤマイヌ、

オオカミが猛獣と［523］されているが、

トラとヒョウは希少動物で、群れをつ

くらないし、事故の事例も少ない。 

在中国，人们［524］常说的猛兽就是

虎豹豺狼，但是虎豹是稀有动物，不成

群，事例少。 

人々は惨状を目のあたりにして、みん

なあっけに［525］とられて放心状態で

ある。 

所有的人都［526］被眼前的惨景惊呆

了。 

自分たちのうちのだれかが雪嵐のなか

でこのオオカミの群れに遭遇したら、

どんな結果になるのか、［527］ばらば

らにされた軍馬と同じではないかと、

知識青年たちはまっさきに考えた。 

我们中间的任何一人，假如在白毛风中

碰上这群狼那会是什么结局？难道就

像这群［528］被狼分尸的军马一样？ 

一つの穴に何十人の命が［529］埋めら

れたんだよ。 

一个大坑就［530］対応なし几十条命， 

ウリジーは話した。「この大事故をすべ

てオオカミのせいにしてはいけない。

オオカミは最後の餌を［531］奪われ、

子オオカミを［533］殺されて、人間に

報復しないわけがないだろう。」 

这次大事故也不能全怪狼，人把狼的救

命粮［532］抢走了，又［534］掏了那

么多的狼崽，狼能不报复吗？ 
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オオカミも命が惜しいから、窮地に

［535］追い込まれなければ、危険を冒

してまで人間とは戦わないだろう。 

狼惜命，不［536］逼急了它们不会冒

险跟人斗的， 

百害あっても、無数の畑と命が［537］

のみこまれても、中華民族は黄河が母

なる河であることを否定しない。 

中华民族并没有因为黄河百害、［538］

吞没了无数农田和千万生命，而否认黄

河是中华民族的母亲河。 

「百害」と「母親」は共存しているよ

うだ。肝心なことは、百害をもつ母親

がこの民族を養育しているかどうか、

この民族の生存と発展を支えているか

どうかということであろう。こうみる

と、草原民族のオオカミ・トーテムも

また中華民族の母なる河のように

［539］尊重されるべきである。 

看来“百害”和“母亲”可以并存，关

键在于“百害的母亲”是否养育了这个

民族，并支撑了这个民族的生存和发

展。草原民族的狼图腾，也应该像中华

民族的母亲河那样［540］得到尊重。 

オロン草原のオオカミがこれほど凶暴

残虐で、たくさんの馬がこれほど［541］

嚙みちぎられると思ってもみなかった

だろう。 

他根本没有料到额仑草原的狼会这么

厉害凶残，也不会想到这么大的一群马

会［542］被狼啃咬成碎片， 

しばらくすると、人々はオオカミの群

れに［543］踏み固められた雪の道をみ

つけた。泥水が凍った上に、指四本ほ

どの厚さにしっかりと［545］踏みしめ

られていて相当に硬い。 

过了一会儿，人们找到了一条［544］

被狼群踩实的雪道，足有四指厚，相当

硬，死死地［546］冻趴在泥冰上， 

「春の飢饉を切り抜けるオオカミの餌

ぜんぶ奪いやがって、オオカミたちも

窮地に［547］追い込まれたんだよ。」 

场部那帮盲流真不是东西，把狼打下的

春天度荒的活命粮全抢走了，狼群

［548］逼得急了。 

「本部はまともな仕事をしないといけ

ないな。オオカミ狩りをやるべきだ。

いまやらないと、今度は人が［549］食

场部也该干点正事，组织几次打狼运

动，再不打，狼要［550］吃人了。 
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われるぞ。」 

「無責任なことを言うな。［551］批判

されたいのか。」 

别乱说，你想［552］挨批斗啊。 

人々の前で馬の死体がまた［553］発見

された。 

在人们面前又［554］发现了马尸。 

二頭の馬の姿が徐々に現れてきた。ど

の馬の腸、胃、心臓、肺、肝臓、腎臓

も、自分の後ろ足に［555］踏みつぶさ

れてぺちゃんこになり、ちぎれていて、

だらだらと数十メートルも［557］引き

ずられている。 

两匹马渐渐露了出来，每匹马的肠子、

胃包、心肺肝肾，都［556］被自己的

后蹄踩断、踩扁、踩碎，沥沥拉拉［558］

拖了几十米。 

オオカミに腹を［559］切り裂かれて死

んだこの二頭の馬は、湖のなかで死ん

だ馬たちより惨めで恐ろしい思いをし

ていただろう。 

然而，陈阵一边挖，一边却感到这些

［560］被狼剖腹残杀的马，比泡子里

的马死得还要惨，还要吓人，死马的眼

里所冻凝的痛苦和恐惧也比泡子里的

马更加触目。 

一人の人間、一つの民族が死んでも屈

服せず敵と共倒れになってもかまわな

いという精神をもたなければ、他人に

［561］統治され、奴隷のように［563］

酷使されるしかないでしょう。 

一个人一个民族要是没有宁死不屈，敢

与敌人同归于尽的精神，只能［562］

被人家统治和［564］奴役。 

バトは鉄の箍をはめた馬棒を取り出し

て包順貴にみせた。「この馬棒でオオカ

ミの四本の牙をたたき折って、もう一

匹の鼻をたたきつぶしてやりました。

そうしなきゃ、こっちがオオカミに

［565］食いちぎられてしまいました

よ。」 

巴图拿起那根铁箍马棒，伸出来给包顺

贵看：我用这根马棒打断一条狼的四根

牙，打豁了一条狼的鼻子。要不我也得

［566］让狼撕碎了。 

包順貴はウリジーに話した。「草原で牧 包顺贵对乌力吉说：看来在草原上搞牧
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畜業をやるには、オオカミも兵法もよ

く研究しないと、いっぱい［567］食わ

されてしまう。」 

业，还真得好好研究狼，研究兵法，要

不真得［568］吃大亏。 

もしかしたら、かれらはオオカミの知

恵と馬のスピードによって、オオカミ

の素質と性格によって、およびオオカ

ミ・トーテムによってえられた栄養と、

[569]呼び起された勇猛果敢、な民族精

神で成し遂げたのではないだろうか。 

难道他们靠的是狼的智慧和马的速

度？狼的素质和性格？以及[570]由狼

图腾所滋养和激发出来的强悍民族精

神？ 

ところが、狩りでは、人間が主動的な

立場に立ち、ほとんどの動物は[571]

捕獲されて[573]殺される立場にある。

野ウサギやタルバガンや黄羊を狩るの

も完全に弱いものいじめで、食うか食

われるかの対抗はまったくなく、狩り

は狩りで戦争ではない。 

而打猎，人完全处于主动，绝大部分动

物都处于[572]被猎[574]杀的地位。打

野兔、旱獭、黄羊，也是打猎，但这完

全是以强凌弱，绝无你死我活的对抗，

仅仅是打猎而不是战争。 

今までの教科書には、遊牧民族の卓越

した軍事的才能は狩りからえたものだ

と[575]書かれているが、陳陣は心のな

かでこの説を否定した。 

以前的教科书[576]认为，游牧民族卓

越的军事技能来源于打猎——陈阵已

在心里否定了这种说法。 

そのうえ、モンゴル人は長い間、残酷

な部族紛争、民族戦争と侵略戦争をく

りかえし、それによって戦争に関する

才能が絶えず[577]強化され向上して

いった。 

再加上游牧民族长期残酷的部落战争、

民族战争和侵略战争，使他们的战争才

华不断[578]得到强化和提高。 

周、春秋、戦国、秦、漢、唐、宋の歴

史からみれば、中国は人口や国力では

絶対的に優勢を占めていた農業文明の

大国であったのに、いつもモンゴル草

从周、春秋战国、秦汉唐宋的历史来看，

那些在人口和国力上占绝对优势的农

业文明大国，却经常[580]被蒙古高原

的游牧小民族打得山河破碎，丧权辱
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原の小さな遊牧民族の攻撃によって山

河は荒廃し、主権を失い、国を[579]

辱められてきた。 

国。 

中国の最後の封建王朝である清朝も遊

牧民族によって[581]つくられたので

ある。 

中国的最后一个封建王朝清朝也[582]

是游牧民族建立的。 

草原では、オオカミに[583]噛み殺され

たすべての羊の首の両側に、それぞれ

二つの穴が[585]開けられ、計四つの穴

がある。 

这种血洞太熟悉了，草原上，所有[584]

被狼咬死的羊脖子两侧都[586]有两个

血洞，一共四个， 

ビリグ―じいさんはいった。「このオオ

カミは馬に[587]蹴られて重傷になっ

て、馬の肉を腹いっぱい食べた別のオ

オカミに[589]噛み殺されたのだろ

う。」 

老人说：马没把这条狼踢死，只是[588]

踢成了重伤，这条狼是[590]让吃饱马

肉的另一条狼咬死的。 

このオオカミは馬に[591]蹴られて腹

が裂けて、すぐには死ななかったが、

そう長くは生きられなかったのだろ

う。 

这条狼[592]让马踢破肚子，死，一下

子死不了，活又活不成， 

オオカミは死んでも[593]辱められた

くない硬骨漢だ。ボスは自分の兄弟や

子どもが[595]侮辱されるのを目にし

たくないのだろう。 

狼是宁死也不愿[594]受辱的硬汉，头

狼也不愿看自己的兄弟儿女[596]受

辱。 

重要な点は、ボスがきっぱりと重傷兵

を殺すことなんだ。そうすれば、群れ

の負担が[597]減らされるし、機敏さ、

速度と力が[599]保たれる。 

很重要的一条就是头狼会干脆地杀掉

重伤兵，可是这样一来也就[598]减轻

了狼群的负担，[600]保证了整个队伍

的精干快速有力。 

「牝牛が牝の子牛を生むのは、三年間

で五頭ぐらいと[601]言われるが、メス

[602]対応なし母牛下母牛，三年见五

头。母狼下母狼，三年该是多少呢？我
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オオカミがメスの子を産むのは、三年

間で何匹になるかな。最低でも一小隊

分、二十一匹ぐらいか。」 

看，至少一个排。 

陳陣は矛先がビリグじいさんに[603]

向けられているのをみて、急いでさえ

ぎった。「ちょっといいすぎだぞ。」 

陈阵一看他要把矛头[604]指向毕利格

老人，就急忙打断他说：你这话太过头

了吧。 

第一次世界大戦、第二次世界大戦、数

百万人、数千万人が[605]殺されたよ。 

一战二战一[606]杀就是几百万，几千

万。 

陳陣はバト、ラースランについて、か

れらの大事な宝物、馬捕り竿をさがし

にいくことにした。馬に[607]蹴られた

り[609]踏まれたり死傷したオオカミ

もさがしたい。 

陈阵跟着巴图、沙茨楞去寻找他们的宝

贝套马杆，也再想找找[608]被马踢死

[610]踩伤的狼。 

モンゴル草原では、初冬に大規模なオ

オカミ狩りが[611]行われる。 

在蒙古草原，大规模的围猎捕狼都选在

冬初[612]対応なし 

かつて、初冬のオオカミ狩りは、草原

の族長、単于、可汗、大汗が部族の軍

事訓練と実践演習を実施するために、

伝統的に[613]おこなわれてきた。 

初冬围猎打狼，也曾是草原上的酋长、

单于、可汗、大汗对部族[614]进行军

训和实战演习的古老传统。 

オオカミの足が長いが、降ったばかり

の雪はべたっとして、足にくっついて

速く走れない。馬の脚はもっと長いけ

れど、雪に［615］あまり影響されない。 

狼腿虽长，但初踏新雪湿雪，拖泥带水

跑不快，马腿更长就可［616］大赚便

宜。 

この数年間、オオカミたちはますます

賢くなり、［617］年に一度捕まえられ

ることがすっかりわかってきた。雪が

積もりはじめ、牧草地が黄色から白色

になると、さっさと国境を越えるか、

深い山に入って黄羊や野ウサギを狩る

这些年狼更精了，［618］一年一打，倒

把狼打明白了。狼一见新雪站稳，草场

由黄变白，就一溜烟地跑过边境，要不

就钻进深山打黄羊野兔，或缩在［620］

大雪封山的野地里忍饥挨饿，靠啃嚼动

物的枯骨和［622］晒干风干的腐皮臭
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か、あるいは［619］大雪で山道が閉ざ

された野原で牙を食いしばって飢えを

忍び、動物の白骨や、［621］日と風に

さらされた腐った毛皮をかじるか、で

ある。 

毛度日。 

これからは、われわれもオオカミのよ

うに、従来のやり方を変えて、［623］

決められたとおりでなく、なるべく不

規則にやろう。不意を突いて、急に狩

りをはじめ、やめたとみせて、または

じめる。 

以后咱得像狼一样，尽量减少[624]常

规打法，要胡打乱打、出其不意，停停

打打、打打停停， 

狩りをはじめる前に、野原に［625］設

けられたオオカミバサミをはずさない

と、犬が足を［627］はさまれてしまう。

だから、今回は狩りの前にオオカミバ

サミをつければ、いくら賢いボスオオ

カミでも［629］だまされるだろう。も

し数匹のオオカミが［631］はさまれて

しまえば、オオカミの群れはどうすれ

ばよいかわからなくなる。 

从前，场部组织打狼，要带一大帮狗，

就先得把［626］対応なし野地里的狼

夹子起了，要不［628］夹断狗腿谁都

心疼。这回进攻前下夹子，再精的头狼

也得［630］犯迷糊。要是能［632］夹

住几条狼，狼群就得发晕，远远看着马

肉，吃又不敢吃，走又舍不得走。 

パオの屋根から出ているブリキの煙突

が、肺病を患った病人のように苦しそ

うな呼吸をして、咳払いもしている。

羊や牛の糞、草や毛が散らばっている

地面に煙が［633］吐かれている。 

蒙古包顶的铁皮烟囱像一个患肺气肿

的病人，困难地喘气，还不时卜卜地咳

几声，［634］把烟吐到遍地羊粪牛粪，

残草碎毛的营盘雪地上。 

まぬけな犬はキツネの大きなしっぽで

［635］はたかれて脚を折ったり、やた

らにキツネに噛みつき皮を穴だらけし

て、狩人にしょっちゅう［637］叱られ

而那些赖狗，不是［636］被狐狸用大

尾巴遛断了腿，就是把狐狸皮咬开了

花，常常把猎手气得［638］将狗臭揍

一顿。黄黄和伊勒见狼也不怵，能仗着
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叩かれている。黄黄とイレ―はオオカ

ミも恐れず、機敏に動いてオオカミに

からみつき、自分が［639］噛まれない

ように注意しながら、噛んだりとびは

ねたりして、駆けつけてくる狩人とほ

かの犬たちのために時間を稼ぎ、戦機

を逃さないようにする。 

灵活机敏的身手跟狼东咬西跳，死缠活

缠，还能不［640］让狼咬着自己，为

后面跟上来的猎手和恶狗，套狼抓狼赢

得时间创造战机。 

春節（旧正月）が過ぎてから、イレ―

は六匹の子犬を産んだ。主子犬たちは

ビリグ、ランムザーブとほかの知識青

年に一匹ずつつれて［641］いかれて、

三匹残った。 

春节过后伊勒下了一窝小崽，共六只。

其它三只［642］被毕利格、兰木扎布

和别的知青分别抱走了。现在只剩三

只， 

細やかな性格の楊克の、イレ―と子犬

たちのかわいがり方は度を越してい

て、ほとんど毎日、イレ―のために、

肉のスープのなかに粟や細かく刻んだ

肉をいれたおかゆを鍋いっぱいにつく

っていた。そのため、食糧センターか

ら知識青年のパオに［643］配給された

粟の大半を使ってしなう。 

生性细致的杨克，宠爱伊勒和狗崽非常

过分，几乎每天要用肉汤、碎肉和小米

给伊勒煮一大锅稠粥，［644］把粮站给

知青包的小米定量用掉大半。 

馬飼いたちはこの犬を知っていた。こ

いつは悪党で、羊を噛む癖があるから、

飼い主に家から［645］殴り出されて、

二年近くも野原をさまよっているとい

う。 

几个马倌都认得它，说这是条恶狗，有

咬羊的恶习，［646］被它的主人打出家

门，流浪草原快两年了， 

その後、何度かこの黒犬をひきとって

くれる人がいたが、またもや羊を噛ん

だりして、そのたびに［647］殴られて

［649］追い出されてしまった。 

后来它自个儿找了几户人家，也都因为

它咬羊又［648］被打［650］出家门几

次。 
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遊牧民たちはこの犬を追い出すように

陳陣にすすめたが、かわいそうに思っ

たし、逆に［651］好奇心を刺激される

のである。 

牧民都劝陈阵把它打跑，但陈阵却觉得

它很可怜，也［652］对它十分好奇。 

冬が過ぎたが、陳陣と楊克の羊はオオ

カミに［653］獲られて［655］噛まれ

ることが少なかった。 

一冬天过去，陈阵杨克的羊群很少

［654］被狼掏、［656］被狼咬。 

草原では犬の主な仕事は夜番、家の番、

そして狩りである。昼間、犬は羊の放

牧についていかない。しかも、春にな

って子羊のいる群れは石の囲いのなか

にいるので、犬と羊は［657］離されて

いる。 

在草原上，狗的任务主要是下夜、看家

和打猎。白天，狗不跟羊群放牧，况且

春季带羔羊群有石圈，也［658］隔离

了狗与羊， 

犬戎族のトーテムは犬であった。しか

し、陳陣は合点のいかないところがあ

った。勇猛果敢な草原の民族がなぜ人

類に［659］ならされた動物である犬を

崇拝したのか。 

犬戎族的图腾就是狗。陈阵常常疑惑：

强悍的草原民族怎能崇拜人类的［660］

驯化动物的狗呢？ 

「二郎神」は人にかまってもらうこと

も、ほかの犬たちから［661］同情され

ることも必要としないようだ。何をほ

しがっているのかもわからないし、犬

の仕事をし、食べ物をえて、［663］人

にかわいがられて、なんの心配もなく

過ごすという黄黄とイレ―のような生

活に、どうしたらもどしてやれるのか

と陳陣はいつも考えている。 

它好像不需要人的爱抚，不需要狗的

［662］同情，陈阵不知道它想要什么，

不知道怎样才能让它回到狗的正常生

活中，像黄黄伊勒一样，有活干，有饭

吃，［664］有人疼，自食其力，无忧一

生。 

草原のオオカミはみな馬捕り竿に

［665］捕られて窒息死した同類の惨め

草原狼都见过［666］被套马杆套住勒

死的狼的惨状。可能在狼的眼里，套马
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な姿をみているだろう。オオカミの目

には、馬捕り竿は長いヘビか龍の神様

のように恐ろしく映っているのかもし

れない。 

杆就像一条长长的蛇龙神那样可畏。 

草原で昼間、一人で馬に乗って人気の

ない荒野や山奥を長時間歩くとき、手

に馬捕り竿をもっていれば、老若男女

を問わず、天のお守りをもっていると

同様に、オオカミの目の前でも［667］

邪魔されることなく通れる。 

草原的白天，若在无人的旷野或深山长

途走单骑，只要手握套马杆，不管男女

老少，就如手持腾格里的神符一样，可

以在狼的天下［668］通行无阻。 

そこで、馬に［669］引っ張られ、馬捕

り竿は手から落ちて、馬にもって［671］

いかれる。こうして何日間もかけてつ

くった馬捕り竿は馬に［673］踏まれて

ばらばらに折れてしまう。 

于是他常常［670］被马拽脱了手，马

［672］拖着杆子跑了，不一会儿，费

了几天的工夫做成的套马杆，就［674］

被马一踩三截。 

馬捕り竿の使い方を練習するため、か

れはいつも羊の群れのなかで羊を捕ま

えていたが、［675］追いかけられた羊

たちはオオカミに遭ったように驚き、

あるときはメスが流産しそうになっ

て、ビリグじいさんに厳しく［677］𠮟

られた。 

为了练套技，他经常在羊群里练习套

羊，追得羊群像遇到狼，［676］追得母

羊几乎流产，［678］让毕利格老人一通

好训以后才算罢休。 

それ以来、かれは羊を捕らなくなった。

その後、老人に［679］言われたとおり

に、牛車の後ろの轅にかける練習して

いるうちに、馬捕り竿の使い方がずい

ぶん上達した。最近、陳陣ら三人の馬

を取り替えることもできるようになっ

て、かれらの難題が［681］解決された。 

后来老人［680］让他先从套牛车后辕

头开始练，他的套技才大有长进，近来

他已经可以替陈阵他们三个人换马了，

这可［682］解决了一个大难题。 
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かれらは馬の力を少しも惜しまず、ど

こにもすごい勢いで走っていく。どの

パオにいっても用を［683］頼まれる。

馬を替えてほしいとか、手紙や荷物を

届けてほしいとか、医者を呼んでほし

いとか、うわさ話をききたいとか。ま

た、馬飼いは娘たちの笑顔もいちばん

多く目にするから、四、五頭の馬しか

もっていなくて、情報にうとい羊飼い

や牛飼いに死ぬほど［685］うらやまし

がられている。 

马倌骑马几乎一天一换，甚至一天两

换，从不吝惜马力，到任何地方都是一

路狂奔，牛气烘烘。马倌到哪个蒙古包

都有人［684］求，求换马，求捎信，

求带东西，求请医生，求讲小道消息。

马倌也是收到姑娘们笑容最多的人，让

那些只有四五匹专用马，消息闭塞的羊

倌牛倌［686］羡慕得要死。 

とはいえ、馬の放牧は草原でもっとも

困難で危険な仕事であるから、体が丈

夫で、大胆で、機敏で、聡明で、警戒

心が強く、飢えや渇き、寒さや暑さに

耐えられえるようなオオカミか軍人の

素質がなければ、生産隊から馬飼いと

して［687］選ばれない。 

但放马又是草原上最艰苦最凶险的工

作，没有身强、胆大、机敏、聪明、警

觉、耐饥渴、耐寒暑的狼或军人的素质，

生产队里是不会［688］选你当马倌的。 

草原では、牛の放牧はいちばん楽な仕

事と［689］され、草原の人々がいうに

は「県知事のポストをくれても牛飼い

の仕事を変えない」。 

放牛［690］是草原上最舒服的活计，

草原上的人说，牛倌牛倌，给个县官也

不换。 

パオの前で、馬のたてがみでつくった

紐で一列につながれている子牛たち

に、牝牛が時間通りにもどってきて乳

を飲ませる。ただ、［691］去勢された

牡牛が面倒で、草の肥えたところへい

けば家にもどろうとしない。牛飼いの

仕事で骨が折れるのは、牛をさがし、

小牛犊一个挨一个拴在家门前地上的

马鬃绳旁，母牛会准时回来喂奶。只是

［692］犍牛讨厌，哪儿草好往哪儿跑，

懒得回家，牛倌最辛苦的活也就是找牛

赶牛。但牛犟起来，［694］无论怎么打，

它都梗着牛脖子，哆嗦着眼皮，赖在地

上就是不走，让人气得想咬牛。 
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牛を駆ることである。牛はいこじにな

ると、［693］どんなにたたかれても、

首をまっすぐにして、まぶたをぶるぶ

る震わせ、てこでも動かない。 

陳陣と楊克は同じ羊の群れを管理して

いる。千七百頭あまりで、そのほとん

どは全国に名の［695］知られている「オ

ロン大尾羊」である。 

陈阵和杨克合管一群羊，1700 多只。

绝大部分是［696］闻名全国的额仑大

尾羊， 

フビライが北京に入ってからも皇族の

食用羊としたそうだ。いまでも、中国

の国家指導者が人民大会堂でアラビア

やイスラムの国々の国家元首を招待す

るときに、「オロン大尾羊」が［697］

使われている。 

在古代，是皇家贡品羊，是忽必烈进北

京以后亲点的皇族肉食羊。就是现在，

国家领导人在人民大会堂，招待阿拉伯

伊斯兰国家元首［698］所用的羊肉，

也是额仑大尾羊， 

綿羊と比べて、ヤギにはもう一つの優

れたところがある。それはオオカミの

攻撃をうけると、メエメエと鳴き出し

て危険を知らせることだ。臆病で愚か

な綿羊のように、腹に［699］噛みつか

れて、あまりの驚きに声も出せずに

［701］オオカミに思いのままに食べら

れてしまうなんてことはない。 

山羊比绵羊还有个优点，就是它一受到

狼攻击就会咩咩乱叫，起到报警的作

用。不像绵羊，胆小又愚蠢，［700］被

狼咬开了肚子也吓得一声不吭，［702］

任狼宰割。 

草原の人間はオオカミに［703］昼と夜

をあべこべにされ、寝てもさめても心

が休まらず、長い間に、どこの家の女

性も健康を害してしまう。 

草原狼搅得草原人［704］晨昏颠倒，

寝食不安，拖垮了一家又一家，一代又

一代的女人。 

けれど、なかには、かえって［705］鍛

えられて、強くて勇敢で丈夫な体の女

性もいる。 

因而，蒙古包的主妇，大多多病短寿，

但也［706］炼出了一些强悍拖不垮的、

具有一副好身骨女人。 
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草原の人口は、草原のオオカミによっ

て、ほどよく［707］コントロールされ

ているようである。 

是草原狼［708］控制了草原人口舒舒

服服地发展。 

そのうえ、二重の労働点数がついて、

原始的な遊牧の暮らしが［709］保障さ

れる。しかし、羊飼いの仕事は味気な

く単調で、長い時間［711］しばりつけ

られ、［713］心も体もぐったりとさせ

られる。 

羊群是草原牧业的基础，养着羊群有羊

肉吃，有羊皮穿，有羊粪烧，有两份工

分收入，草原原始游牧的基本生活就

［710］有了保障。然而羊倌的工作极

为枯燥单调，［712］磨人［714］耗人

拴人， 

オオカミの進攻によって毎年、牧場に

計算できる損失だけでなく、計算でき

ない損失も［715］もたらされている。 

至少狼群的进攻，［716］给牧场每年造

成可计算的再加上不可估算的的损失， 

だが、オオカミは子羊の後ろから首筋

にかぶりついたので、子羊はのどを締

めつけられて、声を出すことさえでき

なかった。そして、そのメスオオカミ

はひっそりと音もたてずに走りさり、

羊の群れはなんの変わりもなかったか

のように静かだった。まだ、ほとんど

の羊は何が起こったのか、わからない

でいただろう。子羊を［717］つれさら

れた母親羊でさえ。 

可狼嘴叼紧了羊羔后脖颈，就勒得羊羔

的喉咙发不出一点声音。母狼悄无声息

地溜走了，羊群平静如初。绝大部分羊

还不知发生了什么事，可能连羊羔妈妈

都不知自己［718］丢了孩子。 

陳陣は、まるでずばぬけた技をもった

スリにサイフを奪って［719］いかれる

のを、ただ目をみひらいてみていた気

がした。 

陈阵惊得像遇到了一个身怀绝技的飞

贼，眼睁睁地看着贼在他眼皮底下

［720］抢走了钱包。 

というのも、ここのところ、かれと楊

克は、数日おきに子羊を［721］盗まれ

ていた。二人はトビかワシのしわざだ

这些天他和杨克经常隔三差五地［722］

丢羊羔，两人一直怀疑是老鹰或草原雕

偷的。 
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ろうと疑っていた。 

だが、さっき、陳陣はメスオオカミが

子羊をさらっていく技を目撃した。そ

して、この草むらのへこみをみて、や

っとその謎がとけた。そうでなければ、

あのメスオオカミにこれからも子羊を

［723］盗まれるところだった。 

直到陈阵亲眼看到母狼抓羊羔的技巧

和这个草坑，他才算破了这个案。否则，

那条母狼还会继续［724］让他们丢羊

羔。 

ランムザーブはもうちょっとでうでを

［725］噛み落とされるところだったっ

ていうじゃないか。 

前几天兰木扎布他们掏狼洞熏出一条

母狼，母狼跟人玩了命，差点没［726］

把他的胳膊咬断。 

オオカミの巣穴は、なかが深くて、か

れらは二組に［727］分かれて、二日間

掘ってやっとオオカミの赤ん坊をみつ

けた。 

狼洞太深，他们［728］换了两拨人，

挖了两天才把狼崽掏了出来。 

このまえ、サンジェに［729］頼まれて

二日も掘ったけど、奥までいけなかっ

た。 

上次我［730］帮桑杰挖狼洞，挖了两

天，也没挖到头， 

「なにいってるんだよ。オオカミに

［731］引っかかれて片目になったり、

［733］噛まれて狂犬病にでもなった

り、ちがうか、狂狼病にでもならない

ように気を付けることだな。」 

梁建中挖苦道：臭美吧。留神狼［732］

把你抓成个独眼龙，［734］咬成狂犬病，

不对，是狂狼病，那你的小命可就玩儿

完了。 

楊克は茶碗をテーブルの上に置くと、

大声でいった。「ところで、いつにする。

早いほうがいいよ。ぼくたちも牧場の

オオカミ狩りの参加を［735］求められ

るそうだ。ぼくもそれにでたいんだ。」 

杨克把茶碗往桌上一扣，大声说：嗨，

你说什么时候去？要快！晚了场部就该

［736］让咱们去圈狼了。我也特想参

加围狼大会战。 

「またかよ。グァンブさんに羊の放牧

を頼んだら、うちのパオはまた一日分

「得，又得让官布替你们俩放羊，咱包

又要［738］少一天的工分了。」 
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の労働点数を［737］減らされるぞ。」 

「父さんに［739］呼ばれると、いつも

大事なことがある」と陳陣がいうと、

楊克はいった。「オオカミ狩りのことか

もしれない。早くいけよ。ちょうどお

やじさんにオオカミの赤ん坊を獲る技

とコツをおしえてもらえるじゃない

か」 

陈阵说：阿爸［740］让我去，准保有

要紧事。杨克说：没准和围狼有关系，

你赶紧去吧，也正好可以跟阿爸讨教讨

教掏狼崽的技术和窍门。 

陳陣は慌てて立ち止まると、東側、北

側、西側の絨毯が［741］巻き上げられ、

広いフェルトの上に生の馬の皮が

［743］敷かれているのが目に入った。 

陈阵慌忙站定，发现东、北、西三面的

地毯都已［742］卷起，宽大的地毡上

［744］铺着生马皮， 

老人は陳陣をみつめながら、いった。

「いいかい、おまえはオオカミに［745］

とりつかれている。わしはもう年だか

ら、技をおまえに教えるよ。 

老人看着陈阵说：孩子啊，我看你是

［746］被狼缠住了，我老了，这点本

事传给你。 

「もし、草原の牛や羊が化け物にぜん

ぶ［747］殺されたら、人間は生きてい

けなくなって草原も守れない。」 

要是草原牛羊［748］被妖魔杀光了，

人也活不成，那草原也保不住。 

老人の話には玄妙な道理が［749］隠さ

れているらしい。陳陣はすごく理解で

きなかったが、聞きたいことをのみこ

んだ。 

老人的话中似乎［750］藏有玄机，一

时不易搞懂，陈阵有些疑惑地把问话咽

下。 

馬車のなかには馬の腸からとった油を

つけてフェルトが［751］敷かれている。 

 

车上［752］垫着浸过马肠油的破毡子。 

「わしが死んだら、きっと骨のカスま

で残らず［753］かじられるだろう。 

我要是死了，狼一准［754］把我啃得

连骨头渣子都剩不下。 

このままだと、あと何年かしたら、ぼ 再这么下去，过几年我们这些知青得有
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くらの半分がオオカミに内地に［755］

追い払われてしまいます 

一半［756］让狼打回关内。 

「もしぼくがオオカミに北京へ［757］

追い払われなかったら、自分もオオカ

ミに食べさせちゃおうかな。」 

要是我以后不［758］被狼打回北京，

我没准也把自己喂狼算了。 

「もしかして、大きな戦争が起きて、

原子爆弾が［759］落とされたら、人間

もオオカミもいっしょに死んじゃうか

ら、だれがだれの餌になるということ

はもうないよ。」 

没准往后打大仗，［760］扔原子弹，人

和狼一块儿死，谁也甭喂谁了。 

あきらかに死んだ馬は［761］動かされ

ている。 

几匹死马显然已［762］被动过， 

オオカミがぶら下がっている布の下敷

きを踏んでしまうと、下敷きがなにか

に落ちこんで、短い鉄製の棒が布の下

敷きの結び目から滑り落ちると同時

に、数百キログラムの力をもってプリ

ングがいきなり「とら口」をはさみ、

オオカミの足の骨が裂け、アキレス腱

が［763］噛まれて動けなくなる。 

只要狼爪一踩到悬空的布绷垫上，布垫

下陷，小铁棍从布垫的活扣中滑脱，那

时钢簧就会以几百斤的力量，猛地合拢

钢夹虎口，把踩进夹子的狼爪，打裂骨

头［764］咬住筋。 

「どうしてオオカミが［765］はさまれ

るのに、キツネはだいじょうぶなんで

すか」と陳陣が聞くと、老人は答えた。

「鉄の棒を深めにさしこんであるか

ら、キツネは軽すぎて、ハサミが動か

ない。けれど、大きなオオカミが踏め

ば、かならず［767］はさまれる。」 

陈阵问：这个夹子为什么只能［766］

夹狼不夹狐狸？老人说：我把铁棍别子

插得深了一点，狐狸轻，踩不动。狼个

头大，一踩准［768］炸。 

「おまえは知らんだろうが、オオカミ

には自分にも残忍なやつがいて、足を

老人说：你不知道，有的狼对自个儿也

特别狠，它要是［770］被夹住了腿，
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［769］はさまれてしまったら、骨もア

キレス腱も噛み切って、三本の足で逃

げるんだよ。こうやって、二つのハサ

ミをつけておけば、一本の足が［771］

はさまれて、痛くてチェンを懸命に引

っぱり回しているうちに、後ろ足はも

う一つのハサミを踏んでしまうだろ

う。ここはちょうどチェンが届くとこ

ろだ。前後の足を［773］はさまれたら、

たとえ二本とも噛み切ったとしても、

それで走れるものか」と老人はいった。 

会把腿连骨带筋全咬断，瘸着三条腿逃

掉。我给它下两个，只要［772］夹住

一条腿，它就会疼得没命地拽链子，没

命转圈，转着转着后腿就踩着第二个夹

子了，这地方链子刚好够得着。要是狼

的前后两条腿都［774］给夹住了，它

就算能把两条断腿都咬掉，剩下两条腿

它咋跑？ 

たくましく肥えた馬の死体の前という

あまりに魅惑的な場所に［775］つけら

れ、ここには馬肉、馬油、と馬糞のに

おいだけで、人間と鉄のさびたにおい

はいっさいしない。いくらずるかしこ

いオオカミでも［777］だまされるだろ

う。ハサミに［779］はさまれ足が折れ、

骨が砕けた後で、人間によって皮を

［781］剥がれ、［783］死体は荒野に棄

てられる。 

它［776］放在具有极强诱惑性的肥壮

死马前，只有马肉、马油和马粪味，没

有任何人味和锈味。陈阵相信再狡猾的

狼也要［778］上当，［780］被钢夹打

得腿断骨裂，然后［782］被人剥皮，

［784］弃尸荒野。 

陳陣は、周、秦、漢、唐、宋、明の時

代に無数の漢民族の軍隊が草原に深く

［785］誘い入れられ、念入りにしかけ

た隙のない落とし穴に陥って全軍が破

滅した先例を思い出した。 

他想起周秦汉唐宋明无数支汉军［786］

被诱进草原深处，落入被精心设计、没

有破绽的陷阱而全军覆没的战例。 

オオカミに［787］謀られて馬の群れが

［789］殺された。かわいそうに思わな

いか。 

狼［788］用诡计［790］杀了一大群马，

你不心疼？ 
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老人は教えながら、太い馬棒を「とら

口」にいれた。たとえ［791］はさまれ

ても陳陣の手でなく、馬棒が［793］は

さまれるようにした。 

老人一边教，一边把粗粗的马棒伸进钢

夹的虎口里，即使钢夹［792］打翻，

也先［794］夹着马棒而夹不到陈阵的

手。 

老人は陳陣がつけたハサミを細かく調

べた。「ほうとうにわからないようにな

っとる。わしがオオカミでも［795］は

さまれるだろう。」 

毕利格老人仔细地检查了陈阵下的夹

子，笑道：真看不出来了，我要是条老

狼，也得［796］让你夹住。 

草原では、オオカミの赤ん坊を獲るの

は、危険で難しく、高度な技術が［797］

される狩りの一つで、草原民族がオオ

カミの極端な増加を抑制する主要な方

法である。 

掏狼崽可［798］是草原上一件凶险、

艰难、技术性极强的狩猎项目，也是草

原民族抑制草原狼群恶性发展的最主

要的方法。 

「それりゃ、よかった。オオカミに

［799］だまされるところだった。人間

に［801］追いかけられたら、まっすぐ

に、自分の巣穴に向かうわけはない。」 

老人说：那还好。要不那条母狼准会

［800］骗你。有人［802］追，它是不

会直奔狼窝的。 

そうだ。バトに聞いてみよう。かれは

牧場でオオカミを狩る名手だ。数日前、

オオカミの群れにたいへんな目に

［803］遭わされて、腹をたてていると

ころだ。オオカミの赤ん坊の捕まえか

たを、かれに教えてもらおう。 

陈阵打算再好好问问巴图，他是全场出

名的打狼能手，前几天［804］吃了狼

群这么大的亏，正在气头上，找他请教

掏狼崽的事准能成。 

ちゃぶ台の上の二つの大きなボウルに

は、鍋からとりだしたばかりの羊の腸

や胃袋や骨付きの肉が［805］盛られ、

湯気をたてて、うまそうなにおいをた

だよわせている。 

矮方桌上［806］【対応なし】两大盆刚

出锅的血肠血包，羊肚肥肠和手把肉冒

着腾腾的热气和香气， 

「草原が災害に［807］みまわれたら、 草原［808］闹起大灾来，人和狼找食
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人もオオカミも食いものをさがすのは

たいへんなことじゃ。」 

都不容易。 

そのとき、おれはすぐに外にいる人間

が危ない、父さんがオオカミに［809］

やられると思ったんだ。どこからそん

な勇気が出たのか自分でもわからない

けど、オオカミをいかせてなるもんか

と、とっさに体を起こした。運よく、

おれの頭はオオカミの咽喉をおさえた

んだ。おれが力をかけると、オオカミ

の頭は巣穴の天井に［811］おしつけら

れた。 

这时候我怕洞外面的人没防备，怕狼

［810］咬了阿爸，我也不知道哪来的

胆子，猛地撑起身子，想挡住狼，没想

到我的头顶住了狼的喉咙，我又一使

劲，就［812］把狼头顶在洞顶上了。 

これで、オオカミに［813］噛まれるこ

とも［815］ひっかかれることもなくな

った。 

这下狼［814］咬不着我也［816］抓不

着我了， 

「この春、うちのグループではオオカ

ミの巣をまだ一つしかみつけてないか

ら、あと三つさがさないと、また、包

順貴さんに［817］怒鳴られるわ」と、

ガスマはいった。 

嘎斯迈说：今年春天咱们组才掏了一窝

狼崽，还差三窝呢。再不掏一窝，包顺

贵又该［818］对我吼了。 

二郎と黄黄は狩りにすぐれていて、朝

早く[819]起こされれば、かならず獲物

をしとめようと、周りを警戒しながら、

音も出さずに雪の上に伏せている。 

二郎和黄黄的猎性都很强，如此早

[820]起，必有猎情，两条狗匍匐在雪

地上一声不响，警惕地四处张望。 

陳陣は単眼鏡をもって、周囲をみまわ

した。あたり一面はもやに［821］覆わ

れて、レンズのなかはぼんやりとして

いた。 

陈阵拿着单筒望远镜四处张望，［822］

地气很重，镜头里一片茫茫。 

ところが、この手を使えないうちに、 但是，还未等他下好套，二郎又［824］
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二郎がまた、オオカミに［823］噛みつ

かれ、外に出たとたん、後ろ足を紐に

引っかけ、わっかの形をくずしてしま

った。 

被狼顶咬了出来，它的两条后腿一下子

把套绳全弄乱。 

楊克は巣穴に向かって怒鳴ったが、そ

の声も、深くて暗い穴のなかに［825］

のみこまれてしまった。 

杨克气得对洞大吼了三声，深深的黑洞

立即［826］把他的声音一口吞没。 

陳陣はきゅうに冷静になってきた。「も

し北のほうにいるオオカミを脅かして

逃してしまったら、オオカミ狩りの計

画が台無しになってしまう。そんなこ

とをしたら牧場中の人間から［827］た

たかれるぞ。」 

陈阵忽然冷静下来说：要是咱们把北边

的狼吓跑了，打围的计划就完了，全场

的人还不［828］把咱俩骂死。 

二郎をみると、頭をたれて必死に傷口

をなめている。オオカミに［829］噛ま

れた胸の傷は二本の指をあわせたほど

の幅で、傷口の毛がぴくぴくと動き、

そうとう痛そうだ。 

陈阵看见二郎在费劲地低头舔自己的

伤口，它的前胸又［830］被狼咬掉一

块二指宽的皮肉，伤口处的皮毛在抽

动，看来二郎疼得够呛，但它仍然一声

不吭。 

二郎の体の傷はほとんどがオオカミに

［831］やられたものだろう。だから、

オオカミをみると、異常に興奮して、

目を血ばしらせる。 

看来它身上的伤大多是狼［832］给它

的，所以它一见狼就分外眼红。 

地下の秘密基地から［833］発射された

ミサイルのごとく、びゅーんととび出

てくると、西のほうの山のふもとにあ

るあし原に必死で駆けていく。 

这时，只见从冒烟的地下，忽地蹿出一

条大狼，就像隐蔽的地下发射场［834］

发出的一枚地对地导弹，嗖地射出，以

拼命的跳跃速度朝西边山下苇地奔去， 

その穴までやってくると、二人はまた

驚いた。雪の下にある穴は新しいもの

で、小石も土も［835］掘り起こされた

到了那个洞口，两人又吃一惊：雪下的

这个洞是个新洞，碎石碎土都是［836］

新鲜的。 
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ばかりだった。 

陳陣はふきだした。「犬は人に［837］

飼いならされて、オオカミの本能を失

ってるよ。」 

陈阵忍不住笑起来：狗早就［838］通

了人性，背叛了狼性。 

「もし犬がもぐりこんで、オオカミの

赤ん坊をくわえてこられるのなら、と

っくのむかしに、人と犬に［839］絶滅

させられてるさ」 

狗要是能钻进狼洞叼狼崽，那就趁母狼

不在洞的时候敞开叼好了，那草原上的

狼，早就［840］让人和狗消灭光了。 

陳陣は手のひらでぽんと膝をたたく

と、「さがしていたオオカミの赤ん坊

は、この巣穴のなかだ。あのメスオオ

カミに［841］だまされたんだ。」とい

った。 

陈阵用巴掌猛一拍自己的膝盖说：我要

找的小狼崽就在这个洞里。咱们两个大

活人［842］让那条母狼给涮了。 

「まちがいない。もともと、この巣穴

のほうへ走っていたんだ。だけど、丘

の上に人影がみえたから、急に方向を

変えて、ぼくたちをさっきの空の巣穴

まで、連れていったのさ。すっかり

［843］だまされた。」 

没错，那条母狼原本就是往这个洞的方

向跑的，它在山包上看见了人影，突然

临时改变路线，［844］把咱俩骗到那个

空洞去了。 

「もし、きみが三回爆竹を打たなかっ

たら、きっと日が暮れるまで相手を

［845］させられていただろう。そうだ

ったら、終わってたよ。」 

要不是你炸了它三炮，它绝对可以

［846］跟咱俩周旋到天黑，那就把咱

们坑惨了。 

楊克は首をつづけざまに横にふった。

「死にたいのかよ。万が一、なかに親

オオカミがいたらどうするんだ。さっ

きだって［847］だまされたんじゃない

か。」 

杨克听了连连摇头说：你不要命啦，万

一里面还有大狼呢。我已经［848］让

狼给涮怕了， 

陳陣は這っていくうちに、だんだん怖 陈阵爬着爬着，越来越感到恐惧。他鼻
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くなってきた。鼻の下には、赤ん坊に

［849］踏みつけられた親オオカミの足

跡がいくつかある。もし、なかにオオ

カミがいたら、この鉄棒だけで、やっ

つけられるだろう。このなかはかなり

狭いから、オオカミの牙が人にとどか

ないかもしれない。 

だが、狭くても、長い前足と爪は自由

自在に動かせるから、オオカミに八つ

裂きに［851］されかねない。 

子下面就有几个［850］被狼崽爪印踩

过的大狼爪印，万一这洞里有大狼，靠

这根铁钎能打得过吗？ 

洞窄，狼牙可能不容易够得着人，但是

狼的两条长长的前腿和前爪，却可以在

这个窄洞里游刃有余，那他还不［852］

被狼撕烂？ 

しかし、目と鼻のさきにオオカミの赤

ん坊がいるかもしれないと思うと、こ

のままもどるのはあまりにも惜しい。

かれは無意識のうちに歯をかみしめ

て、帯を動かさなかった。そして、思

いきって、さらに奥へ這って行った。

かれの体は、狭い巣穴にすぽっとつ

［853］つみこまれているようだ。 

但他想到可能近在咫尺的八九只、十几

只小狼崽，实在舍不得退出去，便下意

识地咬紧了牙，没动腰带，硬着头皮继

续往里蹭挪。洞壁已几乎［854］把他

的身体包裹起来， 

ここは、防御用の「関所」で、陳陣の

行く手が［855］はばまれてしまった。 

这个卡口实际上是一个防御工事，陈阵

确实是［856］被防住了， 

老人の話から、オオカミの赤ん坊を獲

るために、爆竹を使ったりすることが

どんな結末を招くかを、［857］思い知

らされた。 

老人的话也［858］使他感到炸狼窝掏

狼崽的严重后果。 

草原では、銃弾は厳しく［859］制限さ

れているのに、爆竹はまだ規制がない。 

草原上枪弹［860］受到严格控制，但

对爆竹还未设防。 

もし、爆竹が大量に草原に入りこみ、

そのうえ、火薬が［861］増量され、さ

らにトウガラシの粉や催涙薬が［863］

如果爆竹大量流入草原，再［862］加

大药量，［864］加上辣椒面，催泪粉，

［866］用于掏狼杀狼，那么称霸草原
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いれられ、オオカミ狩りに［865］使わ

れるようになったら、数万年も草原の

覇をとなえてきたオオカミは、もう悪

運から逃れられなくなるだろう。そう

なれば、草原のオオカミはほんとうに

絶滅するかもしれない。 

几万年的狼就难逃厄运了，草原狼从此

以后真有可能被斩尽杀绝。 

もし民族のトーテムを［867］破壊され

たら、その民族の精神も［869］扼殺さ

れるかもしれない。 

一个民族的图腾［868］被毁灭，这个

民族的精神可能也就［870］被扼杀。 

約束はたいへんな重みがある。だから、

草原では、約束事が［871］重視され、

酒のうえでの約束でも、モンゴル人は

大事な犬や馬や馬捕り竿などを失い、

ときには恋人をなくすことさえある。 

保证这个词的分量极重，草原部落内部

从来都［872］相信保证。蒙古人有时

在醉酒中许下某个诺言，因而丢掉了好

狗好马好刀好杆，甚至丢掉了自己的情

人。 

「ウサギが草原に逃げこむと、オオカ

ミがいないので、ウサギはどんどん増

えていきました。草原のいたるところ

に穴が［873］掘られ、でこぼこに［875］

されてしまって、牧草も大半が［877］

食べられてしまいました。」 

一些兔子逃到草原，因为没有草原狼，

兔子越生越多，［874］把草原挖得坑坑

往洼洼到处都是洞，还［876］把牧草

吃掉一大半。 

老人の顔から笑みが消えた。「あの巣穴

は、おまえらに爆竹を［879］投げこま

れただろう。それに、［881］もぐりこ

まれたら、なかは人間のにおいがする

し、入り口も［883］ふさがれたじゃな

いか。」 

老人收了笑容说：那个狼洞［880］让

你们炸了，这个狼洞又［882］让你们

钻过，洞里有了人味，洞口还［884］

让你们给堵了。 

「父さん、あした、つれていってくれ

ませんか。楊克は、オオカミに［885］

だまされたからもういやだといってま

陈阵说：阿爸，要不明天还是您老带我

们去吧，杨克说他已经［886］让狼给

骗怕了。 
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す。」 

しかし、ビリグじいさんら年寄りの遊

牧民はかれらとほとんどつき合わな

い。知識青年たちもモンゴル人同士の

もめごとには［887］巻きこまれたくな

いと思っている。 

但毕利格等老牧民几乎不与他们来往，

知青也不想［888］介入他们之间的矛

盾。 

「オオカミの巣にもぐったって？これ

からきをつけろよ。メスオオカミにに

おいを［889］おぼえられたら、どこへ

いってもついてくるぞ。」 

你小子敢钻进狼洞去掏狼？你往后可

得留神了，母狼［890］闻出了你的味，

你走到哪儿，母狼就会跟到哪儿。 

「それなら、百ニ、三十匹のオオカミ

を殺したことになりますね。オオカミ

に［891］報復されたことはないですか」 

那你打死的狼快有一百二三十条了，狼

没有［892］报复过你？ 

「ここの風習は、死んだらオオカミの

餌になることです。チベットでも、ワ

シの餌になります。あんなにオオカミ

を殺したら、ここの人たちに［893］恨

まれないですか。」 

人死了喂狼，是这儿的风俗，在西藏，

人死了还喂鹰呢。要是你把这儿的狼打

光了，这儿的人不［894］恨你吗？ 

陳陣は蒙古服を着て、二郎をみに急い

でパオを出た。二郎は羊の囲いの入り

口で皮を［895］剝がされた子羊を食べ

ている。 

陈阵穿好皮袍，急忙出门去看二郎，它

正在圈门外吃一只已［896］被剥了羔

皮的死羊羔。 

入り口の平台にオオカミの新しい足跡

がある。が、入り口を塞いでいる土と

石は［897］動かされていないので、メ

スオオカミはシャベルをみて逃げたよ

うだ。 

洞口平台上有几个大狼的新鲜爪印，但

是洞口封土和封石一点也没有［898］

动，看来母狼到洞口看到了铁锹就吓跑

了。 

坂を越えると、下の平地で二匹の犬が

猛烈に吠えているのが目に入った。二

一过坡顶，四人就看到两条狗在坡下的

平地上狂叫，二郎一边叫一边刨土，黄
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郎は吠えながら土を掘り、黄黄も尻を

上げて掘るのを手伝っている。［899］

掘り起こされた土が四方にとびはねて

いる。 

黄也撅着屁股帮二郎刨土，刨得［900］

碎土四溅。 

この土の山も二匹の犬にめちゃめちゃ

に[901]踏みつけられている。 

两条狗已经将这堆土[902]踩得稀烂。 

あの神出鬼没で、詭計に精通し、草原

を牛耳るモンゴルオオカミがなんと、

北京の学生たちに巣を[903]根こそぎ

もっていかれてしまうのだ。この結末

は、学生たちを有頂天にさせた。 

那些神出鬼没、精通兵法诡道、称霸草

原的蒙古狼，竟然[904]让这几个北京

学生端了窝，这一结局让他们欣喜若

狂。 

しかし、どの目もあいている。眼球は

薄い灰色の膜に[905]おおわれ、青っぽ

くて水分をいっぱいためているよう

だ。瞳孔に黒い色が出ている。 

但每只狼崽都睁着眼睛，眼珠上还

[906]蒙着一层薄薄的灰膜，蓝汪汪的，

充满水分，瞳孔处已见黑色。 

陳陣がかばんをあけると、三人の知識

青年は、北京の郊外で鳥の卵をとって

きた子どものように興奮し、あらそっ

てオオカミの赤ん坊の耳をもちあげて

いる。一匹また一匹、またたく間に、

ズックのかばんに[907]いれられた。 

陈阵打开书包，三个知青立刻兴奋得像

是三个顽童，到京城郊外掏了一窝鸟

蛋，几个人你一只我一只，抢着拎小狼

崽的耳朵，一眨眼的工夫就[908]把洞

里的小狼崽全部拎到帆布包里。 

けれど、陳陣はメスオオカミに[909]

盗まれた子羊のことを思い出して、バ

ランスがややとれたような気がした。

羊飼いとして、[911]殺された子羊のた

めに、やっと仇を討つことができたの

だから。 

但陈阵想到了[910]被母狼叼走的羊

羔，心里稍稍感到一点平衡，他这个羊

倌总算替[912]被杀的羊羔报了仇。 

そのころは、雪が融けて、羊の出産の

時期になる。モンゴル人は一年のうち

春天接羔是蒙古人一年最忙最累最打

紧的时候，一群羊分成两群，全部劳力
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でいちばん忙しくて、いちばん疲れる

が、大事な時期だ。ひと群れの羊をふ

た群れにわけたりして、すべての労働

力が羊のために[913]使われる。 

都[914]上了羊群。 

楊克のあくびがとまらない。陳陣も急

に眠気に[915]襲われ、パオにもどって

早く寝たかった。 

杨克连连打哈欠。陈阵也突然[916]感

到困得不行，也想回包倒头就睡。 

「おれたちは畑仕事をするようになっ

てから、きみたち漢人と同じように、

[917]土に埋められれば極楽往生でき

ると信じてるんだ」と、ドールキはい

った。 

我们东北蒙族学会种地以后，就跟你们

汉人一样了，也相信[918]入土为安。 

オロン草原のオオカミの一族が、あの

聡明で手ごわい母親オオカミに[919]

率いられ、真夜中に借りをとりたてに

やってきて、かれの魂をかじってのみ

こむだろう。 

整个额仑草原的狼家族，会[920]在那

条聪慧顽强的母狼带领下，在草原深夜

的黑暗里来向他追魂索债，并不断来咬

噬他的灵魂。 

オオカミの赤ん坊を飼いたいとはじめ

て思ったときからこのことが遊牧民や

生産隊の幹部、知識青年のほとんど全

員に[921]反対されるだろうと予想し

ていた。 

在他一开始产生养狼崽的念头时，就预

知这个举动将会[922]遭到几乎所有牧

民、干部和知青的反对。 

文化大革命の初期に、北京動物園の飼

育係が乳の足りないトラの子をメス犬

と同じ檻にいれて乳をあたえさせただ

けで、重大な政治問題に[923]された。

「反動的な階級調和論を宣伝してい

る」と[925]批判され、飼育係は隔離審

査を受けることになった。 

文革初期在北京动物园里，管理员仅仅

只是将一只缺奶的小老虎，和一条把它

喂大的母狗养在一个笼子里，就[924]

成了重大政治问题，[926]说这是宣扬

反动的阶级调和论，管理员被审查批

斗。 
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草原では、オオカミは遊牧民の仇敵だ

けでなく、遊牧民ことに年寄りたちが

心のなかで畏敬している神霊であり、

トーテムであり、魂が昇天するための

キャリヤーである。神霊とかトーテム

はひれ伏して崇めるものであって、ペ

ットや下僕のような[927]飼われるも

のではない。 

在草原，狼既是牧民的仇敌，又是牧民

尤其是老人心目中敬畏的神灵和图腾，

是他们灵魂升天的载体。神灵或图腾只

能顶礼膜拜，哪能像家狗家奴似的

[928]被人豢养呢？ 

「生産隊の幹部に[929]反対されるか

な」と陳陣がいうと、ドールキが答え

た。「オオカミを狩るために、生産隊の

財産を守るために飼うんだ。オオカミ

を飼うのには反対するやつは、シェパ

ードが赤ん坊を産んでももらいに来る

な。」 

陈阵说：我[930]怕队里不让养。道尔

基说：养狼是为了打狼，保护集体财产，

谁要是反对咱们养狼，往后下了狼狗崽

子，就甭想跟咱们要了。 

陳陣が敬服している七つの小さな尊い

生命だが、そのうちの五匹はまもなく

[931]処刑されようとしている。陳陣は

いっぺんに気が重くなった。 

这可是陈阵所尊重敬佩的七条高贵的

小生命啊，但其中的五条即将[932]被

处死。 

「それはだめだ。おれが飼ってる牛だ

ぞ。牛乳は人間が飲むものだ。オオカ

ミは牛を食うから、牛乳をオオカミに

やるなんて、そんなこと考えられるか。

おれは生産隊に[933]首にされるよ」と

高建中は開き直った。 

梁建中沉下脸说：那可不行！那是我养

的牛，奶是给人喝的，狼吃牛，你用牛

奶喂狼，天下哪有这等道理？以后大队

该[934]不让我放牛了。 

空に[935]投げ出されたのは魂だが、地

面に落ちたのは抜け殻である。 

[936]抛上天的是它们的灵魂，落下地

的是它们的躯壳。 

陳陣と楊克は、この古くから[937]行わ

れている儀式をなんどもみたことがあ

陈阵和杨克多次见过[938]【対応なし】

这种古老的仪式，过去也一直听说，草
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った。また、草原の遊牧民がこうやっ

てオオカミの赤ん坊を処分するという

のも聞いていた。しかし、自分たちが

獲ってきた赤ん坊たちがこうして

[939]処分されるとは。陳陣と楊克の顔

色は、パオのそばに積もっている汚れ

た雪のような薄い灰色にくすんでい

た。 

原牧民也是用这种仪式来处理狼崽，但

是，他俩还是第一次亲眼看见牧民用此

方式来[940]处理自己掏来的狼崽。陈

阵和杨克脸色灰白，像蒙古包旁的脏雪

一样。 

空に[941]放り出された赤ん坊は、こん

なに早く天に会いにいきたくなかった

ようだ。ずっと死んだふりをして、少

しも動かなかったこのメスの赤ん坊

は、空に[943]放り出された瞬間、本能

的に自分がどこへいこうとしているの

かわかったらしい。 

[942]被抛上天的小狼崽，似乎不愿意

这么早就去见腾格里。一直装死求生、

一动不动的母狼崽刚刚[944]被抛上了

天，就本能地知道自己要到哪里去了， 

赤ん坊はかわいそうに、眼球が開くの

を空中でくりあげてしまったが、青く

て明るい天をみてはいない。青空は黒

雲と、目から流れ出た血に[945]さえぎ

られたであろう。 

可怜的小狼崽竟然在空中提前睁开了

眼，但是它仍然未能见到蓝色明亮的腾

格里，蓝天[946]被乌云所挡，被小狼

眼中的血水所遮。 

小さな瓜のように、ぐしゃっと地面に

[947]たたき落されると、やわらかい体

はもがく間もなく動かなくなった。口

や鼻や目から、乳の色を帯びたような

ピンク色の薄い血が流れ出た。陳陣は、

心臓がのど元から胸腔に[949]振り落

とされたように、痛みの感覚さえうし

なった気がした。三匹の犬が赤ん坊の

前に飛んでいったが、ドールキは大声

狼崽像一只乳瓜一样，噗地一声[948]

摔砸在地上，稚嫩的身体来不及挣扎一

下就不动了。口中鼻中眼中流出稀稀的

粉红色的血，像是还带着奶色。陈阵的

心像是从嗓子眼又[950]摔回到胸腔，

疼得似乎没有任何知觉。三条狗几步冲

到狼崽跟前，道尔基大吼一声，又跨了

几大步挡住了狗，他生怕狼崽珍贵的皮

[952]被狗咬破。 
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で𠮟りつけて、大股で犬たちをさえぎ

った。貴重な赤ん坊オオカミの皮が

[951]咬まれて破れるのを恐れたから

だ。 

ドールキはかばんからもう一匹をとり

だしたが、この赤ん坊は姉妹の血のに

おいを嗅ぎつけたのだろうか、ドール

キに[953]にぎられた瞬間に死んだふ

りをやめ、懸命にもがきはじめた。 

道尔基又从书包里掏出一只狼崽，这条

狼崽好像已经嗅到了它姐妹的乳血气

味，刚一[954]被道尔基握到手里就不

再装死，而是拼命挣扎， 

その声がまだ終わらないうちに、赤ん

坊が空に[955]投げ出された。 

话音刚落，狼崽[956]被抛上了天。 

草原民族の剽悍さと勇猛さは厳しい環

境のなかで長い歳月を経て[957]鍛え

られてきたものである。 

草原民族的骠悍勇猛就是在这样严酷

的环境中，年复一年地[958]练出来的。 

ほどなく、五匹の皮が[959]剥がされ

た。ドールキはパオの丸い屋根の上に

のばしながら広げた。 

不一会儿，五张狼崽皮都[960]剥了出

来，他把皮子摊在蒙古包的圆坡顶上，

撑平绷直。 

「犬はオオカミの赤ん坊の肉を食べな

いから早く埋めるんだ。深く埋めない

と、母親オオカミに[961]嗅ぎつけられ

たら、ここの羊も牛もひどい目にあう

ぞ。」 

狗从不吃狼崽肉，这会儿得快把死狼崽

埋了，还得埋深一点。要不[962]让母

狼闻见了，那你们的羊群牛群就该遭殃

了。 

オオカミの赤ん坊は土に触れると、た

ちまち元気に動きはじめた。あっちを

嗅いだり、こっちをみたりして、穴の

なかを何回かまわると元の家に帰った

ように、しだいに落ち着いてきた。羊

の皮が[963]敷かれた隅っこに身を縮

こめて腹ばいになったが、まだまわり

小狼崽一接触到泥土立即就活泛起来。

它东闻闻，西看看，在洞里转了几圈，

好像又回到了自己原来的家。它渐渐安

静下来，在[964]垫着羊皮的角落缩起

身趴下，但还在东闻西望，像是在寻找

它的兄弟姐妹。 
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を嗅いだりみたりしている。兄弟姉妹

をさがしているのだろうか。 

「だけど、ここは空高く皇帝は遠し、

と[965]いわれるほどへんぴなところ

だから、オオカミを飼ってることなん

てわからないさ。それより、いちばん

心配なのは、父さんがなんていうか…

…」と、陳陣はいった。 

陈阵说：[966]【対応なし】这儿天高

皇帝远，谁知道咱们养狼。我最怕的是

毕利格阿爸不让我养狼…… 

赤ん坊は寒くて怖くて、腹はすいてい

て、がたがた震え、[967]掘り出された

ばかりのときよりしょげている。陳陣

は急いで懐にいれて暖めてやった。 

此刻它又冷又怕又饿，全身瑟瑟发抖，

比它刚[968]被挖出狼洞时候萎靡了许

多。陈阵急忙把小狼崽揣进怀里，让它

先暖和暖和。 

もしイレ―の子どもたちが死んだり、

人に[969]つれていかれたりしたら、こ

のオオカミを息子として認めるかもし

れないが、三匹も自分の子がいるのだ。

オオカミの子をうけいれたがらないの

は明らかである。 

假若伊勒的狗崽全部死掉或[970]被人

抱走，它也许会很快认下这个狼子，但

是它现在已有自己的三个孩子，所以它

显然不愿意接收狼子。 

まもなく、三匹のおとなしい子犬は、

両側に[971]追いやられてしまった。 

三只温顺的胖狗崽，不一会儿全[972]

被狼崽轰赶到两边去了。 

「この百年あまり、中国の家畜性が西

洋の獣性に[973]いじめられてきたの

は当然だろう。数千年来、巨大な中華

民族がいつも草原の小さな遊牧民族に

[975]やられてはずかしめをうけてき

たのも、不思議ではない。」 

一百多年来，中国家畜性当然要[974]

受西方兽性的欺负了。几千年来庞大的

华夏民族总[976]被草原游牧小民族打

得丢人现眼也就不足为怪了。 

「農耕民族は家畜性が強すぎて、運命

もこの意気地のない民族性によって

[977]左右されている。」 

农耕民族家畜性过多，这种窝囊性格，

[978]决定了农耕民族的命运。 



265 

 

「ほかの三つの古代文明はとっくに滅

びたのに、中華文明滅ばなかった。そ

れは黄河と長江の流域に大きな農業地

帯ができて、世界で最も多い人口を養

ったから、他の文明に[979]かじられた

り、また他の文明に[981]のみこまれ

て、[983]消化されてしまうことがなか

った。」 

那三个古文明早就灭亡了，华夏文明之

所以没有灭亡，不光是因为它拥有世界

上最大的农业两河流域——黄河和长

江，养育出了世界上最庞大的人口，使

得其他的文明不太好[980]啃动[982]

【対応なし】和[984]消化掉。 

犬小屋のなかの騒ぎや、[985]いじめら

れた子犬たちが不満でうんうんうなっ

ている声が、イレ―の疑いと警戒心を

強めたようだ。 

狗窝里的骚动，小狗崽[986]被狼崽欺

负所发出的委屈哼哼声，使伊勒更加怀

疑和警惕起来， 

イレ―は、何度か立ち上がって授乳を

拒もうとしたが、陳陣に[987]おさえら

れた。 

伊勒几次想站起来拒绝喂奶，都[988]

被陈阵按住。 

草原では、人間が犬の生殺与奪の権利

をもち、暴力と食べ物の誘惑で、野良

犬を飼い犬にしてきたのである。大胆

にも主人に反抗しようとする犬は、家

から追い出され、草原で餓死するか凍

死するかオオカミに[989]食われるか、

それとも人間によって[991]殺される

かだ。 

在草原上，人完全掌握着狗的生杀大

权，人是靠强大的专制暴力和食物的诱

惑将野狗驯成家畜的。任何胆敢反抗主

人的狗，不是被赶出家门，赶到草原上

饿死冻死或[990]被狼吃掉，就是[992]

被人直接杀死。 

陳陣はイレ―のことを思うと、悲しく

なった。人間の社会だって同じことで、

長い間、権力に[993]抑えつけられてい

たら、人間のなかにある獣性が[995]

失われていき、家畜性を強くもった従

順な民になる。 

陈阵替伊勒们感到深深地难过。与此同

理，在人类社会，如果[994]专制镇压

的力量太强大，时间又太久，人群也会

渐渐[996]丧失人性中的兽性，而逐渐

变为家畜性十足的顺民。 
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外から強大な敵が侵略してくると、こ

ういう民族は反抗の能力を喪失してし

まっているだろうから、頭をさげて異

民族のいいなりになって帰順するか、

徹底的に[997]壊滅され後世に[999]発

掘されるような廃墟になるかである。 

可是一旦遭受外部强大力量的入侵，这

个民族就丧失了反抗能力。或者俯首称

臣变成异族的顺民，或者[998]被彻底

毁灭，变成后人考古[1000]发掘的废

墟。 

もう、数匹の子犬が人に[1001]もらわ

れていったので、乳は充分にあまって

いる。 

在别人[1002]抱走了几条狗崽后，它的

奶水更是绰绰有余。 

だが、この犬小屋に来たら、腕をふる

う機会に[1003]めぐまれた。 

这回它来到狗窝，可算[1004]有了用武

之地， 

高建中は茶碗を置いて苦い顔でいっ

た。「ちっこいオオカミが来たばかりな

のに、すぐに大きなオオカミも来る。

まったく、オオカミに[1005]ふりまわ

されてしにそうだぜ。」 

梁建中放下饭碗，苦着脸说：刚来了只

小狼，大狼也来了，咱们快[1006]让狼

拖垮拖死了。 

二郎が首輪をつけていれば、暗闇に突

進しても、長い紐は陳陣の手に[1007]

にぎられたままだ。 

二郎只戴着皮项圈冲进黑暗，而长绳还

[1008]捏在陈阵手里。 

集団で狩りをするときに、この方法を

使えば、狩人は猟犬のコントロールす

ることができる。また、狩りの全体の

配置を乱すような犬のかってな行動も

避けることができるそのうえ、何人も

の人が同時に犬を放せるし、犬の足が

長い紐に[1009]とられて、スピードに

影響することもない。 

此种集体打围时的牵狗方法，既可以使

猎狗完全受猎手的控制，以避免狗们擅

自行动，打乱围猎的整体部署；又可以

多人同时放狗，还避免长绳[1010]缠绊

狗腿，影响速度。 

あいかわらず厚い雲が草原を低くおお

って、空は隠れ、星も月もみえない。

厚厚的云层仍低低地压着草原，将天空

遮得没有一丝星光和月光。[1012]四周
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周囲はどんよりと暗闇に[1011]つつま

れ、馬の蹄の下の残雪でさえ黒い。 

是沉沉的黑暗，连马蹄下的残雪也是黑

色的。 

陳陣も馬蹄袖で口を隠し、声をおさえ

て聞いた。「いまの話はオオカミに聞こ

えなかったかな」「いま、ちょうど坂を

のぼってるから、山に[1013]さえぎら

れる。それに、向かい風だろ。小さな

声なら、だいじょうぶだ。」「父さん、

耳だけにたよって、[1015]決められた

場所にみんなをつれていけるんです

か。」 

陈阵也用马蹄袖挡住嘴小声问：您这会

儿说话不怕狼听见？老人压低声音说：

这会儿咱在爬坡，[1014]有山挡着，又

是顶风，说轻一点就不碍事。陈阵问：

阿爸，您凭耳朵真能领大伙赶到[1016]

指定地点？ 

「むかし、有名なボスオオカミがいた

んだ。家畜がめちゃめちゃに[1017]荒

らされてね、王様の宝の馬も[1019]噛

み殺されたよ。 

 

从前有一条出了名的头狼，[1018]把畜

群祸害得好惨呐，[1020]把王爷的宝马

都咬死了。 

しかし、実際は、この隊列は臨時に

[1021]召集されたもので、老人、女性、

子どももいるのだ。もし、これが草原

の若い兵士と強い軍馬で[1023]組まれ

た騎兵隊なら、いったいどうなるのだ

ろうか。 

而实际上，这支队伍只是临时[1022]

召集、包括老弱妇幼在内的杂牌军而

已。如果是草原青壮武士和强壮战马

[1024]组成的草原正规骑兵呢？ 

[1025]指定された場所に近づくにつ

れ、隊列ははりつめた雰囲気に[1027]

つつまれた。 

离[1026]指定地点越近，队伍中的紧张

气氛[1028]【対応なし】就越浓。 

この前、軍馬がオオカミに[1029]全滅

させられたことはきわめて大きな問題

になっている。もし今回のオオカミ狩

りが上級機関の満足できるものでなけ

由于上次军马群[1030]被狼群全歼的

影响极坏，如果此次围狼战不能使上级

满意，牧场的领导班子有可能[1032]

被全部撤换。 
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れば、牧場の指揮部が[1031]総入れ替

えさせられる可能性がある。 

ビリグじいさんがもっている大きな懐

中電灯が強烈な白熱を発すると、それ

に応えるかのように、遠方の東と西の

ほうから明かりが[1033]照らされたの

だ。 

突然，陈阵的眼睛[1034]被猛地刺了一

下，毕利格老人手中的大手电发出白炽

强光，接着从东西两边极远的地方也回

应了几下光亮。 

生産隊の人の、男も、女も、毎晩、オ

オカミを嚇かすために[1035]鍛えられ

た声が、いっきに音の波となってどよ

めき、沸き返って、北西の方向へ押し

寄せていった。 

全队的女人男人拿出下夜喊夜、吓狼轰

狼的功夫，[1036]【対応なし】一时间

声浪翻滚，声涛汹涌，向西北压去。 

雪に[1037]おおわれていてさえ真っ暗

な地面に、たちまち無数の白くて冷た

い光が反射した。 

原先漆黑一片的[1038]雪地，顿时反射

出无数道白晃晃的冷光， 

陳陣、楊克、ほかの知識青年たちは、

この草原の奇観に[1039]刺激されて、

叫んだり、躍り上がったりして、喜ん

でいる。人々の士気が大いに[1041]奪

われ、雄叫びが天に届くようだ。 

陈阵杨克和其他知青[1040]被这草原

奇景刺激得大呼小叫，手舞足蹈。人们

[1042]士气大振，吼声震天。 

半月形の包囲網が着々と整然と[1043]

形成されている。人の叫び声、馬のい

ななき、犬の吠える声がますます激し

くなった。地面にも空にも、懐中電灯

から[1045]照らし出された、たくさん

の扇子の形が交差している。 

半月形的猎圈紧张有序稳步[1044]推

进，人喊马嘶狗叫的声浪一浪高过一

浪，手电在雪地和空中[1046]交叉射出

一个又一个扇面。 

二郎は首に[1047]つけられた長い紐を

咬んで、それをふりすてて突撃しよう

としている。 

二郎已经开始咬[1048]【対応なし】脖

子上的长绳，它拼命挣绳，急于冲锋。 
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馬飼いたちが山の後ろで待ち伏せして

いる。オオカミの群れが猟場に[1049]

追いこまれたら、後ろにいる人、馬や

犬が入り口を封鎖し、包囲殲滅がはじ

まるのだろう。しかし、どれぐらいの

オオカミが[1051]包囲されているの

か、見当もつかない。大きい群れなら、

[1053]追いつめられると必死に抵抗す

るだろう。 

马倌们就埋伏在山后，只要狼群[1050]

被赶进围场，后面的人马狗封住进口，

围歼战就将打响。但陈阵仍然不知道到

底[1052]围进去多少狼，如果狼群太

大，[1054]困兽犹斗，每个人都可能与

恶狼近战。 

懐中電灯の威力がなくなると、オオカ

ミの首を絞める馬捕り竿の紐がちょう

ど使えるようになって、はっきりみえ

るようになった。オオカミの群れはす

でに[1055]封じこまれていて、半月形

の包囲網の両端は盆地の両端につなが

っている。 

当手电光的威力刚刚丧失，猎队套马杆

的绞索正好清晰地竖起来。狼群实际上

已经[1056]陷于合围之中，半月形猎圈

的两端已经和半盆地的两头相连。 

中国内陸の大地が田畑に[1055]開拓さ

れていなかった遥かむかしの時代に、

草原の狩人たちはすでに兵法がわかっ

ていたのだろう。遊牧民族は、戦いに

卓越した草原のオオカミに[1057]訓練

されて、出藍の誉れというべきだ。 

可能在中原大地还没有[1056]被开辟

成农田的远古时期，草原上的老猎手就

早已熟谙兵法了。卓越善战的草原狼群

[1058]所培训出来的草原民族，也早就

青出于蓝。 

すると、「チュッ！チュッ！チュッ！」

と、長い包囲網から号令がいっせいに

[1059]かけられ、人々はほとんど同時

に犬の革紐の一方を放した。 

圈阵中突然[1060]响起一片啾！啾！啾！

啾！的口令声。所有牵狗的人几乎同时

松开一股皮绳。 

狂奔する馬の蹄が雪の塊や泥を掘り出

して、馬上からは「ホ！ホ！ホ！ホ！」

と、恐ろしい叫び声が[1061]発せられ

雪地上急奔的马蹄刨起雪块泥土，剽悍

的蒙古骑手武士，[1062]喊着可怕短促

的、曾让全世界闻声丧胆的“嗬！嗬！



270 

 

ている。かつて、世界中の人々はこの

声を聞いただけでも驚愕したものだっ

た。 

嗬！嗬！”的杀声，配伴着战鼓般急促

的马蹄声，朝狼群猛冲。 

オオカミたちは、この強大な攻勢にた

ちまち[1063]圧倒された。 

狼群立即[1064]被这强大的攻势震住

了。 

半月形の包囲網がとうとうまっすぐに

なり、峠は[1065]封鎖された。二つの

群れは、ビリグじいさんが苦心して設

けた絶好の狩猟場に[1067]追いこまれ

た。 

半月形的猎圈终于拉成了直线，严密地

[1066]封住了山口，两群狼[1068]被赶

进毕利格老人匠心设置的优良围场。 

ウリジーがほっとしたようすでいっ

た。「[1069]追いこまれたオオカミは、

四、五十匹はいるだろうな。」 

乌力吉也总算松了口气说：[1070]圈进

来的狼足有四五十条， 

「今回は、馬の群れを[1071]全滅させ

られて、ビリグさんは本気になったの

だ。」 

这回狼群[1072]毁了马群，老毕真的发

火了。 

かれらは全員が［1073］選ばれたオオ

カミ狩りの名人である。 

这批马倌和猎手是全牧场［1074］精选

出来的猎狼高手， 

馬の群れを［1075］殺された腹いっぱ

いの怒りを、この日に晴らすつもりで

いる。 

他们为了那群［1076］死马憋了一肚子

的气，准备在这一天痛快发泄。 

かれらの馬たちは犬の吠える声を聞い

て、臨戦の緊張を感じているのか、頭

を低くして手綱をふり落とそうとした

り、蹄で雪を掘ったりしている。馬た

ちの胸と脚の筋肉は隆々として、後ろ

足はまるでネズミ取りのバネのよう

に、極限まで［1077］おさえられてい

る。 

骑手们的坐骑早已听到围场中的狗叫

声，都已感到临战的紧张气氛。它们低

头挣缰，抬蹄刨雪，马胸马腿都绷起条

条筋肉，每匹马的后腿都像［1078］被

压到极限的捕兽夹弹簧， 
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狩人たちがつれてきた猟犬たちも、自

分の家で飼っている犬のなかから、と

くにけんかに強いるものを選んできて

いる。よく［1079］訓練されていて、

獰猛だが機敏に動く。 

猎手们牵的大狗，也都是从各家狗群里

挑选出来的最善搏杀的猎狗，凶猛机

警，［1080］训练有素。 

猟犬たちは［1081］発射された魚雷の

ごとく、オオカミに向かっていった。 

狗群像一枚枚鱼雷朝狼群［1082］发射

出去。 

雪に［1083］おおわれた坂の上で、激

しい戦いが［1085］繰り広げられた。 

［1084］雪坡上［1086］【対応なし】

一片混战恶战 

ところが、オオカミ王は群れについて

坂を下りようとはせず、四、五匹の用

心棒に［1087］取り囲まれながら、迷

わず西に横切って、包囲網から抜け出

ようとしている。 

但那条狼王并没有随狼群冲下山，却毫

不迟疑地向西横插过去。四五条保驾的

大狼巨狼，前后［1088］簇拥着它一同

突围。 

オオカミの足の裏は厚くて大きいの

で、滑りやすい小石の上でも速く走れ

るし、小石に［1089］足を取られて滑

り落ちたりしない。 

但狼能用它们厚韧的大脚掌踩在滑动

的石片上快速奔跃，而它们的身体却

［1090］不随石片下滑，石坡顿时响起

一阵令人胆寒的哗哗声。 

大きな犬がオオカミに［1091］噛まれ

て地面に倒れ、瀕死の状態であがいて

いる。もう一匹は片耳を［1093］嚙み

とられて、頭が血だらけだ。 

他发现一条大狗已［1092］被狼咬倒在

地正在垂死挣扎，另一条狗［1094］被

撕掉一只耳朵，满头是血， 

盆地の真ん中では、人、馬、犬、オオ

カミが入り乱れて戦っている。地面に

倒れてもがいた数匹のオオカミと犬の

息が絶えた。致命傷の傷口からは熱気

が立ち上がり、血がたれている。四十

匹あまりのオオカミは、百六十匹あま

りの犬に［1095］取り囲まれている 

盆地中央，人、马、狗、狼已搅作一团，

几条倒地的狗和狼已停止挣扎，致命的

伤口处还蒸腾着热气和血气。四十多条

狼被一百六七十条狗团团［1096］围住， 
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何匹ものオオカミや犬はずたずたに傷

ついて、肩や胸の皮が［1097］剝ぎ取

られて、血だらけになっている。 

多条大狼和大狗［1098］被撕开了肩皮

和胸皮，血肉模糊，血涌如注。 

犬たちの後ろは、数十人の剽悍な馬捕

り竿の使い手で［1099］固められ、長

い竿でなかにいるオオカミをなぐって

いる。 

狗群的外层［1100］【対応なし】是几

十个骠悍的杆子手，都在用长长的杆

子，抽打最里面的狼。 

万が一、人間の陣形が乱れたら、オオ

カミたちは四方へ突っ走るだろう。そ

うなれば、犬と人間で囲んだ二重の包

囲網を［1101］やぶられる恐れがある。 

万一冲乱了阵，群狼四下发力，狗和人

的两层猎圈就可能［1102］被冲散， 

知識青年と女性、子どもたちは包囲網

の南の外側に［1103］割りふりされて

いる。陳陣と楊克は、ビリグじいさん

に西南のほうの山の中腹へ［1105］い

かされた。 

知青和女人孩子［1104］被安排在南线

外圈。陈阵和杨克［1106］被毕利格派

到西南边的半山腰， 

オオカミたちは次々と馬捕り竿に引っ

かかり、凶暴な犬たちに［1107］噛み

倒されている。 

大狼终于还是被杆子手一条一条地从

狼阵里拖了出来，也［1108］被恶狗一

条一条地咬倒。 

陳陣は単眼鏡で戦局を詳細に観察して

いる。オオカミの群れは死地に［1109］

置かれているが、理性を失っていない

ようだ。 

陈阵用望远镜细细地观察战局，他发现

群狼虽［1110］陷于死地，但仍然没有

失去理智， 

二郎のほうが速かったので、さきにオ

オカミに衝突した。オオカミは三、四

メートルほども［1111］飛ばされたが、

すぐに立ち上がった。 

二郎速度快，先撞上了狼，大狼［1112］

被撞出三四米远，但没有撞倒，旋即站

住。 

しかし、野性的な二郎は胸や腹を

［1113］裂かれても、オオカミの息が

可是二郎野性蛮劲更狠，就是［1114］

被抓开胸膛抓破肚子也不撒口，直到头
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絶えるまでは口を放そうとしない意気

込みだ。 

狼完全断气。 

オオカミたちは驚いて後ろずさりし、

近づこうとしない。バレーは自分の倒

した獲物が、二郎にさっと横から

［1115］奪われたことに怒っているが、

しかたなくそれを腹におさめた。 

巴勒见自己撞翻的猎物，［1116］被二

郎而如此干脆利索地抢得先手，极为恼

火，但又不好发作， 

内側には、自分はオオカミのように勇

猛だといつも自慢していたランムザー

ブがいる。一匹のオオカミが数匹の犬

に［1117］囲まれているのをみて、馬

を走らせて近づいた。身をかがめて前

へ乗り出すと、地面に沿って馬捕り竿

をオオカミに近づけた。 

在内线，一向自比为狼的兰木扎布，见

几条狗［1118］扭住了一条大狼，便冲

过去一个俯身前探，飞出去一个贴地套

圈， 

オオカミは重たい麻袋のように地面に

［1119］引きずられて、身を起こすこ

とができない。必死に爪を立てて、地

面をほじっても、雪で［1121］覆われ

た凍土に二筋の溝ができただけであ

る。 

大狼［1120］被拖倒在地，像一条沉重

的死麻袋，无法起身，大狼急得用爪子

死死抠地，［1122］雪面冻地犁出两道

沟。 

遠く離れていないところで、バレーが

馬捕り竿で［1123］とらえられたオオ

カミに噛みついている。 

不远处另一条战线上，巴勒也在咬杀

［1124］被套的大狼， 

一人の若者が「おーおー」と叫び、身

を乗り出して、馬捕り竿でオオカミを

ひっぱたいている。オオカミは口から

白い泡を出しているが、全力で逃げて

いる。その若者が後ろに［1125］引き

離されると、別の馬がやってきて追い

一个骑着快马的小马倌噢噢大叫，探身

挥杆狠抽大狼，把狼打得跑得口吐白

沫。当狼跑出全速，［1126］把他甩开

距离以后，又会有一匹快马接力猛追猛

打， 
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続ける。 

しかし、スピードが出たところで、ま

た横から馬が走ってくる。オオカミは

頭を［1127］とられ、横へ［1129］引

っぱられたあと、斜めに五、六回も

［1131］転がされた。オオカミが転が

るたびに、狩人たちが歓声をあげる。

この一年、オオカミに［1135］やられ

てきたうっぷんを晴らしている。 

但是只要狼一跑出了速度，就又会从侧

旁奔来一匹马，再［1128］给狼一个套

头［1130］横拽侧摔，大狼又［1134］

被摔出五六个滚。狼每摔一次，众猎手

就会齐声欢呼，一吐一年来［1136］受

狼欺负的胸中恶气。 

二匹のオオカミは馬捕り竿にかかって

は［1137］転がされ、くらくらしてど

うしてよいかわからなくなっている。

一匹は、三回も四回［1139］もふり回

されて、はしれなくなってしまった。 

两条狼［1138］被猎手们套摔得晕头转

向，再也不知道往哪里逃了。有一条狼

连［1140］摔了三四次以后已经跑不起

来了。 

今回の狩りでは、足が速く、戦いにた

けて、運もよかった六、七匹のオオカ

ミだけが、猛スピードで包囲網を突破

したり、体を低くして隙間から出たり、

馬捕り竿を折ったりして逃げていっ

た。それ以外、［1141］包囲されたオオ

カミたちはぜんぶ戦死したのである。 

此次打围，除了六七条速度、战技和运

气好的大狼，用高速反冲、贴身钻空或

别断套马杆的方法杀出重围以外，其他

所有［1142］被围的狼全部战死。 

ガスマも、自分の家のバレーが噛み殺

した二匹のオオカミと、サンジェの家

の犬に［1143］噛み殺されたオオカミ

を、引っぱってきてもらった。サンジ

ェとグァンブが皮剥ぎの手伝いに来て

くれている。 

嘎斯迈也已经招呼人，把她家巴勒咬死

的两条大狼，以及桑杰家的狗［1144］

咬死的狼，统统拖了过来，桑杰和官布

主动上前帮她剥皮筒子。 

老人は皮をみると、「まあ、なんとか、

きれいにできたじゃないか。脂身がつ

老人看了看说：剥得还算干净，不带狼

油。你们俩回到家，用干草把皮筒子塞
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いてないからな。家にもって帰ったら、

まず乾いた草を皮の筒につめて、長い

竿のさきにかけるんだ。これからは、

おまえらたちもオロン草原の狩人だと

みんなに［1145］認められるぞ。」 

满，再挂在长杆的顶上，往后，额仑草

原上的人，就会［1146］认你们俩是猎

手啦。 

戦利品は、草原の伝統的な決まりによ

って、きちんと［1147］分けられた。

遊牧民は記憶力がよく、オオカミがど

の犬に［1149］噛まれて死んだのか、

だれが獲らえたのか、ほとんどまちが

いなくおぼえている。 

战利品完全按草原上的传统规矩

［1148］分配，没有任何矛盾。牧民的

职业记性极好，哪条狼是哪条狗［1150］

咬死的、哪个猎手套住的，不会出差错。 

草原では、狩りの成果は［1151］みん

なに分けられるのだ。 

在草原上，围猎战果［1152］人人有份。 

「生まれた子犬もみんな天に［1153］

放り投げられるにちがいない。」 

生下的小狗崽都得［1154］被扔上腾格

里去了。 

ガスマはバレーに［1155］助けられた

話をよくする。 

嘎斯迈总是念念不忘巴勒的［1156］救

命之恩。 

牧場の家畜が大半、焼死するか、怪我

してしまうだろう。そうでなくても、

草が燃えれば冬を過ごせなくなってし

まう。彼女はまちがいなく実刑判決を

うけ、牢屋に［1157］いれられる。 

这年全场的大半牲畜不被烧伤烧死，也

过不了没有草的冬季了，她肯定得被判

刑［1158］坐牢。 

「オロン草原では、どのパオにも命を

助ける犬がいるし、どのパオにも犬に

［1159］助けられた男と女がいるわ。」 

在额仑草原，家家都有救命狗；包包都

有［1160］被狗救过命的男人和女人。 

草原では、犬を殺したり、犬の肉を食

べたり、犬の皮を剝いで敷き布団にす

るような行為は、恩知らずで許せない

罪だと［1161］みなされている。 

所以，在草原，杀狗、吃狗肉、剥狗皮

和睡狗皮褥子的行为，［1162］被草原

人视为忘恩负义，不可饶恕的罪孽。 
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最近は、遊牧民の犬がときどき、内地

から来た人間に［1163］盗まれて［1165］

食べられたり、犬の皮が東北地方や内

地［1167］へ密輸されている。 

眼下，牧民的狗也经常［1164］被内地

来的盲流偷走［1166］吃掉，狗皮则

［1168］被偷运到东北和关内。 

いまは、政治のスローガンにも［1169］

使われて、 

到现在又［1170］成了政治口号， 

それに従わなければ、野蛮人と［1171］

され、［1173］殺されることだってあっ

たのです。 

谁要是不照着做，谁［1172］就是野蛮

人，最严重的还要［1174］被杀头。 

礼儀を重んずる漢民族にとっては、こ

れほど失礼なことはなく、メンツが

［1175］つぶされたとひどく怒ります

よ。 

让讲究礼仪的汉人觉得很失礼、［1176］

很丢面子、很生气 

ガスマはため息をついて、腹立ちまぎ

れにいった。「犬は漢人のところにいっ

たら、ひどい目にあうね。いいところ

は役立ててもらえず、悪いところばっ

かり［1177］みられて、［1179］けなさ

れる。わたしが犬なら、ぜったい漢人

のところへいかないよ。オオカミに

［1181］噛み殺されても草原に残る」 

嘎斯迈叹了一口气，忿忿不平地说：狗

到了你们汉人住的地方真是倒霉透了，

狗的好处全使不出来，狗的毛病全

［1178］让你们汉人抓住了［1180］【対

応無し】。我要是狗就不跑到汉人地方

去，我宁可［1182］让狼咬死，也要留

在草原。 

今後、また羊を噛み殺しても、死罪は

免除しよう。だが、［1183］殺された羊

の皮は上納しなければならない。 

往后它再咬死羊可免死罪。不过，

［1184］【対応無し】羊皮得交公，羊

肉你们得掏钱。 

狩猟場はいたるところ、真っ赤な血の

跡と皮を［1185］剝がされたオオカミ

の白っぽい死体がちらばっている。 

猎场到处都是鲜红的血迹和［1186］【対

応無し】白生生的狼的裸尸， 

包順貴は地面にあぐらをかいてウリジ

ーに話した。「いま、国境の情勢が緊迫

包顺贵盘腿坐在地上对乌力吉说：现在

边防这么吃紧，上面一直［1188］催我
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している。上からはずっと民兵の軍事

訓練をしっかりやれと、［1187］せきた

てられている、思ってもみなかった。

今回のオオカミ狩りが、偶然に血をみ

る実践になるとはな。」 

抓紧时间组织民兵军事训练。没想到这

次打围，歪打正着，倒来了个刺刀见红

的大实战。 

王軍立は軽蔑のまなざしで陳陣をみて

いる。「むかし、遊牧民族が頻繁に中国

を侵入してきて、二回も中国を統治し

た。でも、どうだろう。結局、中国の

進んだ文化に［1189］征服されたじゃ

ないか。」 

王军立不屑地说：游牧民族虽然经常入

主中原，还两次统治全中国，但是最后

还不是［1190］被中华先进文化所征服

了吗？ 

「世界史をみれば、多くの古代文明の

大国は、強大な軍事力をもった新しい

民族に［1191］滅ぼされてしまっただ

ろ。文字も言語も種族も徹底的に

［1193］消されてしまった。」 

世界历史上许多文明古国大国，不是

［1192］被武功强大的落后民族彻底消

灭了吗？连文字语言种族都［1194］灭

亡消失了。 

「もしモンゴル民族が漢民族の農耕文

化をうけいれ、モンゴル草原を大規模

な田畑に開墾していたら、中国の文明

はとっくに黄砂に［1195］のみこまれ

ていただろう。」 

要是蒙古民族接受了汉族农耕文化，把

蒙古大草原开垦成大农田，那中原的华

夏文明可能早就［1196］被黄沙吞没了。 

二郎は自分の獲物が大勢の人に［1197］

触られているのをみて、不機嫌になり、

ゆっくりとかれらに近づいていった。 

二郎看到那么多人来［1198］摸它的猎

物，很不舒服，它慢慢走近他们。 

楊克は声を低くしていった。「おい、凶

暴な犬でさえこんなに［1199］嫌われ

るのに、もし……もしあのオオカミの

赤ん坊が大きくなったら、ぼくらのパ

オにはだれもこなくなるぜ。」 

杨克压低了声音说：养了条恶狗就

［1200］把人吓成这样，要是……要是

小狼崽长大了，谁还敢到咱们包来？ 
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二郎は、牧場の幹部と遊牧民たちに

［1201］認められたうえ、とうとう、

第二生産隊のほかの犬たちにも［1203］

うけいれられたのである。 

二郎在［1202］得到牧场领导和牧民的

首肯之后，又终于被二队的大狗们

［1204］接纳了。 

老人は慌てて手をふった。「とんでもな

いことだ。そこまで［1205］いわれた

ら、天が怒る。あの方たちはみなモン

ゴルの聖人だ。戦争をすれば、七、八

ヵ国も、数十城も、数十万の軍隊も攻

め落とした。あの方がいなければ、モ

ンゴルの大草原はとっくに［1207］開

墾されてしまってただろう。」 

老人慌忙摆手说：可不能这么比，这么

［1206］比我，要惹腾格里生气的。那

几位都是蒙古的圣人，一打起来，就能

打下七八个国家几十个城几十万军队，

没有他们，蒙古大草原早就［128］让

别人开了荒了， 

ビリグじいさんはいった。「……むか

し、草原で火を放った人間は、家族全

員がカンに［1209］殺された。」  

毕利格老人说：……从前谁要烧了草

原，蒙古大汗就会［1210］杀了他全家。 

張継原はいった。「ぼくら三人の馬飼い

は、みんなオオカミ狩りに来て、馬の

群れを二十四時間も山にほったらかし

ている。このままじゃ、オオカミに

［1211］迂回され背後を［1213］とら

れちゃう。」 

张继原说：我们三个马倌都出来打狼，

马群扔在山上一天一夜了，再不回去狼

群就要［1212］【対応なし】［1214］抄

我们的后路了， 

ランムザーブがオオカミのような目を

見開いて、吠えだした。「［1215］隔離

されたってかまわない。なにを［1217］

いわれても、行くもんか。馬の群れに

もどらないと。」 

兰木扎布瞪圆狼眼，喊声如嗥：［1216］

你爱办不办！［1218］【対応無し】我

就是不去！我得赶回马群去了！ 

ここは長年の間、野火に［1219］焼か

れたことがないようだ。 

这是片多年未［1220］被野火烧过的大

苇地， 

東南の方向から黒い煙があがり、一瞬 东南方向已冒起滚滚黑烟，刹那间，东
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のうちに、東、西、北の数十ヵ所で同

時に火が［1221］つけられた。 

西北几十个火点同时［1222］烧起。 

油を含んだ乾燥したアシがびっしり生

えている。アシ原は炎に触れて、大風

に［1223］吹かれると、石油タンクが

爆発したように燃え上がった。 

密密匝匝的油皮枯苇，［1224］一遇到

明火大风，顿时像油库爆炸一样燃烧起

来， 

数百ヘクタールのアシ原はあっとうい

う間に火の海と化し、火の海の上空に

は黒く焼け焦げた葉や茎が熱気に

［1225］舞い上げられている。それは、

まるで空を覆った黒いコウモリの群れ

が、東南の方向へ急いで飛んでいくよ

うだ。 

几千亩苇地立即变成了火海，火海上空

飞舞着［1226］被热风卷起的黑叶黑管，

像遮天蔽日的黑蝙蝠群向东南方向急

飞。 

陳陣と楊克は慌てて老人を抱え煙から

脱け出して雪に［1227］覆われた坂に

のぼった。老人の顔は黒く［1229］い

ぶされ、目から黒い涙が流れ出ている。 

陈阵和杨克慌忙架扶起老人冲出浓烟，

跑到［1228］雪坡上。老人［1230］【対

応無し】满脸黑尘，满眼黑泪。 

大風が火の波に勢いをつけ、アシの根

までも［1231］吹き返されて［1233］

焼かれた。厚い灰燼が空に吹き飛び、

残雪に［1235］覆われた東南方向の牧

草地に［1237］敷かれている。 

大风猛推火浪，［1232］把陈苇旧根吹

开烧尽，再［1234］将厚厚的灰烬刮向

天空，［1238］撒向东南方向残雪［1326］

覆盖的草场。 

火は午後いっぱい燃えつづけ、火と風

が通ったところはアシが一本も残って

いない。やっと、火が消えたところに

は、数百ヘクタールの金色のアシは一

面の焦土と化したばかりでなく、雪に

［1239］覆われた数千ヘクタールの土

地も火事場の風に［1241］吹かれて黒

大火烧了大半个下午，风火过处寸苇不

留。火星终于熄灭，几千亩金苇变成了

一片焦土，又繁生出下风处的万亩

［1240］【対応無し】黑［1242］【対応

無し】雪地。 
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くなっている。 

煙は強風にきれいに［1243］吹き消さ

れ、火事場はだんだん冷えてきた。 

大风［1244］刮净残烟，火场渐渐变冷。 

「そりゃ、［1245］焼かれたら縮むだろ

う。小さくなったんだよ。」と包順貴が

いうと、「そうだ、子オオカミかもしれ

ない。」と王軍立はうなずいた。 

包顺贵说：狼一［1246］烧身子准抽抽，

自然就小了。王军立点头说：没准是一

条小狼呢。 

厚いアシの山で［1247］焼かれたらし

く、真っ黒くなっている。 

显然，这具尸体是在厚厚的陈苇堆上

［1248］被架起来烧的，烧得透焦。 

バトはまわりの人々に何度も［1249］

聞かれていらだった。「毛主席に誓いま

す。天に誓います。おれとブーハはこ

の目でみたんだ。あんたたちもオオカ

ミの群れの新しい足跡をみたじゃない

か。」 

巴图［1250］被周围的人问急了，就连

声说：向毛主席保证，向腾格里发誓。

我和布赫都亲眼看见的，你们不是也看

见狼群的新爪印了吗。 

モンゴル大草原では、牡の種牛がもっ

とも自由で、人々からも［1251］尊ば

れている。 

牛是蒙古大草原上，最自由最快乐最

［1252］受人们尊敬的公牛， 

大きくなった種牛は、交配する夏にな

ると、各家の牛の群れで思う存分に遊

ぶ。それ以外の時間は、牛の群れを離

れて、野牛のように草原で悠々自適に

ぶらぶらしている。人間の世話を

［1253］されたり、餌をもらう必要が

ない。 

牛长大以后，除了在夏天的交配季节，

它们跑到各家牛群里尽情交欢外，其余

的时间就离开牛群，自由自在地像野牛

一样在草原上到处闲逛，无须［1254］

人看管和喂饮。 

交配の季節が終わると、種牛の妻や妾、

子どもたちの世話は、草原の人間に

［1255］ゆだねられる。 

在交配季节之后，它们的妻妾儿女都

［1256］交给了草原人来照料。 

種牛は、草原の遊牧民に神のように 牛一直［1258］被草原牧民奉为神物，
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［1257］あがめられてきた。種牛が元

気であれば、牛と羊は繁殖することが

［1259］予知され、種牛がやせたり病

気になれば、大きな災難がふりかかる

ことを意味する。 

牛健壮就［1260］预示牛羊兴旺，牛病

瘦就意味灾祸临头。 

びっしりと生えていた毛が燃えて黒く

縮れ、指の太さほどの厚い皮には亀裂

が生じて、その裂け目からクリーム色

の脂が現れている。［1261］見開かれて

いる牛の目は二個の黒い電球のよう

で、舌は十五センチほど垂れ下がって

いる。 

厚密的牛毛已烧成一大片黑色焦泡，近

一指厚的牛皮被烧得龟裂，裂缝里露出

白黄色的牛油，牛眼［1262］瞪得像两

盏黑灯泡，牛舌吐出半尺长，口鼻里的

黑水还在流淌。 

ガスマがいった。「罪なことよ。生産隊

のいちばんりっぱな種牛だった。わた

したちのグループの半分の牛は、この

二頭の血を引いている。草原が火で焼

けるもんですか。草原は遅かれ早かれ、

あんたにだめに［1263］されてしまう

わ！」 

嘎斯迈说：作孽啊，这可是咱们队最好

的两头牛，我们组有一半的牛都是这两

头牛的儿孙啊。草原能用火烧的吗！草

原早晚得［1264］毁在你的手里！ 

ビリグじいさんがいった。「この二頭の

牛は漢人が草原紅牛といってるが、モ

ンゴル牛になかでもっとも優秀な品種

だ。この二頭と交配して生まれた牝牛

は乳がよく出るし、［1265］去勢された

子牛は肉が多くて質もよい。」 

毕利格老人说：这两头牛是蒙古牛的最

好品种——草原红牛。这两头牛配出来

的母牛出奶最多，配出来的［1266］犍

牛出肉最多，肉质也最好。 

ラースランがいった。「ちょうどアシ原

には風がなくて、種牛はなかで寝てい

たのだろう。そこに火を［1267］つけ

られて、種牛は足が遅いから、火から

沙茨楞说：苇地里没风，牛在苇地里躺

得好好的，非得去［1268］烧一把火。

牛跑得慢，哪能跑过火呢。 
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逃れられなかったのさ。」 

焦げた牛皮が裂けている。大きな体は

ひび割れて、神様についての本に

［1269］書かれた鬼の符号や呪文のよ

うな模様になっている。 

焦黑的牛皮还在开裂，庞大的牛身上炸

出恐怖的［1270］天书鬼符咒语般的裂

纹。 

ウリジーはいった。「今回の狩りには抜

けた穴があった。はじめた前、人と犬

がうるさすぎた。きっと、火を［1271］

つけられる前に、白い王が群れをつれ

て逃げたにちがいない。」 

乌力吉说：这次打围只有一个漏洞，就

是打围前人和狗的动静太大了，老白狼

准是在［1272］点火以前就带着狼群溜

走了。 

年寄りのグァンブが、筒状になったオ

オカミの皮のなかに枯れ草を入れる方

法を楊克と張継原に教えている。二枚

の皮が牛車の上に［1273］広げられて

いる。 

陈阵见杨克尚未出发，官布正在教杨克

和张继原塞狼皮筒子，两个皮筒已经

［1274］摊在空牛车上。 

二枚の皮に枯れ草がいっぱい［1275］

つめられると、グァンブはオオカミの

鼻孔にそっと穴をあけて、細い革の紐

を通した。 

两个狼皮筒子［1276］塞满草以后，官

布又将狼鼻孔轻轻扎通，穿上细皮绳。 

カバノキの竿に縛りつけた二枚の皮

は、風に高く［1277］吹きあげられて、

信号旗のようにはためいた。 

两个狼皮筒悬挂在桦木杆上，［1278］

被高高地送到空中，像两筒迎风招展的

信号旗。 

陳陣、楊克、張継原は、竿のさきで高

くはためいているオオカミの皮に

［1279］魅せられて、立ったまま動け

なくなった。 

陈阵、杨克和张继原都［1280］被杆顶

上高高的大狼旗吸引得站定了脚跟。 

二枚の皮は、旗のように右に左にひら

ひら揺れている。ときどき強い春風に

［1281］あおられて横になる。 

两筒狼旗一左一右在风中猎猎飘动，

［1282］被浩荡的春风刮得横在天空。 
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世界の歴史をみると、突厥騎兵は獰猛

でかしこくて、西突厥は唐の大軍によ

って中国から［1283］追い出されてか

ら、すぐにあらたな勢力範囲を獲得し、

徐々に力をたくわえていった。 

世界历史上，突厥骑兵又凶猛又智慧，

西突厥［1284］被唐朝大军打出中国以

后，就很快打出一块新地盘，并慢慢站

稳脚跟， 

進んだ文明っていうのは、敵に［1285］

追いこまれてこそ発展するものだ。西

洋の“森林オオカミ”が東洋の“草原

オオカミ”に内海から［1287］追い出

されて、深い大洋に［1289］追いこま

れると、もっと強くて勇敢な“海洋オ

オカミ”になった。 

所有先进文明都是［1286］被逼出来的，

西方森林狼［1288］被东方草原狼逼出

了内海，［1290］逼下深海，逼进了大

洋，变成了更加强悍的海狼。 

オオカミの群れの遠吠えのようにも、

文化大革命前の北京西什庫教会で

［1291］奏でられていた悲しげなオル

ガンの響きのようにも聞こえて、もの

寂しく泣きたくなるほどだった。二枚

の大きな皮は風に［1293］吹き上げら

れ空中で横になっている。 

强劲的草原春风吹得陈阵两耳呜呜地

生音生乐，像是远方狼群的哭嚎，也像

文革前北京西什库教堂里［1292］【対

応無し】哀哀的管风琴琴声，吹得他满

心凄凉哀伤。两条大狼皮筒［1294］被

风吹得横在天空， 

オオカミの皮に［1295］つめられたの

は枯れ草ではなく、感情ほとばしる生

命力と明るい戦闘力だと、陳陣は思っ

た。 

陈阵一点也觉不出狼身子里［1296］充

满干草，反而觉得那里面充满了激情的

生命和欢乐的战斗力。 

陳陣は、足を止めて仰ぎのぞむこと自

体、一種の儀式だと気がついた。いつ

のまにか、トーテムのもとに身［1297］

が置かれ、敬慕する場所に［1299］立

たされている。 

陈阵发现自己驻足仰望本身就是一种

仪式，他在不知不觉之中，已［1298］

将自己置于图腾之下、［1300］站在景

仰的位置上了。 

「本物の草原はすごく厳しく、草原の 真正的草原实在太严酷了，草原精神其
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精神はじつにオオカミのみに［1301］

集中されてるんだ。」 

实都［1302］集中在狼身上。 

壁の土が柔らかくなって、赤ん坊はま

たマツケムシのごとく転がり、穴の底

に［1303］たたきつけられる。 

壁土松了，狼崽像个松毛球似的跌

［1304］滚到洞底， 

「オオカミの穴に入らずんばオオカミ

の赤ん坊を得ず。オオカミの赤ん坊を

得られれば、［1305］噛まれたって怖く

ない。」 

焉得狼子。得了狼子，就更不能怕狼

［1306］咬了。 

「逆に、東洋に攻めてきた西洋人も遊

牧民族の子孫だった。古代ローマの城

をつくったのは、メスオオカミに

［1307］育てられた兄弟で、ローマの

徽章にいまもメスオオカミと人間の子

どもが［1309］刻まれている。」 

而攻打到东方来的西方人，也是游牧民

族的后代。古罗马城的建城者就是两个

狼孩兄弟，是［1308］被母狼养大的。

母狼和狼孩至今还［1310］镌刻在罗马

城徽上呢。 

「手本の力は限りがない」と［1311］

いわれるが、トーテムの精神的な力は、

手本をはるかに超え、神となっている。 

［1312］都说榜样的力量是无穷的，而

图腾的精神力量远高于榜样，它处在神

的位置上。 

しかし、白雲が飛んでいってしまうと、

また初夏の強い日ざしにでも［1313］

さらされているように、たちまち、顔

や手から汗が出る。綿入れの服にさえ

太陽のにおいがしてくる。銅製のボタ

ンをはずして風を入れようとすると、

また白雲の大きな影にすっぽり［1315］

覆われ、どによりした寒い春にもどっ

てしまう。 

但白云掠过之后，强烈的阳光又［1314］

把他置于如同初夏的太阳曝晒之下，脸

和手顿时就被晒出了汗，连棉袍的布面

都晒出了阳光的气味。当他刚想解开铜

扣透透气的时候，又会［1316］被一大

片白云投下的阴影完全罩住，使他又回

到阴冷的春天。 

雪が融ける前に早く出た草の芽は、雪

に［1317］覆われて黄色くなっている

雪前早发的春芽已［1318］被雪捂黄，

只在草芽尖上还带点绿色。 
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が、芽のさきだけは少し緑色を帯びて

いる。 

大小まちまちなたくさんの臨時の池

に、千も万もの雲が［1319］映され、

オロン草原が舞い上がっているように

みえる。 

千百个大小不一的临时池塘，［1320］

映着千万朵飘飞的白云，整个额仑草原

仿佛都在飞舞。 

逆光のもとでは、白鳥の白い羽にもみ

え、夕焼けが出ると、燃え出す炎のよ

うにきらきら光る。背の低い草のなか

でとりわけ目立ち、秋に草原いっぱい

に咲き乱れる野花よりも目を［1321］

奪われる。冬になると「圏草」の枯れ

た長い葉と穂は風に［1323］吹き飛ば

されていくが、強靭な茎はしっかりと

その場に生えている。 

到秋季，圈草也会抽出芦花似的蓬松草

穗，逆光下像一片片白天鹅的绒羽，晚

霞中又像一朵朵燃烧发光的火苗，在矮

草坡上尤显得鹤立鸡群，比秋天铺天盖

地的野花还要［1322］夺人眼目。一到

冬季，圈草长长的枯叶和草穗［1324］

被风卷走，但它韧性极强的茎秆却坚守

原地， 

草原の遊牧民たちが家で使っている掃

除や炊事用のホウキは、みんな「圏草」

で［1325］つくられたので、使いやす

くて持ちがよい。 

草原上家家牧民用的扫帚炊帚，就是用

圈草［1326］扎出来的，齐整而耐用。 

いま、人間もオオカミも上手に隠れて

いる。オオカミには人間がみえないし、

人間もオオカミにねらいをつけられな

いし、撃てない。しかし、さきにオオ

カミが人間に［1327］発見された。 

此时人和狼都隐蔽得很内行，狼看不见

人，人也瞄不准打不着狼，但狼已先

［1328］被人发现。 

バトは躊躇しているが、張継原も心配

しはじめた。自分たちが「圏草」の後

ろに隠れたとき、向かい側の「圏草」

にもっと早くから潜伏していたオオカ

ミに［1329］みられていなかったか。 

巴图还在犹豫，张继原也开始担心，在

他俩刚刚潜伏到这两丛圈草后面的时

候，会不会也［1330］被对面更早潜伏

在圈草里的狼发现呢？ 
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しかし、オオカミの頭や胸や腹などの

急所は、「圏草」にすっかり［1331］隠

されている。いまのおオオカミは、巨

大な鳥かごに［1333］閉じ込められた

おとなしい犬と同じだ。 

但是狼头狼胸狼腹这些要害部位，全

［1332］被圈草所半遮半掩，狼此时像

［1334］被关在巨大鸟笼里的一条听话

的狗。 

狩人たちの話によると、オロン草原の

オオカミは銃をもつ人をみれば、五百

メートルや四百メートルなら逃げ出さ

ない。三百メートルになれば逃げ出す。

この習性はバトに［1335］撃たれてな

ったものだという。 

据许多猎手说，额仑草原狼，一见背枪

的人，500 米 400 米都不跑，一到 300

米准跑。狼这个习惯就是［1336］让巴

图打出来的。 

風が急に弱くなった。「圏草」が立って

オオカミが草の隙間からあらわれたと

たんに、右側の「圏草」から突然、細

い体をしたオオカミが飛び出てきて、

坂の下へ走りだした。そして、二匹の

オオカミの前を通ったとき、二匹はへ

びにでも［1337］咬まれたようにびゅ

んと飛び上がって、首を引っこめて頭

を低くし、そのオオカミについて北西

のほうの坂へ走っていった。 

正当风力突减，圈草挺起，狼从草缝中

露出来的时候，从目标右侧方的圈草里

忽然蹿出一条细细的狼，向坡下冲去，

正好从两条大狼前面通过。两条大狼像

［1338］被蛇咬了一样，嗖地跃起，缩

脖低头，紧跟那条狼冲下西北山坡。 

第三グループの知識青年、鄭林が、急

斜面をおりていたときがそうだった。

馬をとめられなかったので、馬は前足

を踏みはずしてしまった。かれは空に

［1339］投げ出され、肩から落ちて、

鎖骨を骨折して、最後にドンところん

だ馬に［1341］たたきつけられた。鄭

林はいまも北京で療養している。 

三组知青马倌郑林，就是因为下陡坡没

勒住马，马失前蹄，人［1340］被抛上

半空，落下来时肩膀着地，锁骨骨折，

还［1342］让滚马狠狠地砸了一下，此

时还在北京疗伤。 
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そのとき、バトがいきなり、「馬から降

りろ」と叫んで、急に頭絡をしめた。

馬飼いの専用馬は、高速でも急停止で

きる。群れのなかで暴れた馬を追いか

けるときに［1343］鍛えられた能力で、

いまはそれが役立った。二頭の馬は数

歩で急停止したが、巨大な慣性に二人

は［1345］投げ出されそうになった。 

正在此刻，巴图突然大喊下马！然后紧

勒马嚼子，凡是杆子马，都有在高速中

急停的绝技，这是它们在马群里追狡马

［1344］练出来的本事，在此刻用得恰

到好处。两匹马咔咔几步猛然刹住，巨

大的惯性几乎［1346］把两人抛出马背。 

とぎれとぎれの血の跡をたどりながら

バトと張継原は一時間以上も追った。

ある草地にきたとき、二人はあっけに

［1347］とられた。 

血迹时现时断，两人又追了一个多小

时，在一处草滩上，两人都［1348］愣

住了 

張継原はオオカミの爪に［1349］ひっ

かかれたような気がして、みぞおちの

あたりが急に痛みだした。 

张继原心口一阵紧痛，像［1350］被狼

爪抓了一下似的， 

足を一本［1351］撃たれたオオカミが、

これほど長い時間、長い距離を走って、

生産隊でいちばん速い馬に乗った人間

を後ろに引き離してしまうとは、張継

原が思ってもみなかったことだ。 

张继原没有想到一条［1352］被打断腿

的狼还能跑这么长的时间和距离，居然

把骑着全队最快的马的人甩在后面。 

モンゴル大草原の虚弱な外見は、この

砂の道によって容易に明らかに［1353］

されている。 

蒙古大草原的虚弱外表被这条沙路轻

易揭开，［1354］露出薄薄草皮下恐怖

的真面目。 

西風が吹くと、百里の砂の龍が空に舞

い上がり、馬の蹄が砂塵を巻き起こし、

人も馬もゴビ砂漠に身を［1355］置か

れているように、目があけられず、鼻

がむずむずしてくる。 

西风一刮，百里沙龙开始爬升腾飞，马

蹄踏起沙尘干粉，人和马像是［1356］

被裹在迷眼呛鼻的沙漠戈壁里。 

張継原はオオカミの目を直視できない 张继原感到自己不敢与狼的目光对视，
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気がした。この大草原に立って、つま

り草原の立場に立って、正義のすべて

はオオカミに［1357］奪われたように

感じるのだ。 

站在这片古老的草原上，也就是站在草

原的立场上，正义仿佛已全［1358］被

狼夺去…… 

足の不自由なオオカミは敵が動かない

とみて、ふりむいて片足で土を掘りは

じめた。路肩の断面には、三十センチ

ほどの灰色の表土があるが、下は黄砂

と小石だけである。とうとう一塊の草

が［1359］掘り起こされ、砂の路肩が

崩れてしまった。 

瘸狼久久不见追敌动手，它便扭转身用

单爪刨土，路岸的断面，最表层只有不

到 30 厘米厚的灰黑表土，表土之下就

全是黄沙和沙砾了。狼终于［1360］刨

掉了一坨草皮，一块沙岸垮塌下来， 

毎年、定期的に土をすき起こして耕し

ているが、とっくに砂漠化し、草は一

本も生えていない。国境の外から燃え

てくる、あるいは国境のなかから燃え

広がった小規模の山火事を防ぐために

［1361］つくられたものである。この

防火用の耕地だけは、オロン草原の遊

牧民に［1363］容認されている。開墾

によって草原に［1365］もたれされた

唯一のよいものだと、草原の老人たち

はいっている。 

防火道年年定期翻耕，早已沙化，寸草

不生，仅［1362］用以阻挡境外烧过来、

以及境内可能烧过去的小规模的野外

火灾。只有这条用于防火的耕地，

［1364］为额仑草原牧民所容忍，草原

老人们说这是农垦［1366］给草原的惟

一好处。 

長い冬の間に凍死した家畜や、オオカ

ミの群れに［1367］噛み殺されて、ば

らばらになった家畜の食べ残しが腐敗

している。 

在漫长冬季冻毙的弱畜，［1368］被狼

群咬死肢解吃剩的牲畜都在腐烂， 

人間と家畜の排泄物や、人間とオオカ

ミの残酷な戦いで［1369］残された腐

った肉、腐った血と［1371］砕かれた

人畜一冬的排泄物、人与狼残酷战争

［1370］留下的腐肉、臭血和［1372］

碎骨，给薄薄的草皮添加了一层宝贵的
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骨は、貴重な腐植質、有機質、カルシ

ウム、燐をまばらな草にあたえている。 

腐殖质，有机质和钙磷质。 

春のオロン草原は水も肥料もふんだん

にある。血が草原を肥やして、草はど

んどんのびる。暖かい日が二週間以上

つづき、腐った古い草が緑色の草に

［1373］覆われ、湿原や山坂は緑一色

になった。 

春天的额仑草场水肥充足，血沃草原，

劲草疯长。连续半个多月的暖日，绿草

已［1374］覆盖了陈腐的旧草。草甸草

坡全绿了。 

子羊が急増し、オロンのポリグ牧場が

所有している四季を通して使える牧草

地は、もう少しでパンクしそうだ。し

かし、牧草地と家畜数のバランスを保

つために家畜を多量に売り出したり、

あるいは上納すれば、上級機関から

［1375］出された家畜の数を達成でき

ない。 

羊羔激增，额仑宝力格牧场原有的四季

草场眼看就要超载。如果为了维持草场

与载畜量的平衡而大批出售或上交牲

畜，牧场将完不成上级［1376］下达的

数量死任务。 

ウリジーの話によると、むかしからあ

の山には人煙がなかった。そこの牧草

地は肥えているし、小川も湖もある。

草の高さは一メートルあまりもある。

長い間に、古くなった草が腐り、三十

センチほども積もっている。水も多い

ので、蚊が驚くほど多い。夏と秋にな

ると、牛も［1377］食われるほど、蚊

が山のなかを飛びまわっている。 

据乌力吉说，那片荒山自古以来还未有

过人烟，那里的草地肥厚，有小河有大

水泡子，山草疯长一米多高，年年积下

的陈草一尺多厚。水多草厚，那里的蚊

子也就多得吓人，一到夏秋，蚊子多得

能［1378］吃牛。 

長い間、かれはこの荒れ山を気にかけ

てきた。秋の野火があの腐った草をす

っかり燃やしてくれれば、ずっと願っ

ていた。そうしたら、次の年の春に、

许多年来他一直惦念着那片荒山，盼望

来一场秋季野火，彻底烧掉那里的腐

草，然后在来年春天，再驱赶一个大队

的牲畜进场，用千千万万的马蹄牛蹄羊
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生産大隊の家畜をあの山に追いやっ

て、無数の馬蹄、牛蹄、羊蹄で柔らか

い土を固めさせ、新しい草を食べさせ

て、草が長くなるのを抑える。そうす

れば、地面が［1379］固められ、土が

肥えて、草が低くなり、蚊も少なくな

るはずだ。 

蹄踩实松土，吃掉新草，控制草的长势。

那样的话，地［1380］实了，土肥了，

草矮了，蚊子也就少了。 

「内地から肉をください、肉をくださ

いとうるさいが、草原から草をもらう

ことだぞ。このままでいったら、草原

の命まで［1381］奪われかねない。」 

内地一个劲地来要肉，实际上就是跟草

原要草啊，再要下去，就［1382］要了

草原的命了。 

「草原の草は密集して生えていないか

ら、心配事が多すぎる。［1383］踏まれ

るのも、［1385］かじられるのも、日照

りも、ヤギも、馬の群れも、イナゴも、

野ネズミも、野ウサギも、タルバガン

も、黄羊も、農民も、開墾も、人が多

いことも、人間の貪欲も、牧草地が足

りなくなることも、どれも怖い。」 

草原太薄太虚，怕的东西太多：［1384］

怕踩、［1386］怕啃、怕旱、怕山羊、

怕马群、怕蝗虫、怕老鼠、怕野兔、怕

獭子、怕黄羊、怕农民、怕开垦、怕人

多、怕人太贪心、怕草场超载， 

ビリグじいさんがうなずいた。「草原は

大きな命だけど、薄命さ。人のまぶた

より薄いんだ。表面の草が［1387］剝

がされたら、草原はだめになってしま

う。」 

毕利格点头说：草原是大命，可它的命

比人的眼皮子还薄，草皮［1388］一破，

草原就瞎了， 

「話によると、外国では、政府が厳し

い法律で草原を管理し、牧草地の違い

によって放牧する家畜の種類を決め

て、一ヘクタールの牧草地に何頭の家

畜をいれるかも、しっかりと決めてい

听说，国外的政府，管理草原都有严格

的法律，什么样的草场只能放什么样的

牲畜，连一公顷草场放多少头牲畜都定

得死死的，谁敢超载就［1390］狠罚狠

判。 
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るそうだ。家畜の数が多すぎると厳罰

に［1389］されるっていう。」 

タルバガンは森の熊のように、脂肪を

貯えて冬眠する動物である。その肉は

草原のほかの動物の肉と異なってい

る。豚肉のような白い脂身の層があっ

て、赤身の部分との色の対比が鮮やか

である。草原の美味として［1391］知

られ、臭みがなく、牛肉や羊肉より食

べやすい。 

旱獭是像森林熊一样靠脂肪越冬的冬

眠动物，獭肉与草原上所有动物的肉都

不同，它有一层像猪肉一样的肥膘白

肉，与瘦肉红白分明，［1392］【対応無

し】是草原上著名的美味，鲜肥无膻味，

比牛羊肉更好吃。 

陳陣は目の前のタルバガンの陣構えに

［1393］驚かされた。十数個の連なっ

た丘の上と坂の斜面には、少なくとも

六、七十匹ほどのタルバガンが立って

いる。大きいのも、小さいのも、遠く

からは［1395］伐採された林の切り株

のようにみえる。 

陈阵还是［1394］被眼前旱獭的阵势吓

了一跳：十几个连环山包的坡顶和坡面

上站着至少六七十只大小旱獭，远看像

一片［1396］采伐过的树林的一段一段

树桩。 

ちょうど鉱山に入り口の前［1397］に

積まれた砕けた鉱物のように、広い面

積の草地を覆っている。 

平台三面是沙石坡，如同矿山坑口前

［1398］倒卸的碎石，压盖了大片草坡。 

「タルバガンは草原の害獣で、山坂の

いたるところに巣穴をつくる。この山

をみてみろ。こんなにめちゃくちゃに

［1399］されて。タルバガンは毎年、

一度に六、七匹も子どもを産む。小さ

な巣穴が狭くなると大きいものを掘

る。たくさんの砂や小石が［1401］掘

り起こされて、どれほど多くの牧草地

がだめに［1403］されてるかわからな

旱獭是草原的一个大害，山坡上到处都

有它的洞，你看看这一大片山［1400］

让旱獭挖成啥样了。旱獭能生，一年一

窝，一窝六七只，洞小了就住不下，可

是洞大了要［1402］挖出多少沙石，

［1404］毁坏多少草场？ 



292 

 

い。」 

「あの太った体は何十アールの草と草

の種で［1405］つくられたかわかりゃ

しない。」 

那一身肥膘得用几亩地的草和草籽才

能［1406］养出来。 

「遊牧民と家畜はオオカミよりなによ

り蚊を恐れている。毎年、牛、羊、馬

の脂身の三割、四割が蚊に［1407］食

われている。」 

牧民和牲畜怕蚊子比怕狼还要厉害。一

年下来，蚊子能［1408］吃掉牛羊马三

四成的膘。 

「むかしから草原では、“タルバガンが

巣穴から出てくると、オオカミの群れ

が山にのぼる”と［1409］いわれてい

る。タルバガンが出ると、家畜はしば

らくほっとできるからな。」 

草原［1410］老话说，“獭子出洞，狼

群上山”，旱獭一出来，牲畜就能消停

一段日子。 

陳陣はこの二年間というもの蚊にさん

ざん［1411］悩まされてきたが、蚊と

聞いただけで、全身の毛が立ち、かゆ

くてかゆくて、ひっかきすぎて痛くな

ったような気さえしてくる。 

陈阵［1412］被蚊群叮咬过两个夏季，

一听到蚊群就全身发毛发痒发疼，就有

皮开肉绽的感觉， 

ウリジーは答えた。「草原は複雑だ。す

べてが一つ一つ輪になって、つながっ

ている。オオカミは大きな輪で、草原

のどの輪ともつながっている。この大

きな輪が［1413］壊されたら、草原の

牧畜業はやっていけない。」 

乌力吉说：草原太复杂，事事一环套一

环，狼是个大环，跟草原上哪个环都套

着，［1414］弄坏了这个大环，草原牧

业就维持不下去。 

ウリジーと陳陣も馬を降りて、老人の

手にある黄羊の糞をみた。春の黄羊の

糞は湿っていて、粒状になっていない。

びっくりした二人が数歩いくと、目の

前に広がっている若草は鎌で［1415］

乌力吉和陈阵也下了马，看了看老人手

中的黄羊粪，春天的黄羊粪很湿，不分

颗粒，挤成一段。两人都吃了一惊，又

走了几步，眼前一大片嫩草像是［1416］

被镰刀割过一样，［1418］【対応無し】
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刈られたように［1417］食べられ、あ

ちこちの高さが違っている。 

东一块，西一片，高矮不齐。 

陳陣が心配そうに話した。「子羊はまだ

小さいから。こんなに遠くまでこられ

ないですよ。長く歩けるようになるま

で、少なくとも一ヵ月かかります。そ

のときは、この草地はとっくに黄羊に

［1419］食いつぶされちゃってます

よ。」 

陈阵担心地说：可这会儿羊羔还小，还

走不了这么远的道。要是等到羔子能上

路迁场，起码还得一个月，到那时候，

这片草场早就［1420］让黄羊啃光了。 

「オオカミにとって黄羊を捕まえるに

は、一年のうちで最高の時期だ。何日

もかからないで、黄羊の群れはきっと

［1421］追っ払われる」と、老人はい

った。 

正是一年中狼抓黄羊的最好时候，用不

了几天，狼群准［1422］把黄羊群全赶

跑。 

坂の草地は天に［1423］切り整えられ

た草の絨毯のようだ。 

草坡像是［1424］被腾格里修剪过的草

毯， 

単眼鏡のレンズに、まぶしいほど白い

十数羽の白鳥が広い水面にあらわれ

た。こんもり茂ったアシに［1425］囲

まれた湖のなかを優雅に滑っていき、

天国のような静けさと安らぎに満ちて

いる。 

望远镜镜头里，宽阔的湖面出现了十几

只白得耀眼的天鹅，在茂密绿苇［1426］

环绕的湖中幽幽滑行，享受着世外天国

的宁静和安乐。 

近くの草地には、腹を［1427］あけら

れた十数頭の黄羊が横たわっている。

……陳陣は岸辺に生えている高い草の

あたりを注意深くさがしていると、心

臓が猛烈にどきどきしだした。 

在这个河弯的草地上躺着十几只大黄

羊，肚膛已［1428］被豁开……陈阵仔

细往河边的高草搜索，心里突然一阵狂

跳 

ウリジーとビリグじいさんは盆地の

隅々をさがしている。レンズを東南方

乌力吉和毕利格还在搜索盆地的各个

角落，把镜头对准了东南方的山坡，那
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向の丘に向けると、そこの黄羊の群れ

はとっくに［1429］追い散らされてい

る。 

里的黄羊群早已［1430］被冲散， 

黄羊はまたたく間に山を越えていっ

た。［1431］残されたのは泥沼にはまっ

たものや、子どもをなめているメスで

あった。 

黄羊一眨眼的工夫也都快速翻过山，只

［1432］剩下几只陷在泥里的羊和舔羔

的母羊。 

   

三人は小川が湾曲してできた草地に近

づいた。幅が五、六メートルのところ

から歩いて入った。ここは六百平方メ

ートルほどの広さで、三方が水に

［1433］囲まれている。 

三人走近一个河套，从一个只有五六米

的开口处走进去，河套只有一亩大，

［1434］三面环水， 

「朝、ここへ水を飲みに来て、オオカ

ミに［1435］襲われたのだ」と、ビリ

グじいさんはいった。 

 

毕利格老人说：早上黄羊来这儿喝水，

［1436］让狼群打了围。 

陳陣は、オオカミが猟をするやり方を

何度もみてきたが、三面が水に［1437］

囲まれた湾曲した地形を利用するのを

はじめてみた。 

陈阵对狼群打围的战术已领教多次，但

看到狼群利用［1438］三面环水的河套

来打围还是第一次。 

「オオカミが天に［1439］かわいがら

れてると、わしはいったけど、まちが

いないだろう。」 

我说狼是腾格里的［1440］宝贝疙瘩，

没错吧？ 

陳陣は止めようとしたが、老人が「こ

いつは野生が強すぎる。野生のものを

ころさせておけば、家の羊を［1441］

食われなくてすむから」といって、や

めさせなかった。 

老人未让陈阵阻拦，他说：这条狗野性

大，让它杀杀野物，就不［1442］咬自

家的羊了。 

白鳥の湖の岸は野火で［1443］焼かれ 离湖太近，湖边还残留不少未［1444］
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たアシと、人間の身長ほどの新しいア

シが壁のように水面をさえぎってい

る。陳陣は肉を食べ酒を飲みながら、

こんな近くにいても、白鳥と白鳥の湖

を楽しむことができない。 

被野火烧掉的旧苇和一人多高的新苇，

像一层苇墙遮住了水面，使陈阵无法一

边吃肉喝酒，一边近近地欣赏天鹅和天

鹅湖。 

湾曲部に散らばっている黄羊の血だら

けの死体を眺めて、この草地に足を踏

みいれたとき、感じたあの静かでロマ

ンチックな雰囲気は、いま、手につい

た血なまぐささで［1445］覆われてし

まった。 

陈阵望着河湾里成片的黄羊血尸，心里

忽然空落落地伤感起来，刚踏上这片草

地时感受到的那种幽静、浪漫的气息，

此时已［1446］被满手的血腥气掩盖了。 

むかし、草原にもトラがいたけど、オ

オカミの群れに［1447］追い出されて

しまったという話を聞いたことがあ

る。 

听老辈的人说，原来草原上也有老虎，

后来全［1448］让狼群赶跑了。 

兄弟部落や黄金家族の味方同士が殺し

合い、それぞれの部落は散った矢のよ

うになって、人に一本ずつ［1449］折

られてしまった。 

兄弟部落黄金家族互相残杀。各个部落

像零散的箭一样，［1450］让人家一支

一支地撅断了。 

オロン草原のボリグ牧場で起きた軍馬

の事故について、上級機関で処分が

［1451］決定され、牧場に［1453］通

達された。牧場の生産責任者であるウ

リジー牧場長に［1455］下された行政

処分は、「重大な過失」による免職であ

った。「老、中、青の三結合」の指揮部

から［1457］降ろされ、生産現場で肉

体労働に従事することになった。 

上级机关对额仑宝力格牧场军马群事

故的处理［1452］决定已［1454］下达

到牧场。负责全场生产的乌力吉记行政

大过一次，并［1456］撤消牧场三结合

领导班子成员职务，［1458］下放到基

层劳动锻炼。 

それから、バト、ラースランらも「重 巴图、沙茨楞等四位马倌各［1460］记
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大な過失」を犯したとして、それぞれ

処分が［1459］下された。バトは民兵

中隊長の職を［1461］解かれる。同時

にもう一枚の辞令が［1463］通達され

た。解放軍で退役の手続きを終えたば

かりの包順貴が、牧場指揮部の最高責

任者、「革命委員会」の主任に［1465］

任命され、牧場の文化大革命運動と生

産活動を取り締まることになった。 

大过一次，［1462］撤消巴图的民兵连

长一职。另一份任命也［1464］下达到

场，已办完转业手续的包顺贵，［1466］

被任命为牧场领导班子第一把手，负责

全场革命与生产的全面工作。 

引っ越さなければ、パオもまわりの一

キロ周辺には砂の溝がいっぱいでき

て、そのうえ、そこが羊の群れに毎日

［1467］踏まれたら、二ヵ月もかから

ないうちに、営地の一キロ周囲には草

が一本も生えなくなる。遊牧、遊牧っ

ていうけど、つまりは牧草地にひと休

みさせるためだ。牧草地にとって怖い

のは［1469］踏みつけられることと、

家畜の数がオーバーすることだ。むや

みに［1471］かじられたり［1473］踏

まれれば、牧草地はパンクするに決ま

ってる。」 

要是不经常搬家，蒙古包旁边一两里地

就全是密密麻麻的沙道沙沟了。再加上

羊群天天［1468］踩，用不了两个月，

营盘周围方圆一两里地就寸草不长了。

游牧游牧，就是为了能让草场老能喘口

气。草场最怕［1470］踩，最怕超载，

超载就是狠［1472］啃狠［1474］踩。 

「草の勢いがよければ、高く伸びるの

で、ふつうの大雪なら牧草地が雪で

［1475］覆われてしまうことはない。

牧草地がよければ、水や土の流失はな

いし、泉や小川は乾かない。旱魃に 

［1477］見舞われても、人間も家畜も

飲む水がある。」 

草势旺草就高，一般大雪［1476］盖不

住草；草场好，水土不流失，泉眼小河

不干，就是［1478］遇上大旱，人畜都

有水喝。 
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「毎月、各生産隊、各生産隊グループ

の牧草地を視察し、草地が［1479］か

じられすぎているところは、労働点数

を減らす。牧草地がよく［1481］守ら

れているグループには大きな賞をあた

えて奨励する。」 

我还要每个月检查各队各组的草场，哪

个组的草场［1480］啃过头了，我就扣

他们的工分。哪个组的草场［1482］保

护得好，我就要给他们发重奖，给他们

评先进。 

「小さな巣から大きな巣になる間に、

毎年、何頭分の羊の食料が［1483］食

べられてることか。」 

你算算一窝黄鼠加上小窝变大窝，一年

要［1484］吃掉多少只羊的饲草？ 

「ざっと計算しても、毎年、これらの

野生動物に［1485］食べられる草は、

全牧場の十万頭の家畜が食べられる量

の数倍にもなる。」 

我大概算了算，这些野物一年［1486］

吃的草，要比全场十万牲畜吃的草还要

多几倍。 

「その役人さんは草原の野ネズミがお

いしいかと聞いてきた。おいしいと答

えると、今日の昼はほかのものはいら

ないから、ネズミをごちそうしてくれ

ないかと［1487］いわれた。」 

他问我草原上的大鼠好不好吃，我说很

好吃，他一听就［1488］说今天中午不

吃别的，你们就拿鼠肉招待我吧。 

「草原ネズミの駆除にもなって、収入

も増え、広東にも高級な食肉が［1489］

供給されて、⋯⋯」 

既可以帮助草原灭鼠，又增加一笔大收

入，还可以［1490］给广东增加高级肉

食…… 

「草原の犬は牛肉と羊肉が食えるか

ら、野ネズミを食わない。でも、オオ

カミは犬ほど食料が［1491］保障され

ていない。」 

草原上的狗有牛羊肉吃，它们从来不吃

老鼠。可是狼在吃食上就不像狗那么

［1492］有保障了， 

「オオカミの群れがいなければ、草原

の人間と家畜は大きな災害に［1493］

見舞われたときに、たいへん面倒なこ

とになる。」 

没有狼群，草原上的人和牲畜要是

［1494］碰上大灾就麻烦了。 
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草原に伝染病が発生すれば、人間と家

畜の半分は命が［1495］失われる。 

草原上出了大瘟疫，半个旗的人畜都

［1496］保不住命。 

「農作物には糞がいちばんだ。牛と羊

の糞がなくなると、穀物の生産量が

［1497］高められないでしょう」と、

包順貴はいった。 

庄稼一支花，全靠粪当家。没有了牛羊

粪，粮食产量［1498］【対応なし】从

哪来？ 

「もう一度、馬の群れがオオカミに

［1499］やられたら、おれも同じ結末

になる。」 

要是再［1500］让狼干掉一群马，我也

跟你一样下场。 

「草原に農業人口が大量に入るのは

［1501］許されるべきではない。倍の

代価を払うことになる。」 

草原就不能［1502］让农区的人大量进

入，这会付出加倍惨重的代价。 

何年間かカルシウムの錠剤を母親に

［1503］飲まされたことがあったので、

多少その分野の知識をもっている。 

他小时候曾［1504］被妈妈喂过几年的

钙片，略有这方面的知识， 

いままで、犬たちと遊びたいときだけ

やっていたが、小狼が来てから、つね

に犬たちをかわいがっていないと、主

人の愛情が小狼に移ったと犬に思われ

たら、ねたみで小狼を［1505］噛み殺

されかねない。 

以前陈阵只在自己特别想亲热狗的时

候才去和狗们亲热。可小狼来了以后，

就必须时时对狗们表示加倍的喜爱，否

则，狗们一旦发现主人的爱已经转移到

小狼身上，狗们的嫉妒心很可能把小狼

［1506］咬死。 

空気がだんだん暖かくなり、冬を越す

ための食肉はとっくに解凍していた。

細長く切って外に出し、風に［1507］

吹かれて干し肉になっている。 

天气越来越暖和，过冬的肉食早在化冻

以后割成肉条，［1508］被风吹成肉干

了。 

老人はまたこうも話した。「草原のオオ

カミはみな飢えたオオカミの子孫だ。

もともといた衣食が満ち足りたオオカ

ミたちは、その後、飢饉のためによそ

老人说，草原狼都是饿狼的后代，原先

那些丰衣足食的狼，后来都［1510］让

逃荒来的饥狼打败了。 
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から逃れてきたオオカミたちに［1509］

負かされた。」 

残酷な生存競争のなかでは、たとえ優

良品種であっても、食べ物を奪うこと

をせず、恐ろしい飢餓意識を一本一本

の骨に、一筋一筋の肉に刻んでいない

と、オオカミの世界では背の低い「武

大郎」でしかなく、最後には情け容赦

なく［1511］淘汰されるのである。 

在残酷的生存竞争中，即使是良种，但

若争抢不到食物，不把恐怖的饥饿意

识，体现在每一根骨头每一根肉丝上，

它只能成为狼世界中矮小的武大郎，最

后［1512］被无情淘汰。 

小狼はありがたいと思っていないし、

人間に［1513］飼われている意識もも

っていない。 

小狼根本不领情，小狼的意识里绝没有

［1514］被人豢养的感觉， 

小狼はただ一時的に［1515］監禁され

ているだけで、［1517］飼われているの

ではない。死をもってでも食べ物を奪

うような小狼の性格は、独立、奔放、

剛腹不遜の精神に［1519］支えられて

いるようだ。 

小狼只是［1516］被暂时囚禁了，而不

是［1518］被豢养。小狼在以死拼食的

性格中，似乎有一种更为特立独行、桀

骜不驯的精神在［1520］支撑着它。 

陳陣は慌ててボウルを床に置いて、二

歩離れたところにしゃがんで、ボウル

が［1521］ひっくり返されないように、

手をのばしてストーブ用のスコップで

ボウルを押さえている。 

陈阵急忙把食盆放在地上，蹲在两步远

的地方，伸长手用炉铲压住铝盆边，以

防小狼［1522］踩翻食盆。 

しかし、この小狼は毎日、充分すぎる

ほどの食事を［1523］与えられている

のにあいかわらず飢えているようなす

さまじさで食べる。 

可是这条小饱狼在吃食天天顿顿都充

足［1524］保障的时候，仍然像饿狼一

样凶猛， 

この習性を徐々に変えようとして、陳

陣はコウリャンの穂で［1525］つくら

陈阵为了慢慢改变小狼的这一习性，曾

试着将一把汉式高粱穗［1526］【対応



300 

 

れた漢民族用のほうきをのばして、そ

っと小狼の毛をなでようとした。 

なし】扫帚伸过去，想轻轻抚摸它的毛。 

このまるまる太った赤ちゃんはオオカ

ミの群れに［1527］囲まれていても平

和で、この子のために肉をくわえてく

るオオカミさえいる。 

一群大小野狼［1528］围在这团小胖肉

旁边相安无事，甚至还会叼肉来给他

吃。 

狼性のやさしく善良な一面を、身をも

って感じ、手で触っている。陳陣は、

オオカミに［1529］育てられた世のな

かのすべての子どもたち、たとえば匈

奴、高車、突厥、そして古代ローマ、

インドおよびソ連の子どもたちに代わ

って、人類の敬意を表したいという心

の奥底から衝動に［1531］かられた。 

他心里［1532］涌出冲动，希望能替天

下所有的［1530］【対応なし】狼孩，

无论是古匈奴、高车、突厥，还是古罗

马、印度和苏联的狼孩们，回报人类对

它们的敬意。 

陳陣はうつむいて鼻を小狼の湿った鼻

にくっつけると、なんと、小狼が子犬

のようにあごをなめてくれた。はじめ

て小狼に［1533］信用され、小狼との

感情がさらに近くなったことに、陳陣

は感激した。 

他低下头用自己的鼻子碰了碰小狼的

湿鼻头，小狼竟像小狗一样地舔了一下

他的下巴，这使他兴奋而激动。这是小

狼第一次［1534］对他表示信任，他和

小狼的感情又进了一步。 

赤ん坊を［1535］とられたメスオオカ

ミが報復に来ないかと、陳陣はいつも

心配でたまらない。しかし、このこと

も科学と文明が進んでいく過程での冷

酷でいかんともしがたいことなのだろ

うか。この冷酷さと新しい野蛮さが天

に［1537］理解されるように願ってい

るが、陳陣の本意は、オオカミを飼う

ことによって、草原民族のオオカミ・

他时时都在担心那条［1536］被抄了窝

的母狼来报复。这也许是科学和文明进

程中的冷酷与无奈？但愿这种冷酷和

新野蛮能［1538］为腾格里所理解——

他的本意是想由此进入草原民族的狼

图腾精神领域呵。 
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トーテムの精神的な領域に入ってみる

ことである。 

陳陣の生活は急に、オオカミに［1539］

育てられた子どもの奇異な話よりも奇

異になってきた。 

他的生活忽然变得比奇特的［1540］【対

応無し】狼孩故事还要奇特。 

陳陣は草原オオカミに［1541］とりつ

かれてから、体のなかから精気のない

血液がだんだん減っていき、正体のわ

からない狼性の血液が流れはじめたよ

うな気がしている。 

陈阵觉得自从［1542］对草原狼着了魔

以后，他身上萎靡软弱无聊的血液好像

正在减弱，而血管里开始流动起使他感

到陌生的狼性血液。 

レーニンは、人間とオオカミとの生と

死の戦いを聞きながら静かに永眠し

た。もしかしたら、レーニンの魂は異

民族のオオカミ・トーテムによって、

カール・マルクスのところにつれて

［1543］いかれたのかもしれない。 

列宁是在听着人与狼生死搏斗的故事

中安详长眠的，他的灵魂也可能是

［1544］由异族的狼图腾带到马克思那

里去了。 

陳陣の考えはだんだん広がっていく。

生命の真の意味は運動にあるのではな

く、戦いにあるのではないか。哺乳類

の生命のはじまりに、億万個の精子が

雌雄を決する精神をもって、一個の卵

子をぐるりと取り囲んで攻める。前の

者が倒れても後の者がつづき、子宮に

精子の死体があふれるほど戦闘を激し

く繰り広げる。動くが戦わない、また

ぶらぶらして突撃しない精子たちはす

べて無情に［1545］淘汰され、尿とと

もに体外に［1547］排泄される。 

陈阵的思绪渐渐走远。他突然觉得，生

命的真谛不在于运动而在于战斗。哺乳

动物的生命起始，亿万个精子抱着决一

死战的战斗精神，团团围攻一枚卵子，

杀得前赴后继，尸横遍宫。那些只运动

不战斗、游而不击的精子全［1546］被

无情淘汰，随尿液［1548］排出体外。 

「いつ、小狼がこの二匹の大きな犬に 他不知道哪天两条大狗真会［1550］把
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［1549］殺されるかわからないぞ」 小狼咬死。 

「そのあとで、ドールキも飼っていて、

シェバードとかけ合わせるつもりだと

聞いた。本気で飼おうなんて。そんな

こと、［1551］許されるものか。きょう

は、わしの目の前で、そのオオカミの

赤ん坊を処分しろ⋯⋯」 

后来听说道尔基也养了一条，还打算配

狼狗，真打算要养下去了。这可不

［1552］成！今儿你就得当着我的面把

这条狼崽给处理掉…… 

もし古代の草原でこんなことをした

ら、罪深い異教徒として五頭の馬に体

［1553］を引き裂かれ、死体を犬に

［1555］食べさせられるにちがいない。

現在でも、国の少数民族の政策に違反

し、草原民族の感情を害する行為と

［1557］みなされるだろう。 

如果这件事发生在古代草原，陈阵非得

［1554］被视作罪恶的异教徒，五马分

尸［1556］抛尸喂狗不可。就是在现代，

这也是［1558］【対応なし】违反国家

少数民族政策、伤害草原民族感情的行

为。 

「おまえが、こういうことをしたら、

父さんの罪になるんだ。天はもう父さ

んの魂をいらないというかもしれん

ぞ。わしはゴビ砂漠の下にある暗くて

息がつまりそうな地獄に［1559］投げ

こまれる。」 

阿爸有罪啊，腾格里兴许就不要你阿爸

的灵魂了，［1560］把我打入戈壁下面

又呛又黑的地狱。 

「毎日、モンゴルの王様か王子の世話

をしているようですよ。牛乳をしぼっ

て、かゆをつくって、肉をゆでで食べ

させて。寒くないか、病気にならない

か、犬に［1561］嚙まれないか、人に

［1563］殴られないか、ワシに［1565］

獲られないか、メスオオカミにくわえ

て［1567］いかれないかと心配で、夜

もゆっくり眠れません。」 

我天天像伺候蒙古王爷少爷一样地伺

候小狼，挤奶喂奶，熬粥喂粥，煮肉喂

肉。怕它冷，怕它病，怕它［1562］被

狗咬，怕它［1564］被人打，怕老鹰

［1566］把它抓走，怕母狼［1568］把

它叼走，连睡觉都睡不安稳。 
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「漢民族がどんなにオオカミを憎んで

いるか、父さんは知らないけれども、

すごく悪いやつや、毒のある人間はオ

オカミと［1569］呼ばれ、オオカミの

心と犬の肺をもっていると［1571］い

われます。女性をいじめる人は大色狼、

貪欲な人はオオカミの悪辣なたくら

み、米帝国主義は野心的なオオカミだ

と［1573］呼ばれています。」 

您不知道，我们汉族人是多么恨狼，

［1570］把最恶最毒的人叫作狼，说他

们是狼心狗肺，把欺负女人的人［1572］

叫做大色狼，说最贪心的人是狼子野

心，［1574］把美帝国主义叫做野心狼， 

「ぼくは焦っています。この美しい草

原が［1575］破壊されるのをみていら

れません。」 

我现在真是很着急，我不能眼看着这么

美的草原［1576］被毁掉…… 

「ウ牧場長は首に［1577］されたばか

りで、四人の馬飼いも処分をうけた。

ウさんがオオカミをかばって、オオカ

ミ狩りに熱心でないと、上の人間はい

ってる。父さんは年おいたオオカミだ

とか、生産大隊のボスオオカミだとか、

第二生産隊はオオカミの巣だと［1579］

いわれてる。まさにこんなときに、こ

の生産隊の知識青年がオオカミの赤ん

坊を飼ってたら、ほかの三つの生産隊

の学生たちはどうして飼わないのかと

いうことになるぞ。おまえは、つまり

第二生産隊の悪者から影響をうけたこ

とになる。おまえ、人に弱みを［1581］

にぎられるんだよ。」 

老乌场长刚［1578］被罢了官，四个马

倌记了大过，这是为的啥？就是上面说

老乌尽护着狼了，从来不好好组织打

狼，还［1580］说你阿爸是条老狼，大

队的头狼，咱们二队是狼窝。这倒好，

在这个节骨眼上，咱队的知青还真的养

了一条小狼。别的三个大队的学生咋就

不养？这不是明摆着说你是受二队坏

人的影响吗？你这不是［1582］往人家

手里送把柄吗？ 

「オオカミがおまえの羊に目をつけた

ら、隙をみて大半を殺してしまうぞ。

要是狼群盯上了你的羊群，逮个空子毁

掉你大半羊群，你养狼招狼，毁了集体
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そうなったら、オオカミを飼って、牧

場に損失をあたえたとして牢屋に

［1583］いれられても文句をいえな

い。」 

的财产，你没理啊，那你非得［1584］

坐牢不可…… 

少数民族地域でオオカミを飼うこと自

体が、民族政策に違反することになる。

しかも羊の群れのそばで飼うとなる

と、わざとオオカミをさそい、故意に

生産活動を破壊することに［1585］さ

れかねない。さらに「資本主義の道を

歩む権力者」の父親の問題といっしょ

くたに［1587］されれば、「階級闘争」

の大問題として［1589］批判されるに

ちがいない。そればかりでなく、多く

の人を巻き添えにすることもありう

る。 

在少数民族地区养狼，本身就违反民族

政策，而在羊群旁边养狼，这不是

［1586］【対応なし】有意招狼，故意

破坏生产吗？如果再［1588］联系到他

的“走资派”父亲的问题，那绝对可以

［1590］上纲上线，而且还要牵连到许

多人。 

老人は立ち上がった。そして、ふりむ

いてあの大きな石をみると、「オオカミ

が大きくなったら、羊もおまえもほか

の人間も［1591］噛まれちまうぞ。牙

には毒もあって、一口でも［1593］噛

みつかれたら死ぬこともあるんだ。」 

老人站起身，回头看了看那块大石头

说：你养狼，就不怕狼长大了［1592］

咬羊？咬你，再咬别人？狼牙有毒，

［1594］咬上一口，没准人就没命了。 

老人は牛車を修理しているとき、ひと

言も話さなかった。陳陣はまだ小狼を

処刑する覚悟ができていないが、苦し

い立場に［1595］おかれたビリグじい

さんとウリジーさんに、これ以上、迷

惑をかけたくないと思った。 

老人修车时候一句话也不说。陈阵还没

有做好处死小狼的心理准备，但是他不

能再给［1596］处境困难的老阿爸和乌

力吉添乱了…… 

オオカミはじつはうまれもって人間を 狼其实是天性怕人的动物，只有［1598］
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怖がる動物で、［1597］追いつめられな

いかぎり、めったに人間に傷をつけな

い。 

逼急了才会伤人。 

「オオカミに夢中になって、人に会う

たびにオオカミの話をせがむと前から

耳にしてたけど、飼うとまでは思わな

かった。オオカミに［1599］とりつか

れたんじゃないのか。」 

早就听说你迷上了狼，碰到谁都要让人

讲狼故事，真没想到你还养上了狼，你

是不是［1600］走火入魔了？ 

草の香りが鼻につくエメラルド・グリ

ーン色のこの牧草地に、狩人たちはあ

っけに［1601］とられてぽかんとして

いる。 

每个猎手似乎都对初夏打狼提不起精

神，可都对这片盛着满满一汪草香的碧

绿草场［1602］惊呆了眼。 

山を下りていくと、生い茂った草地か

ら、そよ風にのってすがすがしい香り

が［1603］運ばれてくる。 

一路下山，青绿葱葱，草香［1604］【対

応なし】扑鼻， 

「こんどまた引っ越すでしょう。その

時だれかに［1605］盗まれないかな」

と楊克がいうと、包順貴はちょっと考

えて、「おれには考えがある。心配しな

くていい」といった。 

杨克说：要是以后咱们搬家走了怎么

办？我真怕人［1606］偷挖。 

黄羊の肉と骨はきれいに［1607］食べ

つくされ、頭の骨まで平らげて、角や

蹄や破れた皮しか残っていない。 

黄羊的尸骨几乎［1608］吃尽，只剩下

羊角、蹄壳和碎皮，连羊头骨都没剩下。 

「オオカミのよさもわかったでしょ

う」と、バトは包順貴に話した。「オオ

カミの群れが来なければ、こんな新し

い牧草地はとっくに黄羊に［1609］か

じられ、小便を［1611］かけられてる。」 

巴图对包顺贵说：你看见狼群的好处了

吧，要是没有狼群，这么好的一片新草

场早就［1610］让黄羊啃光［1612］尿

遍了。 

包順貴は自分の厚意を無に［1613］さ 包顺贵没想到碰到这么一个［1614］不
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れるとは思ってもみなかった。興奮し

て熱くなっていた頭に冷水を［1615］

かけられて、たちまち牛のような丸い

目をして楊克を𠮟りつけた。「なにが白

鳥の湖だ。おまえの頭はブルジョアジ

ーの思想でいっぱいだ。たかが高卒の

くせに。おれの学歴はおまえより低く

ないぞ。」 

领情的人，满脑子的兴奋，［1616］被

泼了一盆冷水。他顿时瞪起牛眼训道：

什么天鹅湖不天鹅湖的，你满脑子资产

阶级思想，不就是个高中生吗，我的学

历不比你低。 

包順貴はびっくりしてドスンと鞍に

［1617］たたきつけられた。黄色の馬

は驚いて前に突進し、包順貴は鞍から

［1619］振り落とされそうになった。 

惊得包顺贵一屁股［1618］砸在马鞍上，

黄骠马一惊，向前一冲，差点［1620］

把包顺贵甩下马鞍。 

二人はまだバトがいるところに着かな

いうちにイノシシに［1621］掘りかえ

された草地が目に入った。小川のほと

り、丘の下、谷にかけての数ヘクター

ルの肥沃な黒い土地は、［1623］放たれ

た野牛があちこちむやみに鋤をひいて

土を掘り起こしたようなありさまだ。

長さがまちまちの溝や、畑を耕すよう

に［1625］掘りかえされたところがあ

ちらこちらにある。根が太く葉が大き

い草は、根だけ［1627］食べられ、枯

れた葉と茎が倒れて、土に埋もれてい

る。一面のすぐれた牧草地は、豚に

［1629］ほじくられてジャガイモ畑の

ようだ。 

还没有跑到巴图那儿，两人就看到

［1622］被野猪群拱开的草地。小河边、

山坡下、山沟里大约几十亩的肥沃黑土

地，像是［1624］被失控的野牛拉着犁

乱［1626］垦过一样。东一块西一块，

长一条短一条，有的拱成了沟，有的犁

成了田。长着肥草根的阔叶大草，根已

［1628］被吃掉，干蔫的草叶草棵东倒

西歪，有的已被埋进土里，大片优质草

场像是变成了［1630］被家猪偷拱过的

土豆地。 

二頭の首には、犬に［1631］噛まれて

血が出た穴がある。 

两头野猪脖颈上都有狗［1632］咬的血

洞。 
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「谷間までいくと、でこぼこの草地が

あって、オオカミに［1633］食べ残さ

れた三、四頭のイノシシの骨がありま

した。」 

一直追到那条山沟，我们就看见一大片

坑坑洼洼的赖地，后来又看见了三四只

［1634］让狼吃剩下的死猪骨头。 

「めちゃくちゃに［1635］噛まれた二

頭を犬の餌にして、残った二頭をここ

まで引っぱってきたんですよ。」 

我把两条［1636］咬烂的猪喂狗了，剩

下两只全拖到这儿来了。 

「オロンにオオカミが多くなければ、

ここの牧草地はとっくにイノシシに

［1637］やられてましたよ」と、バト

はいった。 

要不是额仑的狼多，这片草场早就

［1638］被野猪毁了。 

営地では、柴の山が［1639］積まれ、

牛車が到着すると、みんなでいちばん

大きいイノシシの腹をあけて皮を剥

ぎ、肉を切った。 

营地的柴堆已经［1640］准备好，车一

到，大伙儿先挑了一只最大的野猪开膛

剥皮卸肉， 

楊克は包順貴のまねをし、網状の脂で

赤身を巻いて焼いた。［1641］焼かれた

肉は脂が光ってジュージューと音がし

て、豚肉より香ばしい。 

杨克学着包顺贵，用网油裹着瘦肉烤，

那肉［1642］烤得油汪汪的滋滋响，远

比家猪烤肉更香。 

まるで楊克の目の前に、白鳥の死が

［1643］演じられているようである。 

杨克的眼前仿佛正在［1644］上演冷艳

凄美的天鹅之死， 

二匹のオオカミは大きさが違う。大き

いほうは左前足がまっすぐ伸ばせな

い。かつて猟犬にアキレス腱を［1645］

噛み切られたらしい。 

两条老狼一大一小，大的那条左前腿不

能伸直，好像是在以往的战斗中［1646］

被猎狗咬伤了脚筋。 

転げ落ちてくる石ころがオオカミの体

をたたきつける。もうもうたる砂塵に

オオカミは［1647］のみこまれて、埋

まってしまった。 

碎石带起无数小石大石，纷纷砸到老狼

身上，一时卷起滚滚沙灰，［1648］将

老狼完全吞没、掩埋了。 
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ラースランとサンジェは、まず岩に

［1649］はさまれている犬のところへ

いき、犬の足を一人で二本ずつつかん

で、引っぱりだした。 

沙茨楞和桑杰先走向［1650］被石头卡

住的狗，两人各抓住狗的两条腿，把狗

从石头里抬拔出来。 

楊克は石ころの山の前でぼんやりして

いる。巨大な岩の崩壊で魂が［1651］

ふるい動かされ、全身の血気が沸き立

っているようだ。 

杨克愣在石堆前，他的灵魂像是［1652］

被巨石塌方猛地震砸了一下，全身的血

气都冲发出来。 

楊克は心のなかで感嘆していた。死も

巨大な戦闘力になる。従容として死に

臨むモンゴル武士がどれほどオオカ

ミ・トーテムによって［1653］育てら

れてきたのだろうか。 

杨克心中感叹道：死亡也是巨大的战斗

力，狼图腾［1654］培育了多少慷慨赴

死的蒙古武士啊。 

古代の漢民族はモンゴ人より百倍も多

かったが、宮廷でも民間でも流行って

いたほんとうの信仰は、「命あっての物

種」だった。これは今日まで中華民族

に［1655］引き継がれてきた実用的な

生きるための経験と哲学である。 

古代汉人虽然几乎比蒙古人多百倍，但

宫廷和民间骨子里真正流行的信仰却

是好死不如赖活着，这是华夏农耕民族

得以［1656］延续至今的一种极为实用

的活命经验和哲学。 

この精神によって多くの裏切り者や傀

儡軍が生まれ、それが遊牧民族に

［1667］卑められ、［1669］恐れられた

のである。 

而这种精神又滋生出多少汉奸伪军，让

游牧民族［1668］鄙视和［1670］畏惧。 

中唐、晩唐に、中原の大地にいたオオ

カミの群れが、漢民族によって一匹も

残らず［1671］殺されてしまったから

だろうか。 

难道是因为中唐晚唐时，中原大地的狼

群［1672］被汉人斩尽杀绝了么？ 

楊克がまだ包順貴に近づかないうち

に、バーン、バーン、バーンと、銃声

还未等杨克追上包顺贵，枪声已响，啪

啪啪一连三枪，一只巨大的白鸟落到杨
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が三回ひびき、一羽の大きな白鳥が楊

克の馬の前に落ちてきた。馬が驚いて

避けようとし、楊克は湿った湖畔の草

地に［1673］放り投げだされた。 

克的马前。马被惊得猛地一闪，［1674］

把杨克甩到湿漉漉的湖边草地上。 

首を［1675］切られたガチョウと同じ

で、懸命に水かきをかいたり羽をばた

ばたさせたり、羽で地面を支えて立ち

上がろうとしている。 

而像一只［1676］被割断脖子的普通家

鹅一样，拼命蹬腿，拼命扑扇翅膀，拼

命想用翅膀撑地站起来， 

白鳥の脇腹に［1677］あけられた銃弾

の穴から、血が噴き出てくる。 

血从天鹅雪白侧胸的［1678］【対応な

し】枪洞里喷涌出来， 

まるで背骨を［1679］抜き出された白

蛇のように、ぐんにゃりと楊克の肘に

かかっている。 

像［1680］被抽了脊骨的白蛇一样，软

沓沓地挂在杨克的肘弯里， 

楊克の目に涙があふれた―この気高い

純白の、万里を自由に飛翔する生命、

この無限の美しい幻想を人類にあたえ

てくれる白鳥は、人間の手でニワトリ

のように［1681］殺されてしまった。 

他的眼里一下子溢满了泪水——这高

贵洁白、翱翔万里的生命，给人类带来

无穷美丽幻想的大天鹅，竟然［1682］

被人像杀草鸡一样地杀死了。 

とぎれとぎれに、涙にむせぶような声

だ。その氷のような冷たい遠吠えに、

楊克は心臓が［1683］突き抜かれるよ

うだった。 

杨克隐隐听到东边远山里传来凄凉苍

老，哽咽得断断续续的狼嗥。杨克的心

［1684］被凄寒冰冷的狼嗥穿透 

第二生産隊の三十個あまりのパオは、

盆地の西北の麓につながる緩やかな坂

に［1685］設置された。 

二大队三十多个蒙古包，［1686］扎在

盆地西北接近山脚的缓坡上。 

「唐時代の皇太子でさえ、草原の突厥

人になりたかったくらいだから、この

ぼくは、いうまでもないだろう。草原

では犬が［1687］愛され、犬が必要と

连大唐太子都想当个突厥草原人，更何

况我了。草原是个［1688］爱狗和［1690］

需要狗的地方， 



310 

 

［1689］されている。」 

「ぼくたち数百万人の知識青年は、都

会からいっきに［1691］追い出された

だろ。」 

咱们几百万知青不是一下子就［1692］

被扫地出城了吗？ 

引っ越し先までの道中、小狼は牛糞を

いれた箱に［1693］閉じこめられ、二

日一晩、なにもみられなかった。 

在搬家的路上，小狼［1694］被关在牛

粪箱里两天一夜，什么也没看到。 

牛をつなげるほど丈夫だ。また、小狼

が走り回るとき、クサリが杭に絡んで

だんだん短くなり、最後に首を［1695］

絞められるということがないようにで

きている。 

这套囚具结实得足以拴一头牛，它的结

构又可以避免小狼跑圈时，将铁链缠住

木桩，越勒越短，最后［1696］勒死自

己。 

クサリは［1697］咬まれて、ベトベト

としていた。 

半段铁链一直［1698］被咬得湿漉漉的。 

小狼にとって、いちばん楽しいときは、

たまに子犬が近づいてきて遊びの相手

をしてくれるときだ。しかし、そのた

びに、子犬を噛んで泣かせたり、痛め

つけたりして、［1699］逃げられてしま

う。 

小狼最快乐的时刻，就是偶有一条小狗

走进狼圈陪它玩，但它每次又忍不住将

小狗咬疼咬哭咬跑，最后重又［1700］

落得个孤家寡人。 

小狼の一日でもっとも重要なことは、

パオ入り口のそばに［1701］置かれた

餌用のボウルをみつめることだ。ボウ

ルに餌がいっぱい［1703］もられて、

ふたたび自分の前に［1705］運ばれて

くるのを待ちわびている。 

小狼一天中最重要的一项内容，就是眼

巴巴地盯着［1702］【対応なし】蒙古

包门旁属于自己的食盆，苦苦等待食盆

［1704］加满再［1706］端到它的面前。 

小狼は、目の前にやってきた大きな種

牛を怖がって、慌てて草むらに体を縮

めた。種牛が牝牛の下半身に乱暴にの

小狼对近在眼前的一头大牛很害怕，赶

紧把身子缩在草丛中。当牛狂暴地骑上

一头母牛后胯的时候，小狼吓得向后猛
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ったとき、驚いた小狼はいきなり後ろ

へ跳ねて、クサリにひっかかって転ん

でしまい、首を［1707］締めつけられ、

白目をむいて舌を出した。 

地一蹿，一下子被铁链拽翻了一个大跟

头，［1708］勒得它吐舌头，翻白眼。 

草地は［1709］踏まれるのがいちばん

弱い。小狼が走ったところの草はしお

れている。 

草地最怕［1710］踩，狼圈新跑道上的

青草，全被小狼踩得萎顿打蔫。 

突然、東のでせわしい馬蹄の音がして、

張継原が馬に乗って走ってきた。額に

［1711］まかれた白い包帯が人目を引

く。 

突然，东面响起一阵急促的马蹄声，张

继原骑马奔来，额头上［1712］扎着醒

目的白绷带。 

 

早春の馬はやせているが、明け三歳の

子馬はなんとか一人の人間を乗せられ

る。この時期を過ぎて、明け四歳にな

ると、鞍を［1713］つけられず、くつ

わも［1715］はめられず、ならすこと

ができなくなる。 

早春马最瘦，而新三岁的小马又刚能驮

动一个人，如果错过这个时段，当小马

长到新四岁的时候，就［1714］备不上

鞍子，［1716］戴不上嚼子，根本驯不

出来了。 

馬に名前がついたら、一生その名前で

［1717］呼ばれる。 

马名一旦定下，将［1718］伴随马的一

生。 

「草原の人間が馬をもたねば、脚を二

本［1719］切られたオオカミと同じだ」

と、ビリグじいさんがいっていたこと

がある。 

毕利格老人说，草原人没有马，就像狼

［1720］被夹断两条腿。 

草原の人間は他人に［1721］ならされ

た馬に乗るのを恥じる。 

草原人以骑别人［1722］驯出的马为耻。 

優秀な羊飼いと牛飼いは、一色の駿馬

に乗るので、若い馬飼いに［1723］う

らやましがられる。 

优秀的羊倌牛倌，骑着一色儿的好马，

［1724］让年轻的小马倌看了都眼红。 

群れに残った野性がもっとも強い明け 马群中剩下的野性最强的新三岁马，大
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三歳の馬は、ほとんどが馬飼いに

［1725］調教される。 

多［1726］由马倌自己驯。 

しかし、特別に強い野性をもつ馬をな

らすときは、馬飼いは［1727］ふり落

とされて鼻があざだらけとなり、顔が

腫れあがって、体に傷ができ、骨を折

るといったようなことがしょっちゅう

起きる。 

但是遇到野性奇强的生马，马倌［1728］

被摔得鼻青脸肿，肉伤骨折的事也时有

发生。 

元時代にはモンゴルの平凡で無能な皇

太子は、いつも強くて勇敢な皇族の兄

弟や、勇将、勇敢な大臣に取って［1729］

代わられた。 

蒙元时平庸无能的太子，经常［1730］

被强悍的皇兄皇弟、勇将悍臣取而代

之。 

陳陣と楊克はため息をついた。「命がい

らないのか。こんな激しい馬を手なず

けようなんて」と、楊克がいうと、張

継原は額をさわった。「けさ、［1731］

放り投げられて、頭を［1733］けられ

てしまった。」 

陈阵和杨克都长舒了一口气。杨克说：

你小子真够玩命的，这么野的马你也敢

压？张继原摸了摸额头说：早上我

［1732］让它尥了下来，脑袋上还

［1734］让它尥了一蹄子， 

人に［1735］追い払われないので、馬

たちは足をとめて黙々と草を食べだし

た。 

由于没有人［1736］轰赶，马群都停下

来，低头吃草。 

陳陣と楊克は、すぐに背が高く体が大

きく、勇壮で猛々しい牡馬たちに目を

［1737］奪われた。 

陈阵和杨克立即［1738］被高大雄壮剽

悍的儿马子夺去了视线。 

家族から［1739］追い出され、帰るべ

き群れのない牝の子馬たちは、ただち

に血縁関係のない牡馬の奪い合いの対

象となる。 

马群中那些［1740］被赶出族们，无家

可归的小母马们，立即成为没有血缘关

系的其它儿马子的争夺对象。 

「［1741］去勢された馬だからさ。苦労 就是那些［1742］阉马，任劳任怨任人
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をいとわず、だれが乗ってもよい。」 骑， 

「だけど、どうして去勢された馬はオ

オカミをみると逃げるのか。それは、

勇敢な雄性と勇気が［1743］取り除か

れてしまったからだ。」 

可是为什么大部分阉马见狼就逃呢？

原因就是强悍的雄性和勇气［1744］被

阉割掉了。 

「けれど、労働は万能で無害のものと

いうわけではない。労働には、奴隷労

働も奴隷のような酷使も専制下の労働

も強制的な肉体労働も、牛馬のような

重労働もある。こういう労働が栄光で

神聖なのか。［1745］賛美されるべきも

のか。」 

但是劳动不是万能的和无害的，劳动之

中还有奴隶劳动，奴役性劳动，专政下

的劳动，劳改式的劳动，做牛做马的劳

动。这种劳动光荣神圣吗？可以［1746］

赞美吗？ 

陳陣は考えながらいった。「労働には、

むだな労働も破壊的な労働も破滅的な

労働もある。二千年あまり前、阿房宮

をつくるため、四川の森が［1747］切

り尽くされた。」 

陈阵思索着说：劳动之中还有无效劳

动，破坏性劳动和毁灭性劳动。两千多

年以前，修建阿房宫的劳动，就［1748］

把整个四川的森林砍光了， 

「しかも、世界のもっとも大事なもの

は、労働で［1749］つくられたのでは

ない。」 

而且，世界上最重要的一些东西，都不

是劳动可以［1750］创造出来的。 

バヤルは食べれば食べるほど食欲が

［1751］刺激されたようだ。 

巴雅尔越吃越［1752］来劲， 

「それは、いいや。小川のそばに小さ

な丘があって、砂の巣がけっこうある。

馬の群れに［1753］踏まれることはな

い」と、喜んだ高建中は卵焼きをつく

りながら、陳陣に卵をもっとわらせた。 

高建中高兴地说：太好了，小河边是有

一个土包，还真有不少沙洞呢，马群肯

定［1754］踩不着。他一边摊着蛋，一

边让陈阵再敲出一些蛋来。 

鍋から油煙があがると、ジャーッとボ

ウルのなかのときほぐした卵が、また

油锅里油烟一冒，一大盆打好的蛋汁，

又刺啦啦地［1756］下了锅。 
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鍋に［1755］流しいれられた。 

「どの馬飼いも、おとなしい馬を一、

二頭ぐらいもってるさ。呼んだり、馬

捕り竿で尻をたたけば、止まってくれ

るから、追う必要がないし、馬捕り竿

で捕る必要もない。そういう馬がいな

いと、万一、暴れた馬に［1757］振り

落とされて、一人で乗る馬もいなけれ

ば、馬の群れが散ったら、おしまいだ。」 

张继原说：马倌都有一两匹老实马，你

喊它一声或者用套马杆敲敲它的屁股，

它就停，不用追，也不用套。马倌要是

没这种马，万一一个人在马群里［1758］

被烈马摔下来，没马骑了，马群又跑了，

那就惨啦。 

バトの手の震えがまたおさまらないう

ちに、馬の群れから恐怖の鳴き声があ

がり、かれの馬も足を［1759］とられ

たようだ。 

未等巴图控住自己的手，马群发出一片

惊恐的嘶鸣，自己的马也像［1760］绊

住了腿。 

バトは涙が乾いた目をこすって、懐中

電灯の明かりを前方へ向けると、数匹

の大きなオオカミがかたまってゆっく

りと走ってきて、かれの馬の行き手を

さえぎろうとしているのがみえた。オ

オカミは蹄に［1761］踏まれるのもい

とわず、バトの馬のスピードを落とそ

うとしている。 

巴图揉了揉发涩的泪眼，把电筒光柱对

准前方，光影里，几头大狼挤在一起慢

跑，堵在他的马前，狼不惜忍受马蹄的

［1762］踩踏，也要挡住巴图的马速。 

数匹のオオカミが代わる代わるラース

ランの馬を追いかけては噛みつき、馬

の体にはオオカミの爪跡が重なり、ラ

ースランの蒙古服の下の部分もオオカ

ミに［1763］引き裂かれた。 

几头大狼轮番追咬撕抓沙茨楞的马，马

身抓痕累累，沙茨楞的皮袍下襟也

［1764］被狼撕咬掉。 

バトの大きな黒馬はプープーと鼻孔か

ら息を吹き出しながら、ぐっとにらみ

つけて、勇敢に踏みつけたり蹴ったり、

巴图的大黑马噗噗地喷着鼻孔，瞪大眼

睛，勇猛地蹬、踢、尥、咬，不顾［1766］

咬伤［1768］抓伤拼死反抗。 
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跳ねたり噛んだりして、オオカミに

［1765］噛まれても［1767］引っかか

れても必死に抵抗している。 

大きなオオカミはいきなり雪の上に倒

れこんで、口に充満した血を吸いこみ

ながら、頭を上げて悲惨な声で泣き出

した。オオカミには［1769］殺される

よりも苦しいのだ。 

大狼一头栽倒雪地上，不停吮着满嘴的

血，抬头冲天没命地哭嚎，凄厉惨绝，

比［1770］要了它的命还痛苦。 

さらに、オオカミの群れや狩人や騎兵

によって雪のつぼみに［1771］追いこ

まれた獲物と戦利品を、どんなに多く

引き上げたことか。 

又不知靠这神舟从雪湖中打捞出多少

被狼群、猎人和骑兵［1772］圈进大雪

窝里的猎物和战利品。 

バトがふりむくと、後ろでラースラン

の馬もオオカミに［1773］さえぎられ

ている。かれは驚いた馬を懸命にコン

トロールしようとしていた。焦ったオ

オカミたちは人間が乗っている馬を攻

撃しはじめたのである。 

巴图回身一看，沙茨楞也［1774］被狼

堵在后面，他在拼命地控制受惊的马，

狼已经急得开始攻击人的坐骑。 

牙を剥きだして飛びかかってきた一匹

のオオカミが猛烈な勢いで［1775］ふ

りおろされた馬棒に当たり、四本の牙

が根こそぎ折れた。 

一头向上猛蹿，张牙舞爪的大狼，

［1776］被向下猛击的马棒迎头齐根打

断四根狼牙。 

メスオオカミたちは命がけで復讐し、

少しも死を恐れず、肝胆相照らす。腹

や胸や肝胆や乳腺が馬の蹄に［1777］

引き裂かれて、馬と共倒れになっても

かまわない覚悟だ。 

母狼们真是豁出命了，个个复仇心切、

视死如归，肝胆相照、血乳交融。它们

冒着［1778］被马蹄豁开肚皮、胸腑、

肝胆和乳腺的危险，宁肯与马群同归与

尽。 

もともと顔には目の大きさくらいの、

丸っこい黄色の眉が二つあったが、そ

它脸上原来有两个像狗眼大小的圆形

黄色眉毛，可是一个眉毛像是［1780］
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のなかの一つがオオカミに［1779］噛

みとられて、いまは一つしか残ってい

ない。それで、顔に目が三つあるよう

にみえる。 

被狼抓咬掉了，现在只剩下一个，跟两

只眼睛一配，像脸上长了三只眼。 

「だけど、父さんの話をおぼえておい

ておくれ。オオカミは天に［1781］遣

わされて草原を守ってるんだ。オオカ

ミがいなければ、草原もなくなる。オ

オカミがいなければモンゴル人の魂も

天に昇れない。」 

可你要记住你阿爸的话，狼是腾格里

［1782］派下来保护草原的，狼没了，

草原也保不住。 

わしらモンゴル人も草原を守るため

に、天に［1783］遣わされてきたのだ。 

我们蒙古人也是腾格里［1784］派下来

保护草原的。 

バトはちょっとほっとした。少なくと

もニ、三匹のオオカミが馬の蹄に

［1785］やられて死んだが、けがをし

てるようだ。 

巴图稍稍松了一口气，他估计起码得有

两三条狼被马蹄踢死踢伤，他能记得这

块地界，等风过天晴他就能回来剥狼皮

了。 

オオカミの群れは風に［1787］吹かれ

た電線から出たような、ウーウー、ウ

ーウーという震えた声を出している。

その鳴き声は命知らずの恐怖と敵意に

満ちている。 

狼群发出怪风［1788］刮电线一样的呜

呜呜呜震颤嗥叫，充满了亡命的恐惧和

冲动。 

「ある日、なぜ馬を湖の北側に放牧し

たんだ。馬飼いをこんなに長くやって

いながら、風が吹ければ、馬が湖に

［1789］追いやられるぐらいのことは

知らなかったのか。きみの最大の責任

はそのことにあるんだ。」 

那天你为什么把马群放在泡子的北边，

你放了这么多年的马，难道还不知道一

刮风会［1790］把马群刮到泡子里去

吗？你最大的责任就在这儿！ 

「あのとき、きみの馬がオオカミに

［1791］噛みつかれて、怖くなかった

包顺贵点点头。他第一次平和地问巴

图：当时，你就不怕狼［1792］把你的
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のかい？」 马也豁了？ 

そこで、牧場の会議では次のような決

定が［1793］下された。「今回、馬の群

れがオオカミに［1795］殺された大事

故の失態を挽回するために、また、オ

ロン草原のオオカミの害を撲滅させよ

という上級機関の指示を実行するため

にも、牧場全員を動員して、大規模な

オオカミ狩りをくりひろげる」 

场部会议［1794］対応なし决定，为了

消除这次狼［1796］杀马群大事故的恶

劣影响，为了执行上级关于消灭额仑草

原狼害的指示精神，全场动员，展开大

规模灭狼运动。 

五百頭あまりの馬の群れには、十数世

帯の家族がいて、それぞれの牡馬に

［1797］統率されている。最大の家族

は七、八十頭いるが、最小の家族は十

頭にもならない。家族は牡馬の妻と妾、

息子と娘で［1799］構成される。古く

から、モンゴルの馬は交配繁殖の面で

は、一部の人間よりも文明的である。

残酷な草原では、オオカミに包囲され

攻撃されても生存できるように、馬の

群れは近親相姦を容赦なくとりのぞく

ことによって、種の質と戦闘力を高め

るのである。 

五百多匹马的大马群中，有十几个马家

族，每个儿马子［1798］统率一个家族。

最大的家族有七八十匹马，最小的家族

只有不到十匹马。家族成员［1800］由

儿马子的妻妾、儿女构成。在古老的蒙

古马群中，马群在交配繁殖方面，进化

得比某些人还要文明。为了在残酷的草

原上，在狼群包围攻击下能够继续生

存，马群必须无情地铲除近亲交配，以

提高自己种群的质量和战斗力。 

［1801］けられた牝の子馬はよろめき、

いまにも倒れそうになるが、家族の群

れの外へ逃げるしかない。 

小母马［1802］被踢得东倒西歪，只好

逃到家族群之外， 

母親が娘を守ろうとすると、たちまち

夫に［1803］殴られ、［1805］けられる。 

而小母马的妈妈们刚想护卫自己的女

儿，立即会遭到丈夫的［1804］拳打

［1806］脚踢。 

家族から［1807］追い出され、帰るべ 马群中那些［1808］被赶出族们，无家
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き群れのない牝の子馬たちは、ただち

に血縁関係のない牡馬の奪い合いの対

象となる。 

可归的小母马们，立即成为没有血缘关

系的其它儿马子的争夺对象。 

モンゴルの馬の群れは野生馬の群れと

大差がない。［1809］去勢された馬がい

るだけで、ほかはほとんど違わない。 

蒙古马群真跟野马群差不多，马群中除

了多一些［1810］阉马，其它几乎没太

大区别。 

張継原は得意げに話を続けた。「長い間

考えたんだが、おれの推測では、草原

の原始人はまずオオカミに［1811］噛

まれて怪我した野性の子馬を捕まえ

て、傷を治して大きく育てた。けど、

大きくなっても乗れないだろう。子馬

になんとか乗ったとしても、大きな牡

馬になると乗れる人がいない。それか

ら、方法を考えて、オオカミに［1813］

噛まれて怪我した野生の子馬を捕まえ

てきて、また試した。何世代もたって、

折よく、睾丸をオオカミに［1815］噛

まれたが、幸いにも死ななかった明け

二歳の子馬を捕まえた。そして大きく

なって、ならすと乗れるようになった。

……それで［1817］啓発されたんじゃ

ないかと思う。」 

张继原便有些得意地说下去：我琢磨了

好长时间，我猜测，可能是原始草原人

先想法子抓着［1812］被狼咬伤的小野

马驹，养好伤，再慢慢把它养大。可是

养大以后也不可能骑啊，就算在小马的

时候还勉强能骑，可小马一长成儿马子

谁还敢骑啊。然后再想办法抓一匹

［1814］让狼咬伤的小野马驹，再试。

不知道要经过多少代，没准原始人碰巧

抓住了一匹［1816］被狼咬掉睾丸，侥

幸活下来的新二岁小马，后来长大了就

能驯骑了……这才［1818］受到启发。 
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資料 8：日本語原文中国語訳文方向の対訳データ 

日本語 中国語 

何日かつづいたやわらかな雨に夏のあ

いだのほこりをすっかり［1］洗い流さ

れた山肌は深く鮮かな青みをたたえ、

十月の風はすすきの穂をあちこちで揺

らせ、細長い雲が凍りつくような青い

天頂にぴたりとはりついていた。 

连日温馨的霏霏轻雨，［2］将夏日的尘埃

冲洗无余。片片山坡叠青泻翠，抽穗的芒

草在 10 月金风的吹拂下蜿蜒起伏，逶迤

的薄云仿佛冻僵似的紧贴着湛蓝的天壁。 

まるで夕暮の影のようにそれはどんど

ん長くなる。そしておそらくやがては

夕闇の中に［3］吸いこまれてしまうこ

とになるのだろう。 

它延长的那样迅速，竟同夕阳下的阴影一 

般，并将很快［4］消融在冥冥夜色之中。 

縁石は風雨に［5］さらされて奇妙な白

濁色に変色し、ところどころでひび割

れて崩れおちている。 

石砌的井围，经过［6］多年风吹雨淋，

呈现出难以形容的混浊白色，而且裂缝纵

横，一副摇摇欲坠的样子。 

一度力を抜いたらもうもとには戻れな

いのよ。私はバラバラになって――ど

こかに［7］吹きとばされてしまうのよ。 

一旦放松，就无可挽回了。我就会分崩离

析--［8］被一片片吹散到什么地方去。 

直子は笑って首を振った。「ふたつでい

いのよ。ふたつで十分。ひとつはね、

あなたがこうして会いに来てくれたこ

とに対して私はすごく感謝してるんだ

ということをわかってはしいの。とて

も嬉しいし、とても――［9］救われる

のよ。もしたとえそう見えなかったと

しても、そうなのよ」 

直子笑着摇摇头："两件就可以，两件就

足够了。第一件，希望你能明白：对你这

样来看我，我非常感激，非常高兴，真是

--［10］雪里送炭，可能表面上看不出。

" 

その寮は都内の見晴しの良い高台にあ

った。敷地は広く、まわりを高いコン

クリートの塀に［11］囲まれていた。 

寄宿院建在东京都内风景不错的高地上，

占地很大，［12］四周围有高高的混凝土

墙。 
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門をくぐると正面には巨大なけやきの

木がそびえ立っている。樹齢は少くと

も百五十年ということだった。根もと

に立って上を見あげると空はその緑の

葉にすっぽりと［13］覆い隠されてし

まう。 

进得大门，迎面矗立一棵巨大的桦树。树

龄听说至少有 150 年。站在树下抬头仰

望，只见天空［14］被绿叶遮掩得密密实

实。 

この寮の唯一の問題点はその根本的な

うさん臭さにあった。寮はあるきわめ

て右翼的な人物を中心とする正体不明

の財団法人によって［15］運営されて

おり、その運営方針は――もちろん僕

の目から見ればということだが――か

なり奇妙に歪んだものだった。 

寄宿院唯一的问题，在于它根本上的莫名

其妙。它是［16］由以某一个极右人物为

中心的一家性质不明的财团法人所经营

的。其经营方针——当然是以我的眼光看

——是相当奇特的。 

どうしてそんなうさん臭いところに二

年もいたのだと［17］訊かれても答え

ようがない。 

如果［18］有人问起何以在如此莫名其妙

的地方竟然待了两年之久，我也无法回

答。 

箱の中にはきちんと［19］折り畳まれ

た国旗が入っている。 

箱里整齐地［20］叠放着国旗。 

夕方の国旗降下も儀式としてはだいた

い同じような様式で［21］とりおこな

われる。ただし順序は朝とはまったく

逆になる。旗はするすると降り、桐の

箱の中に収まる。 

傍晚降旗，其仪式也［22］大同小异，只

是顺序与早上相反，旗一溜烟滑下，收进

桐木箱中即可。 

どうして夜のあいだ国旗が［23］降ろ

されてしまうのか、僕にはその理由が

わからなかった。 

何以晚间非［24］降旗不可，其缘由我无

从得知。 

二人部屋は六畳間をもう少し細長くし

たくらいの広さで、つきあたりの壁に

アルミ枠の窓がついていて、窓の前に

两人一个的房间，有六张垫席大小，略显

狭长，尽头墙上开有铝合金框窗口。窗前，

背对背放着用来学习的两套桌椅，门内左



321 

 

背中あわせに勉強できるように机と椅

子が［25］セットされている。 

侧［26］放一架双层铁床。 

でもそれに比べると僕の部屋は死体安

置所のように消潔だった。床にはちり

ひとつなく、窓ガラスにはくもりひと

つなく、布団は週に一度［27］干され、

鉛筆はきちんと鉛筆立てに収まり、カ

ーテンさえ月に一回は［29］洗濯され

た。偶の同居人が病的なまでに清潔好

きだったからだ。 

不过相比之下，我的房间却干净的如同太

平间，地板上纤尘不然，窗玻璃光可鉴人，

卧具每周［28］晾晒一次，铅笔在笔筒内

各得其所，就连窗帘每月都少不得［30］

洗涤一回，这都因为我的同室者近乎病态

地爱洁成癖。 

僕の部屋にはピンナップさえ［31］貼

られてはいなかった。そのかわりアム

ステルダムの運河の写真が貼ってあっ

た。 

我的房间连美人画都没［32］贴，而代之

以阿姆斯特丹运河的摄影。 

「なんでも良かったんだよ、僕の場合

は」と僕は説明した。「民族学だって東

洋史だってなんだって良かったんだ。

ただたまたま演劇だったんだ、気が向

いたのが。それだけ」しかしその説明

はもちろん彼を［33］納得させられな

かった。  

“学什么都无所谓，对我来说。”我解释

道，“民族学也罢，东洋史也罢，什么都

行。连看中这戏剧，也纯属偶然，如此而

已。”这番解释，自然还是没能［34］使

他理解。 

彼が関心を抱くのは海岸線の変化とか

新しい鉄道トンネルの完成とか、そう

いった種類の出来事に［35］限られて

いた。 

他所留心的［36］仅限于海岸线的变化和

新铁路隧道的竣工之类。 

三日間、僕は我慢した。共同生活にお

いてはある程度の我慢は必要だと［37］

いいきかされていたからだ。しかし四

日めの朝、僕はもうこれ以上は我慢で

头三天，我都忍了。［38］听人说集体生

活是需要某种程度的忍耐的。但到第四天

早上，我认识到可不能再忍下去了。 
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きないという結論に達した。  

「悪いけどさ、ラジオ体操は屋上かな

んかでやってくれないかな」と僕はき

っぱりと言った。  

「それ［39］やられると目が覚めちゃ

うんだ」  

「でももう六時半だよ」と彼は信じら

れないという顔をして言った。 

“对不起，广播体操在楼顶什么地方做好

么？” 

我开门见山，“［40］你那么一做我就不用

睡了。” 

“可都 6 点半了呀！”他一副难以置信的

样子。 

朝方ばらばらと降ったりやんだりして

いた雨も昼前には完全にあがり、低く

たれこめていたうっとうしい雨雲は南

からの風に［41］追い払われるように

姿を消していた。 

早上“噼里啪啦”时停时下的雨，上午就

已完全止息了。低垂的阴沉沉的雨云，也

似乎［42］被南来风一扫而光似的无影无

踪，鲜绿鲜绿的樱树叶随风摇曳，在阳光

下闪闪烁烁。 

彼女は淡いグレーのトレーナーシャツ

の袖を肘の上までたくしあげていた。

よく［43］洗いこまれたものらしく、

ずいぶん感じよく色が褪せていた。 

她把浅灰色的运动衫的袖口挽到臂肘上。

看上去［44］洗过好多遍了，颜色褪得恰

到好处。 

「うまくしゃべることができないの」

と直子は言った。「ここのところずっと

そういうのがつづいてるのよ。何か言

おうとしても、いつも見当ちがいな言

葉しか浮かんでこないの。見当ちがい

だったり、あるいは全く逆だったりね。

それでそれを訂正しょうとすると、も

っと余計に混乱して見当ちがいになっ

ちゃうし、そうすると最初に自分が何

を言おうとしていたのかがわからなく

なっちゃうの。まるで自分の体がふた

つに［45］分かれていてね、追いかけ

“表达不好。”直子说，“这些日子总是这

样。一想表达什么，想出的只是对不上号

的字眼。有时对不上号，还有时完全相反。

可要改嘴的时候，头脑又混乱得找不出词

来，甚至自己最初想说什么都糊涂了。好

像身体［46］被分成两个，相互做追逐游

戏似 

的。” 

 



323 

 

っこをしてるみたいなそんな感じな

の。」  

はじめて直子に会ったのは高校二年生

の春だった。彼女もやはり二年生で、

ミッション系の品の良い女子校に通つ

ていた。あまり熱心に勉強をすると「品

がない」とうしろ指を［47］さされる

くらい品の良い学校だった。 

第一次同直子见面，是高中二年级的春

天。她也是二年级，就读于教会背景的正

统女校。正统倒是正统，但如果对学习太

热心了，便会［48］被人指脊梁骨说成“不

本分”。 

キズキにはたしかに冷笑的な傾向があ

って他人からは傲慢だと［49］思われ

ることも多かったが、本質的には親切

で公平な男だった。 

木月有一种喜欢冷笑的倾向，往往［50］

被人视为傲慢，但本质上却是热情公道的

人。 

彼の父親は歯科医で、腕の良さと料金

の高さで［51］知られていた。  

他父亲是牙科医生，以技术高明和收费昂

贵［52］知名。 

遺書もなければ思いあたる動機もなか

った。彼に最後に会って話をしたとい

う理由で僕は警察に［53］呼ばれて［55］

事情聴取された。そんなそぶりはまっ

たくありませんでした、いつもとまっ

たく同じでした、と僕は取調べの警官

に言った。 

既无遗书，也没有推想得出的动机。警察

以我是同他最后见面说话的人为由，［54］

把我叫去［56］了解了情况。我对负责问

询的警察说：根本没有那种前兆，与平时

完全一样。 

新聞に小さく記事が載って、それで事

件は終った。赤い N360 は［57］処分さ

れた。教室の彼の机の上にはしばらく

のあいだ白い花が［59］飾られていた。  

报纸发了一小条报道，时间就算了结了。

那台 N360 车［58］被处理掉。教室里他

用过的课桌上，一段时间里［60］放了束

白花。 

そのときまで僕は死というものを完全

に生から分離した独立的な存在として

捉えていた。つまり＜死はいつか確実

に我々をその手に捉える。しかし逆に

在此以前，我是将死作为完全游离于生之

外的独立存在来把握的。就是说：“死迟

早会将我们俘获在手。但反言之，在死俘

获我们之前，我们并未［62］被死俘获。”
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言えば死が我々を捉えるその日まで、

我々は死に［61］捉えられることはな

いのだ＞と。それは僕には至極まとも

で論理的な考え方であるように思え

た。  

在我看来，这种想法是天经地义、无懈可

击的。 

しかしキズキの死んだ夜を境にして、

僕にはもうそんな風に単純に死を（そ

して生を）捉えることはできなくなっ

てしまった。死は生の対極存在なんか

ではない。死は僕という存在の中に本

来的に既に［63］含まれているのだし、

その事実はどれだけ努力しても忘れ去

ることのできるものではないのだ。 

然而，以木月死去那个晚间为界，我再也

不能如此单纯地把握死（或生）了。死不

是生的对立面。死本来就已经［64］包含

在“我”这一存在之中。我们无论怎样力

图忘掉它都归于徒劳这点便是实证。 

彼女はとても質素に簡潔に暮してお

り、友だちも殆んどいないようだった。

そういう生活ぶりは高校時代の彼女か

らは想像できないことだった。僕が知

っていたかつての彼女はいつも華やか

な服を着て、沢山の友だちに［65］囲

まれていた。 

她生活得极为简朴，似乎也没有什么朋

友。就高中时代的她来说，这种生活情景

是不可想象的。我所知的她总是身穿艳丽 

的衣服，［66］前呼后拥地一大帮朋友。 

秋がやってきて寮の中庭がけやきの葉

で［67］覆い尽された。セーターを着

ると新しい季節の匂いがした。 

秋日降临，寄宿院的中庭［68］铺满了榉

树落叶。穿上毛衣，顿时感到新季节的气

息。 

 

直子は僕に一度だけ好きな女の子はい

ないのかと訊ねた。僕は別れた女の子

の話をした。良い子だったし、彼女と

寝るのは好きだったし、今でもときど

きなつかしく思うけれど、どうしてか

直子问我有没有一度喜欢过的女孩儿。我

把分手的那个女孩儿的事告诉她。我说，

那女孩人不错，又喜欢同她睡觉，现在也

不时有些怀念，但不知何故，就是不曾

［70］为之倾心。 



325 

 

心が［69］動かされるということがな

かったのだと僕は言った。 

たぶん僕の心には固い殻のようなもの

があって、そこをつき抜けて中に入っ

てくるものはとても［71］限られてい

るんだと思う、と僕は言った。だから

うまく人を愛することができないんじ

ゃないかな、と。 

或许我的心包有一层硬壳，能破壳而入的

东西［72］是极其有限的。所以我才不能

对人一往情深。 

そして『グレート?ギャツビイ』はその

後ずっと僕にとっては最高の小説であ

りつづけた。僕は気が向くと書棚から

『グレート?ギヤッピイ』をとりだし、

出鱈目にページを開き、その部分をひ

としきり読むことを習慣にしていた

が、ただの一度も［73］失望させられ

ることはなかった。一ページとしてつ

まらないページはなかった。 

而且《了不起的盖茨比》对我始终是绝好

的作品。兴之所至，我便习惯性地从书架

中抽出《了不起的盖茨比》，信手翻开一

页，读上一段，一次都没［74］让我失望

过，没有一页使人兴味索然。 

なんて素晴しいんだろうと僕は思っ

た。そして人々にその素晴しさを伝え

たいと思った。しかし僕のまわりには

『グレートギャツビイ』を読んだこと

のある人間なんていなかったし、読ん

でもいいと思いそうな人間すらいなか

った。一九六八年にスコット?フィッツ

ジェラルドを読むというのは反動とま

ではいかなくとも、決して［75］推奨

される行為ではなかった。 

何等妙不可言的杰作！我真想把其中的妙

处告诉别人。但环视四周，竟无一个人读

过《了不起的盖茨比》，甚至连想读的人

都没有！在１９６８年，阅读菲茨杰拉德

的作品，虽然算不得反动之举，也终非

［76］值得提倡的行为。 

もっとも彼が隠れた古典小説の読書家

であることは寮内ではまったく［77］

不过，他这位秘而不宣的古典小说嗜好

者，在宿舍院内的确未［78］被任何人知
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知られていなかったし、もし［79］知

られたとしても殆んど注目を引くこと

はなかっただろう。 

晓，即使［80］被人知晓，怕也不致引人

注目。 

彼はなんといってもまず第一に頭の良

さで［81］知られていた。何の苦もな

く東大に入り、文句のない成績をとり、

公務員試験を受けて外務省に入り、外

交官になろうとしていた。 

因为，他首先以头脑聪明［82］知名。不

费吹灰之力地考进东大，学习成绩无可挑

剔，眼下正准备进外务省，当外交家。 

 

小づかいもたっぷり持っていたし、お

まけに風釆も良かった。だから誰もが

彼に一目置いたし、寮長でさえ永沢さ

んに対てだけは強いことは言えなかっ

た。彼が誰かに何かを要求すると、［83］

言われた人間は文句ひとつ言わずにそ

のとおりにした。そうしないわけには

いかなかったのだ。 

零用钱绰绰有余，人又长得仪表堂堂。因

此谁都将他高看一眼，就连宿舍院管理主

任在他面前也不敢粗声大气。假如他有求

于人，［84］那人便不折不扣地有出必应。

不能不应。 

だから僕のようなこれといって特徴も

ない男が永沢さんの個人的な友人に

［85］選ばれたことに対してみんなは

ひどく驚いたし、そのせいで僕はよく

知りもしない人間からちょっとした敬

意を［87］払われまでした。 

所以当永泽［86］把我这个平庸无奇的人

选为他的私人朋友后，大家都大为惊异，

甚至素不相识的人都对我［88］流露出一

丝敬意。 

べつに何かたいしたことを話すわけで

もないのだが、彼が話していると女の

子たちはみんな大抵ぼおっと感心し

て、その話に［89］ひきずりこまれ、

ついついお酒を飲みすぎて酔払って、

それで彼と寝てしまうことになるの

だ。 

其实他也没说什么绘声绘色的话，但他一

开口，女孩大多都［90］听得入神，一副

痴迷的样子，不觉之间便喝得昏头昏脑，

结果和 

他睡到了一起。 
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僕が永沢さんに［91］せかされて何か

をしゃべると女の子たちは彼に対する

のと同じように僕の話にたいしてひど

く感心したり笑ったりしてくれるので

ある。 

每当我［92］在永泽促使下讲点什么的时

候，女孩们便像对永泽那样对我的话或频

频点头或笑意盈盈。 

こんなのに比べれば、キズキの座談の

才なんて子供だましのようなものだっ

た。まるでスケールがちがうのだ。そ

れでも永沢さんのそんな能力に［93］

まきこまれながらも、僕はキズキのこ

とをとても優しく思った。 

与他相比，木月的座谈之才，简直成了哄

小孩的玩艺儿，根本不足以相提并论。尽

管如此，尽管我［94］对永泽的才能五体

投地，我还是由衷地怀念木月，愈发感到

木月待人是何等以诚相见。 

二月の終り頃に僕はつまらないことで

喧嘩をして寮の同じ階に住む上級生を

殴った。相手はコンクリートの壁に頭

をぶっつけた。幸いたいした怪我はな

かったし、永沢さんがうまく事を収め

てくれたのだが、僕は寮長室に［95］

呼ばれて注意を受けたし、それ以来寮

の住み心地もなんとなく悪くなった。 

近２月末，因鸡毛蒜皮的小事和同住一个

楼层的高年级生吵了一架，打了他一顿，

把他的头往水泥墙上撞。幸亏没受大伤，

永泽又妥善处理了事态，我才只是［96］

被管理主任叫去训了几句。 

「二十歳になるなんてなんだか馬鹿み

たいだわ」と直子が言った。「私、二十

歳になる準備なんて全然できてないの

よ。変な気分。なんだかうしろから無

理に［97］押し出されちゃったみたい

ね」「僕の方はまだ七ヵ月あるからゆっ

くり準備するよ」と僕は言って笑った。 

"我也 20 岁了，有点像开玩笑似的。"直

子说，"我，一点儿也没做 20 岁的准备，

挺纳闷儿的，就像谁从背后［98］硬推给

我的一样。""我还有七个月，可以慢慢准

备好的。"我笑了笑。 

直子はその日珍しくよくしゃべった。

子供の頃のことや、学校のことや、家

庭のことを彼女は話した。どれも長い

直子这天出奇地健谈。小时候的事，学校

的事，家里的事。而且都讲得很长，详细

得像一幅工笔画。我真佩服她有这么出色
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話で、まるで細密画みたいに克明だっ

た。たいした記憶力だなと僕はそんな

話を聞きながら感心していた。しかし

そのうちに僕は彼女のしゃべり方に

［99］含まれている何かがだんだん気

になりだした。何かがおかしいのだ。

何かが不自然で歪んでいるのだ。 

的记忆力。但听着听着，我开始察觉她说

话的方式［100］含有某种东西。有什么

不正常，有什么在发生着不自然的变形！ 

ひとつひとつの話はまともでちゃんと

筋もとおっているのだが、そのつなが

り方がどうも奇妙なのだ。A の話がい

つのまにかそれに［101］含まれる B の

話になり、やがて B に［103］含まれる

C の話になり、それがどこまでもどこ

までもつづいた。終りというものがな

かった。 

尽管就每一句话来说都无懈可击，但连接

方式却异乎寻常。Ａ话不知不觉地变成其

中［102］包含的Ｂ话，不一会又变成Ｂ

中［104］包含的Ｃ话，绵绵不断，无止

无休。 

しかし直子の話は長くはつづかなかっ

た。ふと気がついたとき、直子の話は

既に終っていた。言葉のきれはしが、

［105］もぎとられたような格好で空中

に浮かんでいた。正確に言えば彼女の

話は終ったわけではなかった。どこか

でふっと消えてしまったのだ。 

然而直子的话没再持续很久。蓦地觉察到

时，话已戛然而止。中断的话茬儿，像

［106］被拧掉的什么物件似的浮在空中。

准确说来，她的话并非结束，而是突然消

失到什么地方了。 

彼女はなんとか話しつづけようとした

が、そこにはもう何もなかった。何か

が［107］扱われてしまったのだ。ある

いはそれを扱ったのは僕かもしれなか

った。僕が言ったことがやっと彼女の

耳に届き、時間をかけて［109］理解さ

れ、そのせいで彼女をしゃべらせつづ

本来她还想努力接说下去，但话已经无影

无踪了。是［108］被破坏掉了，说不定

破坏者就是我。我刚才的话终于传进她的

耳朵，好半天才［110］被她理解，从而

［112］破坏掉了促使她继续说话的类似

动力的东西。 
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けていたエネルギーのようなものが

［111］狙われてしまったのかもしれな

い。 

直子は唇をかすかに開いたまま、僕の

目をぼんやりと見ていた。彼女は作動

している途中で電源を［113］抜かれて

しまった機械みたいに見えた。彼女の

目はまるで不透明な薄膜を［115］かぶ

せられているようにかすんでいた。 

直子微微张开嘴唇，茫然若失地看着我的

眼睛，仿佛一架［114］被突然拔掉电源

的机器。双眼雾蒙蒙的，宛如［116］蒙

上了一层不透明的薄膜。 

一週聞たっても電話はかかってこなか

った。直子のアパートは電話の取りつ

ぎをしてくれなかったので、僕は日曜

日の朝に国分寺まで出かけてみた。彼

女はいなかったし、ドアについていた

名札は［117］とり外されていた。窓は

ぴたりと雨戸が［119］閉ざされていた。 

过了一个星期，电话也没有打来。直子住

的公寓里又不给传呼电话，因此星期天一

早我便来到国分寺。她不在，门上的姓名

卡片已［118］被撤掉。木板套窗［120］

关得严严实实。 

僕は寮に戻って役女の神戸の住所にあ

てて長文の手紙を書いた。直子がどこ

に越したにせよ、その手紙は直子あて

に［121］転送されるはずだった。 

我返回宿舍，给她神户家里写了封长信。

无论直子搬去何处，那封信总会［122］

转递她手上。 

体の中の何かが欠落して、そのあとを

埋めるものもないまま、それは純粋な

空洞として［123］放置されていた。体

は不自然に軽く、音はうつろに響いた。 

我心里失落了什么，而又没有东西填补，

只剩下一个纯粹的空洞［124］被弃置不

理。身体轻得异乎寻常，语音虚无缥缈。 

大学が［125］封鎖されて講義はなくな

ったので、僕は運送屋のアルバイトを

始めた。 

大学［126］被迫关门后没有课上了，我

开始去运输社打零工。 

今の私に必要なのは外界と［127］遮断

されたどこか静かなところで神経をや

对现在的我来说，需要的是在某个［128］

与世隔绝的静寂地方休养神经。 
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すめる乙となのです。 

僕は何百回もこの手紙を読みかえし

た。そして読みかえすたびにたまらな

く哀しい気持になった。それはちょう

ど直子にじっと目を［129］のぞきこま

れているときに感じるのと同じ種類の

哀しみだった。僕はそんなやるせない

気持をどこに持っていくことも、どこ

にしまいこむこともできなかった。 

这封信我读了几百遍。每次读都觉得不胜

悲哀。那正是同［130］被直子盯视眼睛

时所感到的同一性质的悲哀。这种莫可名

状的心绪，我既不能将其排遣于外，又不

能将其深藏于内。 

電話のかかってくるあてはなかった

が、他にやることもなかった。僕はい

つも TV の野球中継をつけて、それを見

ているふりをしていた。そして僕はい

つも TV の野球中継をつけて、それを見

ているふりをしていた。そして僕と TV

のあいだに横たわる茫漠とした空間を

ふたつに区切り、その［131］区切られ

た空間をまたふたつに区切った。そし

て何度も何度もそれをつづけ、最後に

は手のひらにのるくらいの小さな空間

を作りあげた。 

不可能有电话来，也没有要做的事，我常 

常打开电视的棒球转播节目，似看非看地

看着。我把横亘在我与电视之间空漠的空

间切为两半，又进而把［132］被自己切

开的空间一分为二。如此反复无穷，直至

最后切成巴掌大小。 

日が暮れると寮はしんとして、まるで

廃墟みたいなかんじになった。国旗が

ポールから［133］降ろされ、食堂の窓

に電気が灯った。 

日落天黑，宿舍院里十分寂静，竟同废墟

一般，国旗从旗杆［134］降下，食堂窗

口亮起灯光。 

僕は瓶のふたを開けて螢をとりだし、

三センチばかりつきだした給水塔の縁

の上に置いた。螢は自分の［135］置か

れた状況がうまくつかめないようだっ

我打开瓶盖，拈出萤火虫，放在大约向外

侧探出３厘米的给水塔边缘上。萤火虫仿

佛还没认清自己的［136］处境，一摇一

晃地绕着螺栓转了一周，停在疤痕一样凸
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た。螢はボルトのまわりをよろめきな

がら一周したり、かさぶたのようにめ

くれあがったペンキに足をかけたりし

ていた。 

起的漆皮上。 

螢が飛びたったのはずっとあとのこと

だった。螢は何かを思いついたように

ふと羽を拡げ、その次の瞬間には手す

りを越えて淡い闇の中に浮かんでい

た。それはまるで［137］失われた時間

をとり戻そうとするかのように、給水

塔のわきで素速く弧を描いた。 

过了很长很长时间，萤火虫才起身飞去。

它顿有所悟似的，蓦地张开双翅，旋即穿

过栏杆，淡淡的萤光在黑暗中滑行开来。 

它绕着水塔飞快地曳着光环，似乎要挽回

［138］失去的时光。 

夏休みのあいだに大学が機動隊の出動

を要請し、機動隊はバリケードを叩き

つぶし、中に籠っていた学生を全員逮

捕した。その当時はどこの大学でも同

じようなことをやっていたし、とくに

珍しい出来事ではなかった。大学は解

体なんてしなかった。大学には大量の

資本が［139］投下されているし、そん

なものが学生が暴れたくらいで「はい、

そうですか」とおとなしく［141］解体

されるわけがないのだ。 

暑假期间，校方请求机动队出动。机动队

捣毁壁垒，逮捕了里边所有的学生。当时，

这种事在哪一所大学都概莫能外，并非什

么独家奇闻。大学根本没有肢解。［140］

投入大量资本的大学不可能因为学生闹

事就［142］毁于一旦。 

 

彼らは大学という機構のイニシアチブ

がどうなるかなんてまったくどうでも

いいことだった。だからストが［143］

叩きつぶされたところで、とくに何の

感慨も持たなかった。 

况且把校园用壁垒封锁起来的一伙人也

并非真心想要解散大学，他们只是想改变

大学机构的主导权。对我来说，主导权改

变与否完全无关痛痒，因此，学潮［144］

被镇压以后也毫无感慨。 

僕は九月になって大学が殆んど廃墟と

化していることを期待して行って見た

我本来盼望校园９月份一举报废才好，不

料到校一看，居然完好无缺。图书馆的书
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のだが、大学はまったくの無傷だった。

図書館の本も［145］掠奪されることな

く、教授室も［147］破壊しつくされる

ことなく、学生課の建物も焼け落ちて

はいなかった。あいつら一体何してた

んだと僕は愕然として思った。 

没［146］被掠夺，教授室未遭破坏，学

生会的办公楼未［148］被烧毁。我不禁

为之愕然：那帮家伙到底干什么来着！ 

ストが［149］解除され機動隊の占領下

で講義が［151］再開されると、一番最

初に出席してきたのはストを指導した

立場にある連中だった。彼らは何事も

なかったように教室に出てきてノート

を取り、名前を［153］呼ばれると返事

をした。 

罢课［150］被制止后，在机动队的占领

下开始［152］复课。结果首先出席的竟

是曾经雄居罢课领导高位的几张嘴脸。他

们若无其事地走进教室，做笔记，［154］

叫到名字时也当即应声。 

僕はしばらくのあいだ講義には出ても

出席をとるときには返事をしないこと

にした。そんなことをしたって何の意

味のないことはよくわかっていたけれ

ど、そうでもしないことには気分が悪

くて仕方がなかったのだ。しかしその

おかけでクラスの中で僕の立場はもっ

と孤立したものになった。名前を［155］

呼ばれても僕が黙っていると、教室の

中に居心地の悪い空気が流れた。 

相当一段时间里，我决定即使去上课，点

名时也不回答。我也知道，这样做并无任

何意义可言，但如果不这样做，心情就糟

糕得不可收拾。然而这样一来，我在班里

便愈发孤立了。当［156］叫名我也不应

时，教室里便出现了尴尬的气氛。 

彼の机やラジオの上にはうっすらとほ

こりがつもっていた。棚の上にはプラ

スチックのコップと歯ブラシ、お茶の

缶、殺虫スプレー、そんなものがきち

んと［157］整頓されて並んでいた。 

他的书桌和收音机上已薄薄地积了一层

灰尘，搁物架上整齐地［158］摆放着塑

料杯和牙膏，以及茶筒、杀虫剂等等。 

しかし彼は戻ってこなかった。ある日 但他没有回来。一天我从学校回来时，他



333 

 

僕が学校から戻ってみると、彼の荷物

が全部なくなっていた。部屋のドアの

名札も［159］外されて、僕のものだけ

になっていた。僕は寮長室に行って彼

が一体どうなったのか訊いてみた。 

的行李不翼而飞。房门上的姓名卡片也

［160］被揭去，只剩下我自己的。我去

管理主任室，打听他到底怎么回事。 

「どうしてそんな濃いサングラスかけ

てるの？」と僕は訊いてみた。「急に毛

が短くなるとものすごく無防備な気が

するのよ。まるで裸で人ごみの中に

［161］放り出されちゃったみたいで

ね、全然落ち着かないの。だからサン

グラスかけるわけ」 

"为什么戴颜色这么深的太阳镜呢？"我

问。"头发一下变短，觉得什么保护层都

没有了似的。就像赤身裸体地［162］被

扔到人堆里，心里慌得不行，所以才戴这

太阳镜。" 

 

「『とくに好きなわけじゃない。なんだ

っていいんだよ』」と彼女はまたくりか

えした。「私、あなたのしゃべり方すご

く好きよ。きれいに壁土を塗ってるみ

たいで。これまでにそう［163］いわれ

たことある、他の人から？」ない、と

僕は答えた。 

"也不是特别喜欢，什么都无所谓。"她再

次鹦鹉学舌，"我嘛，打心眼里喜欢你这

说话的方式。就像漂亮地涂了一层墙粉--

可［164］听人这么说过，从其他人口里？

" 

「私ね、ミドリっていう名前なの。そ

れなのに全然緑色が似合わないの。変

でしょう。そんなのひどいと思わな

い？まるで［165］のろわれた人生じゃ

ない、これじゃ。ねえ、私の姉さん桃

子っていうのよ。おかしくない？」 

"我呀，名叫绿子。却跟绿色格格不入，

好笑不？你不觉得这样太可悲了？简直

是［166］可诅咒的人生！对了，我姐姐

叫桃子。岂不滑稽？" 

彼女のテーブルに料理が［167］運ばれ、

マドラス?チェックの上着を着た男が

「おーい、ミドリ、飯だぞお」と呼ん

だ。彼女はそちらに向かって<わかった

那边餐桌上已［168］有饭菜端来，一个

穿双色方格衬衫的小伙子叫道："喂--绿

子，吃饭啦！"她朝那边扬一下手，意思

是说"知道了"。 
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>というよに手をあげた。 

「ねえ、ワタナベ君、あなた講義のノ

ートをとってる？演劇史Ⅱの？」 

「とってるよ」と僕は言った。 

「悪いだけど貸してもらえないかし

ら？私二回休んじゃってるのよ。あの

クラスに私、知っている人しないし」 

「もちろん、いいよ」僕は鞄からノー

トを出して何か余計なものが［169］書

かれていないことを確かめてから緑に

渡した。 

"嗯，渡边君，你做笔记了么？戏剧史 II 

的？""做了。"我说。 

"对不起，可以借我一看？我两次没去。

那班上我又没有认识的人。" 

"当然可以。"我从包里掏出笔记本，确认

上边没有乱［170］写之后，递给绿子。 

向こうの方から「おーい、ミドリ、早

く来ないと冷めちゃうぞ」という声が

聞こえた。 

「ねえ、昔からそういうしゃべり方し

てたの？」と緑はその声を無視して言

った。 

「そうだと思うよ。あまり意識したこ

とがないけど」と僕は答えた。しゃべ

り方が変わっているなんて［171］言わ

れたのは本当にそれが初めてだったの

だ。 

那边又传来招呼声："喂--绿子，再不吃

可凉透啦！" 

"我说，你以前就是这么说话的？"绿子充

耳不闻地说。 

"我想是这样的，可并不是什么有意的。"

我回答。说话方式［172］被人说是与众

不同，这还真是第一遭。 

「よして下さいよ」と僕は言った。「好

き嫌いもありません。だってそうでし

ょう、僕は東大に入れるわけでもない

し、好きなときに好きな女と寝られる

わけでもないし、弁が立つわけでもな

い。他人から一目［173］おかれている

わけでもなきゃ、恋人がいるでもない。

"算了吧，"我说，"谈不上喜欢不喜欢。

事情不明摆着：我一不能进东大，二不能

在中意的时候和中意的女人睡觉。再说嘴

巴又不能说会道，既不能［174］被人高

看一眼，又没有恋人。就算从二流私立大

学的文学院毕业出来，前景也未必乐观。

我又能说什么呢。” 



335 

 

二流の私立大学を出たって将来の展望

があるわけでもない。僕に何が言える

んですか？」 

「ねえ、私たち反革命なのかしら？」

と教室を出てから緑が僕に言った。「革

命が成就したら、私たち電柱に並んで

［175］吊るされるのかしら？」 

「［177］吊るされる前にできたら昼飯

を食べておきたいな」と僕は言った。 

"噢，我们怕是反革命吧？"走出教室后绿

子对我说，"一旦革命成功，我们难保不

会［176］被吊到电线杆上去，嗯？" 

"［178］吊之前可得好好吃一顿午饭，可

能的话。"我说。 

なるほど、という風に彼女は二、三度

肯き、まだブレスレットをいじった。

「そうね、そういうの思いつかなかっ

たわ。あなたの電話番号もそうすれば

調べられたのにね。でも、その病院の

ことだけど、また今度話すわね。今あ

まり話したくないの。ごめんなさい」 

「かまわないよ。なんだか余計なこと

聞いちゃったみたいだ」 

「ううん、そんなことないのよ。私が

今すこし疲れてるだけ。雨に［179］打

たれた猿のように疲れているの」 

她点了两三下头，仿佛是说"原来如此"。

接着又开始摆弄手镯。"是啊，我却没能

想到，本来你的电话也可以那样查到的。

至于医院的事，下次再说吧。现在不大想

说，别见怪。" 

"没什么。我倒像是问得太多了。" 

"不不，你这说哪去了。只是现在我有点

累，就像［180］淋过一场大雨的猴子似

的。" 

「うん、私も教室の窓からあの煙を見

るたびにそう思ったわよ。凄いなあっ

て。うちの学校は中学?高校あわせると

千人近く女の子がいるでしょう。まあ

まだ始まってない子もいるから九百人

として、そのうちの五分の一が生理中

として、だいたい百八十人よね。で、

一日に百八十人ぶんの生理ナプキンが

"嗯。当时我每次从教室看那烟，也都那

么想来着：啊，真不得了！我们学校，初

中高中合起来差不多有一千女孩子吧！有

的还没开始，就算九百人。假定其中五分

之一来月经，大致就是一百八十人，就是

说，每天要往垃圾筒里［182］扔一百八

十人用的卫生巾，是吧？" 
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汚物入れに［181］捨てられるわけよね」 

「本当は私あの学校に行きたくなかっ

たの」と緑は言って小さく首を振った。

「私はごく普通の公立の学校に入りた

かったの。ごく普通の人が行くごく普

通の学校に。そして楽しくのんびりと

青春を過ごしたかったの。でも親の見

栄えであそこに［183］入れられちゃっ

たのよ。ほら小学校の時成績が良いと

そういうことあるでしょう？先生がこ

の子の成績ならあそこ入れますよ、っ

てね。で、［185］入れられちゃったわ

け。六年通ったけどどうしても好きに

なれなかったわ。一日も早くここを出

て行きたい、一日も早くここを出て行

きたいって、そればかり考えて学校に

通ってたの。ねえ、私って無遅刻?無欠

席で表彰まで［187］されたのよ。そん

なに学校が嫌いだったのに。どうして

だかわかる？」 

"我打心眼里不乐意去那所学校。"绿子说

着，轻轻摇了摇头，"我本想进普通公立

学校来着。普普通通老百姓就该去普普通

通的学校嘛，而且我想快快乐乐自由自在

地度过自己的青春。可父母出于虚荣心，

偏偏［184］把我塞去那里。你知道，小

学如果成绩好，常遇到这种事：老师说了

一通凭这孩子的成绩进那里没问题之类

的话，结果就［186］被硬塞进去。。我念

了六年，却怎么都上不来好感。心里盼望

的光是快些毕业快些毕业。对了，别看我

这样，还因为不迟 

到不旷课［188］受表扬了呢！其实我却

是那么讨厌学校。这里面的原因你能知

道？" 

「だってあの学校に恩なんか［189］着

せられちゃたまらないもの。そんなの

冗談じゃないわよ」 

"我就是横竖都不愿［190］领那所高中的

情分！这还真不是开玩笑。" 

「あの学校ね」と緑が小指で目のわき

を掻きながら行った。「エリートの女の

子の集まる学校なのよ。育ちも良きゃ

成績も良いって女の子が千人近く

［191］あつめられてるの。ま、金持ち

の娘ばかりね。…… 

"那所学校么，"绿子一边用小手指揉眼角

一边说，"里面全都是所谓才女，家教好

学习好--这样的女孩儿［192］搜罗了差

不多一千个。哦，清一色是有钱人家的小

姐，否则也吃不消。 



337 

 

「何か寄附があるたびに親にぶつぶつ

文句を［193］言われて、クラスの友だ

ちとどこかに遊びにいっても食事どき

になると高い店に入ってお金が足りな

くなるじゃないかってびくびくして

ね。そんな人生って暗いわよ。あなた

のお家はお金持ちなの？」 

"每逢要捐什么款的时候，都要［194］给

父亲罗嗦个没完没了；和同学外出游玩，

一到吃饭时间就心惊胆战，生怕走进价钱

贵的饭店弄得掏不出钱。这样的人生简直

漆黑一团。你家有钱？" 

「美人の女の子が『私今日はひどい顔

してるから外に出たくないなあ』って

いうのと同じね。ブスの子はそんなこ

と言ってごらんなさいよ、［195］笑わ

れるだけよ。そういうのが私にとって

の世界だったのよ。去年までの六年間」 

长得漂亮的女孩儿可以说'我今天脸难看

得很，不想外出'，可要是换个丑八怪女

孩同样说一句试试，不［196］被人笑掉

大牙才怪哩！二者同一道理。这就是我所

处的世 

界，６年时间，直到去年。" 

大塚駅の近くで僕は都電を降り、あま

り見映えのしない大通りを彼女が地図

に描いてくれたとおりに歩いた。道筋

に並んでいる商店はどれもこれもあま

り繁盛しているように見えなかった。

どの店も建物は旧く、中は暗そうだっ

た。看板の字が消えかけているものも

あった。建物の旧さやスタイルからみ

て、このあたりが戦争で爆撃を受けな

かったらしいことがわかった。だから

こうした家並みがそのままに［197］残

されているのだ。もちろん［199］建て

なおされたものもあったし、どの家も

［201］増築されたり部分的に［203］

補修されたりはしていたが、そういう

のはまったくの古い家より余計汚なら

临近大冢站时，我在大冢站下了电车，按

地图中所示，沿一条不甚起眼的大街一路

走去。两侧排列的商店，哪一家都不像是

红红火火的兴旺景象。全部是旧建筑，里

边黑洞洞的。有的连招牌上的字都消失殆

尽。从建筑物的古旧程度和样式来看，不 

难判断这一带未曾在战争中遭受空袭，所

以这些民房才［198］得以原样保留下来。

当然也有的［200］重建过，也有的或［202］

增建或部分［204］修修补补，但这些房

子大多反而倒显得比旧貌依然的房子还

要脏乱。 
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しく見えることの方が多かった。 

「ねえ、こっち」とどこかで緑の声が

した。階段を上ったところの右手に食

堂のような部屋があり、その奥に台所

があった。家そのものは旧かったが、

台所はつい最近［205］改築されたらし

く、流し台も蛇口も収納棚もぴかぴか

に新しかった。そしてそこで緑が食事

の支度をしていた。鍋で何かを煮るぐ

つぐつという音がして、魚を焼く匂い

がした。 

"喂，这边！"绿子的声音不知从哪里响起。

楼梯口右侧有个餐厅样的房间，再往里是

厨房。房子本身虽旧，但厨房却像最近

［206］改装过，烹调台、水龙头、餐具

橱全都光闪闪地焕然一新。绿子就在那里

准备饭菜。锅里煮着什么，"咕嘟咕嘟"直

响。还洋溢着烤鱼的香味。 

緑は細いブルージーンズの上にネイ

ビ?ブルーの T シャツを着ていた。T シ

ャツの背中にはアップル?レコードの

りんごのマークが大きく［207］印刷さ

れていた。 

她下着紧身蓝色牛仔裤，上穿蓝色海军

衫。海军衫的背部还［208］印着一个大

大的苹果商标。 

うしろから見ると彼女の腰はびっくり

するくらいほっそりとしていた。まる

で腰をがっしりと固めるための成長の

一過程が何かの事情で［209］とばされ

てしまったじゃないかと思えるくらい

の華奢な腰だった。 

从后面看，她的腰格外的苗条、格外的窈

窕，简直像在使腰肢壮实起来的发育过程

中，不知什么原因［2010］跳过了一个阶

段：就是这样美不胜收的腰。 

「そりゃ大変だったわよ」と緑はため

息をつきながら言った。「なにしろ料理

なんてものにまるで理解も関心もない

一家でしょう。きちんとした包丁とか

鍋とか買いたいって言ってもお金なん

て出してくれないのよ。今ので十分だ

っていうの。冗談じゃないわよ。あん

"吃了好多辛苦哩！"绿子叹息着说，"我

们这家人，对烹调之类是既不知又不想

知，所以不管你怎么苦苦央求，他们硬是

不肯掏钱替你买些像样的菜刀啦锅啦。说

什么现有的足已够用。开哪家的玩笑！那

薄薄一片的小破刀，哪里能切得好鱼！可

你这么一说你猜怎么着，马上又［212］
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なぺらぺらの包丁で魚なんておろせる

もんですか。でもそう言うとね、魚な

んておろさなくていいって［211］言わ

れるの。だから仕方ないわよ。…… 

说什么鱼那玩艺儿不切也无所谓。简直不

可救药。 

緑はテーブルの上に置いた両手をぴた

りと合わせてしばらく考えていた。「ど

うしてもよ。ワタナベ君は煙草吸わな

いの？」 

「六月にやめたんだ」 

「どうしてやめたの？」 

「面倒臭かったからだよ。夜中に煙草

が切れるときの辛さとか、そういうの

がさ。だからやめたんだ。何かにそん

な風に［213］縛られるのってす好きじ

ゃないんだよ」 

绿子把搁在桌面的两只手"啪"地一合，沉

吟片刻，说："也不怎么。你不吸烟？" 

"６月份戒了。" 

"干嘛要戒？" 

"太麻烦了。譬如说半夜断烟时那个难受

滋味吧，等等。所以戒了。我不情愿［214］

被某种东西束缚住。" 

「まあそうかもしれないな」と僕は言

った。「たぶんそのせいで人にあまり

［215］好かれないだろうね。昔からそ

うだな」 

「それはね、あなたが人に［217］好か

れなくったってかまわないと思ってい

るように見えるからよ。だからある種

の人は頭にくるんじゃないかしら」と

彼女頬杖をつきながらもそもそした声

で言った。「でも私あなたと話してるの

好きよ。しゃべり方だってすごく変っ

てるし。『何かにそんな風に［219］縛

られるのって好きじゃないんだよ』」 

"也许。"我说，"说不定因为这一点我才

不怎么［216］讨人喜爱，以前就这样。" 

"那是由于：在别人眼里，你是个不［218］

被人喜爱也觉得无所谓的角色。或许有些

人对你这点感到棘手也未可知。"她手捧

两腮，自言自语似的小声说，"不过我喜

欢同你说话，你说话方式真是别具一格：

'我不情愿［220］被某种东西束缚住。'" 

「でも人と人が愛しあうって素敵なこ "不过，你不觉得人与人相爱是件好事？
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とだと思わない？娘に向かってお前ら

がかわりに死にゃ良かっただなんて言

えるくらい奥さんを愛せるなんて？」 

「まあそう［221］言われてみればそう

かもしれない」 

爱夫人爱得甚至当女儿面说什么不如叫

你们替死是件好事？”"［222］或许。" 

「あまり［223］愛されなかったと思う

の？」 

彼女は首を曲げて僕の顔を見た。そし

てこくんと肯いた。「『十分じゃない』

と『全然足りない』の中間くらいね。

いつも飢えてたの、私。一度でいいか

ら愛情をたっぷりと受けてみたかった

の。もういい、おなかいっぱい、ごち

そうさまっていうくらい。一度でいい

のよ、たった一度で。でもあの人たち

はただの一度も私にそういうの与えて

くれなかったわ。甘えると［225］つき

とばされて、金がかかるって文句ばか

り言われて、ずうっとそうだったの

よ。」 

"你觉得，没怎么［224］被爱过？" 

她歪起脖子看我的脸，随即深深点了下

头。"介于'不充分'和'完全不够'之间吧。

我总是感到饥渴，真想拼着劲儿地得到一

次爱，哪怕仅仅一次也好--直到让我说可

以了，肚子饱饱的了，多谢您的款待。一

次就行，只消一次。然而他们竟一次都没

满足过我。刚一［226］撒娇，就给抡到

一边去，动不动就说我花钱手脚大，从来

都这样。" 

「そうじゃなくてあなたがどう反応す

るかを見てみたかったのよ」と緑は言

った。「でも死ぬこと自体はちっとも怖

くないわよ。それは本当。こんなの煙

に［227］まかれて気を失ってそのまま

死んじゃうだけだもの、あっという間

よ。 

"其实也不是，而是想看看你有什么反应。

"绿子说，"但死本身却丝毫也不可怕，确

确实实。不过［228］被裹在烟里呛昏，

直接昏死罢了。 

我々の口づけはそういうタイプの口づ

けだった。しかしもちろんあらゆる口

于是我们接了吻，就是这种类型的吻。当

然，正像所有接吻那样，我们的接吻也不 
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づけがそうであるように、ある種の危

険がまったく［229］含まれていないと

言うわけではなかった。 

是说不［230］包含某种危险。 

「一日中家の中にいて電話を待ってな

きゃいけないなんて本当に嫌よね。一

人きりでいるとね、身体が少しずつ腐

っていくような気がするのよ。だんだ

ん腐って溶けて最後には緑色のとろっ

とした液体だけになってね、地底に

［231］吸い込まれていくの。そしてあ

とには服だけが残るの。そんな気がす

るわね、一日じっと待ってると」 

"整整一大天都憋在家里等电话，真是烦

透了。孤零零一个人，觉得身体就像一点

点腐烂似的。渐渐腐烂、融化，最后变成

一洼黏糊糊的绿色液体，再［232］被吸

进地底下去，剩下来的只是衣服--就是这

种感觉，在干等一天的时间里。" 

僕にとってキズキという男の存在はい

ったいなんだっただろうと考えてみ

た。でもその答えを見つけることはで

きなかった。僕にわかるのはキズキの

死によって僕のアドレセンスとでも呼

ぶべき機能の一部が完全に永遠に

［233］損なわれてしまったらしいとい

うことだけだった。僕はそれははっき

りと感じ理解することができた。しか

しそれが何を意味し、どのような結果

をもたらすことになるのかということ

は全く理解の外にあった。 

对于我，木月其人的存在到底意味着什么

呢？但百思不得其解。我所明白的只是：

由于木月的死，我的不妨称之为青春期的

一部分机能便永远彻底地［234］丧失了。

对此我可以清楚地感到和理解。至于它意

味着什么，将招致何种结果，我却如坠五

里云雾。 

申しわけないが一緒につきあってくれ

ないかと彼女は言った。女の子二人で

そんなことできないから、と。僕はこ

の当時の新宿の町でいろいろと奇妙な

体験をしたけれど、朝の五時ニ十分に

"实在冒昧得很，您能不能陪一下？"她

说，"两个女孩不好那样做。"尽管当时我

在新宿街头经历了五花八门的奇妙事情，

但一大早５点２０分［236］被素不相识

的女孩拉去喝酒，倒是有生第一遭。 
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知らない女の子に酒を飲もうと［235］

誘われたのはこれがはじめてだった。 

 

「手紙をありがとう」と直子は書いて

いた。手紙は直子の実家から「ここ」

にすぐ［237］転送されてきた。手紙を

もらったことは迷惑なんかではない

し、正直言ってとても嬉しかった。実

は自分の方からあなたにそろそろ手紙

を書かなくてはと思っていたところな

のだ、とその手紙にはあった。 

“谢谢你的来信。”直子写道。信是从直

子父母家直接［238］转到“这里”来的。

直子继续写道：“你的来信根本不是什么

打扰。老实说，我感到非常高兴。其实自

己也正想给你去信。” 

だからこと私はあなたに［239］憎まれ

たくないのです。あなたに［241］憎ま

れたりすると私は本当にバラバラにな

ってしまします。 

也正因如此，我才不愿［240］被你怨恨。

如若［242］被你怨恨，我势必真正归于

土崩瓦解。 

こういう物の見方ってあるいは分析的

にすぎるのかもしれませんね。そう思

いませんか？ここの治療は決して分析

的にすぎるという物ではありません。

でも私のような立場に［243］置かれて

何ヶ月も治療を受けていると、いやで

も多かれ少なかれ分析的になってしま

うものなのです。 

“这种对事物的看法，也许有太多的分析

意味，你不这样认为？当然我不是说这里

的治疗是分析式的，但处于我的［244］

境遇，接受几个月治疗之后，喜欢也罢讨

厌也罢，难免多多少少受到分析的熏染

—— 

きれいな空気、外界から［245］遮断さ

れた静かな世界、規則正しい生活、毎

日の運動、そういうものがやはり私に

は必要だったようでう。 

新鲜的空气、［246］同外面隔绝的寂静世

界、秩序井然的生活、每天的运动，这些

对我似乎还是很有必要的。 

そういう人たちと話していると、私は

自分がいろんなことについていかに無

知であったかということを［247］思い

和他们交谈起来，我［248］得以知道自

己在许多方面竟是那样无知，而意识到这

点又是那 
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知らされますし、そんな風に感じるの

はなかなか気持ちの良いものです。 

样令人惬意。” 

私はテニスとバスケット?ボールをや

っています。バスケット?ボールのチー

ムは患者（というのは嫌な言葉ですが

仕方ありませんね）とスタッフが入り

まじって［249］構成されています。 

“我在打网球和篮球。篮球队是［250］

由患者（我并不愿这样称呼，但没有办法）

和工作人员混合组成的。 

” 

ある日私の担当医にそのことを言う

と、君の感じていることはある意味で

正しいのだと［251］言われました。 

一天，我把这话讲给主治医生，他［252］

说在某种意义上我的说法是正确的。 

ここにいる限り私たちは他人を苦しめ

なくてすむし、他人から［253］苦しめ

られなくてすみます。 

我们在此静静地生活，避免相互［254］

伤害。” 

担当医は私がそろそろ外部の人と接触

を持ち始める時期だと言います。『外部

の人』というのはつまり正常な世界の

正常な人ということですが、それ［255］

いわれても、私にはあなたの顔しか思

い浮ばないのです。 

主治医生说我现阶段已经可以慢慢同外

界人开始接触。［256］所谓‘外界人’，

是指正常世界中的正常人。然而我脑海中

浮 

现出来的惟有你而已。 

 

谷川に沿ってその杉林の中をずいぶん

長い時間進み、世界中が永遠に杉林で

［257］埋め尽くされてしまったんじゃ

ないかという気分になり始めたあたり

でやっと林が終わり、我々はまわりを

山に［259］囲まれた盆地のようなとこ

ろに出た。 

车沿着溪流在杉树林中行驶了很久很久， 

正当我恍惚觉得整个世界都［258］将永

远埋葬在杉树林的时候，树林终于消失，

我们来到［260］四面环山的盆地样的地

方。 

雑木林の中の道にはくっきりと車のタ

イヤのあとがついていた。まわりの林

の中で時折ばたばたという鳥の羽ばた

杂木林中的路面历历印着车轮碾过的痕

迹。四下林中不时传来小鸟“扑棱扑棱”

展翅的声响。那声响听起来格外清晰，仿
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きのような音が聞こえた。部分的に

［261］拡大されたように妙に鮮明な音

だった。 

佛［262］被部分放大了似的 

［263］言われたとおりにロータリーの

左から二本目の道を進んでいくと、つ

きあたりにはいかにも一昔前の別荘と

わかる趣きのある古い建物があった。

庭には形の良い石やら、灯籠なんかが

［265］配され、植木はよく［267］手

入れされていた。この場所はもともと

誰かの別荘地であるらしかった。そこ

を右に折れて林を抜ける目の前に鉄筋

の三階建ての建物が見えた。三階建て

とは言っても地面から［269］掘りおこ

されたようにくぼんでいるところに建

っているので、とくに威圧的な感じは

受けない。 

我［264］按他说的，拐进转盘式交叉路

口的左数第二条路，尽头处果然有一座俨

然往昔老式别墅的格调优雅的古式建筑。

院子［266］点缀着形状别致的石块和石

雕灯笼等物，草木也都［268］修剪得整

整齐齐。看来这地方以前可能是某人的别

墅园地。由此右拐穿过树林，眼前出现一

座三层高的钢筋混凝土楼房。虽说是三

层，但由于建在仿佛地面［270］被掘开

的凹陷处，并没特别给人以威严之感。 

玄関は二階にあった。階段を何段か上

り大きなガラス戸を開けて中に入る

と、受付に赤いワンピースを着た若い

女性が座っていた。僕は自分の名前を

告げ、石田先生に会うように［271］言

われたのだと言った。 

大厅在二楼。我上了几级楼梯，打开一扇

大大的玻璃门闪身进去，见服务台里坐着

一个穿连衣裙的年轻女郎。我告以自己的

姓名，说门卫［272］叫我见石田老师。 

観葉植物の鉢がいくつかあり、壁には

趣味の良い抽象画がかかり、床はぴか

ぴかに［273］磨きあげられていた。 

有几盆赏叶植物，墙上挂着情趣健康的抽

象画，地板［274］擦得油光发亮。 

とても不思議な感じのする女性だっ

た。顔にはずいぶんたくさんしわがあ

って、それがまず目につくのだけれど、

真是个不可思议的女性。她脸上有很多皱

纹，这是最引人注目的。然而却没有因此

而显得苍老，反倒有一种超越年龄的青春



345 

 

しかしそのせいで老けて見えるという

わけではなく、かえって逆に年齢を超

越した若々しさのようなものがしわに

よって［275］強調されていた。 

气息通过皱纹［276］被强调出来。 

年齢は三十代後半で、感じの良いとい

うだけではなく、何かしら心［277］魅

かれるところのある女性だった。僕は

一目で彼女に好感を持った。 

她年纪在３５岁往上，不仅给人的印象良

好，还似乎有一种摄人心魄的魅力她年纪

在３５岁往上，不仅给人的印象良好，还

似乎有一种［278］摄人心魄的魅力。我

一眼就对她产生了好感。 

髪はひどく雑然と［279］カットされて、

ところどころで立ち上がって飛び出

し、前髪も不揃いに額に落ちかかって

いたが、その髪型は彼女にとてもよく

似合っていた。 

她头发［280］剪得相当草率，长短不一，

到处都有几根头发卓尔不群地横冲直闯。

前面的头发也参差不齐地搭在额头，但这

发型对她却是恰到好处。 

「じゃあいらっしゃいよ。食堂で一緒

にごはん食べながら話しましょう。食

事の時間は終っちゃったけど、今行け

ばまだ何か食べられると思うわ」 

彼女は僕の先に立ってすたすた廊下を

歩き、階段を下りて一階にある食堂ま

で行った。食堂は二百人ぶんくらいの

席があったが今［281］使われているの

は半分だけで、あとの半分はついたて

で［283］仕切られていた。 

“那跟我来。在食堂里边吃边说好了。开

饭时间倒是过去了，不过现在就去或许还

有吃的。”她领头，大步流星地穿过走廊，

走下楼梯，来到一楼食堂。食堂座位足可

容纳二百多人，但现在［282］使用的只

有一半，剩下的半边［284］被屏风隔开。 

「あなたは直子の担当のお医者さんで

すか？」と僕は彼女に訊いてみた。 

「私は医者？」と彼女はびっくりした

ように顔をぎゅっとしかめて言った。

「なんで私が医者なのよ？」 

“你是直子的主治医生么？”我试着问

她。 

“我是医生？”她显得很惊愕，猛地收紧

眉头说，“我怎么会是医生呢？” 

“可是人家［286］告诉我找石田老师呀！” 
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「だって石田先生に会えって［285］言

われてきたから」 

「馬鹿高くはあいけど、安くはないわ

ね。だってすごい設備でしょう？場所

も広いし、患者の数は少なくスタッフ

は多いし、私の場合はもうずっと長く

いるし、半分スタッフみたいなものだ

から入院費は実質的には［287］免除さ

れてるから、まあそれはいいんだけど。

ねえ、コーヒー飲まない？」 

“倒不是高得离谱，可也不便宜。瞧，多

气派的设施啊，地方大，患者少，职员多。

就我来说，长久以来就待在这里，加之差

不多顶半个工作人员用，住院费才实质上

等于［288］免除，倒还算是不错。嗳，

不喝咖啡？”我说想喝。 

たとえば私はあるお医者にピアノを教

えてるし、一人の患者は看護婦にフラ

ンス語を教えるし、まあそういうこと

よね。私たちのような病気にかかって

いる人には専門的な才能に［289］恵ま

れた人がけっこう多いのよ。だからこ

こでは私たちはみんな平等なの。私は

あなたを助けるし、あなたも私を助け

るの」 

例如我就教一个医生弹钢琴，有个患者教

护士学法语，就是这样。得我们这种病的

人，有不少人［290］学有专长。所以在

这里我们都一律平等，不论患者还是工作

人员，你也在内。你在这儿的时间里就是

我们当中的一员，我帮助你，你也帮助

我。” 

レイコさんはまたスプーンでコーヒー

をかきまわし、ひとくち飲んだ。「それ

からこれは規則で決ってることだから

最初に言っておいた方が良いと思うん

だけれど、あなたと直子が二人っきり

になることは［291］禁じられているの。 

玲子又拿小勺搅拌咖啡，啜了一口，“此

外，这里有条规定，我想还是一开始就挑

明为好，就是［292］禁止你同直子两人

单独在一起。 

「私と直子の部屋よ、もちろん」とレ

イコさんは言った。「部屋も［293］分

かれているし、ソファー?ベッドがひと

つあるからちゃんと寝られるわよ、心

“我和直子的房间呀，这还用说。”玲子

说，“房间是［294］分开的。而且有个沙

发床，保管你睡得香甜，放心就是。” 
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配しなくても」 

「町に出ることはできないんです

か？」と僕は質問した。 

「それは駄目よ。もちろんたとえば歯

医者に行かなきゃならないとか、そう

いう特殊なことがあればそれは別だけ

れど、原則的にはそれは［295］許可さ

れていないの。 

“不能进城吗？”我问。 

“那是不行的。当然特殊情况除外，例如

去看牙医等等，但原则上是不［296］允

许的。 

斜面には奇妙な雰囲気のある木造の二

階建て住宅が不規則に並んでいた。ど

こかどう奇妙なのかと［297］言われて

もうまく説明できないのだが、最初に

まず感じるのはこれらの建物はどこと

なく奇妙だということだった。 

穿过树林，走上一面徐缓的斜坡。斜坡上

不规则地排列着带有奇妙气氛的两层木

房。［298］若问奇妙在哪里，自是解释不

好，总之第一个感觉就是这些建筑总有些

奇妙。 

建物はどれもまったく同じかたちをし

ていて、同じ色に［299］塗られていた。

かたちはほぼ立方体に近く、左右が対

称で入口が広く、窓がたくさんついて

いた。その建物のあいだをまるで自動

車教習所のコースみたいにくねくねと

曲った道が通っていた。どの建物の前

にも草花が［301］植えられ、よく［303］

手入れされていた。人影はなく、どの

窓もカーテンが引かれていた。 

每一座建筑物都呈同样的外形，都［300］

涂同样的颜色。造型大致接近正方体，左

右对称，门口很宽，窗口有好多个。建筑

物相互之间的道路弯弯曲曲，活像汽车培

训学校的教练路线。所有建筑物的前面都

［302］种植花草，［304］修剪得井然有

序。寥无人影，窗口都挡着窗帘。 

「ここは C 地区と［305］呼ばれている

ところで、ここには女の人たちが住ん

でいるの。つまり私たちよね。こうい

う建物が十棟あって、一棟が四つに

［307］区切られて、一区切りに二人住

“这里［306］称为Ｃ区，住的全是女性，

也就是我们。这样的建筑物有十栋，每栋

［308］分四个单元，每单元住两个人。

所以全部可住八十人。现在倒是只住有三

十二人。” 
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むようになってるの。だから全部で八

十人は住めるわけよね。今のところ三

十二人しか住んでないけど」 

秋の風が耳もとで鋭くうなり、キズキ

のジャンパーを両手でしっかりと掴ん

だまま空を見上げると、まるで自分の

体が宇宙に［309］吹き飛ばされそうな

気がしたものだった。 

秋风在耳边呼啸而过，我双手死死搂 

住木月的夹克，抬头望天，恍惚觉得自己

整个身体都要［310］被卷上天空似的。 

その窓の内側には切り紙細工がいくつ

か糸で吊るしてあった。鳥や雲や牛や

猫のシルエットが細かく丁寧に［311］

切れ抜かれ、［313］くみあわされてい

た。 

那个窗口的里面用细绳吊挂着几个剪纸

艺术品。有鸟、云、牛、猫的剪影，［312］

剪得相当精巧，［314］组合在一起。 

誰もが同じような音量で静かに話をし

ていた。彼らはいくつかのグループに

［315］わかれて食事をしていた。ひと

つのグループは三人から多くて五人だ

った。 

每一个人都用大体相同的音量悄然而谈。

他们［316］分成几个小组吃饭，每组三

到五个人。 

僕はそんなざわめきにそれまでけっこ

ううんざり［317］させられてきたもの

だが、それでもこの奇妙な静けさの中

で魚を食べていると、どうも気持ちが

落ちつかなかった。その食堂の雰囲気

は特殊な機械工具の見本市会場に似て

いた。［319］限定された分野に強い興

味を持った人々が［321］限定された場

所に集って、互い同士でしかわからな

い情報を交換しているのだ。 

这以前我被那嘈杂声着实［318］折磨得

忍无可忍，可是一旦在这奇妙的静寂中吃

起鱼来，心里却又总像是缺少踏实感。这

食堂的气氛，类似特殊机械工具的展览会

场：对某一［320］特定领域怀有强烈兴

趣的人集中在［322］特定的场所，交换

惟独同行间才懂得的信息。 

たった半年前のことなのに、それはも 事情不过发生在半年前，我却觉得似乎过
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うずいぶん昔の出来事であるように思

えた。たぶんそのことについて何度も

何度も考えたせいだろう。あまりに何

度も考えたせいで、時間の感覚が［323］

引き伸ばされて狂ってしまったのだ。 

去了很久很久。或许因为我对此不知反复

考虑了多少次的缘故。由于考虑的次数太

多了，对时间的感觉便［324］被拉长，

而变得异乎寻常。 

レイコさんがその火で煙草に火をつけ

た。あたりはあいかわらずひっそりと

していて、そんな中で三人でロウソク

を囲んでいると、まるで我々三人だけ

が世界のはしっこに［325］とり残され

たみたいに見えた。 

玲子对烛火点燃支烟。四周依旧一片寂

然，在这寂然中我们三人围蜡烛一坐，恍

若世界的角落里［326］只剩下了我们三

个人。 

「リクエスト?タイム」とレイコさんは

片目を細めて僕に言った。「直子が来て

から私は来る日も来る日もビートルス

のものばかり［327］弾かされてるのよ。

まるで哀れた音楽奴隷のように」 

“现在是听众点播节目时间。”玲子眯缝

起一只眼睛对我说，“直子来到后，我就

日复一日地没完没了地［328］弹甲壳虫，

活活成了可怜的音乐奴隶。” 

あの人をここに連れてきてみなよ、二

日で出ていっちゃうね。これも知って

る、あれももう知ってる、うんもう全

部わかったってさ。そういう人なんだ

よ。そういう人は世間では［329］尊敬

されるのさ」 

 

把他领来这里试试，保准两天就出去。说

什么这个也懂，那个也晓得，没一个不明

白的。他就是这样的人，而这样的人才会

在社会上［330］受到尊敬。 

僕は彼女を愛することがどうしてもで

きなかったのだといった。それから永

沢さんに［331］誘われて知らない女の

子たちと次々寝ることになった事情も

話した。 

我说对那个女孩无论如何也爱不起来。接

着又讲了［332］被永泽拉去左一个右一

个同女孩乱来的缘由。 

「私、あの二十歳の誕生日の夕方、あ “我 20 岁生日那天晚上，一见到你就湿
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なたに会った最初からずっと濡れてた

の。そしてずっとあなたに［333］抱か

れたいと思ってたの。［335］抱かれて、

裸に［337］されて、体を［339］触ら

れて、入れてほしいと持ってたの。」 

来着，一直想［334］让你抱来着，想［336］

让你抱，［338］给你脱光，［340］被你抚

摸，让你进去。 

僕は奇妙な非現実的な月の光に［341］

照らされた道を辿って雑木林の中に入

り、あてもなく歩を運んだ。そんな月

の光の下ではいろんな物音が不思議な

響き方をした。 

我踏着梦幻般奇异的月光［342］下的小

路，进人杂木林，信步走来走去。月光之

下，各种声音发出不可思议的回响。 

僕とレイコさんは街燈に［343］照らさ

れた道をゆっくりと歩いて、テニス?

コートとバスケットボール?コートの

あるところまで来て、そこのベンチに

腰を下ろした。 

我和玲子沿着街灯［344］下的路面缓缓

移动脚步，走到网球场和篮球场那里时，

在长凳上坐下。 

だからさっきレイコさんが言ったよう

に、僕と直子はお互いを救いあわなく

ちゃいけないし、そうするしかお互い

が［345］救われる道はないと思います」 

所以，正像你刚才说的那样，我同直子必

须互相拯救，除此之外别无［346］共渡

难关的途径。” 

「でもね、この先女の人にあなたのし

わが魅力的だなんて言っちゃ駄目よ。

私はそう［347］言われると嬉しいけど

ね」 

「気をつけます」と僕は言った。 

“不过，往后你可不要对女人夸她的皱纹

有魅力。虽然我给［348］你这么一说倒

是高兴的„„” 

“一定注意。”我说。 

「私若いころね、プロのピアニストに

なるつもりだったのよ。才能だってま

ずまずあったし、まわりもそれを認め

てくれたしね。けっこう［349］ちやほ

やされて育ったのよ。 

我年轻时，打算成为一名职业钢琴家来

着。才能也还过得去，周围人也都那样认

为，［350］听的夸奖话可多得很哩 



351 

 

コンクール前のストレスでそうなった

じゃないかっていうことくらいしか

ね。だからとにかく当分ピアノを離れ

て暮らしなさいって［351］言われたの」 

然而在那里也还是查不出确切起因，只说

大概是音乐会前的疲劳造成的，［352］建

议我无论如何要离开钢琴一段时间。” 

人生ってなんて素晴らしいんだろうっ

て思ったわ。まるで荒れた冷たい海か

ら［353］引き上げられて毛布にくるま

れて温かいベッドに横たえられている

ようなそんな気分ね。 

我是那么高兴，心想人生是多么美好啊！

那感觉，就像［354］被人从狂暴而冰冷

的海水中打捞出来、用毛巾被裹着放到温

暖的床上一样。 

つまりあまりにも相手が若くて美しい

んで、それに［355］圧倒されちゃって、

自分がはるかに劣った不細工な人間み

たいに思えてきて、そして彼女に対し

て否定的な思いがふと浮んだとして

も、そういうのってきっとねじくれた

汚い考えじゃないかっていう気がしち

ゃうわけ」彼女は何度か首を振った。 

就是说，对方太年少、太妩媚了，以致

［356］被其气势压倒，大为自惭形秽，

因而即使一晃闪出否定的念头，也会转而

怀疑那定然出自一种不可告人的阴暗心

理。” 

她摇了几下头： 

「もし私があの子くらいで綺麗で頭良

かったら。私ならもっとまともな人間

になるわね。あれくらい頭がよくて美

しいのに、それ以上の何が欲しいって

いうのよ？あれほどみんなに大事に

［357］されているっていうのに、どう

して自分より劣った弱いものをいじめ

たり踏みつけたりしなくちゃいけない

のよ？だってそんなことしなくちゃい

けない理由なんて何もないでしょ

う？」 

“假如我像那孩子那样聪明漂亮的话，我

会成为一个更地道的更有作为的人。既然

那般聪明漂亮，还别有何求呢？既然受到

大家如此的［358］宠爱，还何苦要欺侮、

蹂躏不如自己的弱者呢？不是根本就不

存在非做此手脚不可的客观原因吗！” 

「何かひどいことを［359］されたんで “她做什么［360］让你难堪的事了？” 
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すか？」 

私、その子のつくり話半年間山ほど

［361］聞かされて、一度も疑わなかっ

たのよ。何から何まで作り話だってい

うのに、馬鹿みたいだわ、まったく」 

那孩子扯的谎话，半年时间我［362］听

得真可谓数不胜数。但一次也没有怀疑

过，尽管从根到梢全是谎话。傻瓜呀，纯

粹是傻瓜！” 

専門的な学校に入ってやっているわけ

でもないし、レッスンだって通ったり

通わなかったりしでずいぶん我流でや

ってきたわけだから。きちっと［363］

訓練された音じゃないのよ。 

毕竟没有进过专门学校，从师练习也是三

天打鱼两天晒网，是她自己的手法，一听

就知没［364］经过专业训练。 

どういうタイプの演奏をすれば私を

［365］ひきつけられるかということも

ね。全部きちんと［367］計算されてい

たのよ。そしてその聴かせるところだ

けをとにかく一所懸命何度も何度も練

習したんでしょうね。目に浮ぶわよ。 

包括怎样的演奏风格才能［366］打动我，

也都［368］经过精心算计。并且将值得

一听的那部分不知拼命练习过多少次，这

完全想象得出来。” 

でもそれでもね、そういうのがわかっ

てしまった今でもね、やはりそれは素

敵な演奏だったと思うし、今もう一回

あれを［369］聴かされたとしても、私

やっぱりどきっとすると思うわね。彼

女のずるさと嘘と欠点を全部さっぴい

てもよ。ねえ、世の中にはそういうこ

とってあるのよ」 

“可话又说回来，纵使在一切都真相大白

的现在，我也还是认为那演奏相当不错。

现在再［370］让我听上一遍，我一定仍

那样想--除去她的狡黠、扯谎等缺点。知

道吗，世上偏偏就有这样的事。” 

「忘れやしませんよ」と僕は笑って言

った。「ただ話しに［371］引きこまれ

てたんです」 

“哪里会忘，”我笑道，“只是［372］给

你的话吸引住了。” 

僕らは往きに来たのと同じ雑木林の中

の道を抜け、部屋に戻った。ロウソク

我们穿过来时那条杂木林小道，回到房

间。蜡烛［374］熄了，客厅的电灯也没



353 

 

が［373］消され、居間の電灯も消えて

いた。 

开。 

「でもね、問題はそういうことがいつ

までもつづくわけはないってことだっ

たのよ。そういう小さな輪みたいなも

のが永遠に［375］維持されるわけはな

いのよ。 

“可问题是这种状态不可能无止境地持

续下去，那小圈子般的东西不可能［376］

维持到永远。 

そしていつもこう言うのよ。直子、そ

れは僕と君が三つのときからずっと一

緒にいて僕のことを知りすぎているせ

いだ。だから何が欠点で何が長所かみ

わけがつかなくていろんなものをごた

まぜしてるんだってね。彼はいつもそ

う言ったわ。でもどう［377］言われて

も私、彼のことが好きだったし、彼以

外の人になんて殆んど興味すら持てな

かったのよ」 

直子，那是因为你我从３岁就形影不离，

你对我知道得太多了，以致什么是缺点什

么是优点都分辨不清，很多东西都一锅粥 

搅在一起了。’他时常这么说。但［378］

不管他怎么说，我还是喜欢他，对除他以

外的人几乎连兴致都提不起来。” 

部屋の中はあいかわらず月の光に白く

［379］照らされていた。直子とレイコ

さんが眠っている寝室はひっそりとし

て、物音らしきものは殆んど何も聞こ

えなかった。 

月光依然银灿灿地［380］泻满房间。直

子和玲子睡的卧室里悄无声息，四下几乎

不闻任何声籁，只是偶尔传来床的轻微吱

呀声。 

そのせいで彼女のきれいな額がくっき

りと月光に［381］照らされていた。妙

だなと僕は思った。彼女は寝る前には

髪留めを外していたのだ。 

因此，那娇好的前额［382］被月光照得

历历在目。我心中生疑：睡前她是取下发

卡的呀。 

直子は同じ姿勢のままびくりとも動か

なかった、彼女はまるで月光に［383］

引き寄せられる夜の小動物にように見

她保持同一姿势，凝然不动，看上去活像

［384］被月光吸附住的夜间小动物。因

月光角度的关系，她嘴唇的阴影［386］
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えた。月光の角度のせいで、彼女の唇

の影が［385］誇張されていた。そのい

かにも傷つきやすそうな影は、彼女の

心臓の鼓動かあるいは心の動きにあわ

せて、ぴくぴくと細かく揺れていた。 

被夸大了。 

やわらかな月の光に［387］照らされた

直子の体はまだ生まれ落ちて間のない

新しいの肉体のようにつややかで痛々

しかった。 

［388］沐浴着柔和月光的直子身体，宛

似刚刚降生不久的崭新肉体，柔光熠熠，

令人不胜怜爱。 

直子の肉体はあまりにも美しく［389］

完成されていたので、僕は性的な興奮

すら感じなかった。 

由于直子的肉体［390］完成得过于完美

无缺了，我甚至感觉不到一丝兴奋。 

花壇にはコスモスの花が咲き、植込み

は念入りに［391］刈り揃えられていた。 

花坛里开着大波斯菊，观赏树［392］被

精心修剪得整整齐齐。 

「このヒト、一度猫にひどい目に［393］

あわされたもんだから、猫が怖くって

怖くってしようがないのよ」とレイコ

さんは笑って言った。 

“这小家伙，有一次［394］给猫吓个半

死，那以后就怕猫怕得什么似的。”玲子

笑道。 

ドイツ語の不規則動詞とこの台所のテ

ーブルはおよそ考えられる限りの遠い

距離によって［395］隔てられているよ

うな気がしたからだ。 

这时我不由产生不可思议的感觉：德语不

规则动词同这餐桌之间，似乎［396］相

隔着所能想象得到的最遥远的距离。 

門衛小屋には今度はちゃんと門番がい

て、食堂から［397］運ばれてきたらし

い昼食を机の前で美味しそうに食べて

いた。 

这回门卫倒正好在门卫室内，在桌前津 

津有味地吃着想必［398］从食堂端来的

午饭。 

我々は死に絶えて無言の家々に［399］

はさまれた道を抜けた。 

我们［400］从这早已断绝烟火的无声无

息的房子中间的道路穿过。 

集落を抜けてしばらく先に進むと垣根 穿过村庄，前行不一会，便是一片草地。
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にまわりを［401］囲まれた放牧場のよ

うなものがあり、遠くの方に馬が何頭

か草を食べているのが見えた。 

像是一座［402］四周有围栏的广阔牧场，

远处可以望见几匹马在吃草。 

我々はしばらく無言で歩いた。道は牧

場の柵を離れ、小さな湖のようにまわ

りを林に［403］囲まれた丸いかたちの

草原に出た。 

我们默默走了一会。道路离开围栏，通到

一片形状如同小湖一般圆圆的、［404］四

面围有树林的草地。 

「まるでキズキ君が暗いところから手

をのばして私を求めてるような気がす

るの。おいナオコ、俺たち離れられな

いんだぞって。そう［405］言われると

私、本当にどうしようもなくなっちゃ

うの」 

“觉得就像木月从黑暗处招手叫我过去

似的。他嘴里说：喂，直子，咱俩可是分

不开的哟！［406］给他那么一说，我真不

知怎么才好了。” 

お姉さんは何をやらせても一番になっ

てしまうタイプだったのだ、と直子は

言った。勉強もいちばんならスポーツ

もいちばん、人望もあって指導力もあ

って、親切で性格もさっぱりしている

から男の子にも人気があって、先生に

も［407］かわいがられて、表彰状が百

枚もあってという女の子だった。どの

公立校にも一人くらいこういう女の子

がいる。でも自分のお姉さんだから言

うわけじゃないんだけれど、そういう

ことで［409］スボイルされて、つんつ

んしたり鼻にかけたりするような人で

はなかったし、派手に人目をつくのを

好む人でもなかった、ただ何をやらせ

ても自然に一番になってしまうだけだ

“姐姐属于无论让干什么都拿第一那种

类型。学习第一，体育第一，又有威望又

有领导才能。性格热情开朗，在男孩子中

间也很有人缘，也很［408］受老师喜爱，

得的奖状足有一百张。哪所公立学校都有 

一两个这样的女孩儿。不过，倒不是因是

自家姐姐才这样说，我姐姐可不是［410］

别人一宠就自以为好了不起或对人摆出

一副不冷不热面孔的人，她不喜欢哗众取

宠，只不过是不论干什么都自然而然干得

最好罢了。 
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ったのだ、と。 

どう転んだってあの人には勝てないと

思うわよ。それにまあ顔だけとれば私

の方が少しきれいだったから、親の方

も私は可愛く育てようと思ったみたい

ね。ベルベットのワンピースとかフリ

ルのついたブラウスとかエナメルの靴

とか、ピアノやバレエのレッスンとか

ね。だからあんな学校に小学校から

［411］いれられちゃったのよ。 

要是光论长相，倒是我稍漂亮一点，父母

也像是打算让我在他们的疼爱下长大，因

此从一上小学就［412］把我送入那样的

学校：天鹅绒连衣裙、镶花边的短罩衫、

漆皮鞋，还学钢琴和芭蕾舞。 

僕らは大豆のハンバーグ?ステーキと

いうのを食べながら、ビスマルクやナ

ポレオンの脳の容量についての話を

［413］聞かされていた。 

我们一边吃着掺有大豆的汉堡牛肉饼，一

边［414］无可奈何地听他大讲俾斯麦和

拿破仑等人的脑容量。 

それから直子の入ってくる前に木下さ

んっていう経理の女の子がいて、この

人はノイローゼで自殺未遂したし、徳

島っていう看護人は去年アルコール中

毒がひどくなって［415］やめさせられ

たし」 

还有，直子进来前有个叫木下的做财务的

女孩，发神经自杀未遂；一个叫德岛的护

理员，去年酒精中毒，闹得天翻地覆，

［416］被解雇打发走了。” 

空にはたしかに雲が多くなり、月もそ

の背後に［417］隠されてしまっていた。 

不过天空里云层确实多起来，月亮也

［418］被掩到后面去了。 

倉庫の中にはクロス?カントリー用の

スキー板とストックと靴がきちんと

［419］揃えられて並び、床には雪かき

の道具や除雪用の薬品などが［421］積

み上げられていた。 

仓库里靠墙整齐［420］排列着越野用的

滑雪板、雪杖和靴子，地面［422］堆着

扫雪工具和除雪用药等物。 

レイコさんは薬品の袋の上に腰をおろ

し、僕にも隣りに座れと言った。僕は

玲子弓身坐在药品袋上，叫我坐在旁边，

我便也［424］乖乖落座。 
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［423］言われたとおりにした。 

だから私もその子にああしろこうしろ

って押しつけなかったわ。［425］押し

つけられるのは嫌な子なんだなって最

初会ったときに思ったから。 

所以，对那孩子，我没有罗罗嗦嗦地指手

画脚。而她又讨厌别人［426］这样做，

这点刚见面我就看出来了。 

世の中にはそういう人っているのよ。

素晴らしい才能に［427］恵まれながら、

それを体系化するための努力ができな

いで、才能を細かくまきちらして終っ

てしまう人たちがね。 

世上是有这种人的：尽管［428］有卓越

的天赋才华，却承受不住使之系统化的训

练，而终归将才华支离破碎地挥霍掉。 

最初はとにかくもう凄いって思うの。

たとえばものすごい難曲を楽譜の初見

でパァーッと弾いちゃう人がいるわけ

よ。それもけっこううまくね。見てる

方は［429］圧倒されちゃうわよね。私

なんかとてもかなわないってね。でも

それだけなのよ。彼らはそこから先に

は行けないわけ。何故行けないか？行

く努力をしないからよ。努力する訓練

を［431］叩きこまれていないからよ。

［433］スボイルされているのね。 

一开始果真叫人拍案叫绝，例如对十分深

奥的乐谱，有人只消扫一眼就能一气流注

地弹奏下来，而且相当精彩，［430］使听

的人大为倾倒、自愧不如。但他们仅此而

已，而不会再往前迈步。为什么呢？因为

不付出努力，不［432］肯下功夫刻苦训

练，［434］在宠爱中忘乎所以。 

そして［435］叩かれるということを知

らないまま、人間形成に必要なある要

素をおっことしていってしまうの。 

就这样，他们不懂得［436］下苦功夫，

忽略了对人格形成必不可少的这一主要

因素。 

小さい頃から［437］賞められ馴れてる

から、いくら［439］賞められたってま

たかと思うだけなのよ。 

因从小就［438］听惯夸奖话了，再多［440］

夸她也不以为然。 

でもだいたいはその子がしゃべってた

の。これがまた話が上手くてね、つい

她那嘴巴也实在灵巧，听着听着就［442］

入迷了。 
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つい［441］引き込まれちゃうのよ。 

先生のこともっとよく知りたいのよ、

とその子は言ったわ。私のこと知った

って仕方ないわよ、つまんない人生だ

もの、普通の夫がいて、子供がいて、

家事に［443］追われて、と私は言った

の。でも私、先生のこと好きだからっ

て言って、彼女私の顔をじっと見るの

よ、すがるように。そういう風に［445］

見られるとね、私もドキッとしちゃう

わよ。 

她说还想多知道些，我说知道又有什么用

呢、无非在虚度人生，有个普普通通的丈

夫，有个孩子，［444］整天操持家务，‘但

我就是喜欢老师您’，她说，还定定地看

着我的脸，一副小鸟依人的样子。［446］

给她那么一看，我心里真有些发怵，倒不

是觉得不舒服。 

父親は他に女がいてろくに家に戻って

こないし、母親はそのことで半狂乱に

なって彼女にあたるし、毎日のように

［447］打たれるんだって彼女は言った

の。 

说父亲外面有女人，动不动就夜不归宿，

母亲气得要死要活，就拿她出气，她几乎

天天［448］挨打。 

私のこと見捨てないで。先生に［449］

見捨てられたら、私行き場がないんだ

もの』って言うのよ。 

别［450］嫌弃我，要是您都嫌弃，我就

没地方可去了。’” 

ひと［451］撫でされるごとに体のたが

が少しずつ外れていくのがわかるの

よ。それくらいすごいの。気がついた

ら彼女私のブラウス脱がせて、私のブ

ラ取って、私のおっぱいを撫でてるの

よ。それで私やっとわかったのよ、こ

の子筋金入りのレズビアンなんだっ

て。私前にも一度［453］やられたこと

あるの、高校のとき、上級の女の子に。

それで私、駄目、よしなさいって言っ

每［452］被她抚摸一下，身体就像肢解

一点。等我明白过来时，她已脱掉我的衬

衫，摘下我的胸罩，摸我的乳房。这时我

才清醒过来，知道这孩子是个地地道道的

女同性恋者。以前我也曾［454］经历过

一次，高中时跟一个高年级女生。我对那

女孩子说不行，快住手。” 
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たの。 

カーテンを閉めた寝室で十三歳の女の

子に裸同然に［455］されて――その頃

はもうんなんだかわからないうちに一

枚一枚服を［457］脱がされてたの――

［459］愛撫されて悶えてるんなんて今

思うと信じられないわよ。 

结果在拉合窗帘的卧室里［456］被这十

三岁女孩脱得光光得——衣服不知什么

时候［458］给她一件件脱掉了——［460］

由她爱抚。 

男の人のごつごつした指で［461］やら

れるのと全然違うのよ。凄いわよ、本

当。まるで羽毛で［463］くすぐられて

るみたいで。 

那感觉，［462］和男人粗糙的手指完全不

同。不得了，真的，就像［464］被羽毛

撩拨似的。 

そして子供のことを考えたの。子供に

こんなところ［465］見られたらどうし

ようってね。 

二来我还考虑到孩子，这种场面［466］

被孩子撞见可怎么办？ 

私たちそのとき二人ともまるっきりの

裸でね、ベッドの上に身を起こしてお

互いじっと見つめあったわけ。その子

は十三で、私は三十一で……でもその

子の体を見てると、私なんだか［467］

圧倒されちゃったわね。 

当时我们两人都一丝不挂，坐在床上面面

相觑。她 13，我 31……但我一看那女孩

的身体，真有些［468］自惭形秽，如今

仍然历历在目。 

でも子供が帰ってくるからとにかくお

風呂に入ろうと思って入ったの。そし

てあの子に［469］撫でられたり［471］

舐められたりした体をとにかくきれい

に洗っちゃおうって思ったの。でもね、

どれだけ石鹸でごしごし洗っても、そ

ういうぬめりのようなものは落ちない

のよ。 

但想到小孩就要回来，不管怎样得先洗 

个澡，把［470］【対応なし】［472］【対

応なし】身体洗得一千二净，可问题是，

无论我怎么打香皂猛劲搓洗，那痕迹硬是

赖在身上掉不了。 

『どんなのって［473］言われても、す “‘［474］怎么样的？实实在在不好开
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ごく言いにくいのよ』 口。’” 

『でもね、その女の子の親はそう信じ

こんでいて、近所の人みんなにそのこ

と言いふらしてるのよ。娘があなたに

［475］いたずらされたっていうんで、

あなたのこと調べてみたら精神病の病

歴があることがわかったってね』 

问题是，那女孩儿的父母确信不疑，对邻

近的人统统张扬一遍。说什么由于女儿

［476］被你动过手脚，就调查了你，结

果知道你有过精 

神病史。’” 

私だって信じたと思うもの、もしそう

いう立場に［477］置かれたら。 

连我都会信的，假如［478］处在那种立

场。 

何日がずいぶん迷ったあとで思いきっ

て夫に話してみたんだけど、彼は信じ

てくれたわよ、もちろん。私、あの日

に起ったことを全部彼に話したの。レ

ズビアンのようなことを［479］しかけ

られたんだ、それで打ったんだって。 

“几天来我思前想后，最后还是心一横，

告诉了丈夫。他相信了，当然。我把那天

发生的事一五一十跟他说了一遍，说那女

孩儿［480］动手动脚地要搞什么同性恋

那样的鬼名堂，所以才打了她。 

『冗談じゃない。俺がそこの家に言っ

て直談判してきてやる』って彼はすご

く怒って言ったわ。『だって君は僕と結

婚して子供までいるんだぜ。なんでレ

ズビアンなんて』［481］言われなきゃ

ならないんだよ。そんなふざけた話あ

るものか』って。 

他大为恼火，‘岂有此理！你和我结婚，

小孩都有了，居然还［482］被人胡说什

么搞同性恋，哪有这样的混账玩笑！’” 

だから一ヶ月だけ待ってくれ。そうす

れば何もかもうまくいくからってね。

そう［483］言われると私、それ以上何

も言えなかったわ。 

所以等我一个月，那样一切都会好起来。’

［484］被他如此一劝，我不好再说什么

了，越说就会越感到孤独。”” 

彼は私を癒そうと精いっぱい努力した

し、私もなおろうと努力したわよ。彼

のためにも子供のためにもね。そして

为了治愈我的病，他尽了最大努力，为了

他和孩子，我也主动地配合，而且我也觉

得［486］好利索了。 
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私ももう［485］癒されたんだと思って

たのね。 

空はさっきよりもっと暗く雲に［487］

覆われ、月もすっかり見えなくなって

しまっていた。 

天空比刚才阴沉了，［488］布满乌云，月

亮早已无影无踪。 

「あれ冷凍しちゃいたいわね」と直子

が憂鬱そうに言った。「毎朝あれ［489］

聞かされると本当に頭がおかしくなっ

ちゃいそうだわ」 

“真恨不得这家伙一下子冻死。”直子闷

闷不乐地说，“每天一大清早就［490］听

它说这个，脑袋真快要神经了。” 

地面は黒々として、松の枝は鮮やかな

緑色で、黄色の雨合羽に身を包んだ

人々は雨の朝にだけ地表をさまようこ

とを［491］許された特殊な魂のように

見えた。彼らは農具や籠や何かの袋を

持って、音もなくそっと地表を移動し

ていた。 

地面乌黑乌黑，松枝翠绿翠绿，而身裹黄

色雨衣的行人看上去仿佛唯一［492］被

允许在落雨的早晨在地表面游动的特殊

魂灵。 

川沿いの道にはまだところどころに霧

のきれはしが残り、それは風に［493］

吹かれて山の斜面を彷徨していた。 

沿河边伸展的山路还断断续续剩有一些

雾气，［494］被风一吹，在山坡前彷徨不

定。 

僕は草原の匂いをかぎ、夜の雨音を聴

いた。あの月の光の下で見た裸の直子

のことを思い、そのやわらかく美しい

肉体が黄色い雨合羽に［495］包まれて

鳥小屋の掃除をしたり野菜の世話をし

たりしている光景を思い浮かべた。 

我呼吸着草地的清香，谛听暗夜的雨声，

回味月光下目睹的直子裸体，想象那黄色

雨衣［496］围裹的丰腴匀称的胴体清扫

鸟舍、侍弄蔬菜的情景。 

直子は今頃どうしているだろう、と僕

は思った。もちろん眠っているだろう。

あの小さな不思議な世界の闇に［497］

包まれてぐっすり眠っているだろう。

直子现在做什么呢？当然是在睡觉吧？ 

是［498］在那不可思议的狭小天地的暗

影中安然入睡吧？但愿她别再陷入痛苦

的梦境。 
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彼女が辛い夢を見ることがないように

僕は祈った。 

「でもあなたはそういうことしないと

思うな。なんとなくわかるのよ、そう

いうのが。押しつけたり［499］押しつ

けられたりすることに関しては私ちょ

っとした権威だから。あなたはそうい

うタイプではないし、だから私あなた

と一緒にいると落ちつけるのよ。ねえ

知ってる？世の中にはいろんなもの押

しつけたり［501］押しつけられたりす

るのが好きな人ってけっこう沢山いる

のよ。そして［503］押しつけた、押し

つけられたってわいわい騒いでるの。

そういうのが好きなのよ。でも私はそ

んなの好きじゃないわ。やらなきゃ仕

方ないからやってるのよ」 

「どんなものを押しつけたり［505］押

しつけられたりしているの君は？」 

“但我觉得你不会那样，这我看得出来。

在强加于人和［500］被人强加这点上，

我还算是个小小的权威。你不属于那种类

型，所以同你在一起才心里安然。嗳，你

知道么，世上喜欢强加于人或［502］被

人强加的人还有相当一大批哩！他们为此

争吵不休、［504］相互扯皮，并且乐此不

疲。可我就是不喜欢，除非非那样不可。” 

“你强加给人什么或［506］别人强加给

你什么了， 

「いいのよ、アルバイトのお金入った

し、それに私が誘ったんだもの」と緑

は言った。「もちろんあなたが筋金入り

のファシストで女に酒なんか［507］お

ごられたくないと思ってるんなら話は

べつだけど」 

“算啦，你那钱是汗水钱，再说又是我拉

你来的。”绿子说，“当然喽，如果你是铁

杆法西斯，不乐意［508］被女人请酒，

倒另当别论。” 

「あなたと二人で海賊につかまって裸

に［509］されて、体を向いあわせにぴ

ったりとかさねあわせたまま紐でぐる

ぐる巻きに［511］されちゃうの」 

“想我俩被海盗抓住，［510］被他们浑身

扒光，［512］五花大绑地脸对脸捆在一起” 
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「そして一時間後には海には放り込ん

でやるから、それまでその格好でたっ

ぷり楽しんでなって船倉に置き去りに

［513］されるの」 

“一小时后把你们扔进大海。扔之前

［514］让你们单独呆在船舱里好好受用，

海盗说。” 

「あなた［515］フェラチオされるの

嫌？」 

“你讨厌［516］那个？” 

そこに入るとね、まずマルクスを［517］

読ませられるの。何ベージから何ベー

ジまで読んでこいってね。 

刚一进去，就［518］叫读马克思，喝令

从第几页读到第几页。 

でも世の中を支えてるのは庶民だし、

［519］搾取されてるのは庶民じゃな

い。 

可支撑这世界的不就是小民吗？［520］

被剥削的不也是小民吗？ 

 

もし誰かが本当に［521］搾取されてい

るのならそれやめさせなくちゃいけな

いと思うわよ。 

要是有谁真的［522］受剥削，我也不想

让他逆来顺受嘛！ 

 

「ある日私たち夜中の政治集会に出る

ことになって、女の子たちはみんな一

人二十個ずつの夜食用のおにぎり作っ

て持ってくることって［523］言われた

の。 

“一天，要去参加一个夜间政治集会。

［524］叫我们女孩儿每人各做二十个饭

团，带去当夜宵。 

 

でもまあいつも波風立てるのもどうか

と思うから私何にも言わずにちゃんと

おにぎり二十個作っていったわよ。梅

干しいれて海苔まいて。そうしたらあ

とでなんて［525］言われたと思う？小

林のおにぎりは中に梅干ししか入って

なかった、おかずもついてなかったっ

て言うのよ。他の女の子のは中に鮭や

タラコが入っていたし、玉子焼なんか

不过转念一想，总兴风作浪也不太好，我

也一声没吭地乖乖做了二十个，每个都放

了酸梅干，用海苔包好。结果你猜怎么着，

［526］说什么小林的饭团里只有酸梅干，

连菜都没放，而其他女孩儿都放有鲑鱼或

咸明太鱼子，还有放煎蛋的。 
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がついてたりしたんですって。 

「六月にやめたわよ、あんまり頭にき

たんで」と緑は言った。「でもこの大学

の連中は殆んどインチキよ。みんな自

分が何かをわかってないことを人に

［527］知られるのが怖くってしようが

なくてビクビクした暮らしてるのよ。 

“６月份退出了。头都气炸了。”绿子说，

“不过，这所大学的男男女女差不多全都

是江湖骗子，都生怕自己不学无术的真面

目［528］被人看穿，惶惶不可终日。 

「こういうのが革命なら、私革命なん

ていらないわ。私きっとおにぎりに梅

干ししか入れなかったっていう理由で

［529］銃殺されちゃうもの。あなただ

ってきっと［531］銃殺されちゃうわよ。

仮定法をきちんと理解してるというよ

うな理由で」 

“假如这也算是革命，我才不希罕什么革

命！我肯定因为只往饭团里放酸梅干而

［530］被拉去枪毙。你也定然［532］同

样下场—— 由于能彻底弄懂假定形的缘

故。” 

頭には白い包帯が［534］まきつけられ、

青白い腕には注射だか点滴の針だかの

あとが点々とついていた。 

头上［535］缠着白绷带，苍白的胳膊上

布满注射或打点滴的点点遗痕。 

彼の体には生命力というものが殆んど

見うけられなかった。そこにあるもの

はひとつの生命の弱々しい微かな痕跡

だった。それは家具やら建具やらを全

部［537］運び出されて［539］解体さ

れるのを待っているだけの古びた家屋

のようなものだった。 

从他身上，几乎看不到生命力的跃动，有

的不过是垂危生命的蛛丝马迹而已，就像

一座破旧的房屋——一座［538］搬出所

有家具、［540］卸下所有拉门隔扇而只等

拆毁的房 

「そこに座っててよ」と緑はベットの

足もとにある丸いビニールの椅子を指

した。僕は［541］言われたとおりそこ

に腰を下ろした。 

“坐呀。”绿子指着床腿旁一把圆塑料椅

说。我便［542］顺从地弯腰坐下。 

僕がテーブルを確保しているあいだ 在我占据餐桌的时间里，绿子用铝盘端 
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に、緑が二人分の定食をアルミニウム

の盆にのせて運んできてくれた。クリ

ームコロッケとポテト、サラダとキャ

ベツのせん切りと煮物とごはんと味噌

汁という定食が病人用のものと同じ白

いプラスチックの食器に［543］盛られ

て並んでいた。僕は半分ほど食べてあ

とを残した。緑はおいしそうに全部食

べてしまった。 

来两人的套餐。有奶油炸肉饼、土豆色拉、

生甘蓝丝、炖菜、米饭和酱汤，［544］装

在患者用的那种白塑料碗碟里。我吃一半

剩了一半。绿子则吃得很香，一扫而光。 

窓辺のテーブルの上には白と黄色の菊

の花が花瓶に［545］いけられていて、

今は秋なのだと人々に教えていた。病

室には手つかずで［547］残された昼食

の煮魚の甘い匂いが漂っていた。 

窗边桌面的花瓶里［546］插着黄白两色

菊花，告诉人们已是秋天时节。病房里荡

漾着午间原封不动［548］剩下来的炖鱼

的腥味儿。 

エウリビデス知ってますか？昔のギリ

シャ人で、アイスキュロス、ソフォク

レスならんでギリシャ悲劇のビッグス

リーと［549］言われています。最後は

マケドニアで犬に［551］食われて死ん

だということになっていますが、これ

には異説もあります。 

欧里庇得斯您知道吗？是古希腊人，和埃

斯库罗斯、索福克勒斯并［550］称希腊

三大悲剧作家。据说最后在马其顿［552］

被狗吃了，但也有不同观点。 

 

みんなの正義がとおって、みんなの幸

福が［553］達成されるということは原

理的にありえないですからね、だから

どうしようもないカオスがやってくる

わけです。それでどうなると思いま

す？これがまた実に簡単な話で、最後

に神様が出てくるんです。そして交通

整理するんです。お前あっち行け、お

正义都大行其道、所有人的幸福都［554］

圆满获得，客观上是不可能的，而必然导

致混乱状态的出现。后来你猜怎么样，解

决起来倒也非常简单：最后神仙粉墨登

场，整顿交通秩序，发号施令：你去那边，

你来这里，你和他一起，你先在那里老实

呆着别动！就像［556］【対応なし】中间

调解人一样。 
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前こっち来い、お前あれと一緒になれ、

お前そこでしばらくじっとしてろって

いう風に。フィクサーみたいなもんで

すね。そして全てはぴたっと解決しま

す。これはデウスエクスマキナと［555］

呼ばれています。 

それはわかっているの、私にも。でも

わかっていても傷つくわよ、やはり。

これだけ一所懸命やっていて、その上

なんでこんなこと［557］言われなきゃ

ならないんだってね。情なくなっちゃ

うの」 

这个我也明白的。虽说明白也还是伤感

情。人家这么拼死拼活地照料，却还要

［558］听这些话，心里憋屈透了。” 

そういう話をポツポツとしてくれる

の。福島から上野に戻るあいだ。そし

て最後にいつもこういうの。どこいっ

たって同じだぞ、ミドリって。そう

［559］言われるとね、子供心にそうな

のかなあって思ったわよ」 

“从福岛回上野的时间里，他断断续续地

讲的就是这些。而且最后总忘不了补上这

么一句：去哪里都一样，绿子。［560］给

他那么一说，也就以为可能真是那样，小

孩子嘛。” 

おそらく死ぬときの彼はもっと小さく

縮んでいたのだろうと僕は想像した。

そして高熱炉で［561］焼かれて灰だけ

になってしまったのだ。 

在我的想象里，死时的他可能蜷缩得愈发

瘦小，而后［562］在高温炉里化为灰烬。 

彼は病院のベットの上で、［563］切り

裂かれて混濁した頭を抱え、いったい

どんな思いで僕を見ていたのだろう？ 

在医院的病床上，他在那颗［564］被切

开的混沌脑袋的折磨下，是以怎样的心情

看待我的呢？ 

スペイン人の女性が例文を読みあげ

た。「こんなひどい雨ははじめてです

わ。バルセロナでは橋がいくつも［565］

流されました」。 

。一位西班牙女子朗读例句：“这么厉害

的雨还是头一次，巴塞罗那有好几座桥

［566］被冲跑了。” 
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「いや最初の一年間は国内研修だね。

それから当分は外国に［567］やられる」 

“不。开始第一年是国内进修，接下去就

要［568］被派往国外。” 

「あれは努力じゃなくてただの労働

だ」と永沢さんは簡単に言った。「俺の

言う努力というのはそういうのじゃな

い。努力というのはもっと主体的に目

的的に［569］なされるもののことだ」 

“那不是努力，只是劳动。”永泽断然说

道，“我所说的努力与这截然不同。所谓

努力，［570］【対応なし】指的是主动而

有目的的活动。” 

永沢さんが選んだ店は麻布の裏手にあ

る静かで上品なフランス料理店だっ

た。永沢さんが名前を言うと我々は奥

の個室に［571］通された。 

永泽选的饭店位于麻布后面，是一家安静

而高雅的法国风味餐馆，永泽道出姓名

后，我们［572］被领到里面的单间。 

「ワタナベには好きな女の子がいるん

だよ」と永沢さんが言った。「でもそれ

についてはこの男は一言もしゃべらな

いんだ。なにしろ口が固くてね。全て

は謎に［573］包まれているんだ」 

“渡边有喜欢的女孩儿。”永泽开口道，

“可这小子就是只字不提，嘴巴牢得很。

简直是［574］个谜。” 

そして今夜の彼の意地のわるさは僕に

［575］向けられたものではなく、ハツ

ミさんに［577］向けられたものだった。

それがわかっていたもので、僕として

も余計に居心地がわるかった。 

况且，今晚他那居心不良并非［576］对

我，而是［578］针对初美的。这点显而

易见，作为我就更加居中为难了。 

そこでドアが開いて料理が［579］運ば

れてきた。永沢さんの前には鴨のロー

ストが［581］運ばれ、僕とハツミさん

の前には鱸の皿が［583］置かれた。皿

には温野菜が［585］盛られ、ソースが

［587］かけられた。 

这时门开了，侍者［580］端菜进来。永

泽面前［582］摆的是烤鸭，我和初美面

前各［584］放上一盘鲈鱼。盘里还［586］

盛有加热过的蔬菜，上面［588］淋有调

味汁。 

ただこの男の場合自分でそれがまだき

ちんと［589］認識されていないものだ

只是他这小子还没有清楚地［590］认识

这点，以致感到迷惘和痛苦。” 
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から、迷ったり傷ついたりするんだ」 

皿が［591］さげられて、レモンのシャ

ーベットとエスプレッソコーヒーが運

んできた。 

碟子［592］撤去后，端来柠檬汁和蒸馏

咖啡。 

僕は彼女たち二人のいるあの小さな部

屋に戻りたいという激しい想いに

［593］駆けられた。 

我油然［594］腾起一股不可遏止的冲动，

恨不能马上返回那小小的房间。 

「まさか」と僕は言った。「僕はそれほ

ど強い人間じゃありませんよ。誰にも

［595］理解されなくていいと思ってい

るわけじゃない。理解しあいたいと思

う相手だっています。ただそれ以外の

人々にはある程度［597］理解されなく

ても、まあこれは仕方ないだろうと思

っているだけです。あきらめてるんで

す。だから永沢さんの言うように［599］

理解されなくたってかまわないと思っ

ているわけじゃありません」 

“难说。”我答道，“我不是那样的强者，

也并不认为不［596］被任何人理解也无

所谓，希望相互理解的对象也是有的。只

不过对除此以外的人，觉得在某种程度上

即使不［598］被理解也无可奈何，这是

不可强求的事。因此，我并不是像永泽君

说的那样，以为［600］人家不理解也无

关紧要。” 

「永沢君、あなたは私にもべつに［601］

理解されなくったっていいと思ってる

の？」とハツミさんが訊いた。 

“永泽，你认为不［602］被我理解也可

以的？”初美问。 

淡い色あいで［603］塗られた彼女のか

たちの良い唇がまるで一人言を言いか

けてやめたみたいに時折ぴくりと動い

た。 

［604］涂着淡淡颜色的形状娇美的嘴唇

不时地陡然一动，仿佛独自欲言又止。 

そしてそのとき彼女がもたらした心の

震えがいったい何であったかを理解し

た。それは［605］充たされることのな

かった、そしてこれからも永遠に［607］

就在这种气势夺人的暮色当中，我猛然想

起了初美，并且这时才领悟她给我带来的

心灵［606］震颤究竟是什么东西--它类

似一种少年时代的憧憬，一种从来不曾实
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充たされることのないであろう少年期

の憧憬のようなものであったのだ。 

现而且永远不可能［608］实现的憧憬。 

彼女と一緒にいると僕は人生を一段階

上に［609］ひっぱりあげられたような

気がした。 

只消和她在一起，我就恍惚觉得自己的人

生［610］被拽上了更高一级阶梯。 

結婚して、好きな人に毎晩［611］抱か

れて、子供を産めばそれでいいのよ。

それだけなの。私が求めているのはそ

れだけなのよ。」 

结了婚，每晚给心上人［612］抱在怀里，

生儿育女，就足够了，别无他求。我所追

求的只是这个。” 

「社会に出て世間の荒波に［613］打た

れ、挫折し、大人になり……というこ

と？」 

“你是说，到社会上［614］几经风雨，

几遭挫折，然后成熟起来？” 

あの人は我々の想像を越えて意志の強

い人だし、その上毎日毎日それを補強

してるんです。そして何かに［615］打

たれればもっと強くなろうとする人な

んです。他人にうしろを見せるくらい

ならナメクジだって食べちゃうような

人です。そんな人間にあなたはいった

い何を期待するんですか？」 

那人的意志比我们想象的还要坚强，而且

每天每日都在不断加强，越是［616］遭

受打击越是自强不息。他甚至宁肯生吞蛞

蝓也不在人前认输。对这样的人你还能指

望什么呢？” 

「私ね、背中がすごく感じるの。指で

すうっと［617］撫でられると」 

“我么，背部［618］【対応なし】非常敏

感” 

OLのお姉さんと高校生の妹が何人かの

男たちにつかまってどこかに［619］監

禁され、サディスティックにいたぶら

れる話だった。 

讲的是当女职员的姐姐和上高中的妹妹

［620］被几个男人抓住，监禁在一个地

方，百 

般遭受淫虐。 

男たちは妹をレイプするぞと脅してお

姉さんに散々ひどいことをさせるのだ

が、そうこうするうちにお姉さんは完

男的威胁姐姐说要糟蹋妹妹，随即对姐姐

大发兽性，如此一来二去，姐姐竟也成了

性变态者，而妹妹在［622］—一目睹眼
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全なマゾになり、妹の方はそういうの

を目の前で逐一［621］見せられている

うちに頭がおかしくなってしまうとい

う筋だった。 

前场面的时间里，头脑也渐渐不正常起

来。 

「仕方なしでしょ、私たちだってずっ

と同じようなことやってるんだもの」 

そう［623］言われて見ればたしかにそ

のとおりだった。 

“那有什么办法，我们干的也始终是同一

码事嘛！”［624］经她这么一说，也的确

如此。 

我们 

そして私、今本当に疲れて参ってて、

誰かに可愛いとかきれいだとか［625］

言われながら眠りたいの。 

加上我现在的确筋疲力尽，实在想［626］

在夸我可爱夸我漂亮的甜言蜜语中睡一

觉，别无他求。 

「そう［627］言われても困るんだよ」

と僕は言った。 

“［628］【対応なし】可我还是不好办。”

我说。 

「すごく楽しい」と緑はテーブル席で

ひと息ついて言った。「こんなに踊った

の久しぶりだもの。体を動かすとなん

だか精神が［629］解放されるみたい」 

“痛快极了！”绿子在桌旁喘口气说，“许

久没这么跳了。四肢一动起来，觉得精神

也［630］随之解放了。” 

「ずいぶん回復が早いね。さっきまで

青くなってふらふらしてたのに」と僕

はあきれて言った。 

「わがままが［631］聞き届けられたか

らよ」と緑は言った。 

“你恢复得可真够快的，刚才还脸色发

青，东摇西晃。”我愕然说道。“因为那些

无理要求你［632］都满足我了嘛，”绿子

说 

シャッターは長いあいだ［633］開けら

れたことがなかったらしく、暗い店内

には古びた紙の匂いが漂っていた。棚

の半分は空っぽで、雑誌は殆んど全部

返品用に紐で［635］くくられていた。

最初に見たときより店内はもっとがら

んとして寒々しかった。まるで海岸

闸门大概好久都没［634］打开过，昏暗

的店内荡漾着一股旧报纸气味。书架有一

半空空如也，杂志几乎全部［636］打捆，

准备退回，整个书店比第一次来时还要空

荡凄凉，俨然［638］被冲上岸边的一只

废船。 
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［637］打ち捨てられた廃船のように見

えた。 

「売ることにしたのよ」と緑はぽつん

と言った。「お店売って、私とお姉さん

とでそのお金をわけるの。そしてこれ

からは誰に［639］保護されることもな

く身ひとつで生きていくの。 

“决定卖掉。”绿子不无凄然地说，“卖了，

我好和姐姐分钱。以后就独立生活，不

［640］用任何人保护。 

「ねえ、私、悪く言ってるんじゃない

のよ。私ね、うまく感情を言葉で表わ

すことができないのよ。だからしょっ

ちょう［641］誤解されるの。私が言い

たいのは、あなたのことが好きだって

こと。これさっき言ったかしら？」 

“嗳，我说话可能不大中听，我不善于用

语言表达感情，时常［642］被人误解。

其实我想说的是：我喜欢你。刚才也说了

吧？” 

僕の鼻先に緑の頭があって、その短く

［643］カットされた髪がときどき僕の

鼻をむずむずさせた。 

鼻子底下就是绿子的发，那［644］剪得

短短的秀发不时弄得我鼻端痒痒的。 

「君にそう［645］言われると心が和む

ね」と僕は笑って言った。 

“［646］给你这么一说，我心里也暖融融

的。”我笑道。 

なんだか不思議なものだなと僕は思っ

た。もしこういう状況に［647］置かれ

なかったら、僕は『車輪の下』なんて

まず読みかえさなかっただろう。 

我总觉得有些鬼使神差，若非［648］处

在这种情况下，我恐怕一辈子都不至于重

读什么《车轮下》。 

ベッドのわきには旅行鞄がそのまま

［649］置かれ、白いコートが椅子の背

にかけてあった。机の上はきちんと

［651］整理され、その前の壁にはスヌ

ーピーのカレンダーがかかっていた。 

床旁依然［650］放着旅行包，白外套搭

在椅背上。桌面［652］拾掇得整整齐齐，

桌前墙上挂着木偶画月历。我拨开一点窗

帘，俯视阒无人息的街道。 

近所の人に［653］見られて不審に［655］

思われるんじゃないかと心配したが、

我担心［654］被附近的人发现［656］招

致怀疑，好在清早６点之前的街上尚无任
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朝の六時前にはまだ誰も通りを歩いて

はいなかった。 

何人通过。 

この手紙も力をふりしぼって書いてい

ます。返事を書かなくちゃいけないと

レイコさんに［657］叱られたからです。

でも誤解しないで下さい。私はワタナ

ベ君に対して話したいことや伝えたい

ことがいっぱいあるのです。ただそれ

をうまく文章にすることができないの

です。 

这封信也是我拿出吃奶力气写的，因为玲

子［658］非叫我回信不可。但请你不要

误解。其实我有满肚子话要告诉你，只是

不能得心应手地写成文字。 

僕の二十回目の誕生日の三日あとに直

子から僕あての小包みが［659］送られ

てきた。中には葡萄色の丸首のセータ

ーと手紙が入っていた。 

过罢２０岁生日的第四天，［660］接到直

子寄来的邮包。里面是一件圆领紫色毛衣

和一封信。 

僕は一度そこに［661］呼ばれて昼ごは

んを食べさせてもらったが、陽あたり

の良い綺麗なアパートで、緑も小林書

店にいるときよりはそこでの生活の方

がずっと楽しそうだった。 

我［662］被叫去那里吃过一次午饭，见

公寓很漂亮，光线又好，绿子也显得比在

小林书店时快活开朗得多。 

ハツミさんに［663］言われたせいもあ

るかもしれないけれど、名前も知らな

いつまらない女の子と寝るよりは直子

のことを思い出している方が僕は幸せ

な気持になれた。 

或许［664］被初美开导过的关系，我也

觉得与其同素不相识的无聊女孩儿困觉，

倒不如想直子更为惬意。 

あの奇妙な医者が言うように雪に

［665］包まれた山の風景は素晴らしく

美しいものだった。 

正如那位奇妙医生说的，［666］银装素裹

的山景 

的确妖娆动人。 

雪雲がどんよりと低くたれこめ、雪に

［667］おおわれた大地と空のあいだに

窗外惟见白雪皑皑，阴云沉沉，［668］一

身银装的大地同苍穹之间只有些许空隙。 
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はほんの少しの空間しかあいていなか

った。 

「私がそうなったのは本当にあの一回

きりなのよ。四月のあの二十歳のお誕

生日だけ。あのあなたに［669］抱かれ

た夜だけ。どうして駄目なのかしら？」 

“我出现那种状态，真的只有那一回，只

有２０岁生日那天，只有你［670］抱我

那个晚上。以后为什么就不行呢？” 

寮内ではいくつかトラブルがあった。

セクトに入って活動している連中が寮

内にヘルメットや鉄パイプを隠してい

て、そのことで寮長子飼いの体育会系

の学生たちとこぜりあいがあり、二人

が怪我をして六人が寮を［671］追い出

された。その事件はかなりあとまで尾

をひいて、毎日のようにどこかで小さ

な喧嘩があった。寮内にはずっと重苦

しい空気が漂っていて、みんながピリ

ピリとしていた。僕もそのとばっちり

で体育会系の連中に［673］殴られそう

になったが、永沢さんが間に入ってな

んとか話をつけてくれた。 

宿舍院内闹了几场纠纷。自成一派的一伙

人把安全帽和铁棍藏在宿舍里，结果同管

理主任豢养的体育会派系的学生短兵相

接，两人受伤，六人［672］被逐出宿舍。

这一事件的余波所及，此后每天总有地方

吵吵闹闹，宿舍院内始终笼罩着令人窒息

般的气氛，每个人的神经都绷得紧紧的。

结果城门失火殃及池鱼，我也险些惨遭体

育会派系学生的［674］殴打，幸亏永泽

居中调解，才免受皮肉之苦。 

引越しの三日後に僕は直子に手紙を書

いた。新しい住居の様子を書き、寮の

ごたごたからぬけだせ、これ以上下ら

ない連中の下らない思惑に［675］まき

こまれないで済むんだと思うととても

嬉しくてホッとする。ここで新しい気

分で新しい生活を始めようと思ってい

る。 

搬迁后三天，我给直子写信。我写了新居

的式样。告诉她自己终于［676］从乱糟

糟的宿舍里挣脱出来，从此再也不必受那

些无聊家伙的无聊算盘的干扰。每当想到

这点，我就觉得不胜欣喜和坦然，准备在

此以新的心情开始新的生活。 

窓の外は広い庭になっていて、そこは 窗外是一大片庭园，附近的猫们将其作为
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近所の猫たちの集会所として［677］使

われています。 

集会场所［678］【対応なし】。 

僕は引越しと、新しい住居の整備と金

を稼ぐために労働に［679］追われて緑

のことなんて全く思いだしもしなかっ

たのだ。 

自己为搬家、安顿新居以及干活赚钱

［680］忙得晕头转向，早已把什么绿子

抛在脑后。 

しかし四月三日までそこに入っていた

郵便物といえば［681］転送されてきた

高校のクラス会の通知だけだったし、

僕はたとえ何があろうとそんなものに

だけは出たくなかった。何故ならそれ

は僕とキズキのいたクラスだったから

だ。僕はそれをすぐに屑かごに放り込

んだ。 

而投入的邮件，直到４月３日，只有一张

［682］转递来的高中同窗会的通知。其

他东西还好，推独这东西我不愿接触，因

为那是我和本月所在的同窗会。我当即将

其扔进废纸篓。 

直子と私と医師の三人でいろんな話を

しながら、彼女の中の［683］損われた

部分を正確に探りあてようとしている

わけです。 

直子、我，加上医生，三个人一边天南海

北地闲聊，一边试图准确地找出她头脑中

［684］出故障的部分。 

ここの施設の目的は患者が自己治療で

きるための有効な環境を作ることであ

って、医学的治療は正確にはそこには

［685］含まれていないのです。 

这座设施的目的在于为患者自我医疗创

造良好的环境，准确说来，并不［686］

包括医学 

上的治疗。 

レイコさんの手紙を読んで僕が大きな

ショックを受けた最大の理由は、直子

は快方に向いつつあるという僕の楽観

的観測が一瞬にして［687］ひっくり返

されてしまったことにあった。 

我之所以从玲子信中受到沉重打击，根本

原因在于我那种以为直子日趋好转的乐

观估计一瞬间［688］归于破灭。 

そんな手紙を読みかえしてみると、僕

自身が［689］慰められた。そして自分

写罢反复阅读之间，我本身竟也［690］

得到了慰藉，心想自己所生活的世界是何
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はなんという素晴らしい世界の中に生

きているのだろうと思った。 

等美妙绝伦！ 

「そうじゃないわよ。［691］かまわれ

て育ってよかったわねっていうこと」 

“不是那个意思。我说的好是指［692］

在大人关怀下长大。” 

「ねえ、私は生身の血のかよった女の

子なのよ」と緑は僕の首に頬を押し付

けて言った。そして私はあなたに［693］

抱かれて、あなたのことを好きだって

うちあけているのよ。 

“我可是有血有肉的活生生的女孩儿，”

绿子把脸颊擦在我脖颈上说，“而且现在

就［694］在你的怀抱里表白说喜欢你。 

今日いちにち自分の行為に対して僕は

まったく後悔していなかったし、もし

もう一回今日をやりなおせるとして

も、まったく同じことをするだろうと

確信していた。やはり雨の屋上で緑を

しっかり抱き、びしょ濡れになり、彼

女のベッドの中で指で射精に［695］導

かれることになるだろう。 

倘若能再过一次今天，我深信也必然故伎

重演——仍在雨中天台上拥抱绿子，仍被

浇成落汤鸡，仍在她床上［696］被其手

指疏导出去。 

他の時期ならともかく、今の直子に僕

が他の女の子を好きになってしまった

なんて言えるわけがなかった。そして

僕は直子のこともやはり愛していたの

だ。どこかの過程で不思議なかたちに

［697］歪められた愛し方であるにはせ

よ、僕は間違いなく直子を愛していた

し、僕の中には直子のためにかなり広

い場所が手つかず［699］保存されてい

たのだ。 

若其他时期倒也罢了，而对眼下的直子，

我根本不可能说我已喜欢上了别的少女。

更何况我仍在爱着直子。尽管爱的方式在

某一过程中［698］被扭曲得难以思议，

但我对直子的爱却是毋庸置疑的，我在自

己心田中为直子［700］保留了相当一片

未曾染指的园地。 

「僕は直子を愛してきたし、今でもや

はり同じように愛しています。しかし

我爱过直子，如今仍同样爱她。但我同绿

子之间存在的东西带有某种决定性，在其
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僕と緑のあいだに存在するものは何か

しら決定的なものなのです。そして僕

はその力に抗しがたいものを感じる

し、このままどんどん先の方まで［701］

押し流されていってしまいそうな気が

するのです。 

面前我感到一股难以抗拒的力量，并且恍

惚觉得自己势必随波逐流，［702］被迅速

冲往遥远的前方。 

僕はどうしていいかわからなくてとて

も混乱しています。決して言いわけを

するつもりではありませんが、僕は僕

なりに誠実に生きてきたつもりだし、

誰に対しても嘘はつきませんでした。

誰かに傷つけたりしないようにずっと

注意してきました。それなのにどうし

てこんな迷宮のようなところに［703］

放りこまれてしまったのか、僕にはさ

っぱりわけがわからないのです。僕は

いったいどうすればいいのでしょう？

僕にはレイコさんしか相談できる相手

がいないのです」 

我心乱如麻，不知所措。这绝非自我 

开脱，我自以为生来至今始终以诚为本，

对任何 人也未曾文过饰非，时刻小心不

误伤任何人。然而到头来自己反［704］

被抛入这迷宫般的境地，我全然不知何以

如此。我到底应怎么办呢？这点我只能同

您商量，此外别无他人。 

そんな風にいろんな物事を深刻にとり

すぎるのはいけないことだと私は思い

ます。人を愛するというのは素敵なこ

とだし、その愛情が誠実なものである

なら誰も迷宮に［705］放りこまれたり

はしません。自信を持ちなさい。 

依我之见，你大可不必把许多事情想得那

么严重，爱上一个人是难得的好事，倘若

那爱情是真诚的，谁也不至于［706］被

抛入迷宫，要有自信。 

私の忠告はとても簡単です。まず第一

に緑さんという人にあなたが強く

［707］魅かれるのなら、あなたが彼女

と恋に落ちるのは当然のことです。 

我的建议非常简单。第一，如果你［708］

被叫绿子的那个人所强烈吸引，你同她坠

入情网便是理所当然的。 
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私の個人的感情を言えば、緑さんとい

うのはなかなか素敵な女の子のようで

すね。あなたが彼女に心を［709］魅か

れるというのは手紙を読んでいてもよ

くわかります。そして直子に同時に心

を魅かれるというのもよくかわりま

す。 

就我个人感情而言，绿子倒像是个非常可

贵的女孩儿。你［710］为她倾心这点，

从信上也看得一清二楚；而你对直子的一

片痴情我也了然于心。 

 

それから三日間毎日、映画館をまわっ

て朝から晩まで映画を見た。東京で

［711］封切られている映画を全部観て

しまったあとで、リュックに荷物をつ

め、銀行預金を残らずおろし、新宿駅

に行って最初に目についた急行列車に

乗った。 

此后三天时间里，我挨家进电影院，从早

看到晚，大凡东京［712］上映的影片统

统看了一遍。尔后收拾好旅行背囊，提出

所有的银行存款，去新宿站乘上第一眼看

到的特快列车。 

しかしやがて潮は引き、僕は一人で砂

浜に［713］残されていた。 

但为时不久，潮水退去，［714］剩我一个

人在沙滩。 

そして突然この男の首を締めてしまい

たいような激しい怒りに［715］駆けら

れた。 

我不由陡然一阵［716］心头火起，恨不

得狠狠掐住这家伙的脖子。 

僕が直子のためにとって置いたいくつ

かの部屋の鎧戸を［717］下ろされ、家

具は白い布に［719］覆われ窓枠にはう

っすらとほこりが積っていた。 

我为直子准备的房间［718］下着百叶窗，

家具［720］盖着白布，窗棂薄薄落了一

层灰。 

「そんなこと言ってると［721］年寄り

扱いされますよ」 

“那么说话，要［722］把你当成老太婆

的。” 

「どうしていいかわかんないのよ。一

人でこんなところに［723］放り出され

て」とレイコさんは言った。「でも＜気

が狂いそう＞って素敵な表現だと思わ

不知如何是好，一个人［724］被抛到这

种地方来。”玲子说，“不过，你不觉得‘简

直要发疯似的’这个说法很妙？” 
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ない？」 

「旭川に行くのよ。ねえ旭川よ！」と

彼女は言った。「音大のとき仲の良かっ

た友だちが旭川で音楽教室やってて

ね、手伝わないかって二、三年前から

［725］誘われてたんだけど、寒いとこ

ろ行くの嫌だからって断ってたの。だ

ってそうでしょ、やっと自由の身にな

って、行く先が旭川じゃちょっと［727］

浮かばれないわよ。あそこなんだか作

りそこねた落とし穴みたいなところじ

ゃない？」 

“去旭川，嗯，旭川。”她说，“音大时代

的一位好友在旭川办了一间音乐教室，两

三年前就［726］劝我去帮忙，我没答应，

说做得去那么冷的地方。可你知道，好歹

成了自由之身以后，除了旭川，还［728］

想不出其他落脚处。那地方怕不会像是失

手弄出来的大陷坑吧？” 

僕がレイコさんに会うのは十ヶ月ぶり

だったが、彼女と二人で歩いていると

僕の心は不思議にやわらぎ、［729］慰

められた。 

我同玲子足有十个月未见，但如今和她单

独走起来，［730］心头仍不可思议地涌起

一股平和、宽慰之感，并觉得以前好像也

有过类似的感觉。 

僕はあらためてレイコさんの体を見て

みた。そう［731］言われてみればたし

かに彼女の背格好は直子と同じくらい

だった。 

我再次打量玲子的身体。［732］如此说来

其身段个头确实同直子相似。 

どんな風に服を［733］脱がされて、ど

んな風に体を［735］触られて、自分が

どんな風に濡れて、どんな風に［737］

入れられて、それがどれくらい素敵だ

ったかっていうようなことを実に克明

に私にしゃべるわけ。 

如何［734］被你脱去衣服，如何［736］

被你触摸，自己如何湿润，如何［738］

被侵人，如何妙不可言——说得非常具

体。 

ねえ、レイコさん、それが本当に素晴

らしいのよ。頭の中がとろけちゃいそ

うなくらい。このまま、この人に［739］

“玲子姐，那实在是太妙了，整个脑袋都

像要融化似的。真想就这样［740］在他

怀抱里一生都干那事。真这么想的。” 
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抱かれたまま、一生これやってたいと

思ったくらいよ。本当にそう思ったの

よ。 

あなたみたいに若くてきれいな女の子

は男の人に［741］抱かれて幸せになん

なきゃいけないわよって。 

不要紧，一切都会好的，像你这样年轻漂

亮的女孩子一定会［742］在男人怀里快

快活活一辈子。 

それからレイコさんはギター用に

［743］編曲されたラヴェルの『死せる

女王のためのバヴァーヌ』とドビッシ

ーの『月の光』を丁寧に綺麗に弾いた。 

接着，玲子弹了拉威尔的［744］吉他曲

《为死去的公主而作的孔雀舞》和德彪西

的《月光》，弹得流畅而细腻。 
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日本語原文中国語訳文方向の対訳データ（タイプ 3） 

日本語原文 中国語訳文 

もちろん直子は知っていたのだ。僕の中で

彼女に関する記憶がいつか〈1〉薄らいで

いくであろうということを。 

直子当然知道，知道她在我心目中的记忆迟

早要〈2〉被冲淡。 

でも、僕の言葉は直子の耳には届かなかっ

たようだった。あるいは、耳に届いても、

その意味が〈3〉理解できないようだった。 

但我的话似乎没传进直子的耳朵，或者即使

传进其含义也未〈4〉被理解。她只是一瞬间

闭了闭嘴，旋即又继续说下去。 

一人の女の子は僕がホテルのベッドに〈5〉

つれこんで、服を脱がせようとすると暴れ

て抵抗した。 

一个女孩〈6〉被我领到旅馆床上，要给她脱

衣服时，她手蹬脚刨，硬是不准。 

正直に言って、私は両親にはあまり会いた

くありません。あの人たちは私のことで、

すごく〈7〉混乱していて、会って話をし

ても私はなんだか惨めな気分になるばか

りだからです。 

老实说，我不大想见父母。他们〈8〉被我搅

得心慌意乱，见面交谈恐怕也只能使我恓惶

不安，况且我还有几件事必须向你解释。 

一度だけ銃声のようにポンという音が遠

くの方で聞こえたが、こちらは何枚かフィ

ルターを〈9〉とおしたみたいに小さくく

ぐもった音だった。 

“砰”的一声，远方响起类似枪响的声音，

但在这边听来声音又闷又低，像〈10〉被好

几张过滤纸过滤了一般。 

でも、そういうのって本当に辛かったわ

よ。まるで私の人生そのものがそこでぱた

っと〈11〉終わっちゃったみたいなんです

もの。私の人生のいちばん良い部分が二十

年ちょっとで終わっちゃったのよ。 

可那多么叫人难受啊！就像我的人生〈12〉

被突然拦腰截断了一样，我一生中最美好的

时光，20 年刚过就彻底报销了。 

そして、もし〈13〉ばれちゃうようなこと

あったら、あのきれいな目からぽろぽろ涙

をこぼして言い訳するか、謝まるかするの

よ。すがりつくような声でね。すると、だ

“而万一〈14〉被发觉了，她便从那美丽的

眼睛里一滴接一滴地挤出眼泪，或解释或道

歉，用那小鸟依人般的声音。这一来，谁都

不好再发火了。” 
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れもそれ以上怒れなくなっちゃうの。 

その週の半ばに僕は手のひらをガラスの

先で深く〈15〉切ってしまった。 

这周刚过一半，手心〈16〉被玻璃片划了一

道很深的口子。其实唱片架上的一块玻璃档

格早已经打裂，而我没注意到。 

彼も俺はそうじゃないしワタナベもそう

じゃない〈17〉理解してもらわなくったっ

てかまわないと思っているのさ。自分は自

分で他人は他人だって。 

但我不那样，渡边也不那样，而觉得不〈18〉

被人理解也无关紧要。自己是自己，别人归

别人。” 

僕の手から皿からテーブルから目につく

ものの何から何までが赤く〈19〉染まって

いた。…… 

我的手、碟子、桌子，凡是目力所及的东西，

无不〈20〉被染成了红色，…… 

土曜日の夜は永沢さんは親戚の家に泊る

という名目で毎週外泊〈21〉許可をとって

いるのだ。 

星期六晚间永泽以去亲戚家为由，每次都

〈22〉被允许在外面过夜。 

梅雨どき特有の、風を伴わないまっすぐな

雨で、それは何もかもをまんべんなく〈23〉

濡らしていた。 

窗外雨下个不停。这是梅雨时节特有的雨，

没有一丝风，雨帘垂直落下，一切都〈24〉

被淋得湿漉漉的。其他同学全部离开教室后，

绿子也还是以那副姿势默然不动。 

私これまでの人生で十分に〈25〉傷ついて

きたし、これ以上傷つきたくないの。幸せ

になりたいのよ。 

“还有，你对我怎么样都可以，但千万别做

伤感情的事。在过去的生活里我已经〈26〉

被伤害得够厉害了，不想再受下去，我要活

得快活些。” 

雨は音もなく執拗に降りつづき、それは僕

らの髪の黄色いナイロンのウィンドーブ

レーカーをくらい色に〈27〉染めた。 

雨无声无息、执着地下个不停，我们的头发

已被彻底淋透，雨滴如同泪珠一般顺颊而下，

她的牛仔布茄克和我的黄色尼龙风衣全〈28〉

被染成了深色。 
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